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本
年
度
は
次
年
度
に
迎
え
る
本
学
創
立
一
二
〇
周
年
の
佳
節
に
向
け
て
、
更
な
る
飛
躍
の
基
盤
を
確
立
す
る
一
年
で
あ
っ
た
よ
う
に

思
う
。
世
界
は
引
き
続
く
コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
て
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
と
い
う
緊
迫
し
た
事
態
に
直
面
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
そ
う
し
た
世
相
を
物
語
る
よ
う
に
、
二
〇
二
二
年
に
選
ば
れ
た
今
年
の
漢
字
は
「
戦
」
で
あ
っ
た
。
令
和
の
時
代
は
コ

ロ
ナ
禍
と
大
国
同
士
の
軍
事
衝
突
と
い
う
人
類
の
存
亡
を
左
右
す
る
戦
い
の
中
で
幕
を
開
け
た
と
、
後
世
の
歴
史
学
者
に
よ
っ
て
総
括

さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
世
の
乱
れ
を
眼
前
に
し
て
、
我
々
は
た
だ
悲
観
し
、
立
ち
尽
く
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

い
つ
の
世
も
偉
大
な
哲
学
や
思
想
は
乱
世
の
中
で
育
ま
れ
る
。
つ
ま
り
、
希
望
を
求
め
る
人
類
の
希
求
に
呼
応
し
て
、
民
衆
の
大
地
か

ら
正
義
の
言
論
は
確
立
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

当
研
究
所
は
現
代
社
会
が
抱
え
る
諸
課
題
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
多
角
的
な
研
究
活
動
を
推
進
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
研
究

所
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
更
な
る
社
会
貢
献
、
地
域
貢
献
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
。
当
紀
要
は
号
を
重
ね
る
ご
と
に
学
際
的
な
色
彩
を

強
め
て
き
た
が
、
本
号
で
は
森
田
実
名
誉
学
長
に
よ
る
「
平
和
憲
法
講
義
」、
ま
た
日
中
関
係
の
専
門
家
で
あ
る
西
園
寺
一
晃
先
生
に

よ
る
「
池
田
大
作
先
生
と
日
中
友
好
の
歴
史
」
と
い
う
特
別
講
義
を
掲
載
し
て
い
る
。
国
際
情
勢
が
不
安
定
化
し
つ
つ
あ
る
今
こ
そ
、

も
う
一
度
、
日
本
が
歩
ん
で
き
た
戦
後
史
を
振
り
返
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
戦
後
史
を
総
括
す
る
上
で
、
日
本
国
憲

法
と
民
間
外
交
が
果
た
し
て
き
た
役
割
を
改
め
て
再
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
問
題
意
識
に
基
づ
い
て
、
読
者
に
は

森
田
実
名
誉
学
長
と
西
園
寺
一
晃
先
生
の
特
別
講
義
を
読
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

　

ま
た
本
年
度
は
現
代
儒
学
研
究
部
門
、
現
代
仏
教
研
究
部
門
、
西
洋
哲
学
研
究
部
門
、
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
部
門
、
池
田
大
作
思
想
研

究
部
門
の
五
研
究
部
門
体
制
を
よ
り
充
実
さ
せ
、
三
つ
の
極
を
形
成
し
な
が
ら
研
究
・
教
育
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
一
つ
の
極
は
現
代

発
刊
に
よ
せ
て
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東
日
本
国
際
大
学

東
洋
思
想
研
究
所
所
長

　
　
　
　
　
　

松
　
岡
　
幹
　
夫

発刊によせて

儒
学
研
究
部
門
が
長
年
続
け
て
い
る
論
語
素
読
教
室
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
る
時
期
も
あ
っ
た
が
、
感
染
症

対
策
を
徹
底
し
た
上
で
ほ
ぼ
コ
ロ
ナ
禍
前
の
状
況
を
取
り
戻
す
こ
と
が
出
来
た
。
ま
た
昨
年
度
、
当
研
究
所
に
設
立
さ
れ
た
仏
教
者
で

創
価
大
学
の
創
立
者
で
あ
る
池
田
大
作
先
生
を
研
究
対
象
と
す
る
池
田
大
作
思
想
研
究
部
門
と
現
代
仏
教
研
究
部
門
の
合
同
に
よ
り
、

本
年
度
、
新
た
に
池
田
大
作
思
想
研
究
会
が
発
足
し
た
。
池
田
大
作
思
想
研
究
会
で
は
毎
月
一
回
公
開
講
座
を
開
催
し
、
本
号
に
掲
載

し
た
西
園
寺
一
晃
先
生
の
特
別
講
義
も
池
田
大
作
思
想
研
究
会
に
よ
る
研
究
活
動
の
一
環
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
西
洋

哲
学
研
究
部
門
と
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
部
門
も
部
門
合
同
に
よ
る
西
洋
哲
学
・
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
部
門
合
同
研
究
会
を
三
ヵ
年
計
画
で
開

催
予
定
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
儒
学
、
仏
教
・
池
田
大
作
思
想
、
西
洋
哲
学
・
イ
ス
ラ
ー
ム
と
い
う
三
つ
の
極
を
軸
に
、
本
年
度
は

よ
り
社
会
に
開
か
れ
た
活
動
を
行
う
こ
と
が
出
来
た
よ
う
に
思
う
。

　

来
年
度
、
当
研
究
所
で
は
大
き
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。
本
年
度
は
そ
の
た
め
の
確
か
な
土
台
を
築
く
こ
と
が

出
来
た
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
変
化
を
恐
れ
ず
挑
戦
を
し
続
け
た
い
。
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
哲
学
者
、
ヘ
ラ
ク
レ
イ
ト
ス
は
「
万
物
は
流

転
す
る
」
と
い
う
言
葉
を
残
し
て
い
る
。
私
は
一
歩
踏
み
込
ん
で
、
人
間
の
心
は
万
物
を
良
い
方
向
に
変
化
さ
せ
る
力
を
持
っ
て
い
る

と
訴
え
た
い
。
そ
の
心
の
基
盤
と
な
る
哲
学
・
思
想
の
探
求
と
深
化
を
目
指
し
、
明
年
も
精
進
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

　
　

令
和
五
年
二
月
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東 

洋

東
日
本
国
際
大
学
東
洋
思
想
研
究
所
紀
要
　
　
第
十
三
号
　
　
　
二
〇
二
三
年
二
月

発
刊
の
辞

 

松
岡
幹
夫
「
発
刊
に
よ
せ
て
」  

　

2

■
特
集
一
　
第
三
四
回
大
成
至
聖
先
師
孔
子
祭
■

 

当
日
日
程　

 

　

6

 

記
念
講
演
会
挨
拶　
学
校
法
人
昌
平
黌
理
事
長　

緑
川
浩
司　

 

　

8

 

名
誉
学
長
就
任
記
念
講
演　

東
日
本
国
際
大
学
名
誉
学
長
・
同
大
学
森
田
実
地
球
文
明
研
究
所
所
長　

森
田　

実

 

　
　
　
　
　
「
孔
子
と
同
時
代
の
思
想
家
た
ち
」　 

　

10

■
特
集
二
　
森
田
実
名
誉
学
長
「
平
和
憲
法
講
義
」
■
　 

　

17

■
特
集
三
　
東
日
本
国
際
大
学
東
洋
思
想
研
究
所
池
田
大
作
思
想
研
究
会
　
特
別
講
義
■

　
　
　
　
　
　

東
日
本
国
際
大
学
客
員
教
授
・
北
京
大
学
客
員
教
授　

西
園
寺
一
晃

　
　
　
　
　
　
　
「
池
田
大
作
先
生
と
日
中
友
好
の
歴
史
」　 

　

32

■
論
文
■

 

論
文
Ⅰ　

三
浦
健
一 

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ベ
ー
ス
ド
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
一
考
察

 
 

 
 

　

―
北
海
道
夕
張
市
の
観
光
を
事
例
と
し
た
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
研
究
―
」　 

　

47

 

論
文
Ⅱ　

城
山
陽
宣 

「
孔
子
集
団
に
お
け
る
道
徳
教
育
の
か
た
ち
と
『
論
語
』
の
確
立
（
前
篇
）」

 
 

 
 

　
　
　
　
　

―
世
界
観
・
語
・
賢
の
概
念
の
分
析
を
通
じ
て
―　

 

　

61
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論
文
Ⅲ　

長
谷
川 

奏 

「
ナ
イ
ル
の
水
辺
に
息
づ
い
た
古
代
世
界

 
 

 
 

　
　
　
　
　

―
文
明
の
重
層
性
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
」　 

　

81

 
論
文
Ⅳ　

崔　

雪　

萍 

「
月
舟
寿
桂
の
医
学
認
識
に
お
け
る

 
 

 
 

　
　
　
　
　

 

「
本
草
学
」
の
批
判
と
禅
浄
一
致
思
想
の
構
築
」　 

　

94

 
論
文
Ⅴ　

胡　

華
喩 

「
経
学
に
お
け
る
文
体 

―
「
集
伝
」
の
多
角
的
・
通
時
的
検
討
―
」　 

　

111

■
研
究
ノ
ー
ト
■

 

李　

和
貞 
「
愛
着
の
研
究
と
そ
の
可
能
性
に
つ
い
て
の
一
考
察
」　 

　

129

■
書
評
■

 

高
橋
伸
城 

松
岡
幹
夫
著
『
創
価
学
会
の
思
想
的
研
究
〈
下
巻
〉
人
権
・
共
生
編
』  

　

139

■
活
動
報
告
■

 

研
究
所
全
体
と
し
て
の
活
動
一
覧　

 

　

145

 

五
研
究
部
門
の
活
動
報
告　

 

　

149

■
論
文
投
稿
規
定
■　

 

　

160

■
論
文
外
国
語
要
旨
■　

 

　

ⅱ

■
外
国
語
原
稿
目
次
■　

 

　

ⅰ

東
日
本
国
際
大
学
東
洋
思
想
研
究
所
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■
特
集
一　

第
三
四
回
大
成
至
聖
先
師
孔
子
祭
■

　

二
〇
二
二
年
（
令
和
四
年
六
月
二
二
日
）、
第
三
四
回
大
成
至
聖

先
師
孔
子
祭
を
学
内
大
成
殿
で
開
催
し
た
。
祭
主
・
緑
川
浩
司
理
事

長
が
祭
主
挨
拶
を
行
い
、
玉
串
を
捧
げ
た
。

　

式
典
に
続
く
第
二
部
記
念
講
演
会
で
は
会
場
を
い
わ
き
芸
術
文
化

交
流
館
ア
リ
オ
ス
大
ホ
ー
ル
に
移
動
し
、
森
田
実
名
誉
学
長
と
本
学

比
較
文
化
研
究
所
所
長
の
中
西
進
先
生
に
よ
る
記
念
講
演
が
行
わ
れ

た
。

　

以
下
、
緑
川
浩
司
理
事
長
に
よ
る
記
念
講
演
会
挨
拶
、
並
び
に
、

森
田
実
名
誉
学
長
に
よ
る
記
念
講
演
を
掲
載
し
、
当
日
の
報
告
と
す

る
。

令
和
四
年
六
月
二
三
日
（
木
）

　

午
前
一
〇
時
三
〇
分
～
午
前
一
一
時
三
〇
分

　
　
　
　
　
　
　
　

東
日
本
国
際
大
学　

一
号
館
屋
上　
　

大
成
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
号
館
二
階　

階
段
教
室

　
　

第
三
四
回
大
成
至
聖
先
師
孔
子
祭

　

午
後
一
三
時
〇
〇
分
～
午
後
一
五
時
〇
〇
分

　
　
　
　
　
　
　
　

い
わ
き
芸
術
文
化
交
流
館
ア
リ
オ
ス
大
ホ
ー
ル

　

記
念
講
演

　

演　

題　

 「
辞
書
と
文
化

　
　
　
　
　
　
　

―
故
人
は
辞
書
を
ど
の
よ
う
に
読
ん
で
き
た
か
」

　

講　

師　

東
日
本
国
際
大
学
比
較
文
化
研
究
所
所
長　

中
西　

進

　

名
誉
学
長
就
任
記
念
講
演

　

演　

題　
「
孔
子
と
同
時
代
の
思
想
家
た
ち
」

　

講　

師　

東
日
本
国
際
大
学
名
誉
学
長　

森
田　

実
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第
三
四
回
大
成
至
聖
先
師
孔
子
祭
及
び
記
念
講
演
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

時　間 場　　所 内　　容

10:30 ～ 11:30

本　学
１号館大成殿

及び
２階階段教室

及び
1 階教室

第１部　孔子祭 司会：西谷明洋

神事

神官

（参列者）
本学法人役員・来賓・教職員・学生、生徒

〈次第〉

◇開式の辞 学校法人昌平黌　総長　吉村作治

◇神　　事

　修祓の儀

　齋主一拝

　献　　饌

　齋主祝詞奏上

　玉串を奉りて拝礼 理事長、常務理事、総長、学長、鎌田地区区長、学生

　撤　　饌

　齋主一拝

　直　　会

◇祭主挨拶 学校法人昌平黌　理事長　緑川浩司

◇閉式の辞 東日本国際大学・いわき短期大学　学長　中山哲志

10:30 ～ 11:40 大成殿前 ◇記念撮影

11:40 ～ 12:00 本　学 　　昼　　食
本学役員、来賓、その他（関係職員）
※来賓、教職員、学生１学年へ弁当配布

12:00 ～ 13:00 （移　動）大学バス　午後 12:00 ～　: 出発（順次）　　アリオス開場 12:20

13:00

アリオス
大ホール

第２部　記念講演会 司会：三浦健一

◆挨　　拶

◆来賓祝辞

５分　理事長
３分　総　長
３分　四大・短大　学長
３分　中高　校長
３分　内田広之　いわき市長

13:15 舞台展開（３分）

13:20 ◆記念講演（40 分） 〈講師紹介〉　吉村作治総長（２分）
演題　「辞書と文化―故人は辞書をどのように読んできたか」
講師：東日本国際大学比較文化研究所所長　中西　進先生

14:05 休　　憩（10 分）

14:15 第２部　森田先生東日本国際大学名誉学長　称号授与式・就任記念講演会

・略歴・推挙理由紹介　東日本国際大学　中山哲志学長
・称号授与　東日本国際大学名誉学長　森田　実先生

◆就任記念講演
　　　　（40 分）

演題　「孔子と同時代の思想家たち」
講師：東日本国際大学名誉学長・森田実地球文明研究所所長
 森田　実先生

15:00 （終　了）

7

■特集一　第三四回大成至聖先師孔子祭
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本
日
の
記
念
講
演
会
に
際
し
ま
し
て
主
催
者
を
代
表
し
て
一
言
ご

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
孔
子
祭
は
こ
う
し
た
記
念
講
演

会
を
セ
ッ
ト
で
開
催
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
に
伴
い
、
昨
年
、
一
昨
年
と
開
催
を
断
念
せ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
よ
う
に
晴
れ
や
か
に
、
か
つ
盛
大
に
開
催

で
き
ま
し
た
こ
と
は
実
に
三
年
ぶ
り
の
こ
と
で
す
。
皆
さ
ま
方
の
ご

協
力
と
ご
理
解
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
、来
賓
の
方
々

に
は
ご
多
忙
の
な
か
、
多
数
御
出
席
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
記
念
講
演
会
に
講
師
と
し
て
中
西
進
先
生
、
森
田
実

先
生
の
お
二
方
を
お
招
き
で
き
ま
し
て
、
主
催
者
と
し
て
こ
れ
に
ま

さ
る
喜
び
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
明
年
二
〇
二
三
年
は
い
よ
い
よ
創
立
一
二
〇
周
年
の
佳
節

を
迎
え
ま
す
。
私
ど
も
は
こ
の
大
き
な
節
目
を
目
指
し
て
、
す
べ
て

に
わ
た
っ
て
未
曽
有
の
発
展
を
実
現
し
よ
う
と
の
思
い
で
、
こ
こ
数

年
、
意
欲
的
な
取
り
組
み
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
成
果

は
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
実
現
す
る
に
至
っ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
幼
稚

園
か
ら
附
属
の
中
高
、
短
大
・
大
学
を
擁
す
る
わ
が
法
人
に
お
い
て
、

志
願
者
・
入
学
者
数
の
目
覚
ま
し
い
増
加
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
不
測
の
事
態
に
加
え
、
少
子
化
と
い

う
荒
波
を
乗
り
越
え
て
の
発
展
で
す
が
、
こ
れ
も
ひ
と
え
に
地
域
の

皆
さ
ま
の
ご
支
援
・
ご
理
解
の
賜
物
で
あ
り
ま
す
。
改
め
て
感
謝
申

し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

留
学
生
別
科
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
た
め
、
多
く
の
留
学
生
が
来
日

で
き
ず
、
入
学
生
が
激
減
い
た
し
ま
し
た
が
、
今
春
よ
り
続
々
と
待

望
の
来
日
を
果
た
し
、
か
つ
て
な
い
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
中
に
は
ご
承
知
の
よ
う
に
、
母
国
が
戦
火
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
か
ら
避
難
し
て
い
る
留
学
生
四
人
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

創
立
一
二
〇
周
年
の
記
念
事
業
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、　

そ

の
一
つ
と
し
て
短
大
附
属
幼
稚
園
の
建
て
替
え
が
あ
り
ま
す
。
木
造

一
階
建
て
で
、
木
の
温
も
り
を
存
分
に
味
わ
え
る
自
然
豊
か
な
環
境

の
中
で
園
児
を
育
て
た
い
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
い
て
い
ま

す
。

記
念
講
演
会
挨
拶

学
校
法
人
昌
平
黌
理
事
長
　
緑
　
川
　
浩
　
司
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さ
ら
に
四
年
後
を
め
ど
に
大
学
の
二
号
館
を
建
て
替
え
る
予
定
で

す
が
、
学
生
の
た
め
の
環
境
整
備
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
次
の
創
立

一
三
〇
周
年
の
暁
に
は
、
法
人
全
体
と
し
て
三
、〇
〇
〇
名
の
生
徒
・

学
生
数
を
実
現
さ
せ
た
い
と
決
意
し
て
お
り
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
、

何
と
言
っ
て
も
地
域
の
方
々
か
ら
の
信
頼
が
不
可
欠
で
す
。
そ
し
て

そ
の
信
頼
に
応
え
る
に
は
、
地
域
の
興
隆
は
も
と
よ
り
、
世
界
の
平

和
実
現
を
担
う
本
物
の
リ
ー
ダ
ー
、
建
学
の
精
神
を
身
に
付
け
、
人

間
力
に
満
ち
た
人
材
を
育
て
て
い
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
今
、
分
断

と
対
立
に
あ
え
ぐ
世
界
は
若
き
平
和
の
リ
ー
ダ
ー
を
切
実
に
求
め
て

い
ま
す
。

　
『
論
語
』
に
「
人
に
し
て
不ふ

仁じ
ん

な
ら
ば
、
礼れ

い

を
如い

か
ん何

せ
ん
。
人
に

し
て
不
仁
な
ら
ば
、楽が

く

を
如
何
せ
ん
」
と
あ
り
ま
す
。「
不
仁
」
と
は
、

「
仁
」
に
欠
け
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
要
す
る
に
、
人
間
と
し
て
だ

め
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
人
が
、
学
問
だ
の
、
文
化
だ
の
、
と
言
っ

て
も
始
ま
ら
な
い
と
い
う
意
味
で
す
。
私
た
ち
が
、特
に
大
学
で「
人

間
力
の
育
成
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
る
所
以
で
す
。

　

本
日
は
、
一
二
〇
周
年
、
そ
し
て
次
の
一
三
〇
周
年
へ
の
新
た
な

出
発
の
日
で
す
。
き
ょ
う
参
列
し
て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の
皆
さ
ま
の

温
か
い
支
援
を
賜
り
な
が
ら
、
こ
こ
い
わ
き
の
地
か
ら
人
間
教
育
の

新
た
な
歴
史
を
築
い
て
い
く
こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
、
私
の
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
日
は
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

9
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只
々
恐
縮
の
極
み
で
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。
今
日
の
テ
ー
マ
に
選
び
ま
し
た
の
は
「
孔
子
と
同
時
代
の
思
想

家
た
ち
」
で
す
。
孔
子
は
今
か
ら
二
五
五
〇
年
程
前
に
今
の
山
東
省

に
あ
っ
た
魯
と
い
う
国
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
孔
子
の
故
郷
は
現
在
で

は
ど
う
い
う
位
置
に
あ
る
か
と
い
い
ま
す
と
、
山
東
省
は
約
一
億
人

の
大
き
な
省
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
省
都
は
「
済
南
」
で
す
。
中
国

語
で
は
「
チ
ー
ナ
ン
」
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
隣
に
曲
阜
と
い

う
市
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
曲
阜
の
中
に
で
す
ね
、「
昌
平
」
と
い
う

地
域
が
あ
る
ん
で
す
。こ
こ
が
孔
子
の
生
ま
れ
育
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
日
の
東
日
本
国
際
大
学
の
学
校
法
人
と
し
て
の
名
前
で
あ
る
昌
平

黌
、
こ
の
「
昌
平
」
は
孔
子
の
生
ま
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
取
っ
た
も
の

で
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
中
学
校
・
高
校
の
名
前
は
昌
平
中
学
、
昌

平
高
校
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
昌
平
も
孔
子
が
生
ま
れ
育
っ
た
と
こ

ろ
か
ら
名
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
司
馬
遷
の
「
史
記
」
と
い
う
歴
史

書
が
あ
り
ま
す
が
、
世
界
の
中
で
も
最
高
の
歴
史
書
と
い
わ
れ
る
本

で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
最
近
の
考
古
学
の
研
究
で
は
本
当
に
司
馬
遷
が

名
誉
学
長
就
任
記
念
講
演
「
孔
子
と
同
時
代
の
思
想
家
た
ち
」

書
い
た
も
の
か
と
い
う
議
論
は
あ
り
ま
す
が
、
ど
ち
ら
に
し
て
も
司

馬
遷
の
史
記
は
偉
大
な
歴
史
書
だ
と
思
い
ま
す
。

　
「
史
記
」
に
よ
り
ま
す
と
、
孔
子
と
孔
子
の
父
親
は
軍
人
で
、
孔

子
の
母
親
は
神
社
に
勤
め
る
巫
女
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
孔
子
は
巫
女

と
の
間
に
生
ま
れ
た
の
で
す
が
、
正
式
の
夫
婦
関
係
で
は
な
か
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
孔
子
は
学
問
に
目
覚
め

て
日
本
人
で
い
う
と
こ
ろ
の
中
学
に
入
る
頃
、
数
え
で
一
五
歳
の
時

に
、
当
時
の
国
家
公
務
員
試
験
の
よ
う
な
も
の
を
受
け
て
公
務
員
に

な
り
ま
す
。
そ
の
後
、
魯
の
国
の
公
務
員
に
な
り
一
生
懸
命
働
き
な

が
ら
、
一
歩
一
歩
階
段
を
登
る
よ
う
に
一
人
前
の
公
務
員
に
な
り
ま

す
。「
三
十
に
し
て
立
つ
」
と
孔
子
自
身
が
言
っ
て
お
り
ま
す
の
は
、

三
十
歳
に
し
て
一
人
前
の
公
務
員
に
な
っ
た
と
、「
四
十
に
し
て
迷

わ
ず
」、
も
う
迷
う
こ
と
は
な
く
な
っ
た
、
こ
の
道
を
進
む
の
み
だ

と
い
う
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
五
十
に
し
て
天
命
を
知
る
」、

つ
ま
り
公
的
な
仕
事
を
や
る
こ
と
が
自
分
の
天
命
な
ん
だ
と
悟
っ
た

と
い
う
意
味
だ
と
思
い
ま
す
。「
六
十
に
し
て
耳
従
う
」、
耳
従
う
と

東
日
本
国
際
大
学
名
誉
学
長
・
同
大
学
森
田
実
地
球
文
明
研
究
所
所
長
　
森
　
田
　
　
　
実
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い
う
の
は
、
い
ろ
ん
な
声
が
本
当
に
自
然
に
耳
に
入
る
よ
う
に
な
っ

た
、
誉
め
言
葉
も
そ
う
で
な
い
言
葉
も
す
べ
て
自
然
に
聞
け
る
よ
う

に
な
っ
た
と
。「
七
十
に
し
て
心
の
欲
す
る
所
に
従
っ
て
矩
を
踰
え

ず
」、
つ
ま
り
自
分
が
思
う
通
り
に
し
て
も
道
徳
を
踏
み
外
す
こ
と

は
な
く
な
っ
た
と
孔
子
は
自
分
の
人
生
を
振
り
返
っ
て
い
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
後
、
数
え
七
十
三
歳
で
こ
の
世
を
去
り
ま
し
た
。
こ
れ
が

孔
子
の
人
生
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
孔
子
の
人
生
を
書
い
た
司
馬
遷
と
い
う
人
は
、
孔
子
が
生
き

た
時
代
か
ら
約
三
〇
〇
年
後
に
登
場
し
た
人
な
ん
で
す
。
こ
の
人
の

父
親
も
歴
史
家
で
あ
り
ま
し
て
、
中
国
人
と
い
う
の
は
歴
史
を
残
し

た
い
と
一
生
懸
命
に
な
る
の
で
す
が
、
う
ま
く
い
か
ず
途
中
で
挫
折

し
ま
す
。
司
馬
遷
は
そ
ん
な
父
の
願
い
を
達
成
す
べ
く
、
非
常
に
努

力
す
る
ん
で
す
。
し
か
し
、
当
時
の
政
権
に
対
し
て
批
判
的
な
言
動

が
あ
っ
た
と
い
う
疑
い
を
か
け
ら
れ
、
死
刑
の
判
決
を
受
け
る
わ
け

で
す
。
司
馬
遷
は
死
刑
に
な
っ
て
父
親
の
偉
業
を
継
ぐ
こ
と
が
出
来

な
く
な
る
と
非
常
に
困
る
と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
宮
刑
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
宮
刑
と
い
う
の
は
、
男
性
の
性
器
を
切
断
す
る

と
い
う
屈
辱
的
な
刑
な
ん
で
す
ね
。
こ
の
屈
辱
的
な
刑
を
受
け
る
よ

り
は
い
っ
そ
の
こ
と
首
を
撥
ね
て
も
ら
い
た
い
と
、
極
刑
に
し
て
も

ら
い
た
い
と
い
う
人
が
多
い
ぐ
ら
い
の
屈
辱
的
な
刑
な
ん
で
す
。
し

か
し
司
馬
遷
は
そ
の
刑
を
受
け
て
も
生
き
な
が
ら
え
て
、
必
死
に

な
っ
て
親
の
達
成
で
き
な
か
っ
た
中
国
の
歴
史
を
書
き
残
し
ま
し

た
。
こ
れ
が
人
類
史
上
最
高
の
歴
史
書
と
言
わ
れ
る
「
史
記
」
で
あ

り
ま
す
。「
史
記
」
は
傑
作
中
の
傑
作
中
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。「
史

記
」
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
中
国
の
歴
史
は
偉
大
な
歴
史
と
し
て
残
っ

た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　

孔
子
と
同
年
代
の
思
想
家
に
老
子
と
い
う
人
が
い
ま
す
。
老
子
は

孔
子
と
ほ
と
ん
ど
同
年
代
の
人
な
の
で
す
が
、
こ
の
人
も
公
務
員

だ
っ
た
と
い
う
程
度
の
こ
と
し
か
判
っ
て
い
な
い
ん
で
す
。「
老
子
」

と
い
う
本
を
遺
し
ま
し
た
。「
老
子
」と
い
う
の
は
中
国
語
で「
タ
オ
」

と
言
い
ま
す
。
日
本
語
に
す
る
と「
道
」と
い
う
意
味
で
す
。
こ
の「
タ

オ
」
と
い
う
本
、
世
界
的
に
と
て
も
人
気
が
あ
り
ま
し
て
、
全
世
界

に
翻
訳
さ
れ
て
い
ま
す
。「
論
語
」
に
次
ぐ
ほ
ど
の
大
き
な
影
響
力

を
持
っ
た
本
で
す
。内
容
は
自
然
を
徹
底
的
に
尊
重
し
て
い
こ
う
と
、

自
然
と
共
に
生
き
よ
う
、
そ
し
て
人
間
は
謙
虚
に
、
控
え
め
に
生
き

な
け
れ
ば
い
け
な
い
ん
だ
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。常
に
頭
を
下
げ
て
、

人
に
譲
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
説
い
て
い

る
本
な
ん
で
す
。「
老
子
」
の
中
で
一
番
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
言
葉

は
「
上
善
如
水
」
で
す
。「
上
善
如
水
」
は
上
の
善
、
最
高
の
善
は

水
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
、
水
は
天
か
ら
降
っ
て
地
上
を
潤
し
、

そ
し
て
最
底
辺
に
向
か
っ
て
流
れ
て
全
体
を
潤
す
。
こ
れ
が
最
高
の

「
善
」
の
在
り
方
な
ん
だ
と
い
う
意
味
で
す
。
こ
の
言
葉
は
お
酒
の

名
前
に
も
な
っ
て
い
ま
し
て
、
有
名
な
言
葉
で
す
。
老
子
の
精
神
を

示
す
重
要
な
言
葉
の
一
つ
で
す
ね
。
政
治
に
つ
い
て
も
、
老
子
は
発
11
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言
し
て
い
ま
す
。「
大
国
を
治
む
る
は
小
鮮
を
烹
る
が
ご
と
く
す
」、

小
魚
を
煮
る
よ
う
に
丁
寧
に
国
を
治
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
ん
だ
と

い
う
意
味
で
す
。
こ
の
言
葉
は
様
々
な
政
治
家
の
論
文
や
学
者
の
論

文
の
中
に
も
引
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
老
子
が
一
箇
所
だ
け
自
己
主
張
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る

ん
で
す
。
そ
れ
は
「
我
に
三
宝
あ
り
」
で
す
。
自
分
に
は
三
つ
の
宝

が
あ
る
ん
だ
と
。
一
つ
は
「
慈
」、
慈
悲
の
慈
で
す
ね
。
二
つ
目
は

倹
約
の
「
倹
」
で
す
。
そ
し
て
三
番
目
は
「
あ
え
て
天
下
の
先
を
取

ら
ず
」
で
す
。
つ
ま
り
先
頭
に
は
立
た
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
先

頭
に
立
つ
の
は
他
の
人
に
譲
っ
て
い
こ
う
。
こ
れ
が
自
分
の
生
き
方

な
ん
だ
と
老
子
は
自
分
自
身
の
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す
。
慈
悲
の

「
慈
」、
こ
れ
が
老
子
の
特
徴
で
あ
り
ま
し
て
、
人
間
の
生
き
る
道

を
述
べ
た
孔
子
の
「
論
語
」
と
仏
教
、
そ
の
中
間
的
な
位
置
に
老
子

は
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
確
か
に
、
老
子
の
考
え
方
を
通
じ
て

イ
ン
ド
の
仏
教
が
中
国
に
普
及
さ
れ
た
こ
と
は
歴
史
の
事
実
だ
と
思

い
ま
す
ね
。
中
国
に
お
い
て
も
仏
教
は
儒
教
・
儒
学
と
並
ぶ
大
き
な

影
響
力
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

今
か
ら
二
五
五
〇
年
ぐ
ら
い
前
、
全
世
界
的
に
い
ろ
い
ろ
な
思
想

運
動
、
宗
教
運
動
が
起
こ
っ
た
時
期
が
あ
り
、
イ
ン
ド
に
お
い
て
は

釈
迦
、
釈
尊
が
登
場
し
て
き
ま
す
。
そ
し
て
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
も
こ
の

時
期
に
発
生
し
て
大
き
な
運
動
に
な
り
ま
す
。
哲
学
の
祖
と
言
わ
れ

て
い
る
の
は
タ
ー
レ
ス
と
い
う
人
で
す
ね
。
哲
学
者
で
有
名
な
人
で

す
。
タ
ー
レ
ス
が
哲
学
を
開
い
た
と
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
。
こ
の

人
も
孔
子
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
時
期
の
哲
学
者
で
す
ね
。
偉
い
人
は
言

葉
を
残
す
ん
で
す
。
み
ん
な
の
記
憶
に
残
る
よ
う
な
言
葉
を
残
し
ま

す
。タ
ー
レ
ス
の
言
葉
で
一
番
有
名
な
の
は
次
の
よ
う
な
言
葉
で
す
。

皆
さ
ん
よ
く
覚
え
て
下
さ
い
。「
こ
の
世
の
中
で
最
も
難
し
い
こ
と

は
自
分
自
身
を
知
る
こ
と
で
あ
る
」、
本
当
に
そ
の
通
り
だ
と
思
い

ま
す
。
私
も
あ
と
四
か
月
く
ら
い
で
九
十
歳
に
な
り
ま
す
が
、
自
分

自
身
を
知
る
と
い
う
こ
と
は
本
当
に
難
し
い
で
す
。
皆
さ
ん
も
こ
の

難
し
い
挑
戦
を
続
け
る
こ
と
で
自
分
を
磨
い
て
下
さ
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
ま
た
「
こ
の
世
の
中
で
一
番
易
し
い
こ
と
は
人
を
批
判
す
る
こ

と
で
あ
る
」
こ
の
言
葉
も
傑
作
で
す
ね
。
人
を
批
判
す
る
こ
と
は
一

番
楽
な
こ
と
で
す
。
楽
な
こ
と
は
し
な
さ
ん
な
と
言
わ
れ
て
い
る
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。

　

も
う
一
つ
、「
こ
の
世
の
中
で
一
番
楽
し
い
こ
と
は
自
ら
の
目
的

を
達
成
す
る
こ
と
で
あ
る
」、
自
分
の
理
想
、
あ
る
い
は
自
分
の
目

標
を
達
成
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
人
生
で
一
番
楽
し
い
こ
と
だ
と
。
こ

の
三
つ
の
言
葉
を
タ
ー
レ
ス
は
残
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
数
々

あ
り
ま
す
が
、
時
間
の
関
係
で
こ
こ
ま
で
に
し
て
お
き
ま
す
。
同
じ

時
期
に
、
も
う
一
人
有
名
な
ギ
リ
シ
ャ
の
哲
学
者
が
登
場
し
ま
す
。

皆
さ
ん
幾
何
学
で
、「
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
の
定
理
」
と
い
う
も
の
を
習
っ

た
と
思
い
ま
す
。
私
は
中
学
の
時
、
ま
だ
戦
時
中
で
す
か
ら
ピ
タ
ゴ

ラ
ス
と
い
う
言
葉
は
あ
ま
り
使
い
た
く
な
か
っ
た
ら
し
く
、「
三
平
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方
の
定
理
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。
今
は
ど
う
な
っ
て

い
る
ん
で
し
ょ
う
か
。
直
角
三
角
形
の
二
辺
の
平
方
の
和
は
、
斜
辺

の
平
方
の
和
に
等
し
い
と
い
う
「
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
の
定
理
」
で
す
が
、

数
学
界
で
は
も
ち
ろ
ん
有
名
で
す
し
、
有
名
な
哲
学
者
で
も
あ
り
ま

す
。
彼
の
言
葉
も
た
く
さ
ん
残
っ
て
お
り
ま
す
。「
怒
り
は
常
に
愚

行
に
始
ま
り
、
悔
恨
に
終
わ
る
」、
怒
り
は
常
に
間
違
っ
た
行
動
に

人
を
駆
り
立
て
る
ん
で
す
。
で
す
か
ら
、
怒
り
を
克
服
出
来
る
よ
う

に
自
己
を
磨
く
こ
と
、
忍
耐
力
を
身
に
着
け
る
こ
と
、
寛
容
の
精

神
を
身
に
着
け
る
こ
と
、
こ
れ
は
本
当
に
大
事
で
す
ね
。
特
に
政
治

家
は
か
な
り
怒
り
っ
ぽ
い
人
が
多
い
の
で
、
私
は
絶
え
ず
そ
の
こ
と

を
言
い
続
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
孔
子
と
同
じ
時
代
に
生
き
た
ギ
リ

シ
ャ
の
哲
学
者
の
教
え
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

そ
の
す
ぐ
後
に
登
場
す
る
の
が
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
プ
ラ
ト
ン
、
ア

リ
ス
ト
テ
レ
ス
と
い
う
三
大
天
才
で
す
。
彼
ら
の
お
か
げ
で
ギ
リ

シ
ャ
哲
学
が
全
世
界
の
リ
ー
ダ
ー
的
な
思
想
に
な
る
訳
で
す
。
そ

し
て
、
西
洋
社
会
だ
け
で
な
く
全
世
界
に
巨
大
な
影
響
力
を
も
た
ら

し
ま
す
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
時
の
政
府
を
批
判
す
る
た
め
に
街
頭
に
出

て
、
街
頭
で
時
の
政
府
の
批
判
を
展
開
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
睨
ま

れ
、
逮
捕
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
裁
判
に
か
け
ら
れ
死
刑
の
判
決
を

受
け
ま
す
。
裁
判
所
に
お
い
て
「
毒
を
飲
め
」
と
言
わ
れ
、
毒
を
飲

む
ん
で
す
ね
。
毒
を
飲
ん
で
死
ぬ
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
時
に
彼

が
遺
し
た
言
葉
は
「
悪
法
も
ま
た
法
な
り
」
で
す
。
自
分
は
こ
の
悪

法
に
従
っ
て
裁
か
れ
、
死
刑
の
判
決
を
受
け
毒
を
飲
む
け
れ
ど
も
、

法
に
は
従
う
。
こ
れ
が
自
分
の
立
場
だ
と
。
こ
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
を
師

と
仰
ぐ
の
が
プ
ラ
ト
ン
で
す
。
プ
ラ
ト
ン
は
優
秀
で
非
常
に
学
ぶ
べ

き
こ
と
が
多
い
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
も
の
や
国
家
な
ど
を
分
析
し
て

い
ま
す
が
、
彼
の
や
り
方
は
全
部
対
話
で
す
ね
。
そ
の
方
法
論
と
し

て
弁
証
法
を
提
唱
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
十
九
世
紀
の
カ
ー
ル
・
マ
ル

ク
ス
の
論
理
に
受
け
継
が
れ
、
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
が
一
時
期
、
約

一
〇
〇
年
に
亘
っ
て
世
界
の
思
想
的
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
訳
で
す
。
プ

ラ
ト
ン
の
業
績
は
と
て
も
大
き
い
で
す
が
、
そ
れ
よ
り
も
は
る
か
に

大
き
い
の
が
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
で
す
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
膨
大
な

著
作
が
あ
り
ま
す
。
自
然
科
学
か
ら
人
文
・
社
会
科
学
、
哲
学
、
あ

ら
ゆ
る
分
野
の
著
作
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
残
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。
残
っ
て
い
る
の
は
三
分
の
一
ぐ
ら
い
で
す
。
三
分
の
一

ぐ
ら
い
で
も
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
全
集
は
膨
大
で
す
。
こ
の
ア
リ
ス

ト
テ
レ
ス
に
よ
る
学
術
的
業
績
が
、
そ
の
後
の
西
洋
社
会
が
世
界
を

リ
ー
ド
す
る
学
問
の
土
台
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
話
し
て
き
た
西
洋
の
哲
学
者
は
皆
、
孔
子
と
同
じ
時
代

を
生
き
た
海
外
の
人
た
ち
で
す
。
先
程
、
老
子
の
話
を
し
ま
し
た
。

老
子
の
後
継
者
が
荘
子
で
す
。
荘
子
も
中
国
で
は
人
気
あ
り
ま
す
。

本
は
今
で
も
読
ま
れ
て
い
ま
す
。
荘
子
も
非
常
に
優
秀
な
哲
学
者
で

す
。
そ
の
他
に
も
数
々
い
る
ん
で
す
。
数
え
き
れ
な
い
程
い
ま
す
。

中
国
古
典
は
何
十
冊
と
あ
り
ま
す
よ
ね
。
ま
た
朱
子
も
有
名
で
す
。
13
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中
世
に
な
っ
て
儒
学
が
非
常
に
下
火
に
な
り
、
中
国
に
お
い
て
主
流

が
仏
教
に
変
わ
っ
た
時
、
儒
学
の
復
興
を
目
指
し
立
ち
上
が
っ
た
の

が
朱
子
と
い
う
名
の
男
で
す
。
朱
子
学
の
創
始
者
で
す
ね
。
そ
の
朱

子
が
基
本
文
献
と
し
て
四
書
五
経
と
い
う
も
の
を
制
定
す
る
わ
け
で

す
。
四
書
と
い
う
の
は
「
大
学
」「
中
庸
」「
論
語
」「
孟
子
」
で
す
。

そ
の
中
の
「
大
学
」
は
孔
子
の
弟
子
で
あ
る
荘
子
が
編
纂
し
た
も
の

な
ん
で
す
。「
知
」
と
い
う
も
の
が
必
要
な
ん
だ
と
、
知
識
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
を
書
い
た
本
で
す
。
孔
子
の
孫

で
あ
る
子
思
の
墓
に
参
り
ま
す
と
、
孔
子
の
墓
は
一
際
大
き
い
ん
で

す
。
す
ぐ
隣
に
小
さ
な
墓
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
息
子
さ
ん
の
墓

で
す
。
そ
の
奥
に
孫
の
子
思
の
墓
が
あ
る
ん
で
す
が
、
子
思
の
墓
は

孔
子
の
墓
に
近
い
ぐ
ら
い
大
き
い
も
の
で
す
。
儒
学
の
歴
史
の
中
で

子
思
は
非
常
に
大
き
な
存
在
な
ん
で
す
ね
。
そ
ん
な
子
思
が
残
し
た

の
が
「
中
庸
」
で
す
。「
中
庸
思
想
」
が
儒
学
の
中
心
思
想
で
す
が
、

こ
の
本
を
残
し
た
の
は
子
思
で
す
。
そ
し
て
、「
論
語
」
と
「
孟
子
」

が
あ
る
わ
け
で
す
。

　
「
論
語
」
は
世
界
中
で
と
て
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。
特
に
権
力
者

が
使
う
ん
で
す
ね
。
私
個
人
の
経
験
で
す
が
、
中
学
の
時
に
戦
争
が

終
わ
り
ま
し
た
。
小
学
校
は
戦
争
中
で
す
。
そ
の
時
、
あ
ら
ゆ
る
と

こ
ろ
で
叫
ば
れ
た
の
が
「
義
を
見
て
せ
ざ
る
は
勇
無
き
な
り
」
で
す
。

義
と
い
う
の
は
成
す
べ
き
こ
と
、
そ
れ
が
あ
る
の
に
挑
戦
し
な
い
の

は
勇
気
が
な
い
こ
と
だ
と
。
こ
の
言
葉
は
戦
時
中
、
毎
日
の
よ
う
に

使
わ
れ
ま
し
た
ね
。
つ
ま
り
、
戦
争
に
行
こ
う
。
軍
人
に
な
ろ
う
。

戦
場
に
行
っ
て
戦
お
う
。
こ
れ
こ
そ
が
義
な
ん
だ
と
、
そ
う
い
う
使

わ
れ
方
を
し
て
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
戦
後
、
占
領
軍
は
論
語
教
育

を
禁
止
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
占
領
軍
の
圧
迫
を
は
ね
の

け
て
今
日
、
論
語
教
育
は
日
本
の
教
育
に
お
け
る
柱
に
な
っ
て
い
る

わ
け
で
す
。
と
も
か
く
、
あ
ら
ゆ
る
権
力
者
が
孔
子
の
権
威
を
使
っ

て
い
ろ
い
ろ
な
形
で
孔
子
を
傷
つ
け
ま
し
た
。「
論
語
」
を
傷
つ
け

た
。
し
か
し
な
が
ら
、「
論
語
」
の
持
っ
て
い
る
価
値
は
そ
れ
に
よ
っ

て
消
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
約
二
五
〇
〇
年
も
の
間
、
今
日
ま
で

生
き
抜
い
て
き
た
わ
け
で
す
。

　

今
か
ら
約
七
十
年
前
に
中
国
で
革
命
が
起
こ
り
、
当
時
の
中
国
共

産
党
の
リ
ー
ダ
ー
毛
沢
東
が
政
権
を
取
り
ま
し
た
。
一
九
四
九
年
十

月
一
日
、
天
安
門
の
壇
上
か
ら
中
華
人
民
共
和
国
の
成
立
を
宣
言
し

ま
す
。
そ
の
体
制
が
今
日
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。
中
国
共
産
党
の
指

導
の
下
に
、
共
産
主
義
で
中
国
は
や
っ
て
い
く
ん
だ
と
、
今
も
そ
の

道
を
進
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
現
在
、
中
国
が
全
世
界
、
約
二
〇
〇

の
国
と
地
域
に
設
置
し
て
い
る
中
国
文
化
セ
ン
タ
ー
の
別
名
は
「
孔

子
学
院
」
な
ん
で
す
。
中
国
が
誇
る
べ
き
は
孔
子
な
ん
だ
と
、
孔
子

と
「
論
語
」
な
ん
だ
と
い
う
考
え
方
を
今
の
中
国
共
産
党
は
持
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
一
事
か
ら
も
、
現
代
に
お
い
て
も
「
論
語
」
と
孔

子
が
い
か
に
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
る
か
が
わ
か
る
と
思
い
ま

す
。
私
は
今
後
、
中
国
が
い
ろ
い
ろ
な
困
難
を
乗
り
越
え
、
変
わ
っ
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て
い
く
と
思
い
ま
す
が
、
孔
子
と
「
論
語
」
と
共
に
中
国
の
姿
は
変

わ
る
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。　

　

孔
子
は
人
間
の
生
き
る
道
、
人
間
の
守
る
べ
き
道
徳
、
人
間
の
維

持
す
べ
き
マ
ナ
ー
、
礼
節
を
繰
り
返
し
説
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
同

時
に
、
そ
の
内
容
が
非
常
に
わ
か
り
や
す
い
ん
で
す
。
私
の
母
親
は

一
六
歳
で
父
親
の
と
こ
ろ
に
嫁
に
行
き
ま
し
て
、
私
は
七
人
兄
弟
の

下
か
ら
二
番
目
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
ん
な
お
袋
は
恐
ら
く
寺
子

屋
で
学
ん
だ
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
田
舎
の
農
家
か
ら
嫁
に
来
ま
し
た

か
ら
。
そ
ん
な
母
が
孔
子
の
「
過
ぎ
た
る
は
猶
及
ば
ざ
る
が
如
し
」

と
い
う
言
葉
を
知
っ
て
お
り
ま
し
た
。「
過
ぎ
た
る
は
猶
及
ば
ざ
る

が
如
し
」、
こ
の
言
葉
は
私
が
五
歳
か
六
歳
の
時
に
母
親
か
ら
何
度

か
聞
か
さ
れ
て
頭
に
残
り
ま
し
た
。
中
学
に
入
り
ま
し
た
時
に
、
漢

文
の
授
業
で
出
て
き
た
第
一
行
目
が
「
朋
あ
り
遠
方
よ
り
来
た
る
ま

た
楽
し
か
ら
ず
や
」
で
す
。
友
人
こ
そ
大
事
だ
と
い
う
意
味
で
す
。

こ
の
言
葉
を
学
ん
だ
時
に
教
師
は
熱
っ
ぽ
く
人
生
に
お
い
て
一
番
大

事
な
の
は
友
情
な
ん
だ
と
、
友
情
こ
そ
大
事
な
ん
だ
と
繰
り
返
し
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
皆
、
学
生
生
活
の
間
に
本
当
の
友
情
を

分
か
ち
合
え
る
友
を
持
と
う
と
思
っ
た
わ
け
で
す
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ

ス
が
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
二
人
の
肉
体
の
中
に
一
つ
の
心
が
宿
る

よ
う
な
友
人
を
持
と
う
と
。
私
も
今
日
ま
で
そ
う
い
う
友
人
と
共
に

生
き
て
き
た
ん
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
親
友
と
呼
べ
る
人
は
こ
の
世

に
は
も
う
お
り
ま
せ
ん
。
と
も
か
く
「
論
語
」
は
わ
か
り
や
す
か
っ

た
で
す
。
孔
子
の
弟
子
が
「
仁
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
と
、

孔
子
に
尋
ね
ま
し
た
。
孔
子
は
「
身
を
殺
し
て
仁
を
成
す
」
と
応
え

ま
す
。
つ
ま
り
、
自
分
自
身
を
克
服
す
る
こ
と
、
自
分
自
身
の
や
ま

し
い
心
を
全
部
克
服
し
て
、
道
徳
的
に
生
き
る
こ
と
、
礼
節
を
全
う

す
る
こ
と
が
仁
を
成
す
こ
と
な
ん
だ
と
。
こ
の
よ
う
に
、
非
常
に
孔

子
は
わ
か
り
や
す
い
ん
で
す
ね
。

　

孔
子
と
ち
ょ
っ
と
遅
れ
た
時
期
に
墨
子
と
い
う
思
想
家
が
登
場
し

ま
す
。
墨
子
の
主
張
は
「
和
」
で
す
。
日
本
国
憲
法
九
条
に
は
、
い

か
な
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
戦
争
は
し
ま
せ
ん
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

絶
対
平
和
主
義
を
主
張
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
墨
子
の
絶
対
平
和
主

義
の
手
法
は
現
在
か
ら
見
て
も
見
事
な
も
の
で
す
。
墨
子
は
自
分
の

巨
大
な
勢
力
を
つ
く
り
、
戦
争
を
し
よ
う
と
す
る
国
に
対
し
て
デ
モ

を
仕
掛
け
た
と
言
っ
た
ら
言
葉
が
悪
い
で
す
が
、
戦
争
を
止
め
な
さ

い
と
み
ん
な
で
押
し
か
け
ま
し
た
。
本
当
に
平
和
的
な
運
動
を
行
っ

て
い
た
ん
で
す
が
、弾
圧
さ
れ
て
消
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

清
朝
の
末
期
に
墨
子
は
復
活
し
ま
す
。
そ
し
て
墨
子
は
今
、
読
ま
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
墨
子
は
消
え
て
い
な
い
ん
で
す
。
そ
の
他
、

「
漢
詩
」
の
中
に
民
主
主
義
と
同
じ
よ
う
な
内
容
が
書
か
れ
て
い
ま

す
。
政
治
が
没
落
す
る
の
は
民
衆
の
心
に
逆
ら
う
か
ら
な
ん
だ
と
。

そ
の
こ
と
を
心
し
て
、
民
衆
を
大
事
に
す
る
政
治
を
し
な
き
ゃ
い
け

な
い
と
漢
詩
の
中
に
あ
り
ま
す
が
、
民
主
主
義
の
主
張
な
ん
で
す
。

私
が
申
し
上
げ
た
い
こ
と
は
二
五
〇
〇
年
前
の
昔
に
、
今
の
政
治
に
15
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森田　実 名誉学長

も
通
じ
る
主
張
が
存
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
ダ
ー
ウ
ィ
ン

は
進
化
論
を
提
唱
し
、
時
代
と
共
に
人
類
は
進
化
す
る
と
言
っ
て
い

ま
す
。
昔
よ
り
も
今
の
方
が
ず
っ
と
優
れ
た
時
代
だ
と
、
そ
う
い
う

風
に
思
う
人
が
増
え
て
い
る
。
半
分
は
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。

医
学
や
化
学
の
進
歩
は
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
人
間
の
持
つ
べ
き
思

想
、
道
徳
の
方
向
性
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
古
代
に
学
ぶ
べ
き
も
の

が
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
孔
子

と
共
に
活
躍
し
た
思
想
家
た
ち
に
学
ぶ
べ
き
も
の
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
私
も
こ
れ
か
ら
「
論
語
」
の
講
義
に
こ
ち
ら
へ
参
り
ま
し
て
、

そ
の
中
身
を
学
生
の
皆
さ
ん
に
優
し
く
お
伝
え
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
古
代
思
想
に
対
す
る
敬
意
と
尊
敬
を
も
っ
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

16



　

本
講
義
は
い
わ
き
短
期
大
学
に
お
い
て
森
田
実
名
誉
学
長
を
お
招

き
し
、
東
日
本
国
際
大
学
附
属
昌
平
中
学
・
高
等
学
校
の
千
葉
義
夫

校
長
の
司
会
進
行
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
日
本
国
憲
法
に
関
す
る
特
別

講
義
で
あ
る
。

【
千
葉
】「
日
本
国
憲
法  

第
十
四
回
」
の
授
業
を
開
始
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
本
日
の
テ
ー
マ
は
「
平
和
憲
法
」
で
す
。
そ
れ
で
は
、

森
田
先
生
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
森
田
】
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
森
田
実
で
す
。
私
は
こ
の
十
月

で
九
十
歳
に
な
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

私
だ
け
マ
ス
ク
を
取
っ
て
す
み
ま
せ
ん
。

　

実
は
第
二
次
世
界
大
戦
が
終
わ
り
ま
し
た
の
は
、
一
九
四
五
年
八

月
十
五
日
で
す
ね
。
お
昼
に
天
皇
の
放
送
が
あ
り
ま
し
て
、
私
の
と

こ
ろ
の
ラ
ジ
オ
だ
け
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
が
、
は
じ
め
は
雑
音
ば
か
り

聞
こ
え
て
う
ま
く
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
途
中
か
ら
聞
き

平
和
憲
法
講
義

取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
て
、
天
皇
の
声
は
今
で
も
頭
の
中
に
残
っ

て
い
ま
す
ね
。《
堪
え
難
き
を
堪
え
、
忍
び
難
き
を
忍
び
、
も
っ
て

万
世
の
た
め
に
太
平
を
開
か
ん
と
欲
す
》
と
い
う
言
葉
は
今
で
も
覚

え
て
い
ま
す
ね
。
こ
れ
に
よ
っ
て
戦
争
は
終
わ
り
ま
す
。

　

た
だ
、
戦
争
が
終
わ
っ
た
時
に
一
番
難
し
い
の
は
、
こ
の
戦
争
を

や
っ
て
い
る
軍
人
が
全
部
従
っ
て
く
れ
な
い
と
困
る
ん
で
す
ね
。
い

つ
も
戦
争
が
終
わ
る
時
に
難
し
い
の
は
、戦
争
を
続
け
て
い
る
と「
戦

争
を
続
け
る
こ
と
が
唯
一
の
正
義
だ
」
と
思
い
込
ん
で
る
人
が
多
い

で
す
か
ら
、
な
か
な
か
や
め
な
い
ん
で
す
ね
。
そ
の
時
、
日
本
国
政

府
と
言
い
ま
す
か
皇
室
は
ど
う
い
う
方
法
を
取
っ
た
か
と
言
い
ま
す

と
、東
久
邇
（
東
久
邇
宮
稔
彦
王
、の
ち
東
久
邇
稔
彦
氏
、一
八
八
七
年
〈
明

治
二
十
年
〉
～
一
九
九
〇
年
〈
平
成
二
年
〉）
と
い
う
皇
室
一
の
秀
才
で
、

昭
和
天
皇
の
い
と
こ
に
あ
た
る
人
物
。
こ
れ
は
非
常
な
秀
才
で
、
日

本
の
陸
軍
大
学
を
出
て
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
の
陸
軍
大
学
（
サ
ン
・
シ
ー

ル
陸
軍
士
官
学
校
）
を
首
席
で
出
る
ほ
ど
の
秀
才
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

こ
の
東
久
邇
を
総
理
大
臣
に
し
ま
し
て
。
そ
れ
で
終
戦
を
実
行
し
た

東
日
本
国
際
大
学
名
誉
学
長
・
同
大
学
森
田
実
地
球
文
明
研
究
所
所
長
　
森
　
田
　
　
　
実

■
特
集
二
■
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の
は
、
鈴
木
貫
太
郎
（
一
八
六
八
年
〈
慶
応
三
年
〉
～
一
九
四
八
年
〈
昭

和
二
十
三
年
〉）
と
い
う
首
相
で
、
こ
の
人
は
偉
い
人
で
し
た
ね
。
こ

の
人
は
大
変
な
人
物
で
し
た
が
、
天
皇
を
支
え
て
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受

諾
と
い
う
大
仕
事
を
や
っ
て
の
け
て
、
や
る
や
否
や
す
ぐ
に
引
退
し

ま
し
て
、
東
久
邇
さ
ん
が
内
閣
総
理
大
臣
に
な
っ
て
。
そ
れ
で
皇
室

の
権
威
を
使
っ
て
そ
の
反
乱
を
抑
え
た
―
―
反
乱
と
い
う
の
は
、
日

本
の
軍
人
が
天
皇
の
玉
音
放
送
に
従
わ
ず
に
「
も
っ
と
俺
た
ち
は
戦

争
を
や
る
ん
だ
」
と
い
う
人
が
相
当
多
い
わ
け
で
す
か
ら
ね
。
そ
れ

を
や
っ
と
抑
え
て
、
そ
れ
で
何
と
か
平
和
な
時
代
に
移
行
す
る
と
い

う
こ
と
を
や
っ
た
ん
で
す
が
。

　

私
、
小
田
原
（
神
奈
川
県
小
田
原
市
）
の
相
洋
中
学
と
い
う
と
こ

ろ
に
い
た
ん
で
す
が
、
隣
が
厚
木
市
な
ん
で
す
。
厚
木
に
飛
行
場

が
あ
り
ま
し
て
、
厚
木
の
飛
行
場
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
（D

ouglas 

M
acA

rthur. 

一
八
八
〇
年
～
一
九
六
四
年
）
が
飛
行
機
で
降
り
た
つ
ん

で
す
。
す
ぐ
隣
の
市
の
飛
行
場
に
。
こ
れ
が
八
月
三
十
日
な
ん
で
す
。

で
す
か
ら
、
終
戦
が
決
ま
っ
た
―
―
「
終
戦
」
っ
て
、
敗
戦
で
す
け

れ
ど
も
―
―
八
月
十
五
日
か
ら
半
月
間
は
、
実
は
ア
メ
リ
カ
軍
は
来

て
い
な
い
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
あ
く
ま
で
日
本
政
府
の
状
態
な
ん

で
す
。
こ
の
間
、
日
本
政
府
は
何
を
し
た
か
と
言
う
と
、
戦
時
中
の

資
料
を
燃
や
し
た
ん
で
す
。
占
領
軍
が
来
て
そ
の
資
料
を
見
れ
ば
、

資
料
に
載
っ
て
い
る
人
は
片
っ
端
か
ら
戦
争
犯
罪
人
に
し
ち
ゃ
う
可

能
性
が
あ
り
ま
し
た
し
ね
。
事
実
、
そ
う
い
う
こ
と
は
行
わ
れ
ま
し

た
ん
で
す
が
。
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
戦
時
中
の
資
料
を
何
し
ろ

燃
や
し
て
し
ま
お
う
と
い
う
こ
と
で
。
で
す
か
ら
、
八
月
十
五
日
か

ら
八
月
の
末
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
来
る
ま
で
の
二
週
間
、
例
え
ば
今

は
財
務
省
と
い
う
大
蔵
省
の
中
庭
な
ん
か
は
煙
が
立
ち
続
け
た
ん
で

す
よ
、
官
庁
の
中
で
。
資
料
を
燃
や
し
続
け
て
。
も
し
そ
の
資
料
が

全
部
残
っ
て
い
た
ら
、
多
く
の
人
が
戦
争
犯
罪
人
と
し
て
逮
捕
さ
れ

て
処
刑
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
し
た
か
ら
ね
。
一
億
一
心
（
い
ち
お

く
い
っ
し
ん
）、
み
ん
な
が
戦
争
を
賛
成
し
て
い
た
わ
け
で
す
か
ら
。

そ
う
い
う
時
代
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
占
領
軍
が
来
ま
し
て
、
東
京
湾
の
ミ
ズ
ー
リ
号
上
で
降

伏
の
調
印
式
が
行
わ
れ
て
、
こ
れ
が
九
月
二
日
で
す
。
そ
こ
か
ら
占

領
軍
が
支
配
す
る
時
代
に
変
わ
っ
て
く
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
東
久

邇
総
理
大
臣
が
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
言
う
こ
と
を
あ
ま
り
聞
か
な
か
っ

た
ん
で
す
。
そ
し
て
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
つ
い
に
怒
り
ま
し
て
、
十

月
に
入
っ
た
時
に
、
東
久
邇
を
辞
め
さ
せ
る
ん
で
す
よ
。
東
久
邇
が

総
辞
職
を
す
る
わ
け
で
す
ね
、
そ
し
て
内
閣
を
去
る
わ
け
で
す
。

　

そ
の
後
に
出
て
き
た
の
が
、幣
原
喜
重
郎（
一
八
七
二
年〈
明
治
五
年
〉

～
一
九
五
一
年
〈
昭
和
二
十
六
年
〉）
と
い
う
、
外
務
省
の
事
務
次
官
を

や
っ
て
い
た
人
物
で
す
。
戦
前
は
、官
庁
の
ト
ッ
プ
は
「
事
務
次
官
」

と
い
う
ん
で
す
ね
。
そ
の
後
、
外
務
省
の
ト
ッ
プ
の
人
は
戦
前
は
イ

ギ
リ
ス
大
使
だ
っ
た
ん
で
す
。
戦
後
は
ア
メ
リ
カ
大
使
な
ん
で
す
。

外
交
官
の
一
番
の
終
着
駅
は
ア
メ
リ
カ
大
使
で
す
。
戦
前
は
イ
ギ
リ
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ス
大
使
で
す
。
そ
う
い
う
地
位
を
得
た
人
で
、
昭
和
五
年
ま
で
の
外

務
省
の
リ
ー
ダ
ー
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
昭
和
五
年
以
後
、
日
本
が
軍

国
主
義
に
移
行
す
る
時
に
、
幣
原
喜
重
郎
は
言
わ
ば
地
位
を
失
う
わ

け
で
す
。
そ
し
て
、
ず
っ
と
十
五
年
間
は
浪
々
の
日
を
送
っ
て
き
た

ん
で
す
け
れ
ど
も
。
そ
う
い
う
人
だ
か
ら
―
―
つ
ま
り
平
和
主
義
者

で
す
か
ら
、
東
久
邇
の
後
の
内
閣
総
理
大
臣
に
な
り
ま
し
て
。
こ
の

東
久
邇
の
後
を
継
い
だ
幣
原
喜
重
郎
が
、
現
行
の
憲
法
を
作
っ
た
人

な
ん
で
す
。
こ
の
幣
原
喜
重
郎
の
時
代
に
、憲
法
の
審
議
が
行
わ
れ
、

草
案
が
つ
く
ら
れ
、
そ
し
て
い
ろ
い
ろ
な
折
衝
が
行
わ
れ
、
議
会
に

お
い
て
承
認
さ
れ
て
、
昭
和
二
十
一
年
十
一
月
三
日
に
決
ま
る
わ
け

で
す
ね
。
そ
し
て
、
そ
の
半
年
後
の
昭
和
二
十
二
年
、
一
九
四
七
年

五
月
三
日
か
ら
新
し
い
憲
法
が
発
効
す
る
わ
け
で
す
。
で
す
か
ら
、

憲
法
を
つ
く
っ
た
時
の
中
心
人
物
が
幣
原
喜
重
郎
な
ん
で
す
が
。

　

私
は
中
学
生
で
し
た
が
、政
治
的
関
心
が
あ
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、

そ
の
過
程
を
ず
っ
と
追
い
掛
け
ま
し
た
。
教
師
の
中
に
も
そ
う
い
う

こ
と
を
一
緒
に
や
る
人
が
い
ま
し
て
、
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
で
す

か
ら
、
あ
の
頃
、
我
々
は
憲
法
が
で
き
た
昭
和
二
十
二
年
の
時
は
、

私
は
中
学
三
年
生
で
す
―
―
昔
は
旧
制
中
学
で
し
た
が
。
そ
の
時
に

英
語
版
が
出
る
ん
で
す
よ
、
憲
法
の
英
語
版
が
。
そ
れ
を
我
々
は
暗

記
し
ま
し
て
、
英
語
で
新
し
い
憲
法
に
つ
い
て
の
討
論
会
を
や
り
ま

し
た
よ
。
中
学
三
年
生
の
時
に
英
語
で
や
り
ま
し
た
、
そ
れ
く
ら
い

や
り
ま
し
た
。そ
し
て
憲
法
の
条
文
も
ほ
と
ん
ど
暗
記
し
ま
し
た
ね
。

今
は
九
十
に
な
り
ま
し
て
、
忘
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
い
く
つ
か
あ
り

ま
す
が
、
当
時
は
憲
法
の
条
文
は
全
部
暗
記
し
ま
し
た
。
そ
の
ぐ
ら

い
、
み
ん
な
で
憲
法
を
勉
強
し
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
そ
れ
か
ら
新

制
高
校
を
経
て
大
学
受
験
の
時
は「
憲
法
の
問
題
が
出
れ
ば
い
い
な
」

と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、出
ま
せ
ん
で
し
た
け
れ
ど
ね
。
つ
ま
り
、

そ
の
ぐ
ら
い
憲
法
に
は
詳
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

実
は
そ
の
後
、
自
由
民
主
党
が
で
き
た
時
に
―
―
こ
れ
は
戦
争
が

終
わ
っ
て
十
年
後
の
一
九
五
五
年
で
す
。
一
九
四
五
年
に
戦
争
が
終

わ
り
ま
す
。
そ
の
十
年
後
の
五
五
年
に
自
由
民
主
党
が
で
き
る
わ
け

で
す
が
。こ
れ
は「
自
由
党
」と
い
う
そ
れ
ま
で
の
主
流
派
の
政
党
と
、

そ
し
て
そ
の
後
主
流
派
に
な
っ
た
「
民
主
党
」
と
い
う
政
党
が
合
体

し
て
、「
自
由
民
主
党
」
に
な
る
わ
け
で
す
。
そ
し
て
、
自
由
民
主

党
が
で
き
た
時
の
指
導
者
が
、
鳩
山
一
郎
で
す
。
最
近
に
総
理
大
臣

に
な
っ
た
鳩
山
由
紀
夫
の
お
じ
い
さ
ん
で
す
よ
。
鳩
山
一
郎
で
す
、

こ
れ
が
首
相
に
な
る
。
そ
し
て
自
由
民
主
党
の
幹
事
長
は
、岸
信
介
。

岸
信
介
さ
ん
は
安
倍
晋
三
さ
ん
の
お
じ
い
さ
ん
で
す
ね
。
こ
の
人
が

幹
事
長
に
な
り
ま
し
て
、
鳩
山
新
体
制
が
で
き
る
わ
け
で
す
が
。
こ

の
鳩
山
さ
ん
と
岸
さ
ん
は
、
新
し
い
憲
法
が
で
き
た
昭
和
二
十
一
年

十
一
月
三
日
の
時
に
は
、
追
放
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
鳩
山
さ
ん
は

刑
務
所
に
は
い
な
く
て
軽
井
沢
に
引
っ
込
ん
で
い
た
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
岸
さ
ん
は
刑
務
所
の
中
に
い
ま
し
た
。「
い
つ
処
刑
さ
れ
る
か

分
か
ら
な
い
、
と
い
う
心
配
を
し
な
が
ら
生
き
て
い
た
」
と
い
う
こ
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と
を
彼
は
言
っ
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
。
私
は
そ
の
後
、
岸
さ
ん
に

会
っ
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

そ
の
二
人
と
も
、
新
し
い
憲
法
を
つ
く
っ
た
時
に
は
、
追
放
さ
れ

て
野
（
や
）
に
い
た
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
憲
法
の
制
定
に
は
参
加

し
て
い
な
か
っ
た
ん
で
す
が
。
日
本
の
政
治
の
論
理
―
―
特
に
保
守

の
論
理
の
中
に
は
、「
政
治
的
決
定
に
参
加
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、

反
対
す
る
権
利
を
持
つ
」
と
い
う
論
理
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
そ
の
決

定
か
ら
排
除
さ
れ
た
人
間
は
、そ
の
決
定
に
反
対
す
る
権
利
が
あ
る
、

と
い
う
の
が
保
守
の
政
治
論
理
の
習
慣
で
す
。
で
す
か
ら
、
新
し
い

憲
法
に
対
し
て
、
鳩
山
さ
ん
も
岸
さ
ん
も
反
対
だ
っ
た
。
し
た
が
っ

て
、
自
由
民
主
党
が
で
き
た
時
に
主
導
権
を
取
っ
て
い
た
鳩
山
さ
ん

や
岸
さ
ん
は
、
憲
法
改
正
と
い
う
こ
と
を
新
し
い
自
由
民
主
党
の
綱

領
に
入
れ
込
む
わ
け
で
す
。
で
す
か
ら
、
自
由
民
主
党
は
「
憲
法
改

正
！ 

憲
法
改
正
！
」
と
言
っ
て
い
る
ん
で
す
が
。
憲
法
の
制
定
過

程
に
参
加
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
自
由
民
主
党
の
リ
ー
ダ
ー

が
そ
の
方
向
に
向
い
て
い
る
ん
で
す
が
。
私
は
そ
の
時
に
は
大
学
生

で
す
け
れ
ど
も
、「
自
由
民
主
党
の
指
導
者
た
ち
は
間
違
っ
て
い
る

な
」「
も
う
少
し
憲
法
に
対
し
て
、
そ
う
い
う
頑
な
な
態
度
を
取
ら

ず
に
や
っ
て
も
ら
い
た
か
っ
た
な
」
と
い
う
よ
う
に
思
っ
て
い
ま
し

た
し
、
そ
う
い
う
よ
う
な
文
章
を
書
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
。

　

総
司
令
官
が
や
っ
て
き
た
の
は
、
一
九
四
五
年
、
昭
和
二
十
年
八

月
十
五
日
の
二
週
間
後
の
三
十
日
で
す
よ
ね
。
そ
し
て
ミ
ズ
ー
リ
号

上
で
調
印
式
が
行
わ
れ
て
、
占
領
軍
が
日
本
の
支
配
者
に
な
っ
た
の

は
九
月
二
日
で
す
よ
ね
。
そ
し
て
抵
抗
し
て
い
た
東
久
邇
が
総
理
大

臣
を
辞
め
た
の
は
十
月
で
す
。
十
月
か
ら
幣
原
喜
重
郎
内
閣
（
在
任

期
間
一
九
四
五
年
十
月
九
日
―
一
九
四
六
年
五
月
二
十
二
日
）
に
な
っ
て
、

新
し
い
憲
法
の
制
定
の
努
力
が
始
ま
る
ん
で
す
が
。

　

そ
の
段
階
で
は
、
占
領
軍
は
ま
だ
、
日
本
に
対
し
て
ど
う
い
う
手

段
を
取
っ
て
い
い
か
研
究
中
だ
っ
た
ん
で
す
。「
研
究
中
」
と
い
う

の
は
、
実
行
段
階
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
ん
で
す
ね
。
一
つ
の
例

を
挙
げ
ま
す
と
、
幣
原
喜
重
郎
が
辞
め
た
の
が
、
昭
和
二
十
一
年
の

春
で
す
け
れ
ど
も
。
そ
の
後
、
吉
田
茂
（
一
八
七
八
年
〈
明
治
十
一
年
〉

～
一
九
六
七
年
〈
昭
和
四
十
二
年
〉）
が
総
理
大
臣
に
な
る
ん
で
す
が
、

吉
田
茂
は
衆
議
院
選
挙
に
落
選
し
た
後
に
内
閣
総
理
大
臣
に
な
る
石

橋
湛
山
（
一
八
八
四
年
〈
明
治
十
七
年
〉
～
一
九
七
三
年
〈
昭
和
四
十
八
年
〉）

と
い
う
、
東
洋
経
済
新
報
社
の
論
説
主
幹
を
や
っ
て
い
た
現
場
組
で

す
け
れ
ど
も
。
こ
の
石
橋
湛
山
と
い
う
の
は
非
常
に
強
力
な
意
思
の

持
ち
主
で
有
名
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。
こ
れ
を
財
務
大
臣
に
任
命
す
る

ん
で
す
。
今
は
財
務
大
臣
、
昔
は
大
蔵
大
臣
だ
っ
た
。
そ
し
て
石
橋

湛
山
は
、「
大
蔵
省
に
あ
る
カ
ネ
は
、
全
部
日
本
人
の
た
め
に
使
わ

な
け
れ
ば
な
ら
ん
」
と
。
当
時
は
、
海
外
か
ら
ど
ん
ど
ん
引
き
揚
げ

て
く
る
ん
で
す
ね
。
海
外
に
い
た
日
本
人
は
、
朝
鮮
半
島
も
日
本
の

領
土
で
し
た
し
、
台
湾
も
日
本
の
領
土
で
し
た
し
、
そ
の
上
、
中
国

の
東
北
部
の
満
州
国
に
大
量
の
日
本
人
が
お
り
ま
し
た
。
そ
の
他
、
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ア
ジ
ア
諸
国
に
相
当
お
り
ま
し
て
、
そ
の
数
な
ん
と
八
〇
〇
万
人
で

す
よ
。
そ
の
八
〇
〇
万
人
が
み
ん
な
引
き
揚
げ
て
く
る
わ
け
で
す
。

日
本
の
領
土
は
日
本
の
列
島
だ
け
に
な
り
ま
す
か
ら
、
引
き
揚
げ
て

く
る
わ
け
で
す
。
非
常
に
多
い
。
そ
の
失
業
者
の
た
め
に
、
日
本
国

政
府
が
持
っ
て
い
る
金
は
そ
の
人
た
ち
の
た
め
だ
け
に
使
う
ん
だ
と

石
橋
湛
山
が
頑
張
り
ま
し
て
。
占
領
軍
が
「
無
条
件
降
伏
し
た
じ
ゃ

な
い
か
、
占
領
軍
の
も
の
に
な
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
カ
ネ
は
占
領

軍
に
寄
こ
し
な
さ
い
」
と
言
う
の
を
拒
否
し
て
戦
い
続
け
て
、
カ
ネ

を
日
本
人
の
た
め
に
使
っ
て
い
た
ん
で
す
ね
。
そ
の
た
め
に
、
占
領

軍
は
「
石
橋
湛
山
は
危
険
だ
」
と
。
彼
は
平
和
主
義
者
で
戦
争
に
は

協
力
し
て
い
な
い
ん
で
す
よ
？
戦
争
に
は
協
力
し
な
い
ま
ま
逮
捕
さ

れ
ず
に
生
き
て
き
た
と
い
う
の
は
、
奇
跡
の
よ
う
な
話
だ
と
言
わ
れ

た
ん
で
す
が
。
占
領
軍
は
「
石
橋
湛
山
が
戦
争
に
協
力
し
た
」
と
い

う
レ
ッ
テ
ル
を
貼
り
ま
し
て
、
公
職
追
放
で
追
放
し
ち
ゃ
っ
た
ん
で

す
。公
職
追
放
さ
れ
ま
す
と
大
蔵
大
臣
を
や
っ
て
お
れ
ま
せ
ん
の
で
、

大
蔵
大
臣
は
変
わ
り
ま
す
。
石
橋
湛
山
ほ
ど
強
力
な
人
間
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
す
。
石
橋
湛
山
は
法
華
経
の
信
奉
者
な
ん
で
す
よ
。
法
華

経
の
信
奉
者
と
い
う
の
は
、
強
烈
な
意
志
を
持
っ
て
い
る
と
言
わ
れ

る
ん
で
す
ね
。
戦
後
で
三
人
い
る
ん
で
す
。
石
橋
湛
山
で
し
ょ
、
法

華
経
の
信
奉
者
で
も
の
す
ご
い
強
烈
な
意
志
の
持
ち
主
。武
見
太
郎
、

医
師
会
で
も
っ
て
厚
生
省
と
喧
嘩
を
や
っ
て
も
、
厚
生
省
の
ほ
う
が

負
け
続
け
た
ほ
ど
の
強
打
者
で
す
。
武
見
太
郎
と
い
う
の
は
、
す
ご

い
ガ
ッ
ツ
で
し
た
ね
。
こ
れ
も
法
華
経
の
信
者
で
す
よ
。
そ
れ
か
ら
、

経
営
者
で
も
っ
て
強
烈
な
磁
力
を
持
っ
た
土
光
敏
夫
。
八
十
年
代
の

中
曽
根
内
閣
に
協
力
し
て
、行
政
改
革
を
や
っ
て
の
け
た
土
光
敏
夫
。

こ
れ
も
法
華
経
の
信
奉
者
で
す
よ
。
こ
の
三
人
が
、
政
界
に
お
い
て

は
石
橋
湛
山
、
医
師
会
に
お
い
て
は
武
見
太
郎
、
経
済
界
に
お
い
て

は
土
光
敏
夫
。
こ
の
三
人
の
強
烈
な
精
神
の
持
ち
主
が
三
人
と
も
法

華
経
の
信
者
だ
っ
た
。
本
に
も
書
か
れ
て
い
ま
す
、有
名
な
話
で
す
。

そ
の
石
橋
湛
山
を
、
占
領
軍
は
で
っ
ち
上
げ
の
「
戦
争
協
力
者
だ
」

と
追
放
し
て
、
そ
の
結
果
、
や
っ
と
大
蔵
省
の
カ
ネ
を
占
領
軍
が
使

え
る
よ
う
に
な
る
わ
け
で
す
。
占
領
軍
は
オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
ー
で
す

か
ら
、
自
分
た
ち
の
い
い
よ
う
に
や
れ
、
と
。

　

つ
ま
り
、
私
の
言
い
た
い
の
は
、
戦
争
が
終
わ
っ
て
か
ら
約
2
年

間
、
日
本
は
日
本
人
の
力
で
動
い
た
ん
で
す
よ
。
そ
こ
は
占
領
軍
と

妥
協
せ
ず
に
、
あ
の
当
時
の
指
導
者
た
ち
は
日
本
を
守
り
抜
い
た
ん

で
す
。
最
後
に
は
、
戦
争
に
負
け
ま
し
た
か
ら
や
ら
れ
ち
ゃ
う
ん
で

す
け
れ
ど
も
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
間
に
憲
法
が
で
き
て
い
る
ん
で

す
。
こ
の
こ
と
が
重
要
な
ん
で
す
。

　

で
す
か
ら
、
今
、
み
ん
な
、
新
聞
も
、「
占
領
下
に
お
い
て
、
占

領
軍
の
言
う
が
ま
ま
に
憲
法
が
つ
く
ら
れ
た
。
だ
か
ら
こ
れ
は
占
領

憲
法
で
あ
っ
て
、
日
本
人
が
つ
く
っ
た
も
の
で
は
な
い
」
と
い
う
こ

と
が
ま
か
り
通
っ
て
い
ま
す
が
、
私
は
当
時
を
知
る
人
間
と
し
て
、

そ
れ
は
違
う
と
証
明
し
ま
す
ね
、
全
然
違
う
ん
だ
と
。
そ
し
て
私
は
21
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そ
の
後
、
憲
法
制
定
過
程
を
研
究
し
ま
し
て
、
日
本
評
論
社
と
い
う

出
版
社
で
『
戦
後
二
十
年
史
』
と
い
う
の
を
つ
く
っ
た
時
に
、
憲
法

制
定
過
程
を
も
う
い
っ
ぺ
ん
実
証
し
ま
し
て
、
そ
し
て
憲
法
制
定
関

係
を
き
ち
ん
と
調
べ
ま
し
た
。
間
違
い
な
く
、
間
違
い
な
く
、
日
本

人
が
つ
く
っ
た
憲
法
な
ん
で
す
。

　

日
本
国
憲
法
制
定
で
中
心
に
な
っ
た
の
は
、
東
大
の
憲
法
研
究

会
な
ん
で
す
ね
。
そ
の
東
大
の
憲
法
研
究
会
の
中
心
に
い
た
の
は
、

当
時
東
大
総
長
を
や
っ
て
い
た
南
原
繁
さ
ん
（
一
八
八
九
年
〈
明
治

二
十
二
年
〉
～
一
九
七
四
年
〈
昭
和
四
十
九
年
〉）
な
ん
で
す
。
私
は
南

原
繁
先
生
と
非
常
に
親
し
く
付
き
合
う
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま
し
て
い

ろ
い
ろ
話
し
た
ん
で
す
が
。
東
大
の
憲
法
研
究
会
の
案
が
ほ
と
ん
ど

受
け
入
れ
ら
れ
た
。
ほ
と
ん
ど
生
き
た
、
と
い
う
よ
う
に
言
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
他
、
憲
法
研
究
会
が
い
く
つ
も
で
き
ま
し
て
、
そ
う

い
う
日
本
人
の
提
案
と
い
う
の
が
ど
ん
ど
ん
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
憲

法
九
条
に
つ
い
て
、「
政
府
は
戦
争
を
し
ま
せ
ん
」
と
い
う
宣
言
で

す
よ
、「
戦
争
を
放
棄
し
ま
す
。
政
府
が
戦
争
を
や
る
な
ん
て
こ
と

は
今
後
は
い
た
し
ま
せ
ん
」
と
い
う
宣
言
は
、
憲
法
九
条
の
精
神
で

す
け
れ
ど
も
。
こ
れ
は
日
本
国
憲
法
が
初
め
て
打
ち
出
し
た
も
の
で

は
な
い
ん
で
す
よ
ね
。こ
れ
は
第
一
次
世
界
戦
争
が
終
わ
っ
た
時
に
、

み
ん
な
戦
争
に
反
対
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。
第
一
次
世
界
戦
争
で
も

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
三
〇
〇
〇
万
人
が
亡
く
な
り
ま
し
た
か
ら
、
大
変
な

こ
と
で
す
よ
ね
。
し
た
が
っ
て
、
戦
争
は
も
う
し
な
い
よ
う
に
し
よ

う
と
い
う
こ
と
で
、
各
国
の
外
務
大
臣
、
特
に
ア
メ
リ
カ
の
国
務
長

官
フ
ラ
ン
ク
・
ケ
ロ
ッ
グ
と
、フ
ラ
ン
ス
の
外
務
大
臣
ア
リ
ス
テ
ィ
ー

ド
・
ブ
リ
ア
ン
が
中
心
に
な
り
ま
し
て
不
戦
条
約
を
結
ぼ
う
と
―
―

戦
争
を
し
な
い
と
い
う
条
約
を
結
ぼ
う
と
い
う
こ
と
で
。
最
終
的
に

一
九
二
八
年
、
昭
和
で
言
う
と
昭
和
三
年
で
す
。
私
が
生
ま
れ
た
の

は
昭
和
七
年
で
、
私
の
姉
が
生
ま
れ
た
の
は
昭
和
三
年
で
す
け
れ
ど

も
ね
。
昭
和
三
年
に
そ
の
不
戦
条
約
（K

ellogg–Briand Pact

）
が
締

結
さ
れ
ま
し
て
、
十
五
カ
国
が
調
印
す
る
ん
で
す
。
日
本
も
調
印
す

る
ん
で
す
。
そ
れ
は
、
今
の
日
本
国
憲
法
九
条
と
同
じ
で
す
。「
政

府
は
戦
争
を
し
ま
せ
ん
。
政
府
が
戦
争
を
仕
掛
け
た
り
な
ん
か
す
る

こ
と
は
し
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
罪
悪
で
す
。
戦
争
は
も
う
や
め
ま
し
ょ

う
」
と
い
う
不
戦
条
約
と
い
う
も
の
が
一
九
二
八
年
に
で
き
る
ん
で

す
。
そ
し
て
、
繰
り
返
し
ま
す
よ
？　

六
十
三
カ
国
が
調
印
す
る
ん

で
す
。（「
一
九
二
八
年
（
昭
和
三
年
）
八
月
二
十
七
日
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、

イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
王
国
、
大
日
本
帝
国
な
ど

の
当
時
の
列
強
諸
国
を
は
じ
め
と
す
る
十
五
カ
国
が
署
名
し
、
最
終
的
に
は

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
な
ど
六
十
三
か
国
が
批
准
し
た
。）

　

で
す
か
ら
、日
本
国
憲
法
九
条
の
「
政
府
は
戦
争
を
や
り
ま
せ
ん
。

先
制
攻
撃
な
ん
て
と
ん
で
も
な
い
で
す
」
と
い
う
思
想
は
、
日
本
国

憲
法
で
初
め
て
で
き
た
の
で
は
な
く
て
、
不
戦
条
約
で
も
う
で
き
上

が
っ
て
。
不
戦
条
約
と
同
じ
理
想
を
、戦
後
の
国
連
憲
章
に
相
続
し
、

国
連
憲
章
の
精
神
に
沿
っ
て
、
国
連
憲
章
が
決
ま
っ
た
二
年
後
に
日
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本
国
憲
法
が
発
効
す
る
わ
け
で
す
。
一
年
後
に
で
き
て
、
二
年
後
に

発
効
す
る
わ
け
で
す
ね
。
つ
ま
り
、日
本
国
憲
法
九
条
な
る
も
の
は
、

す
で
に
第
一
次
世
界
戦
争
の
反
省
か
ら
生
ま
れ
た
不
戦
条
約
を
継
承

し
て
い
る
わ
け
で
す
。
不
戦
条
約
は
、
主
要
国
は
み
ん
な
調
印
し
て

い
る
ん
で
す
よ
。
み
ん
な
調
印
共
有
し
て
い
る
ん
で
す
よ
？　

そ
こ

を
押
さ
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。

　

日
本
国
は
元
々
、
和
の
国
で
す
、
平
和
の
「
和
」
の
国
で
す
。
一

番
日
本
で
古
い
政
治
的
な
文
章
と
い
う
の
は
、
聖
徳
太
子
の
十
七
条

憲
法
で
す
よ
ね
、『
日
本
書
紀
』
に
載
っ
て
い
ま
す
よ
。
日
本
で
一

番
古
い
文
書
は
『
古
事
記
』
で
す
よ
ね
、次
が
『
日
本
書
記
』
で
す
。

『
古
事
記
』
よ
り
も
前
に
日
本
に
は
本
が
あ
り
ま
し
た
、そ
れ
が
『
論

語
』
な
ん
で
す
よ
。『
論
語
』
と
い
う
本
が
朝
鮮
半
島
の
学
者
が
日

本
に
持
っ
て
き
て
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
の
が
、『
古
事
記
』
よ
り
も

前
な
ん
で
す
。
で
す
か
ら
、『
論
語
』
と
い
う
の
は
日
本
で
一
番
古

い
本
な
ん
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
『
古
事
記
』
が
で
き

て
、
そ
し
て
『
日
本
書
紀
』
が
で
き
た
。『
日
本
書
紀
』
の
中
心
は
、

十
七
条
憲
法
で
す
。
十
七
条
憲
法
の
第
一
条
に
「
和
を
以
て
貴
し
と

為
す
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
が
日
本
国
の
国
民
の
精
神

に
な
っ
て
、
そ
の
後
、
一
五
〇
〇
年
以
上
、
日
本
国
民
の
上
に
「
日

本
中
は
和
で
生
き
る
ん
で
す
、平
和
に
生
き
る
ん
で
す
。戦
争
も
や
っ

た
し
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
や
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
精
神
と
し
て

は
平
和
で
生
き
る
ん
で
す
」
と
い
う
一
つ
の
基
本
な
ん
で
す
ね
。
こ

の
「
和
を
以
て
貴
し
と
為
す
」
と
い
う
の
は
、 

十
七
条
憲
法
よ
り
も

一
〇
〇
〇
年
も
前
に
で
き
た
『
論
語
』
に
載
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。

そ
し
て
『
論
語
』
の
中
に
は
、
孔
子
先
生
の
話
で
す
が
、
孔
子
が
編

纂
し
た
本
の
一
つ
で
あ
る
『
書
経
』
と
い
う
本
が
あ
る
ん
で
す
、
歴

史
の
本
で
す
ね
。『
書
経
』
と
い
う
本
に
も
、
実
は
「
和
を
以
て
貴

し
と
為
す
」
と
い
う
文
章
が
あ
る
ん
で
す
。
た
だ
、
こ
の
上
に
、
儒

教
は
礼
儀
を
非
常
に
重
視
し
ま
す
か
ら
、「
礼
の
よ
う
な
／
礼
を
用

い
る
に
あ
た
っ
て
は
」
と
い
う
意
味
で
す
よ
ね
、「
礼
の
用
は
和
を

も
っ
て
貴
し
と
為
す
」（
礼
之
用
， 

和
为
贵
／
禮
之
用
，
和
為
貴
）。
つ
ま

り
、「
礼
儀
の
基
本
は
和
の
精
神
な
ん
で
す
よ
」
と
い
う
同
じ
言
葉

が
『
論
語
』
の
中
と
、そ
れ
か
ら
『
書
経
』
の
中
に
出
て
く
る
ん
で
す
。

聖
徳
太
子
は
、
礼
節
だ
け
で
は
な
い
全
て
の
生
活
に
お
い
て
「
日
本

人
は
和
を
持
っ
て
生
き
よ
う
」
と
い
う
思
想
か
ら
、
こ
の
「
礼
」
と

い
う
の
を
取
り
去
り
ま
し
て
、「
和
を
以
て
貴
し
と
為
す
」
と
い
う

の
を
十
七
条
憲
法
に
書
き
込
ん
だ
ん
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
後
、
戦
国
の
時
代
は
戦
争
が
い
ろ
い
ろ
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
。
で
す
が
、「
日
本
人
は
和
で
生
き
る
ん
だ
」
と
い

う
性
質
が
ず
っ
と
生
き
て
き
ま
し
て
。
そ
の
十
七
条
の
憲
法
と
、
そ

れ
か
ら
明
治
維
新
が
起
こ
っ
た
時
に
、
明
治
天
皇
が
発
し
た
五
箇
条

の
御
誓
文
。
そ
の
第
一
条
は
「
広
く
会
議
を
興
し
、
万
機
公
論
に
決

す
べ
し
」。
つ
ま
り
、「
み
ん
な
で
議
論
し
て
、
み
ん
な
で
国
の
方
向

を
決
め
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
民
主
主
義
の
論
理
な
ん
で
す
。
由
利
公
23
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正
が
書
い
て
、明
治
天
皇
が
読
ん
だ
。
つ
ま
り
、こ
の
和
の
精
神
「
和

を
以
て
貴
し
と
為
す
」
と
、「
広
く
会
議
を
興
し
、
万
機
公
論
に
決

す
べ
し
」
―
―
民
主
主
義
で
行
こ
う
と
い
う
の
は
、
実
は
日
本
人
の

精
神
の
基
本
を
貫
い
て
き
た
ん
で
す
ね
。
そ
の
流
れ
の
上
で
、
先
ほ

ど
の
不
戦
条
約
の
方
向
に
沿
っ
た
日
本
国
憲
法
の
制
定
が
九
条
と
い

う
形
を
中
心
に
し
て
つ
く
ら
れ
た
ん
で
す
。

　

確
か
に
、
日
本
国
憲
法
の
制
定
過
程
で
は
占
領
軍
の
動
き
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
言
い
ま
す
と
、
第
一
条
の
天

皇
の
条
項
に
つ
い
て
、
当
時
の
日
本
人
の
中
で
は
意
思
統
一
が
な
か

な
か
難
し
か
っ
た
ん
で
す
ね
。
つ
ま
り
、
戦
前
と
同
じ
よ
う
に
、「
天

皇
と
い
う
も
の
を
主
権
者
に
し
て
お
く
べ
し
」、
と
い
う
人
も
い
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
、「
元
首
と
し
て
位
置
付
け
る
べ
き
だ
」
と
い
う

人
も
い
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
意
見
が
あ
っ
た
ん
で
す
が
、
う
ま
く
ま

と
ま
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
。
そ
こ
で
、
占
領
軍
が
「
シ
ン
ボ
ル
」
と

い
う
言
葉
―
―
翻
訳
す
る
と
「
象
徴
」
で
す
よ
ね
―
―
「
象
徴
」
と

い
う
言
葉
を
考
え
始
め
て
、
そ
し
て
「
日
本
国
民
の
象
徴
と
し
て
位

置
付
け
る
」
と
。
こ
れ
は
非
常
に
曖
昧
規
定
で
す
よ
？　

で
す
が
、

そ
こ
で
憲
法
の
議
論
を
収
め
た
い
と
い
う
の
で
や
っ
た
ん
で
す
。

　

昔
は
「
青
焼
き
」
と
言
い
ま
し
て
、カ
ー
ボ
ン
で
も
っ
て
書
い
て
。

今
の
よ
う
に
コ
ピ
ー
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
う
い
う
も
の
で
書
い

て
や
る
、
と
。
そ
の
憲
法
草
案
を
つ
く
っ
て
、「
天
皇
は
日
本
国
民

の
象
徴
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
書
き
込
ん
だ
憲
法
草
案
と
い
う
の

を
青
焼
き
で
つ
く
っ
て
、
毎
日
新
聞
に
電
話
を
入
れ
た
ん
で
す
、
何

者
か
が
。「
ど
こ
ど
こ
に
行
け
ば
憲
法
草
案
が
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を

見
ろ
」
と
。
そ
れ
を
受
け
た
の
が
、
毎
日
新
聞
の
記
者
で
東
北
大
学

の
出
身
の
人
で
す
が
、
西
山
柳
造
（
一
九
一
六
年
生
ま
れ
）
と
い
う
人

で
す
よ
。
こ
の
西
山
柳
造
と
い
う
の
は
、
新
聞
記
者
と
し
て
は
有
名

で
。
自
由
民
主
党
が
で
き
る
時
に
―
―
自
由
党
と
民
主
党
が
統
合
す

る
時
に
、
民
主
党
の
実
力
者
の
三
木
武
吉
と
、
そ
れ
か
ら
自
由
党
の

実
力
者
の
大
野
伴
睦
と
を
結
び
付
け
た
の
が
、
毎
日
新
聞
の
記
者

で
、
西
谷
市
次
と
い
う
記
者
と
西
山
柳
造
と
い
う
記
者
で
。
西
谷
が

先
輩
な
ん
で
す
が
、
大
西
・
小
西
と
言
わ
れ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
ね
。

こ
の
二
人
の
「
西
」
の
付
く
新
聞
記
者
が
、
こ
の
二
人
を
繋
い
で
自

由
民
主
党
を
つ
く
っ
た
。
新
聞
記
者
と
し
て
は
輝
け
る
功
績
を
残
し

た
ん
で
す
が
。
こ
の
西
山
柳
造
さ
ん
が
、
安
倍
晋
太
郎
さ
ん
、
つ
ま

り
今
度
悲
劇
に
遭
い
ま
し
た
安
倍
晋
三
さ
ん
の
お
父
さ
ん
の
安
倍
晋

太
郎
さ
ん
の
先
輩
だ
っ
た
ん
で
す
。
安
倍
晋
太
郎
さ
ん
が
病
気
で
亡

く
な
っ
た
後
、
こ
の
西
山
柳
造
さ
ん
を
中
心
に
し
て
、
毎
日
新
聞
社

が
安
倍
晋
三
さ
ん
を
も
う
い
っ
ぺ
ん
総
理
に
し
よ
う
と
い
う
の
で
、

一
九
一
三
年
の
自
民
党
の
総
裁
選
に
担
ぎ
出
し
ま
し
て
、
石
破
茂
を

破
っ
て
総
裁
に
な
り
、
そ
の
年
の
十
二
月
に
政
権
を
取
っ
て
内
閣
総

理
大
臣
に
な
っ
た
。
こ
の
時
に
推
進
し
た
の
が
、
当
時
一
〇
〇
歳
に

な
っ
た
西
山
柳
造
と
い
う
人
だ
っ
た
。
こ
う
い
う
歴
史
が
あ
る
ん
で

す
。
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西
山
柳
造
氏
が
そ
の
青
焼
き
に
辿
り
着
い
て
、
翌
日
の
毎
日
新
聞

の
一
面
に
ド
カ
ン
と
出
し
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
で
憲
法
論
争
に
決
着

が
つ
き
ま
し
て
憲
法
が
ま
と
ま
る
ん
で
す
。
そ
し
て
昭
和
二
十
一
年

十
一
月
三
日
に
憲
法
が
公
布
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
相
成
っ
た
わ
け

で
す
が
。
結
局
揉
め
た
の
は
、
天
皇
の
地
位
―
―
憲
法
第
一
条
に

関
す
る
問
題
で
、
憲
法
第
九
条
の
問
題
は
合
意
し
て
つ
く
ら
れ
た
も

の
。
で
す
か
ら
、「
占
領
軍
が
無
理
矢
理
に
押
し
付
け
た
」
と
い
う

の
は
事
実
に
反
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
戦
争
が
終
わ
っ
て
か
ら
二
年
間

は
、
日
本
国
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
頑
張
っ
て
、
占
領
国
の
思
う
よ
う

に
な
ら
な
い
よ
う
に
や
っ
た
、
と
い
う
の
が
歴
史
の
事
実
。
こ
れ
は

私
が
自
分
が
ず
っ
と
聞
い
て
い
た
だ
け
で
は
な
く
て
、
そ
の
後
、
関

係
者
に
ち
ゃ
ん
と
取
材
し
て
い
ま
す
。
京
都
大
学
で
滝
川
事
件
と
い

う
の
が
昭
和
八
年
に
起
こ
り
ま
す
。
こ
の
時
に
抗
議
し
て
、
京
都
大

学
の
中
心
教
授
で
あ
り
ま
し
た
末
川
博
（
一
八
九
二
年
〈
明
治
二
十
五

年
〉
～
一
九
七
七
年
〈
昭
和
五
十
二
年
〉）
が
辞
表
を
叩
き
つ
け
て
辞
め

る
ん
で
す
が
、そ
の
後
、戦
後
、立
命
館
大
学
の
総
長
に
な
り
ま
し
て
。

立
命
館
大
学
も
立
派
な
大
学
で
す
が
。
こ
の
末
川
博
さ
ん
と
い
う
人

も
相
当
立
派
な
人
で
し
た
。私
も
何
度
も
会
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
ね
。

で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
人
た
ち
が
頑
張
っ
て
日
本
国
憲
法
と
い
う
も

の
を
作
り
上
げ
た
と
い
う
事
実
は
、
今
は
ほ
と
ん
ど
報
道
さ
れ
な
く

な
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、「
占
領
軍
の
言
う
が
ま
ま
に
、
骨
抜
き
の

国
家
に
さ
れ
た
ん
だ
」と
。
そ
う
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
よ
。
日
本
の
元
々

の
伝
統
で
あ
る
平
和
の
精
神
を
基
に
し
て
、
そ
し
て
一
九
二
八
年
に

で
き
た
不
戦
条
約
を
継
い
だ
ん
で
す
。
不
戦
条
約
を
継
い
だ
憲
法
を

作
っ
た
と
こ
ろ
は
数
あ
り
ま
す
よ
。

　

こ
の
絶
対
平
和
主
義
の
思
想
と
い
う
の
は
、
実
は
古
代
か
ら
あ
り

ま
し
て
。
孔
子
は
平
和
主
義
で
す
よ
ね
、
徹
底
し
た
平
和
主
義
と

い
う
こ
と
で
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
。
孔
子
（
前
五
五
一
～
前

四
七
九
）
の
ち
ょ
っ
と
遅
れ
て
出
て
き
た
墨
子
（
前
四
七
六
或
四
八
〇

年
～
前
三
九
〇
或
四
二
〇
年
）
と
い
う
思
想
家
が
い
る
ん
で
す
が
、
墨

子
は
絶
対
平
和
主
義
で
し
た
。
そ
し
て
、
徹
底
的
に
戦
争
に
反
対

し
た
。
墨
子
は
、
当
時
で
す
ご
い
勢
力
を
つ
く
り
ま
し
て
、
戦
争
を

し
よ
う
と
い
う
国
に
、
自
分
の
弟
子
た
ち
を
引
き
連
れ
て
出
掛
け
て

行
っ
て
、「
戦
争
を
や
め
ろ
」
と
い
う
談
判
を
徹
底
的
に
行
う
よ
う

な
、
絶
対
平
和
主
義
の
活
動
を
や
っ
た
人
な
ん
で
す
。
こ
の
墨
子
の

活
動
は
二
〇
〇
年
ぐ
ら
い
続
く
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
時
の
権
力
者
に

抹
殺
さ
れ
ま
し
て
、
墨
子
の
影
響
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

墨
子
と
い
う
の
は
ど
こ
に
行
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
、
墨
子
の
思
想
は
ど

う
な
っ
た
ん
だ
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
状
況
だ
っ
た
ん
で
す
が
。
十
九

世
紀
に
な
り
ま
し
て
、
墨
子
の
思
想
は
復
活
し
ま
し
た
。
だ
か
ら
、

中
国
に
お
い
て
も
、
絶
対
平
和
主
義
の
思
想
は
、
墨
子
思
想
の
復
活

と
い
う
形
で
あ
り
ま
し
て
、
人
類
が
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
永
遠
の
平

和
、
恒
久
平
和
を
念
願
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
そ
う
い
う
こ
と
を

憲
法
に
盛
り
込
ん
だ
り
、
政
策
的
決
定
に
し
た
り
、
条
約
に
し
た
り
25
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し
た
国
は
数
々
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
そ
の
点
は
歴
史
の
証
言
者
と
し
て
証
言
し
た
い
と
思
い
ま

す
し
。
当
時
、
戦
後
の
二
十
年
頃
、
ま
だ
か
な
り
の
人
た
ち
が
生
き

て
お
り
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
で
憲
法
制
定
の
中
心
に
な
っ
た
人
た
ち

に
取
材
い
た
し
ま
し
て
、
そ
う
い
う
本
も
当
時
ず
い
ぶ
ん
と
つ
く
り

ま
し
た
。
私
は
日
本
評
論
社
と
い
う
学
術
出
版
社
に
お
り
ま
し
て
、

経
済
も
や
っ
て
い
ま
し
て
、
私
は
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
経
済
の
ほ
う

が
中
心
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
思
想
の
本
も
ず
い
ぶ
ん
つ
く

り
ま
し
た
が
、そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
ず
い
ぶ
ん
出
し
て
お
り
ま
し
て
。

今
の
よ
う
に
「
占
領
軍
に
言
わ
れ
て
、骨
抜
き
に
さ
せ
ら
れ
た
ん
だ
。

軍
事
力
を
持
た
な
い
よ
う
な
だ
ら
し
の
な
い
国
家
に
さ
せ
ら
れ
た
ん

だ
」
と
い
う
、
そ
う
い
う
議
論
は
、
そ
の
歴
史
を
知
る
者
か
ら
す
る

と
、
大
き
な
誤
解
・
間
違
い
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
や
は
り
こ
れ
か
ら
も
そ
う
い
う
議
論
に
対
し
て
、
少
し
で
も

介
入
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
必
要
な
資
料
も
公
開
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
。
や
は
り
平
和
の
願
望
と
い
う
も
の

が
、
戦
争
へ
の
反
省
か
ら
、
そ
う
い
う
日
本
人
の
誓
い
と
な
り
、
そ

し
て
戦
争
で
迷
惑
を
掛
け
た
国
々
、
朝
鮮
半
島
の
人
た
ち
、
中
国
の

人
た
ち
、
東
南
ア
ジ
ア
の
人
た
ち
、
ず
い
ぶ
ん
酷
い
こ
と
も
し
ま
し

た
。
そ
う
い
う
人
た
ち
に
向
か
っ
て
、「
日
本
は
政
府
が
こ
れ
か
ら

は
戦
争
を
い
た
し
ま
せ
ん
、
政
府
は
戦
争
は
い
た
し
ま
せ
ん
」
と
い

う
こ
と
を
誓
っ
た
わ
け
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
日
本
人
が
攻
め
ら
れ
た

時
に
日
本
を
守
り
、
日
本
人
の
命
を
守
る
た
め
に
、
自
衛
権
は
本
来

存
在
す
る
も
の
で
す
か
ら
、
そ
れ
は
あ
る
と
。
そ
れ
は
あ
る
。
日
本

人
が
攻
め
ら
れ
た
ら
、
日
本
人
の
命
を
守
る
た
め
に
自
衛
権
は
行
使

す
る
け
れ
ど
も
。「
政
府
が
戦
争
を
主
導
す
る
よ
う
な
こ
と
は
、
も

う
い
た
し
ま
せ
ん
」
と
い
う
の
は
、
日
本
国
は
第
二
次
世
界
戦
争
の

間
違
い
か
ら
目
を
覚
ま
し
て
、
立
ち
返
っ
た
平
和
の
思
想
、
そ
う
い

う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、
私
は
第
二
次
世
界
戦
争
後
に
日
本
が
選
択
し
た
そ
の

選
択
は
間
違
い
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
実
は
歴
史
を
研
究
し
て
み

ま
す
と
、
被
害
を
受
け
た
国
―
―
植
民
地
支
配
を
受
け
た
り
、
民
族

と
し
て
差
別
さ
れ
た
り
、
そ
う
い
う
被
害
国
の
持
っ
て
い
る
被
害
意

識
と
い
う
の
は
、
歴
史
を
調
べ
て
み
る
と
、
二
〇
〇
年
は
続
く
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
ね
。
二
〇
〇
年
は
続
く
。
加
害
国
は
三
十
年
か
ら

五
十
年
で
、加
害
を
し
た
こ
と
―
―
つ
ま
り
植
民
地
支
配
を
し
た
り
、

相
手
国
民
を
非
常
に
な
い
が
し
ろ
に
し
た
り
侮
辱
し
た
り
、
そ
う
い

う
こ
と
は
忘
れ
て
し
ま
う
。
そ
う
い
う
三
十
年
か
ら
五
十
年
経
つ
と

忘
れ
て
し
ま
う
。
そ
れ
は
長
い
歴
史
を
研
究
し
て
い
ま
す
と
だ
い
た

い
そ
ん
な
感
じ
が
し
て
き
ま
す
ね
。
で
す
か
ら
、
朝
鮮
半
島
の
人
た

ち
や
、
中
国
の
人
た
ち
や
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
人
た
ち
、
ベ
ト
ナ
ム

の
人
た
ち
、
ラ
オ
ス
／
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
人
た
ち
、
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ

の
人
た
ち
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
あ
る
い
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
人
た
ち
。
こ

う
い
う
日
本
の
戦
争
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
た
国
民
感
情
。
特
に
植
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民
地
支
配
を
さ
れ
た
中
国
と
韓
国
の
人
た
ち
、朝
鮮
の
人
た
ち
。我
々

は
そ
の
被
害
の
感
情
に
対
し
て
は
、
頭
を
下
げ
続
け
な
き
ゃ
い
け
な

い
と
私
は
思
い
ま
す
ね
。
永
遠
に
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
く
て
も
、

そ
う
い
う
意
識
が
あ
る
う
ち
は
、
我
々
は
謙
虚
に
生
き
な
き
ゃ
い
け

な
い
と
思
い
ま
す
ね
。

　

そ
う
い
う
こ
と
も
含
め
ま
し
て
、
日
本
が
平
和
国
家
と
し
て
の
礎

に
な
っ
た
と
こ
ろ
の
憲
法
九
条
と
い
う
も
の
を
き
ち
ん
と
維
持
し
て

い
く
。
憲
法
九
条
に
何
ら
か
の
変
化
を
加
え
る
―
―
例
え
ば
「
憲
法

九
条
の
三
項
に
自
衛
隊
を
明
記
す
る
」
と
い
う
案
が
、
自
由
民
主
党

の
案
に
な
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
。
こ
れ
は
、
諸
外
国
が
「
そ
う
い

う
よ
う
な
こ
と
は
憲
法
九
条
を
ね
じ
曲
げ
る
こ
と
だ
。
憲
法
九
条
の

前
身
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、《
政
府
と
し
て
は
、
も
う
戦
争
は
し
な
い
》

と
い
う
条
項
に
自
衛
隊
を
書
き
込
む
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
を
事
実

上
変
更
す
る
こ
と
だ
」
と
い
う
批
判
が
出
て
き
て
い
ま
す
か
ら
。
私

は
、
自
衛
隊
を
憲
法
に
入
れ
る
に
し
て
も
、
例
え
ば
公
明
党
の
北
側

一
雄
さ
ん
と
い
う
人
が
公
明
党
副
代
表
に
い
ま
す
。
こ
の
北
側
さ
ん

は
、
一
つ
の
試
案
と
し
て
出
し
て
い
る
ん
で
す
が
、
自
衛
隊
に
つ
い

て
は
憲
法
七
十
二
条
の
内
閣
総
理
大
臣
の
職
権
の
と
こ
ろ
に
入
れ
込

む
か
、
七
十
三
条
の
内
閣
の
職
権
の
中
で
、
権
限
の
中
に
入
れ
込
む

か
、
ど
ち
ら
か
で
い
い
で
は
な
い
か
と
。
そ
れ
に
自
民
党
は
賛
成
す

れ
ば
、そ
う
大
揉
め
に
揉
め
る
よ
う
な
話
で
は
な
く
な
る
わ
け
で
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
、
こ
の
よ
う
な
提
案
も
出
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
公
明
党
の
多
数
の
人
た
ち
は
、
自
衛
隊
が
合
憲
か
否
か
と
い
う

議
論
は
も
う
終
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
自
衛
隊
は
合
憲
だ
と

い
う
こ
と
を
、そ
れ
で
い
い
で
は
な
い
か
と
。
実
は
昭
和
二
十
九
年
、

一
九
五
四
年
、私
が
ま
だ
大
学
生
の
時
で
す
け
れ
ど
も
。
自
衛
隊
法
、

そ
れ
か
ら
防
衛
庁
設
置
法
―
―
防
衛
庁
設
置
法
の
ほ
う
が
先
に
言
っ

て
い
ま
し
た
ね
、
防
衛
庁
設
置
法
、
自
衛
隊
法
と
い
う
の
が
、
衆
議

院
を
通
過
し
て
参
議
院
に
移
行
す
る
ん
で
す
が
、
参
議
院
は
野
党
が

強
か
っ
た
。
そ
こ
で
、特
別
決
議
を
参
議
院
は
採
択
す
る
ん
で
す
ね
。

自
衛
隊
の
行
動
の
範
囲
は
、
日
本
の
領
土
領
海
内
に
限
る
と
。「
日

本
の
領
土
領
海
内
に
限
る
」
と
い
う
特
別
決
議
を
参
議
院
で
採
決
し

て
、
そ
し
て
当
時
そ
の
案
に
反
対
し
て
い
た
社
会
党
も
―
―
共
産
党

は
議
席
が
全
く
ゼ
ロ
で
し
た
か
ら
そ
の
時
は
参
加
し
て
い
ま
せ
ん
が

―
―
議
会
を
見
て
、
そ
の
防
衛
庁
設
置
法
と
自
衛
隊
法
の
決
議
に
参

加
す
る
わ
け
で
す
。
も
ち
ろ
ん
反
対
し
た
ん
で
す
が
、
決
議
に
参
加

し
た
ん
で
す
。
憲
法
違
反
で
あ
れ
ば
ボ
イ
コ
ッ
ト
し
ま
す
よ
、
憲
法

違
反
で
あ
る
と
判
断
す
れ
ば
。
議
会
に
加
わ
っ
て
採
決
し
た
と
い
う

の
は
、
自
衛
隊
の
行
動
範
囲
は
日
本
の
領
土
領
海
内
に
あ
れ
ば
違
憲

に
あ
ら
ず
と
、
憲
法
違
反
で
は
な
い
と
。

　

で
す
か
ら
、
自
衛
隊
が
発
足
し
た
一
九
五
四
年
、
昭
和
二
十
九
年

の
時
か
ら
、
基
本
的
に
議
会
に
お
い
て
は
、
自
衛
隊
の
憲
法
違
反
か

ど
う
か
と
い
う
、
そ
う
い
う
違
い
は
な
い
ん
で
す
。
み
ん
な
が
自
衛

隊
法
と
防
衛
庁
設
置
法
に
国
会
で
議
決
に
参
加
し
て
い
る
わ
け
で
す
27
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か
ら
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
問
題
は
基
本
的
に
解
決
し
て
い
る
ん
で

す
。
そ
の
後
、
共
産
党
が
国
会
に
議
席
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
勢
力

を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
憲
法
学
者
も
い
ろ
い
ろ
出
て
、
い
ろ
ん
な

疑
念
が
出
て
き
た
。
そ
れ
を
今
回
、
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
人
で
本

当
に
お
気
の
毒
で
す
け
れ
ど
も
、
安
倍
晋
三
さ
ん
が
非
常
に
気
に
し

ま
し
て
、
こ
う
い
う
人
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
に
言
っ
て
い
る
間
は
自
衛

隊
が
一
生
懸
命
で
き
な
い
ん
だ
か
ら
、
憲
法
九
条
に
自
衛
隊
が
合
法

で
あ
る
こ
と
を
入
れ
込
む
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
を
主
張
し
た
ん
で
す

が
。
私
は
、「
政
治
家
は
あ
ま
り
神
経
質
に
な
ら
な
い
ほ
う
が
い
い

で
す
よ
」
と
い
う
こ
と
を
、
安
倍
さ
ん
に
も
申
し
上
げ
た
こ
と
が
あ

る
ん
で
す
。「
も
っ
と
大
き
く
包
み
込
む
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

で
す
か
」
と
。
と
も
か
く
自
衛
隊
は
違
憲
と
い
う
形
で
は
国
会
で
は

扱
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
ん
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
今
、
み
ん
な
が
自

衛
隊
を
承
認
し
て
い
る
、
違
憲
と
い
う
人
は
一
般
の
国
民
の
中
に
は

ほ
と
ん
ど
お
り
ま
せ
ん
か
ら
。
そ
う
い
う
こ
と
で
や
っ
て
、
そ
れ
で

十
分
大
丈
夫
な
ん
だ
と
い
う
よ
う
な
感
じ
が
い
た
し
ま
す
が
。

　

こ
こ
で
、
も
う
一
度
繰
り
返
し
ま
す
。
戦
争
が
終
わ
っ
て
二
年
間

は
、
ア
メ
リ
カ
占
領
軍
が
日
本
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
い
の
か
と
い

う
こ
と
を
研
究
は
し
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
方
針
が
立
た
な

か
っ
た
。そ
の
時
に
日
本
側
に
い
た
―
―
石
橋
湛
山
も
そ
う
で
す
よ
、

幣
原
喜
重
郎
も
そ
う
で
す
よ
、
南
原
繁
さ
ん
も
そ
う
で
す
よ
。
そ
う

い
う
人
た
ち
が
「
日
本
人
の
手
で
憲
法
を
つ
く
る
ん
だ
、
日
本
人
の

手
で
や
る
ん
だ
」
と
い
う
形
で
つ
く
っ
た
憲
法
で
。
た
だ
一
つ
、
天

皇
条
項
だ
け
が
ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
、
日
本
人
の
手
で
は
。
そ
こ
に

占
領
軍
が
関
与
を
し
て
、
占
領
軍
の
案
で
「
シ
ン
ボ
ル
／
象
徴
」
と

い
う
言
葉
で
何
と
か
ま
と
め
あ
げ
た
。「
象
徴
」
と
い
う
言
葉
は
、

率
直
に
言
っ
て
、
我
々
が
は
じ
め
見
た
時
に
何
の
意
味
か
分
か
ら
な

か
っ
た
で
す
よ
。
し
か
し
、
何
の
意
味
か
分
か
ら
な
い
言
葉
で
も
、

そ
こ
で
合
意
が
成
立
す
る
こ
と
が
憲
法
が
で
き
る
条
件
だ
っ
た
の

で
。
私
は「
シ
ン
ボ
ル
」と
い
う
言
葉
に
は
そ
れ
だ
け
の
意
味
が
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
ね
。
そ
こ
に
は
、
確
か
に
ア
メ
リ
カ
占
領
軍
が
関
与

し
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
憲
法
九
条
を
占
領
軍
が
つ
く
っ
た
と
い
う

論
理
は
違
う
と
思
い
ま
す
ね
。
そ
の
こ
と
を
私
は
申
し
上
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

と
も
か
く
、
我
々
日
本
国
は
、
確
か
に
戦
国
時
代
に
戦
争
を
や
り

ま
し
た
。
第
二
次
世
界
戦
争
以
前
も
、
ず
い
ぶ
ん
戦
争
を
や
り
ま
し

た
。
日
清
・
日
露
戦
争
あ
り
、
第
一
次
世
界
戦
争
あ
り
、
そ
し
て
日

中
戦
争
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
最
後
に
は

日
米
戦
争
に
も
っ
て
い
っ
て
敗
北
す
る
。
大
悲
劇
が
広
島
・
長
崎
や

沖
縄
で
起
こ
っ
て
、
戦
争
が
終
わ
り
に
な
る
と
い
う
過
程
を
辿
っ

て
、
日
本
人
が
今
後
は
平
和
に
生
き
て
い
く
ん
だ
。
平
和
国
家
と
し

て
や
っ
て
い
く
ん
だ
。
日
本
人
の
ほ
う
か
ら
、
政
府
が
戦
争
を
仕
掛

け
る
よ
う
な
こ
と
は
一
切
し
ま
せ
ん
、
と
い
う
こ
と
を
世
界
へ
の
誓

い
と
し
て
発
し
た
の
が
日
本
国
憲
法
で
す
か
ら
。
私
は
、
そ
の
意
味
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で
は
、
日
本
国
憲
法
と
い
う
の
は
、
今
後
も
生
き
て
い
け
る
と
思
い

ま
す
。

　

そ
し
て
、
第
九
条
を
改
正
し
よ
う
と
い
う
試
み
が
、
も
し
三
分
の

二
以
上
、
国
会
で
衆
参
両
院
で
通
っ
て
、
そ
し
て
国
民
投
票
に
付
さ

れ
て
も
、
こ
れ
は
ど
っ
ち
へ
転
ぶ
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
憲
法
九
条
を

改
正
す
る
こ
と
は
至
難
の
業
で
す
。
し
た
が
っ
て
否
決
さ
れ
る
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。
否
決
さ
れ
た
時
に
誰
が
責
任
を
取
る
か
？　

内

閣
総
理
大
臣
一
人
の
責
任
で
は
済
む
話
で
は
な
い
で
す
よ
ね
。
国
会

議
員
全
部
責
任
を
取
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
衆
議
院
は
解
散
し
て
選

挙
を
す
る
と
い
う
方
法
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
参
議
院
は
解
散
規
定
が

あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
衆
参
両
院
が
責
任
を
取
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
と

な
っ
た
時
に
、
日
本
の
国
の
国
家
が
揺
ら
ぐ
と
思
い
ま
す
ね
。
で
す

か
ら
、
憲
法
改
正
を
や
る
の
な
ら
、
国
会
に
お
い
て
ほ
ぼ
全
国
会
議

員
が
賛
成
し
、
国
民
投
票
を
や
っ
て
も
75
％
か
ら
80
％
ぐ
ら
い
は
必

ず
賛
成
す
る
よ
う
な
案
で
な
け
れ
ば
、
憲
法
を
中
心
と
す
る
国
家
の

基
本
が
揺
ら
ぐ
恐
れ
が
あ
る
。
そ
こ
を
私
は
、
政
治
家
の
人
た
ち
に

は
考
え
直
し
て
も
ら
い
た
い
。
戦
争
の
ほ
う
に
は
憲
法
改
正
を
し
な

い
で
も
ら
い
た
い
。
ど
っ
ち
が
転
ぶ
か
分
か
ら
な
い
よ
う
な
危
な
い

投
票
は
や
ら
な
い
で
も
ら
い
た
い
、
と
い
う
こ
と
を
、
政
治
家
の
人

た
ち
に
は
ず
っ
と
訴
え
て
き
た
ん
で
す
が
、
今
は
だ
ん
だ
ん
そ
う
で

な
い
意
見
の
人
が
増
え
て
き
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
。
私
は
、
必
ず

憲
法
の
問
題
は
穏
や
か
に
解
決
す
る
方
向
に
動
く
と
思
い
ま
す
。

　

改
正
を
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
全
国
民
の
ほ
と
ん
ど
の
人
が
賛
成
す

る
よ
う
な
案
で
国
民
投
票
を
す
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
現
状
で
も
っ

て
や
っ
て
い
く
、
と
い
う
道
が
日
本
の
生
き
る
道
で
は
な
い
か
と
い

う
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ほ
ど
明
確
に
「
日
本
政
府
は

政
府
の
名
に
よ
っ
て
は
戦
争
を
い
た
し
ま
せ
ん
」
と
世
界
に
ず
っ
と

誓
い
続
け
て
、「
や
め
ま
し
た
」
と
言
わ
れ
て
い
た
ん
で
す
よ
、
日

本
は
日
本
の
国
と
し
て
。
そ
れ
は
世
界
に
対
す
る
責
任
で
す
よ
ね
。

そ
う
い
う
憲
法
を
持
っ
て
い
る
国
も
、
日
本
だ
け
で
は
な
い
ん
で
す

よ
。
多
く
の
国
に
は
、
そ
う
い
う
も
の
を
生
か
そ
う
と
し
て
い
る
わ

け
で
す
。
自
分
の
国
か
ら
戦
争
を
仕
掛
け
る
と
い
う
こ
と
を
、
今
度

は
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
（V

ladim
ir Putin. 

一
九
五
二
年
～
）
が
や
り

ま
し
た
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
非
常
に
間
違
っ
た
こ
と
で
重
大
な

こ
と
で
す
け
れ
ど
も
。
私
は
、
や
は
り
平
和
の
方
向
に
世
界
が
行
か

ざ
る
を
得
な
い
。
も
し
戦
争
し
た
ら
、
核
戦
争
し
た
ら
お
し
ま
い
で

す
か
ら
。
本
当
に
核
戦
争
を
や
っ
た
ら
お
し
ま
い
で
す
よ
。
今
、
核

兵
器
と
い
う
の
は
、
地
球
を
何
百
回
も
破
壊
す
る
ほ
ど
の
兵
器
に

な
っ
て
い
ま
す
か
ら
ね
。
そ
う
い
う
も
の
を
使
っ
て
戦
争
を
や
っ
た

ら
、
人
類
は
消
滅
す
る
と
思
い
ま
す
ね
。
人
類
が
生
き
延
び
る
方
法

は
、
平
和
し
か
な
い
わ
け
で
あ
り
ま
し
て
。
そ
の
意
味
で
は
、
日
本

国
憲
法
と
い
う
の
は
大
事
な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
ま
で
話
し
た
こ
と
を
も
う
少
し
言
い
ま
す
と
、
日
本
人
は
和
の

精
神
で
生
き
て
き
た
。
そ
し
て
、
和
の
精
神
は
揺
ら
い
だ
こ
と
は
何
29
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回
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
和
の
精
神
で
生
き
て
い
こ
う
と
い
う
日
本
人

の
生
き
方
そ
の
も
の
／
理
念
そ
の
も
の
は
、
ず
っ
と
生
き
続
け
た
。

世
界
に
お
い
て
も
、
一
九
二
八
年
の
不
戦
条
約
の
よ
う
に
、
そ
の
こ

と
が
実
行
さ
れ
、
み
ん
な
で
や
っ
て
い
こ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
方

向
に
動
い
て
い
る
。
確
か
に
今
、
プ
ー
チ
ン
の
挑
戦
に
よ
っ
て
危
機

に
立
っ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
私
は
力
を
合
わ
せ
れ
ば
止
め
る
こ

と
は
可
能
だ
と
思
い
ま
す
ね
。
今
、
大
国
が
力
を
合
わ
せ
て
い
な
い

こ
と
が
、
非
常
に
危
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
原
因
だ
と
思
い
ま
す

が
。
大
国
が
力
を
合
わ
せ
て
、
国
連
の
安
全
保
障
常
任
理
事
会
の
五

か
国
が
会
議
を
ま
ず
持
ち
、
そ
し
て
こ
の
五
か
国
で
責
任
を
持
っ
て

い
る
世
界
を
平
和
で
安
定
し
た
も
の
に
す
る
た
め
に
、
ま
ず
停
戦
す

る
と
い
う
こ
と
を
早
く
実
行
し
て
も
ら
い
た
い
。
停
戦
す
れ
ば
、
理

性
が
戻
り
ま
す
。
戦
争
の
危
険
性
は
、
戦
争
は
人
間
の
理
性
を
奪
う

ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
、
戦
争
は
狂
気
と
一
体
な
ん
で
す
。
戦
争
が
止

ま
れ
ば
、
停
戦
す
れ
ば
、
理
性
が
戻
る
ん
で
す
。

　

朝
鮮
戦
争
が
一
九
五
〇
年
に
始
ま
り
ま
し
た
。
私
は
高
校
三
年
ぐ

ら
い
の
時
で
す
よ
。
あ
の
時
は
大
変
で
し
た
、岸
さ
ん
が
す
ご
く
て
。

そ
し
て
中
国
の
人
民
軍
が
出
て
き
て
、
ア
メ
リ
カ
を
や
っ
つ
け
た
。

や
っ
つ
け
ら
れ
た
ア
メ
リ
カ
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
総
司
令
官
が
、
原

爆
で
も
っ
て
反
撃
す
る
と
声
明
を
発
表
す
る
ん
で
す
よ
。
広
島
／
長

崎
の
原
爆
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
我
々
は
、
背
筋
が
寒
く
な
る
よ
う

な
緊
張
感
で
し
た
ね
。
と
こ
ろ
が
、そ
の
時
は
ト
ル
ー
マ
ン
（H

arry 

S. T
rum

an. 

一
八
八
四
年
～
一
九
七
二
年
）
大
統
領
が
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

を
罷
免
す
る
こ
と
で
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
原
爆
投
下
の
試
み
が
否
定

さ
れ
る
わ
け
で
す
。
つ
ま
り
、
ト
ル
ー
マ
ン
の
理
性
が
原
爆
戦
争
を

救
っ
た
ん
で
す
。
次
に
、
一
九
六
二
年
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す

が
、
キ
ュ
ー
バ
革
命
（
一
九
五
三
年
～
一
九
五
九
年
）
を
や
っ
た
カ
ス
ト

ロ
（Fidel Castro. 

一
九
二
六
年
～
二
〇
一
六
年
）
が
、
当
時
の
ソ
連
邦

の
リ
ー
ダ
ー
の
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
（N

ikita K
hrushchev. 

一
八
九
四
年

～
一
九
七
一
年
）
に
「
核
ミ
サ
イ
ル
を
キ
ュ
ー
バ
に
据
え
付
け
た
い
、

ア
メ
リ
カ
で
い
つ
や
ら
れ
る
か
分
か
ら
な
い
の
で
、
ア
メ
リ
カ
へ
の

防
衛
の
た
め
に
核
ミ
サ
イ
ル
を
持
っ
て
き
て
ほ
し
い
ん
だ
」
と
い
う

こ
と
を
依
頼
し
て
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
が
「
分
か
っ
た
」
と
、
船
に
積

ん
で
キ
ュ
ー
バ
に
向
か
う
わ
け
で
す
よ
。
各
ミ
サ
イ
ル
を
船
に
積
ん

で
。
ケ
ネ
デ
ィ
（John F. K

ennedy. 

一
九
一
七
年
～
一
九
六
三
年
）
が

大
統
領
で
怒
る
わ
け
で
す
。
そ
し
て
、
ア
メ
リ
カ
軍
に
対
し
て
、「
核

ミ
サ
イ
ル
を
積
ん
で
キ
ュ
ー
バ
に
向
か
う
ソ
連
船
を
攻
撃
せ
よ
」と
、

攻
撃
命
令
を
出
す
わ
け
で
す
。
こ
れ
を
本
当
に
攻
撃
し
た
ら
、
米
ソ

の
戦
争
に
な
り
ま
す
の
で
、
当
時
、
我
々
は
緊
張
し
ま
し
た
よ
。
ど

う
な
る
ん
だ
。
そ
の
時
は
、フ
ル
シ
チ
ョ
フ
が
冷
静
だ
っ
た
ん
で
す
。

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
指
導
者
の
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
、
す
ぐ
に
船
に
命
令

を
出
し
て
、「
方
向
転
換
し
て
ソ
連
に
戻
れ
」
と
い
う
の
で
、
核
ミ

サ
イ
ル
を
積
ん
だ
船
は
ソ
連
に
戻
っ
て
事
な
き
を
得
る
ん
で
す
が
。

私
は
戦
後
ず
っ
と
生
き
て
き
て
、
二
度
核
戦
争
の
危
機
を
感
じ
ま
し
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た
よ
。
朝
鮮
戦
争
に
お
け
る
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
声
明
、
そ
れ
か
ら
カ

ス
ト
ロ
が
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
に
対
し
て
核
ミ
サ
イ
ル
を
要
請
し
て
核
ミ

サ
イ
ル
を
ソ
連
邦
も
提
供
し
よ
う
と
言
っ
た
。
そ
し
て
、
ケ
ネ
デ
ィ

が
怒
っ
て
、「
爆
撃
せ
よ
、
そ
の
船
を
沈
没
せ
よ
」
と
い
う
こ
と
を

命
令
す
る
。
い
よ
い
よ
米
ソ
戦
争
か
と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
時
に
、

フ
ル
シ
チ
ョ
フ
が
戦
争
回
避
の
た
め
に
「
引
き
揚
げ
よ
」
と
い
う
こ

と
で
、
は
じ
め
は
ト
ル
ー
マ
ン
の
理
性
が
、
次
に
は
フ
ル
シ
チ
ョ
フ

の
理
性
が
、
か
つ
て
戦
争
を
阻
止
し
た
。
今
度
の
危
機
は
三
度
目
で

す
よ
。
プ
ー
チ
ン
が
核
兵
器
を
使
う
こ
と
を
声
明
し
て
い
る
わ
け
で

す
。
非
常
に
危
険
な
状
況
な
ん
で
す
。

　

ど
う
し
て
も
今
、
我
々
が
最
優
先
す
べ
き
は
停
戦
な
ん
で
す
。
停

戦
の
た
め
に
、
私
は
い
ろ
い
ろ
書
く
場
所
が
あ
る
の
で
、
ア
メ
リ
カ

に
停
戦
主
導
権
を
取
っ
て
も
ら
い
た
い
。
ア
メ
リ
カ
が
戦
争
を
長
引

か
せ
た
り
、
戦
争
を
煽
っ
た
り
す
る
の
な
ん
か
や
め
て
も
ら
い
た

い
。
中
国
も
巻
き
込
ん
で
プ
ー
チ
ン
を
説
得
し
て
戦
争
を
や
め
さ
せ

る
、
ま
ず
停
戦
す
る
、
無
条
件
停
戦
を
す
る
、
と
い
う
こ
と
を
や
っ

て
も
ら
い
た
い
ん
だ
、
と
い
う
よ
う
に
言
っ
て
い
る
ん
で
す
が
。
今

依
然
と
し
て
米
中
対
立
と
い
う
の
が
続
い
て
お
り
ま
し
て
、
そ
う
な

り
ま
せ
ん
が
。こ
の
十
一
月
に
バ
イ
デ
ン（Joe Biden. 

一
九
四
二
年
～
）

が
中
間
選
挙
で
敗
れ
る
可
能
が
非
常
に
高
い
で
す
か
ら
ね
。敗
れ
て
、

そ
の
二
年
後
の
大
統
領
選
に
出
馬
で
き
な
い
と
い
う
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
バ
イ
デ
ン
が
中
間
選
挙
に
勝
ち
、
次
の
選
挙
に
勝
つ
た

め
に
、
反
中
国
で
ア
メ
リ
カ
世
論
を
統
一
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ

の
自
分
の
再
選
へ
の
道
を
開
こ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
な
ん

で
す
ね
。
そ
う
い
う
個
人
的
な
野
望
の
た
め
に
世
界
戦
争
を
起
こ
す

よ
う
な
危
険
性
は
や
め
て
も
ら
い
た
い
。
今
は
ア
メ
リ
カ
も
中
国
も

身
を
捨
て
て
、
停
戦
の
た
め
に
努
力
し
て
も
ら
い
た
い
。
大
国
の
責

任
で
す
よ
。
そ
う
い
う
よ
う
に
、
私
は
時
々
原
稿
を
書
い
て
は
訴
え

て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
国
際
世
論
を
動
か
す
だ
け
の
力
量
が
あ
り
ま

せ
ん
、
微
々
た
る
も
の
で
す
か
ら
。
た
だ
、
そ
う
い
う
合
唱
が
全
世

界
に
で
き
る
こ
と
が
平
和
へ
の
道
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い

ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
が
現
在
の
憲
法
の
平
和
に
関
す
る
私
の
考
え
方

な
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
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「
池
田
大
作
先
生
と
日
中
友
好
の
歴
史
」東

日
本
国
際
大
学
客
員
教
授
・
北
京
大
学
客
員
教
授
　
西
園
寺
　
一
　
晃

■
特
集
三　

東
日
本
国
際
大
学
東
洋
思
想
研
究
所
池
田
大
作
思
想
研
究
会　

特
別
講
義
■

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

西
園
寺
一
晃　

さ
い
お
ん
じ
・
か
ず
て
る

一
九
四
二
年
、
東
京
都
生
ま
れ
。
西
園
寺
公
一
参
議
院
議
員
の
長
男

と
し
て
生
ま
れ
る
。
一
九
五
八
年
に
一
家
で
中
国
・
北
京
へ
移
住
。

北
京
大
学
経
済
学
部
政
治
経
済
科
卒
業
。
一
九
七
一
年
に
朝
日
新
聞

東
京
本
社
へ
入
社
。
主
に
中
国
の
動
向
分
析
や
研
究
に
携
わ
る
。
調

査
研
究
室
、
文
化
企
画
局
、
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
主
任
研
究
員
な
ど

を
経
て
、
二
〇
〇
二
年
に
定
年
退
職
。
工
学
院
大
学
孔
子
学
院
・
学

院
長
、
椙
山
女
学
園
大
学
客
員
教
授
、
慶
応
大
学
非
常
勤
講
師
な
ど

を
歴
任
。
現
在
、
東
日
本
国
際
大
学
客
員
教
授
、
北
京
大
学
国
際
関

係
学
院
客
員
教
授
、
中
国
傳
媒
大
学
国
際
関
係
学
院
客
員
教
授
、
グ

ロ
ー
バ
ル
地
域
研
究
会
理
事
長
、
日
中
友
好
協
会
顧
問
な
ど
を
務
め

る
。
著
書
『
鄧
穎
超　

妻
と
し
て
同
志
と
し
て
』『「
周
恩
来
と
池
田

大
作
」
の
一
期
一
会
』
な
ど
。

【
特
別
講
義
】

■
切
っ
て
も
切
れ
な
い
日
中
と
米
中
の
相
互
依
存
関
係

　

ど
う
も
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
今
日
は
い
ろ
い
ろ
お
話
し
し
た
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特
に
一
九
七
四
年
一
二
月
五
日
、
周
恩
来
総
理

と
池
田
大
作
先
生
の
会
談
―
―
日
本
、
中
国
、
世
界
の
す
べ
て
の
重

要
な
問
題
が
凝
縮
し
て
詰
ま
っ
て
い
る
三
〇
分
の
会
談
に
つ
い
て
で

す
。
皆
さ
ん
は
周
恩
来
・
池
田
会
談
に
つ
い
て
は
十
分
研
究
さ
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
日
は
主
に
周
・
池
田
会
談
に
至
る
大
き

な
時
代
背
景
を
中
心
に
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
あ

の
時
代
背
景
に
つ
い
て
知
ら
な
け
れ
ば
、
会
談
の
深
淵
な
る
意
義
は

理
解
で
き
な
い
と
思
う
か
ら
で
す
。

　

私
は
人
生
の
大
半
を
中
国
と
関
わ
り
、
若
い
こ
ろ
一
〇
年
間
、
北

京
で
学
生
生
活
を
送
り
ま
し
た
。
中
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
面
を
見
ま
し

た
し
、
中
国
か
ら
日
本
を
見
ま
し
た
。
そ
の
上
で
つ
く
づ
く
思
う
こ
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と
は
、
日
本
は
中
国
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
築
い
て
い
く
べ
き
か
。

こ
れ
は
日
本
が
背
負
っ
た
宿
命
的
な
課
題
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

隣
に
巨
大
な
発
展
を
続
け
る
国
が
あ
り
ま
す
。
違
う
社
会
制
度
、

違
う
価
値
観
を
も
っ
た
国
で
す
。
日
本
と
は
二
〇
〇
〇
年
以
上
の
交

流
史
が
あ
り
ま
す
。
日
中
両
国
は
お
互
い
に
学
び
合
い
ま
し
た
。
し

か
し
不
幸
な
戦
争
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
今
、
日
本
に
と
っ
て
中

国
は
第
一
の
貿
易
相
手
国
で
す
。

　

二
〇
二
〇
年
の
日
本
の
貿
易
相
手
国
の
シ
ェ
ア
を
見
る
と
、
一
位

が
中
国
で
、
日
本
の
貿
易
総
額
の
二
三
・
九
％
で
す
。
二
位
の
ア
メ

リ
カ
は
一
四
・
七
％
、
三
位
の
韓
国
は
五
・
六
％
で
す
。
実
は
そ
れ
以

上
に
多
い
の
は
、
今
厳
し
く
対
立
し
て
い
る
米
中
間
の
貿
易
な
の
で

す
。
米
中
貿
易
は
世
界
で
一
番
多
い
の
で
す
。
経
済
だ
け
を
と
っ
て

も
、
日
中
あ
る
い
は
米
中
の
相
互
依
存
関
係
は
、
切
っ
て
も
切
れ
な

い
関
係
に
あ
る
の
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
を
頭
に
浮
か
べ
な
が
ら
、

い
く
つ
か
の
問
題
に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
核
戦
争
前
夜
だ
っ
た
一
九
六
二
年
の
キ
ュ
ー
バ
危
機

　

我
々
、
特
に
青
年
は
歴
史
を
大
事
に
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
ど

の
国
に
も
、
誰
に
で
も
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
成
功
し
た
歴
史
、
失
敗

し
た
歴
史
、
栄
え
あ
る
歴
史
、
暗
黒
の
歴
史
、
両
方
を
学
ぶ
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。
歴
史
を
鏡
と
し
て
、
経
験
と
教
訓
か
ら
学
び
、
そ
れ

を
こ
れ
か
ら
の
人
生
、
こ
れ
か
ら
の
国
の
運
営
に
生
か
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
ら
で
す
。

　

日
中
関
係
の
歴
史
を
語
れ
ば
、
い
く
ら
時
間
が
あ
っ
て
も
足
り
ま

せ
ん
。
戦
後
の
日
中
関
係
に
お
い
て
、
非
常
に
重
要
な
歴
史
、
出
来

事
を
一
つ
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
皆
さ
ん
よ
く

知
っ
て
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
ら
、
ま
さ
に
釈
迦
に
説
法
に
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
は
世
々
代
々
語
り
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
重
要
な
出
来
事
で
あ
り
、
歴
史
で
す
。
そ
れ
は
一
九
六
〇
年

代
の
出
来
事
で
す
。
池
田
先
生
の
日
中
国
交
正
常
化
提
言
が
ま
さ
に

そ
れ
で
す
。
た
だ
し
そ
れ
を
語
る
前
に
、
一
九
六
〇
年
の
時
代
と
は

ど
う
い
う
時
代
だ
っ
た
の
か
。
そ
の
中
で
池
田
先
生
が
出
さ
れ
た
中

国
提
言
の
意
義
は
ど
う
な
の
か
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
九
六
〇
年
代
、
若
い
方
た
ち
は
ま
だ
生
ま
れ
て
い
な
い
で
し
ょ

う
け
れ
ど
も
、
本
当
に
激
動
の
時
代
、
波
乱
万
丈
の
時
代
、
あ
る
意

味
で
は
暗
黒
の
時
代
で
し
た
。
ま
ず
は
冷
戦
で
す
。
世
界
は
三
つ
に

分
か
れ
て
い
ま
し
た
。
三
つ
に
分
断
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。
ア
メ
リ

カ
を
中
心
と
す
る
西
側
陣
営
、
ソ
連
を
中
心
と
す
る
東
側
陣
営
、
そ

し
て
こ
の
ど
ち
ら
に
も
属
さ
な
い
非
同
盟
諸
国
で
す
。「
第
三
世
界
」

と
も
言
わ
れ
ま
し
た
。
冷
戦
の
無
情
さ
、
悲
惨
さ
に
つ
い
て
は
皆
さ

ん
よ
く
知
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
ら
、
説
明
を
省
き
ま
す
。
要
す
る

に
、
東
西
両
陣
営
と
も
相
手
を
悪
魔
と
み
な
し
、
相
手
か
ら
自
分
を

守
る
。
あ
わ
よ
く
ば
相
手
を
滅
ぼ
そ
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
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一
つ
の
出
来
事
、
事
件
が
こ
の
こ
と
を
象
徴
的
に
物
語
っ
て
い
ま

す
。
若
い
方
は
知
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
一
九
六
二

年
に
キ
ュ
ー
バ
危
機
が
あ
り
ま
し
た
。
革
命
を
成
し
遂
げ
社
会
主
義

国
と
な
っ
た
キ
ュ
ー
バ
、
そ
の
キ
ュ
ー
バ
に
核
ミ
サ
イ
ル
基
地
を
造

ろ
う
と
す
る
ソ
連
。
そ
れ
を
実
力
で
阻
止
せ
ん
と
す
る
ア
メ
リ
カ
。

地
図
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
キ
ュ
ー
バ
は
カ
リ
ブ
海
の
大
ア
ン

テ
ィ
ル
諸
島
に
属
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
い
わ
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
内

庭
み
た
い
な
も
の
で
す
。
冷
戦
の
最
中
、
こ
こ
に
ソ
連
の
核
ミ
サ
イ

ル
基
地
が
で
き
れ
ば
、
米
ソ
の
力
関
係
は
一
気
に
変
わ
り
、
ア
メ
リ

カ
は
重
大
な
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

核
ミ
サ
イ
ル
お
よ
び
ミ
サ
イ
ル
基
地
建
設
の
機
材
を
積
ん
だ
ソ
連

の
船
が
、
本
国
を
出
て
カ
リ
ブ
海
に
向
か
い
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
は

「
ソ
連
船
が
ア
メ
リ
カ
近
海
に
入
れ
ば
撃
沈
す
る
」
と
宣
言
し
ま
し

た
。
そ
れ
に
対
し
て
ソ
連
は「
ア
メ
リ
カ
が
ソ
連
船
を
攻
撃
す
れ
ば
、

核
ミ
サ
イ
ル
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
攻
撃
す
る
」
と
宣
言
し
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
は
「
ソ
連
が
核
の
ボ
タ
ン
を
押
せ
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
核
ミ

サ
イ
ル
は
モ
ス
ク
ワ
を
破
壊
す
る
」
と
返
し
ま
し
た
。
米
ソ
の
全
面

核
戦
争
は
一
触
即
発
で
し
た
。

■
「
核
ミ
サ
イ
ル
発
射
準
備
」
が
沖
縄
米
軍
基
地
に
命
令
さ
れ
た
日

　

当
時
の
ア
メ
リ
カ
大
統
領
は
ケ
ネ
デ
ィ
、
ソ
連
の
ト
ッ
プ
で
あ
る

共
産
党
書
記
長
は
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
で
し
た
。
米
ソ
と
も
核
の
ボ
タ
ン

は
解
除
さ
れ
、
命
令
が
下
れ
ば
核
兵
器
が
飛
び
交
う
時
代
で
し
た
。

そ
の
と
き
驚
く
べ
き
こ
と
が
起
き
た
の
で
す
。
沖
縄
の
米
軍
核
ミ
サ

イ
ル
基
地
に
、
本
国
か
ら
命
令
が
下
り
ま
し
た
。「
核
ミ
サ
イ
ル
発

射
を
準
備
せ
よ
」。計
画
で
は
五
発
の
発
射
で
し
た
。米
軍
の
兵
士
は
、

泣
き
な
が
ら
準
備
し
た
そ
う
で
す
。
核
戦
争
が
始
ま
れ
ば
、
も
う
本

国
に
は
生
き
て
帰
れ
な
い
。
家
族
と
も
会
え
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

人
類
は
滅
亡
だ
と
思
っ
た
の
で
す
。
沖
縄
の
ア
メ
リ
カ
軍
司
令
官
は

「
ミ
サ
イ
ル
の
標
的
は
モ
ス
ク
ワ
だ
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
命
令
は
「
標
的
は
北
京
」
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
「
発
射
せ

よ
」
と
の
命
令
が
下
り
ま
し
た
。

　

核
の
ボ
タ
ン
が
押
さ
れ
れ
ば
核
戦
争
が
始
ま
り
、
世
界
は
破
滅
、

人
類
は
滅
亡
で
す
。
核
戦
争
に
勝
者
は
存
在
し
ま
せ
ん
。
沖
縄
ミ
サ

イ
ル
部
隊
の
司
令
官
は
、
震
え
る
手
で
通
信
機
を
握
り
、
本
国
に
最

後
の
確
認
を
し
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
命
令
は
ど
う
い
う
行

き
違
い
か
、
間
違
っ
て
い
た
の
で
す
。
こ
れ
は
本
当
の
話
で
す
。
そ

う
い
う
時
代
で
し
た
。
沖
縄
の
米
軍
司
令
官
の
臆
病
さ
が
、世
界
を
、

人
類
を
救
っ
た
の
で
す
。
そ
の
後
、
世
界
が
核
戦
争
阻
止
に
動
き
、

ロ
ー
マ
教
皇
ま
で
も
動
き
、
人
類
滅
亡
寸
前
で
核
戦
争
は
阻
止
さ
れ

ま
し
た
。
ソ
連
は
キ
ュ
ー
バ
に
お
け
る
ミ
サ
イ
ル
基
地
設
置
を
あ
き

ら
め
た
の
で
す
。
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■
「
ハ
ト
派
の
一
匹
狼
」
宇
都
宮
徳
馬
議
員

　

冷
戦
は
人
々
を
狂
わ
せ
ま
し
た
。
西
側
の
人
々
は
東
側
を
恨
み
、

東
側
の
人
た
ち
は
西
側
を
恨
み
ま
し
た
。
ま
さ
に
人
類
は
分
断
さ
れ

た
の
で
す
。
そ
し
て
当
時
、
ア
メ
リ
カ
と
ソ
連
に
は
、
人
類
を
何
回

も
消
滅
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
核
兵
器
が
あ
っ
た
の
で
す
。
日
本
の

状
況
も
非
常
に
厳
し
い
も
の
で
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
ア
ジ
ア
戦
略
の

中
心
は
、
中
国
封
じ
込
め
で
し
た
。
日
米
安
保
条
約
の
対
外
的
機
能

は
、
こ
の
中
国
封
じ
こ
め
に
奉
仕
す
る
こ
と
で
し
た
。
米
中
は
激
し

く
対
立
し
、
そ
の
あ
お
り
で
日
中
関
係
は
最
悪
で
し
た
。
日
本
政
府

の
当
時
の
対
中
政
策
は
、
敵
視
政
策
で
し
た
。

　

さ
ら
に
中
国
で
は
、
一
九
六
六
年
に
文
化
大
革
命
が
勃
発
し
ま
し

た
。
中
国
は
大
混
乱
に
陥
り
ま
す
。
中
国
が
か
ろ
う
じ
て
持
ち
こ
た

え
て
い
た
の
は
、
周
恩
来
総
理
の
渾
身
の
努
力
と
手
腕
の
お
か
げ
で

し
た
。
と
こ
ろ
が
文
革
の
中
で
生
ま
れ
た
極
左
集
団
の
台
頭
に
よ
っ

て
、
対
外
政
策
は
左
傾
化
し
、
革
命
輸
出
外
交
は
、
周
恩
来
の
努
力

で
保
っ
て
き
た
非
同
盟
諸
国
と
の
絆
を
破
壊
し
た
の
で
す
。
極
左
派

の
最
終
的
な
打
倒
対
象
は
周
恩
来
で
し
た
。
中
国
は
ア
メ
リ
カ
と
対

立
し
、
ソ
連
と
も
対
立
し
、
非
同
盟
諸
国
と
の
良
好
な
関
係
も
分
断

さ
れ
ま
し
た
。
中
国
の
国
内
は
混
乱
し
、経
済
は
破
綻
寸
前
で
し
た
。

　

日
本
国
内
の
反
中
嫌
中
度
は
最
高
潮
に
達
し
、
そ
れ
ま
で
「
日
中

友
好
」「
日
中
国
交
正
常
化
実
現
」
を
叫
ん
で
い
た
人
た
ち
も
、
一

人
ま
た
一
人
と
去
っ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
非
常
に
厳
し
い

状
況
の
中
で
、
日
本
で
二
人
の
人
物
が
重
要
な
行
動
を
と
り
ま
す
。

一
人
は
、自
民
党
の
宇
都
宮
徳
馬
衆
議
院
議
員
で
す
。
こ
の
人
は「
ハ

ト
派
の
一
匹
狼
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
自
民
党
の
方
針
に
公
然

と
反
旗
を
ひ
る
が
え
し
、
日
中
関
係
正
常
化
を
一
貫
し
て
主
張
し
て

き
た
気
骨
の
人
で
す
。

　

宇
都
宮
先
生
は
厳
し
い
冷
戦
の
真
っ
た
だ
中
、
常
に
こ
う
言
っ
て

い
ま
し
た
。「
多
く
の
人
は
ア
メ
リ
カ
の
反
中
性
、
中
国
の
反
米
性

を
過
度
に
強
調
し
す
ぎ
る
。
時
代
は
動
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状

況
は
長
続
き
し
な
い
。
世
界
は
変
わ
る
」。
さ
ら
に
こ
う
も
言
い
続

け
ま
し
た
。「
多
く
の
人
は
感
情
的
に
中
国
を
嫌
っ
て
い
る
が
、
日

本
に
と
っ
て
日
中
友
好
は
最
大
の
安
全
保
障
で
あ
る
」。
宇
都
宮
議

員
は
日
米
の
ハ
ト
派
議
員
に
呼
び
か
け
、
一
九
六
九
年
に
ア
メ
リ
カ

の
サ
ン
タ
・
バ
ー
バ
ラ
で
日
米
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

日
米
両
政
府
に
、
米
中
、
日
中
関
係
改
善
の
提
案
を
行
な
い
ま
し
た
。

■
「
日
中
国
交
正
常
化
提
言
」
の
卓
越
性
と
先
見
性

　

日
中
関
係
に
と
っ
て
も
う
一
人
の
重
要
人
物
は
、
創
価
学
会
の
池

田
大
作
第
三
代
会
長
で
す
。
池
田
会
長
は
一
九
六
八
年
九
月
八
日
、

創
価
学
会
第
十
一
回
学
生
部
総
会
に
お
い
て
、
突
然
中
国
提
言
を
行

な
っ
た
の
で
す
。
そ
の
内
容
は
、
当
時
と
し
て
は
信
じ
ら
れ
な
い
、
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驚
く
べ
き
も
の
で
し
た
。
こ
れ
は
皆
さ
ん
も
よ
く
ご
存
知
で
す
。
池

田
会
長
は
言
い
ま
し
た
。

〈
日
中
国
交
の
正
常
化
は
、
単
に
日
本
の
た
め
の
み
な
ら
ず
、
世
界

の
客
観
情
勢
が
要
請
す
る
日
本
の
使
命
で
あ
る
〉

　

こ
の
言
葉
の
中
の
〈
客
観
情
勢
が
要
請
す
る
〉
と
い
う
言
葉
に
ぜ

ひ
注
目
し
て
く
だ
さ
い
。
当
時
の
日
本
政
府
と
ア
メ
リ
カ
政
府
の
方

針
は
、
中
国
を
承
認
せ
ず
、
国
際
社
会
に
復
帰
さ
せ
ず
封
じ
こ
め
る

こ
と
で
し
た
。

　

池
田
会
長
は
こ
う
も
言
い
ま
し
た
。

〈
日
本
は
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
の
重
要
事
項
指
定
方
式
に

加
担
す
る
の
で
な
く
、
北
京
の
国
連
で
の
代
表
権
を
積
極
的
に
推
進

す
べ
き
で
あ
り
ま
す
〉

　

当
時
の
ア
メ
リ
カ
を
含
め
て
多
く
の
西
側
諸
国
は
、
中
国
の
国
連

復
帰
を
阻
止
す
る
た
め
に
動
い
て
い
ま
し
た
。
国
連
で
は
毎
年
、
中

国
の
国
連
復
帰
問
題
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
が
、
す
べ
て
否
決
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
中
国
の
国
連
復
帰
賛
成
が
、
第
三
世
界
を
中

心
に
少
し
ず
つ
増
え
て
き
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
や
日
本
な
ど
は
、
中
国

の
復
帰
問
題
を
そ
れ
ま
で
の
単
純
多
数
決
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
重
要
事

項
指
定
方
式
に
変
更
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
三
分
の
二
の
賛
成
が
な
け

れ
ば
実
現
し
な
い
と
い
う
事
で
す
。
つ
ま
り
世
界
の
流
れ
は
、
当
時

は
ま
だ
中
国
排
除
だ
っ
た
の
で
す
。

　

池
田
会
長
は
さ
ら
に
こ
う
言
い
ま
し
た
。

〈
ま
ず
政
府
は
、
こ
の
吉
田
書
簡
の
廃
棄
を
宣
言
し
、
貿
易
三
原
則

に
し
た
が
っ
て
、
一
歩
で
も
二
歩
で
も
、
貿
易
を
拡
大
す
る
方
向
に

努
力
を
積
み
重
ね
て
い
く
べ
き
で
あ
る
〉

　

池
田
先
生
の
言
葉
の
中
に
出
て
く
る
「
吉
田
書
簡
」
と
は
、

一
九
六
四
年
に
日
本
の
吉
田
茂
元
首
相
が
台
湾
に
出
し
た
書
簡
で

す
。
北
京
政
府
相
手
の
日
中
貿
易
―
―
当
時
国
交
は
な
く
と
も
民
間

の
貿
易
は
細
々
と
続
い
て
い
た
の
で
す
―
―
こ
の
日
中
貿
易
に
お
い

て
、日
本
の
輸
出
入
銀
行
の
融
資
は
使
わ
せ
な
い
と
い
う
内
容
で
す
。

大
型
の
貿
易
の
場
合
、
輸
出
入
銀
行
の
融
資
を
受
け
な
い
と
、
実
現

は
事
実
上
不
可
能
だ
っ
た
の
で
す
。
つ
ま
り
「
吉
田
書
簡
」
は
、
日

中
貿
易
の
拡
大
阻
止
が
目
的
で
す
。

■
テ
ロ
リ
ズ
ム
を
恐
れ
ぬ
命
が
け
の
「
日
中
国
交
正
常
化
提
言
」

　

池
田
会
長
は
こ
う
言
い
ま
し
た
。

〈
私
は
、
今
こ
そ
日
本
は
、
こ
の
世
界
的
な
視
野
に
立
っ
て
、
ア
ジ

ア
の
繁
栄
と
世
界
の
平
和
の
た
め
、
そ
の
最
も
重
要
な
か
な
め
と
し

て
、
中
国
と
の
国
交
正
常
化
、
国
連
参
加
、
貿
易
促
進
に
全
力
を
傾

注
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
重
ね
て
訴
え
る
も
の
で
あ
り
ま

す
〉

　

こ
の
中
で
〈
世
界
的
な
視
野
に
立
っ
て
〉
と
い
う
言
葉
に
ぜ
ひ
注

目
し
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
、
こ
れ
は
す
ご
い
こ
と
な
の
で
す
。
凡
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人
に
は
ま
っ
た
く
理
解
で
き
な
い
こ
と
で
す
。
あ
の
時
代
で
す
。
ア

メ
リ
カ
の
戦
略
、
日
本
政
府
の
中
国
政
策
、
世
論
の
流
れ
、
こ
れ
ら

す
べ
て
に
逆
ら
う
こ
と
な
の
で
す
。
個
人
の
安
全
や
組
織
の
利
益
を

考
え
れ
ば
、
到
底
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
内
で
創
価
学

会
は
必
ず
右
翼
勢
力
の
攻
撃
対
象
に
な
り
、
メ
デ
ィ
ア
は
こ
こ
ぞ
と

ば
か
り
、
学
会
非
難
を
展
開
す
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
台
湾
に
は
、
創

価
学
会
の
組
織
が
あ
り
ま
す
。台
湾
の
創
価
学
会
組
織
が
弾
圧
さ
れ
、

メ
ン
バ
ー
は
き
っ
と
つ
ら
い
目
に
遭
う
で
し
ょ
う
。
池
田
会
長
は
日

本
の
こ
と
、
い
や
世
界
の
こ
と
を
考
え
て
い
た
の
で
す
。
個
人
の
安

全
、
組
織
の
利
益
、
台
湾
の
メ
ン
バ
ー
に
心
を
痛
め
な
が
ら
も
、
世

界
平
和
と
人
類
の
安
全
と
繁
栄
を
考
え
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
九
六
六
年
に
は
、
中
国
で
文
化

大
革
命
が
勃
発
し
て
い
ま
す
。
極
左
勢
力
が
権
力
を
握
り
、
国
内
は

大
混
乱
で
す
。
中
国
は
周
恩
来
の
超
人
的
な
努
力
だ
け
で
、
首
の
皮

一
枚
つ
な
が
り
、
破
滅
が
か
ろ
う
じ
て
避
け
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。

日
本
で
は
中
国
と
の
友
好
を
叫
ん
で
い
た
多
く
の
人
も
「
中
国
は
こ

れ
か
ら
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
。
少
し
静
観
し
て
い
よ
う
」
と
い

う
姿
勢
で
し
た
。
こ
れ
が
当
時
と
し
て
は
、
良
識
あ
る
人
た
ち
の
精

一
杯
の
客
観
的
な
態
度
だ
っ
た
の
で
す
。
今
で
は
想
像
も
で
き
な
い

で
し
ょ
う
が
、
当
時
は
日
中
友
好
な
ど
叫
ん
だ
ら
、
四
方
八
方
か
ら

矢
が
飛
ん
で
き
た
時
代
で
す
。私
は
日
中
友
好
を
叫
ん
だ
が
た
め
に
、

会
社
を
ク
ビ
に
な
っ
た
人
、
離
婚
し
た
人
を
多
く
知
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
時
代
で
し
た
。
右
翼
に
殺
さ
れ
か
ね
な
い
時
代
で
し
た
。

　

一
九
六
〇
年
十
月
十
二
日
、
当
時
の
浅
沼
稲
次
郎
・
日
本
社
会
党

（
現
・
社
会
民
主
党
の
前
身
）
委
員
長
が
東
京
の
日
比
谷
公
会
堂
で

「
日
本
は
中
国
と
仲
良
く
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
演
説
し
ま
し

た
。
そ
こ
に
右
翼
の
青
年
が
壇
上
に
駆
け
上
が
っ
て
き
て
、
浅
沼
委

員
長
を
刺
し
ま
し
た
。
ほ
ぼ
即
死
で
し
た
。
あ
の
時
代
の
象
徴
的
な

出
来
事
で
し
た
。

　

宇
都
宮
先
生
に
し
て
も
池
田
会
長
に
し
て
も
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ

の
ア
ジ
ア
戦
略
に
逆
ら
い
、
日
本
政
府
の
対
中
国
政
策
に
逆
ら
い
、

世
論
の
流
れ
に
逆
ら
っ
て
の
、
ま
さ
に
命
が
け
の
行
動
で
し
た
。
で

も
そ
れ
は
「
ア
メ
リ
カ
の
ア
ジ
ア
政
策
も
ア
ジ
ア
戦
略
も
、
日
本
政

府
の
対
中
政
策
も
、
そ
し
て
世
界
の
中
国
に
対
す
る
見
方
、
態
度
も

必
ず
変
わ
る
。
ま
た
そ
う
な
る
こ
と
が
、
世
界
の
平
和
と
安
寧
の
た

め
に
必
要
だ
」
と
の
信
念
の
も
と
で
の
行
動
だ
っ
た
の
で
す
。

■
牧
口
常
三
郎
初
代
会
長
、
戸
田
城
聖
第
二
代
会
長
の
獄
中
闘
争

　

皆
さ
ん
よ
く
ご
存
知
だ
と
思
い
ま
す
。
牧
口
常
三
郎
先
生
、
戸
田

城
聖
先
生
も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。
あ
の
こ
ろ
は
も
っ
と
厳
し
い
時

代
で
し
た
。
軍
部
が
台
頭
し
、
軍
国
主
義
日
本
は
対
外
侵
略
を
行
な

い
ま
し
た
。
戦
争
、
軍
国
主
義
に
反
対
し
、
お
上
に
逆
ら
う
輩
は
、

治
安
維
持
法
で
残
ら
ず
逮
捕
さ
れ
ま
し
た
。
軍
部
が
主
導
権
を
握
る
37
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政
府
、
戦
争
を
煽
る
メ
デ
ィ
ア
、
世
論
は
戦
争
へ
戦
争
へ
と
な
び
き

ま
し
た
。
関
東
軍
が
中
国
の
都
市
を
占
領
す
る
た
び
に
、
日
本
で
は

「
戦
勝
祝
い
」
の
提
灯
行
列
が
行
な
わ
れ
、世
論
は
高
揚
し
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
時
代
に
お
上
に
逆
ら
い
、
軍
国
主
義
と
戦
争
に
反
対
し
た

ら
、
ど
う
い
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
、
世
論
と
い
う
の

は
非
常
に
大
切
で
す
。
大
事
で
す
。
多
く
の
人
々
の
考
え
と
要
求
を

理
解
し
、汲
み
取
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
世
論
の
流
れ
、

世
論
の
多
数
派
が
必
ず
し
も
正
し
い
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　

歴
史
を
見
て
も
、真
理
と
正
義
は
往
々
に
し
て
初
め
は
少
数
派
で
、

と
き
に
孤
立
す
る
も
の
で
す
。
あ
の
軍
国
主
義
が
台
頭
し
た
時
代
、

世
論
は
戦
争
へ
戦
争
へ
と
流
れ
ま
し
た
。
戦
争
に
反
対
な
ど
し
た
ら

「
非
国
民
！
」「
売
国
奴
！
」
と
罵
ら
れ
た
時
代
で
す
。
そ
れ
で
も

こ
の
流
れ
に
逆
ら
っ
て
、敢
然
と
立
ち
向
か
っ
た
人
が
い
た
の
で
す
。

ま
さ
に
「
千
万
人
と
雖
も
吾
往
か
ん
」（
孟
子
の
言
葉
）
の
気
概
で
、

命
を
懸
け
て
の
発
言
で
し
た
。
当
然
弾
圧
さ
れ
、
逮
捕
さ
れ
、
拷
問

さ
れ
る
の
は
必
至
で
あ
り
、抹
殺
さ
れ
る
可
能
性
す
ら
あ
る
の
で
す
。

そ
れ
で
も
軍
国
主
義
反
対
を
叫
ん
だ
の
で
す
。
ど
ん
な
に
過
酷
な
状

況
に
あ
ろ
う
と
も
、
ど
ん
な
に
残
酷
な
弾
圧
を
受
け
よ
う
と
も
、
命

の
危
険
が
迫
ろ
う
と
も
、
信
念
を
曲
げ
ず
、
信
仰
を
曲
げ
な
い
。
そ

う
い
う
人
が
い
ま
し
た
。

　

私
は
牧
口
先
生
の
こ
と
を
調
べ
て
驚
き
ま
し
た
。
牧
口
先
生
は
治

安
維
持
法
で
逮
捕
さ
れ
、
獄
死
し
て
い
ま
す
。
で
も
こ
れ
は
病
気
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
餓
死
で
す
。
ど
れ
ほ
ど
残
酷
で
、
ひ
ど
い
拷
問
が

行
な
わ
れ
た
か
。
食
べ
さ
せ
ず
、
飲
ま
せ
ず
、
眠
ら
せ
ず
。
こ
れ
は

お
そ
ら
く
、
身
体
的
な
痛
み
よ
り
つ
ら
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
身
体

的
な
拷
問
だ
と
、
証
拠
が
残
り
ま
す
。
そ
れ
に
屈
せ
ず
、
最
後
の
血

の
一
滴
ま
で
戦
い
抜
い
た
。
そ
う
い
う
少
数
の
人
が
、
そ
の
後
の
学

会
の
歴
史
、
日
本
の
歴
史
を
作
っ
て
き
た
の
で
す
。
池
田
会
長
も
時

代
こ
そ
違
い
ま
す
が
、
ま
っ
た
く
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
周
恩

来
総
理
の
言
葉
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
。「
生
命
不
息
、
戦
闘
不
止
」。

命
あ
る
限
り
、
戦
い
を
や
め
な
い
。

　

先
ほ
ど
述
べ
た
池
田
会
長
の
中
国
提
案
を
最
も
喜
び
、
感
激
し
た

の
は
周
恩
来
で
す
。
こ
の
提
案
は
日
中
関
係
が
最
も
厳
し
い
と
き
、

周
恩
来
が
最
も
困
難
な
と
き
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
一
九
六
八
年
以

降
、
周
恩
来
の
頭
に
は
常
に
池
田
大
作
と
い
う
人
が
存
在
し
て
い
た

の
で
す
。

　

こ
れ
は
余
談
で
す
が
、
の
ち
に
池
田
先
生
に
お
会
い
し
た
と
き
、

私
は
失
礼
を
顧
み
ず
、
こ
の
時
の
こ
と
を
お
訊
き
し
ま
し
た
。
私
は

当
時
は
若
く
て
生
意
気
で
し
た
。

「
会
長
、
あ
の
時
代
、
あ
の
状
況
下
に
あ
の
よ
う
な
提
案
を
し
た
時
、

学
会
の
幹
部
の
皆
さ
ん
は
理
解
で
き
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
も
し

か
し
て
『
殿
、
御
乱
心
あ
そ
ば
す
な
。
今
の
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
た

ら
一
大
事
で
す
』
と
言
っ
た
幹
部
が
い
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」

　

さ
て
、ど
の
よ
う
な
答
え
が
返
っ
て
く
る
の
か
と
思
っ
て
い
た
ら
、
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会
長
は
豪
快
に
笑
っ
た
だ
け
で
、肯
定
も
否
定
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

問
題
は
、
池
田
会
長
の
中
国
提
案
の
あ
と
で
す
。
こ
こ
ま
で
な
ら

「
勇
気
の
あ
る
立
派
な
人
で
す
ね
」
で
終
わ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
こ
の
あ
と
の
展
開
は
、
こ
の
提
案
が
世
界
の
流
れ
を
正
確
に

と
ら
え
、
ま
さ
に
世
界
を
揺
る
が
し
、
時
代
を
変
え
る
一
助
に
な
っ

た
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
し
た
。

■
泥
沼
化
し
て
大
失
敗
し
た
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

　

一
九
六
〇
年
代
末
に
冷
戦
は
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、
米
ソ
対
立
、
米

中
対
立
は
ま
す
ま
す
激
し
く
な
り
ま
し
た
。さ
ら
に
東
側
陣
営
で
も
、

中
国
と
ソ
連
が
分
裂
し
ま
す
。
中
ソ
対
立
は
、
局
地
的
で
は
あ
り
ま

し
た
が
武
力
紛
争
ま
で
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
ま
し
た
。
中
ソ
の
武

力
衝
突
は
、
北
は
黒
龍
江
省
の
ウ
ス
リ
ー
川
に
あ
る
珍
宝
島
と
い
う

中
州
（
ソ
連
名
は
「
ダ
マ
ン
ス
キ
ー
島
」）
と
、
西
の
新
疆
ウ
イ
グ

ル
自
治
区
と
ソ
連
の
国
境
で
起
き
ま
し
た
。
ま
さ
に
冷
戦
は
、
非
常

に
厳
し
い
状
況
を
醸
し
出
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
事
態
の
中
で
、
水
面
下
で
は
ま
っ
た
く
真
逆

な
、
時
代
を
大
き
く
転
換
さ
せ
る
動
き
が
進
行
し
て
い
た
の
で
す
。

時
代
を
大
き
く
変
え
た
の
は
「
ニ
ク
ソ
ン
の
焦
り
」
と
「
毛
沢
東
の

た
め
息
」
だ
っ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
当
時
ア
メ
リ
カ
大

統
領
は
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
か
ら
ニ
ク
ソ
ン
に
変
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
ニ

ク
ソ
ン
は
ジ
ョ
ン
ソ
ン
か
ら
大
き
な
荷
物
を
引
き
継
い
で
、
大
統
領

に
就
任
し
ま
し
た
。
そ
の
荷
物
と
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
し
た
。
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
に
関
し
て
は
、
皆
さ
ん
よ
く
ご
存
知
だ
と
思
い
ま
す
の
で

詳
し
く
は
述
べ
ま
せ
ん
。

　

ア
メ
リ
カ
は
「
南
ベ
ト
ナ
ム
で
生
ま
れ
た
反
政
府
ゲ
リ
ラ
は
、
南

ベ
ト
ナ
ム
政
府
軍
が
一
蹴
す
る
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
ゲ
リ
ラ
闘
争
は
、
燎
原
の
火
の
よ
う
に
燃
え
上
が
っ
た
の
で
す
。

ア
メ
リ
カ
は
軍
事
顧
問
を
派
遣
し
、
軍
事
援
助
を
拡
大
し
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
ゲ
リ
ラ
の
勢
い
は
止
ま
り
ま
せ
ん
。
ア
メ
リ
カ
は
つ
い

に
直
接
介
入
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
軍
は
一
万
、 

三
万
、 

五
万
、 

十
万
の
兵
士
を
つ
ぎ
こ
み
、
最
大
時
は
陸
海
空
三
軍
か
ら

五
六
万
人
の
兵
士
を
つ
ぎ
こ
み
ま
し
た
。
そ
し
て
、
核
兵
器
以
外
の

す
べ
て
の
武
器
を
使
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
間
で
有
名
な
の
は
、
化

学
兵
器
の
枯
葉
剤
で
す
ね
。

　

つ
ま
り
ア
メ
リ
カ
は
ベ
ト
ナ
ム
と
い
う
泥
沼
で
、
に
っ
ち
も
さ
っ

ち
も
い
か
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
す
。
ア
メ
リ
カ
が
ベ
ト
ナ
ム
と
い

う
泥
沼
に
足
を
取
ら
れ
、
身
動
き
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
と
き
、
世

界
で
は
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
由
々
し
き
事
態
が
起
き
つ
つ
あ
り
ま
し

た
。

　

ア
メ
リ
カ
は
、
あ
る
意
味
に
お
い
て
世
界
国
家
で
す
。
世
界
の
至

る
と
こ
ろ
に
軍
事
基
地
を
置
き
、
世
界
の
警
察
官
と
し
て
君
臨
し
て

い
た
の
で
す
。
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
、
一
番
重
要
な
地
域
は
ど
こ
で
39
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し
ょ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
本
土
で
す
。
で
は
二
番

目
に
重
要
な
と
こ
ろ
は
ど
こ
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

し
た
。
こ
こ
に
は
ア
メ
リ
カ
主
体
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
（
北
大
西
洋
条
約
機

構
）
軍
と
、
ソ
連
中
心
の
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
軍
と
い
う
巨
大
な

軍
事
集
団
が
対
峙
し
て
い
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
が
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に

巻
き
こ
ま
れ
る
前
、
こ
の
両
軍
事
機
構
の
力
関
係
は
、
大
学
生
と
小

学
生
ぐ
ら
い
の
差
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
が

圧
倒
し
て
い
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
ア
メ
リ
カ
が
ベ
ト
ナ
ム
の
泥

沼
で
あ
え
い
で
い
る
う
ち
に
、
こ
の
力
関
係
は
徐
々
に
変
わ
っ
て
き

た
の
で
す
。
そ
し
て
つ
い
に
は
、
航
空
機
数
、
戦
車
数
で
ワ
ル
シ
ャ

ワ
条
約
機
構
軍
が
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
を
凌
駕
し
た
の
で
す
。
こ
れ
は
ア
メ

リ
カ
に
と
っ
て
由
々
し
き
こ
と
で
す
。
冷
戦
の
中
で
、
西
側
陣
営
に

と
っ
て
危
機
が
迫
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

ニ
ク
ソ
ン
は
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
ベ
ト
ナ
ム
撤
退
を
考
え
、
そ
し
て

決
意
し
ま
し
た
。
早
く
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
足
を
抜
い
て
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
戦
線
の
テ
コ
入
れ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ

が
南
ベ
ト
ナ
ム
を
捨
て
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
ニ
ク
ソ
ン
は
南
ベ

ト
ナ
ム
の
放
棄
を
決
断
し
ま
す
。
た
だ
し
ア
メ
リ
カ
に
は
ジ
レ
ン
マ

が
あ
り
ま
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
を
放
棄
し
、
ア
メ
リ
カ
は
ベ
ト
ナ
ム
か

ら
去
る
。
し
か
し
ア
メ
リ
カ
が
去
っ
た
そ
の
空
白
地
帯
に
、
最
大
の

ラ
イ
バ
ル
で
あ
る
ソ
連
が
入
っ
て
く
る
の
は
、
な
ん
と
し
て
で
も
阻

止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
矛
盾
で
す
。

■
「
ニ
ク
ソ
ン
の
焦
り
」
と
「
毛
沢
東
の
た
め
息
」

　

ニ
ク
ソ
ン
の
頭
に
浮
か
ん
だ
の
は
中
国
で
す
。
ソ
連
と
激
し
く
対

立
す
る
中
国
を
利
用
し
、
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
ソ
連
の
侵
入
を
防
ぐ
。
そ

れ
し
か
な
い
と
考
え
ま
し
た
。
そ
し
て
ニ
ク
ソ
ン
は
、
特
別
補
佐
官

の
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
に
命
じ
ま
す
。「
極
秘
裏
に
中
国
と
接
触
せ
よ
」。

　

ま
っ
た
く
同
じ
時
期
に
、
中
国
で
も
変
化
が
起
き
て
い
ま
し
た
。

一
九
六
〇
年
代
末
、
あ
る
共
産
党
秘
密
会
議
で
、
あ
の
傲
慢
と
も
言

え
る
、
自
信
に
満
ち
た
絶
対
指
導
者
の
毛
沢
東
が
、
初
め
て
弱
音
を

吐
き
、
た
め
息
を
つ
い
た
の
で
す
。「
我
々
は
孤
立
し
た
。
ど
う
す

れ
ば
良
い
の
か
」。
そ
の
弱
音
を
聞
い
た
周
恩
来
が
、
素
早
く
動
き

ま
す
。
周
恩
来
は
、
当
時
文
革
の
中
で
台
頭
し
た
林
彪
に
排
除
さ
れ

て
い
た
四
人
の
百
戦
錬
磨
の
元
帥
を
密
か
に
呼
び
集
め
ま
し
た
。
陳

毅
、
徐
向
前
、
聶
栄
臻
、
葉
剣
英
の
四
人
で
す
。
そ
し
て
こ
の
四
人

の
元
帥
に
こ
う
諮
問
し
た
の
で
す
。「
我
々
が
現
在
行
な
っ
て
い
る

対
外
戦
略
は
正
し
い
の
か
。
間
違
っ
て
い
る
の
か
」。
四
人
の
元
帥

は
検
討
し
、
周
恩
来
に
答
申
し
ま
し
た
。「
我
々
の
対
外
政
策
は
間

違
っ
て
い
ま
す
。
我
が
国
は
政
治
的
、
経
済
的
、
軍
事
的
に
も
ま
だ

弱
い
。
そ
ん
な
中
国
が
世
界
の
二
つ
の
超
大
国
と
同
時
に
対
立
す
る

な
ど
下
策
で
す
」。

　

そ
れ
を
聞
い
た
周
恩
来
は
、
二
つ
目
の
諮
問
を
し
ま
す
。「
そ
れ

で
は
我
が
国
に
と
っ
て
、
現
在
最
も
危
険
な
存
在
は
、
ア
メ
リ
カ
な
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の
か
ソ
連
な
の
か
」。
同
じ
よ
う
に
検
討
し
た
四
人
の
元
帥
は
答
え

ま
し
た
。「
今
我
々
に
と
っ
て
最
大
の
脅
威
は
、
七
、四
〇
〇
キ
ロ
の

国
境
を
接
し
、
巨
大
な
軍
事
力
を
も
つ
ソ
連
で
す
。
今
ソ
連
が
本

気
で
攻
め
て
き
た
ら
、
我
が
国
は
一
瞬
に
し
て
占
領
さ
れ
る
で
し
ょ

う
」。

　

周
恩
来
は
四
人
の
元
帥
の
答
申
を
毛
沢
東
に
伝
え
ま
し
た
。
毛
沢

東
は
そ
れ
を
聞
い
て
、
少
し
考
え
て
か
ら
周
恩
来
に
命
じ
ま
し
た
。

「
極
秘
裏
に
ア
メ
リ
カ
と
接
触
せ
よ
」。
周
恩
来
は
た
だ
単
に
、
中

国
を
ソ
連
の
脅
威
か
ら
守
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
と
思

い
ま
す
。「
ア
メ
リ
カ
と
の
緩
和
、
和
解
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
中

国
は
国
際
社
会
の
一
員
に
復
帰
す
る
。
そ
し
て
世
界
の
平
和
と
安
定

の
た
め
に
努
力
し
、貢
献
す
る
。
そ
う
い
う
国
に
な
り
た
い
」と
思
っ

て
い
た
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
周
恩
来
の
頭
の
中
に
は
「
そ
の
た

め
に
は
、
い
ず
れ
は
ソ
連
と
の
緩
和
も
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
考
え
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

　

当
時
こ
の
こ
と
は
、
毛
沢
東
、
周
恩
来
と
四
人
の
元
帥
を
含
む
、

ご
く
少
数
の
人
し
か
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
毛
沢
東
の
後
継
者
と
し

て
絶
頂
期
に
あ
っ
た
林
彪
に
も
知
ら
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
真
相
を

知
っ
た
林
彪
は
、
の
ち
に
毛
沢
東
暗
殺
を
試
み
ま
す
。
そ
れ
が
露
見

す
る
と
、
軍
用
機
で
ソ
連
に
亡
命
を
図
り
ま
す
が
、
モ
ン
ゴ
ル
上
空

で
軍
用
機
が
墜
落
し
て
命
を
落
と
し
ま
し
た
。
墜
落
し
た
原
因
は
未

だ
に
謎
で
す
。

■
周
恩
来
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
極
秘
会
談
に
よ
る
米
中
和
解

　

こ
う
し
て
周
恩
来
と
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
に
よ
る
水
面
下
で
の
極
秘

外
交
が
始
ま
り
ま
す
。
そ
し
て
一
九
七
一
年
七
月
、
ア
メ
リ
カ
と
中

国
は
同
時
に
「
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
が
一
九
七
二
年
五
月
ま
で
に
北
京

を
訪
問
す
る
」
と
発
表
し
ま
す
。
中
国
で
は
外
務
省
の
ス
ポ
ー
ク
ス

マ
ン
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
が
自
ら
テ
レ
ビ
で
発
表

し
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
ア
ジ
ア
最
大
の
同
盟
国
で
あ
る
日

本
の
佐
藤
栄
作
首
相
が
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
こ
の
こ
と
を
伝
え
ら
れ
た

の
は
、
ニ
ク
ソ
ン
が
テ
レ
ビ
で
発
表
す
る
三
分
前
で
し
た
。
こ
れ
が

激
動
期
の
国
際
政
治
で
す
。
国
際
社
会
に
は
激
震
が
走
り
ま
し
た
。

誰
も
予
想
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
世
界
最
強
の
国
、
西
側
陣
営

の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
が
、
未
承
認
国
で
あ
り
、

激
し
く
対
立
し
て
き
た
中
国
の
首
都
を
正
式
訪
問
す
る
な
ど
、
常
識

で
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
な
の
で
す
。
こ
れ
が
世
界
の
流
れ
を
変
え

ま
し
た
。

　

そ
の
年
十
月
の
第
二
十
六
回
国
連
総
会
は
、
圧
倒
的
多
数
で
中
国

の
国
連
復
帰
を
可
決
し
ま
し
た
。
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
は
一
九
七
二
年

二
月
に
訪
中
し
、
米
中
共
同
声
明
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
、
い
わ
ゆ
る

「
上
海
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
」
で
す
。
こ
の
後
の
状
況
に
つ
い
て
は
皆
さ
ん

ご
存
知
の
と
お
り
で
す
。
日
本
の
世
論
の
流
れ
は
、
あ
っ
と
い
う
間

に
変
わ
り
ま
し
た
。
メ
デ
ィ
ア
の
多
く
も
「
日
中
国
交
正
常
化
を
実
41
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現
す
べ
し
」
と
訴
え
ま
し
た
。
ま
た
財
界
を
先
頭
に
「
日
中
貿
易
を

推
進
す
べ
き
だ
」
と
い
う
世
論
が
主
流
に
な
り
ま
し
た
。
世
界
で
は

中
国
承
認
の
流
れ
が
雪
崩
の
よ
う
に
起
き
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
、私
は
先
ほ
ど
「
こ
の
流
れ
は
誰
も
予
想
で
き
な
か
っ
た
」

と
言
い
ま
し
た
が
、
訂
正
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な

変
化
と
流
れ
を
、確
信
を
も
っ
て
予
想
し
て
い
た
人
が
い
た
の
で
す
。

日
本
で
は
宇
都
宮
徳
馬
先
生
、
そ
し
て
池
田
大
作
会
長
で
す
。
も
ち

ろ
ん
お
二
人
と
も
、
極
秘
に
行
な
わ
れ
た
周
恩
来
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー

の
秘
密
外
交
が
あ
っ
た
こ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
「
世
界
の
流
れ
、
世
の
流
れ
は
必
ず
こ
う
な
る
」
と
確
信
し
て
行

動
し
た
の
で
す
。「
米
中
関
係
、
日
中
関
係
は
必
ず
変
わ
る
」
と
言

い
続
け
た
宇
都
宮
先
生
の
正
し
さ
が
証
明
さ
れ
ま
し
た
。
ま
さ
に
米

中
関
係
、
日
中
関
係
は
劇
的
に
変
わ
り
ま
し
た
。

■
四
年
後
に
「
日
中
国
交
正
常
化
提
言
」
の
四
本
柱
が
す
べ
て
実
現

　

皆
さ
ん
、
私
は
先
ほ
ど
「
池
田
会
長
の
中
国
提
言
の
中
に
出
て
く

る
二
つ
の
言
葉
に
注
目
し
て
く
だ
さ
い
」
と
言
い
ま
し
た
。
一
つ
は

〈（
日
中
国
交
正
常
化
は
）
世
界
の
客
観
情
勢
が
要
請
す
る
〉
と
い

う
言
葉
で
す
。
も
う
一
つ
は
〈
世
界
的
な
視
野
に
立
っ
て
〉
と
い
う

言
葉
で
す
。
池
田
会
長
も
「
世
界
は
必
ず
変
わ
る
」
と
確
信
し
て
い

た
の
で
す
。
そ
し
て
ニ
ク
ソ
ン
訪
中
は
世
界
を
変
え
ま
し
た
。

　

池
田
会
長
は
日
中
国
交
正
常
化
、
中
国
の
国
連
復
帰
、
日
中
貿
易

の
推
進
を
提
起
し
ま
し
た
。
あ
の
最
も
冷
戦
が
厳
し
い
状
況
下
に
で

す
。「
そ
ん
な
こ
と
は
で
き
る
か
」
と
誰
も
が
思
っ
た
で
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
が
四
年
後
に
は
、
そ
れ
が
全
部
実
現
し
ま
し
た
。
池
田
会
長

の
日
中
提
案
の
意
義
は
、
日
本
と
中
国
の
問
題
を
は
る
か
に
超
え
た

も
の
で
し
た
。
世
界
を
変
え
た
の
で
す
。
日
中
だ
け
で
な
く
、
世
界

の
流
れ
、
世
界
の
人
々
の
心
を
変
え
た
の
で
す
。

　

こ
の
こ
と
は
も
う
少
し
時
間
が
か
か
り
ま
す
が
、
一
九
八
九
年
の

冷
戦
の
崩
壊
に
つ
な
が
り
ま
す
。
皆
さ
ん
、
米
中
の
和
解
は
、
対
ソ

連
と
い
う
意
味
が
強
い
も
の
で
す
。
結
果
、
や
は
り
米
中
対
ソ
連
と

い
う
対
立
の
構
造
が
残
り
、
世
界
の
安
全
を
脅
か
し
て
い
ま
し
た
。

最
悪
の
場
合
、
核
戦
争
の
危
機
が
ま
だ
あ
っ
た
の
で
す
。
池
田
会
長

は
中
国
を
国
際
社
会
に
迎
え
入
れ
、
日
中
関
係
の
改
善
と
正
常
化
を

促
進
し
、
激
し
く
対
立
し
て
い
た
米
中
を
結
び
つ
け
る
役
割
を
果
た

し
ま
し
た
。
こ
こ
で
終
わ
ら
な
い
の
が
、
池
田
会
長
が
素
晴
ら
し
く

偉
大
な
と
こ
ろ
で
す
。

　

池
田
会
長
は
第
一
回
訪
中
の
あ
と
、
モ
ス
ク
ワ
に
飛
び
ま
し
た

（
一
九
七
四
年
九
月
）。
そ
し
て
ソ
連
の
コ
ス
イ
ギ
ン
首
相
に
こ
う

問
う
た
の
で
す
。「
あ
な
た
方
は
中
国
を
攻
め
る
つ
も
り
で
す
か
」。

コ
ス
イ
ギ
ン
首
相
は
「
私
た
ち
は
中
国
を
攻
め
る
つ
も
り
は
毛
頭
あ

り
ま
せ
ん
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

さ
か
の
ぼ
っ
て
一
九
六
九
年
、
コ
ス
イ
ギ
ン
ソ
連
首
相
が
ベ
ト
ナ
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ム
の
ホ
ー
チ
ミ
ン
主
席
の
葬
儀
に
参
列
し
た
あ
と
、
帰
途
北
京
空
港

で
周
恩
来
首
相
と
三
時
間
会
談
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
双
方
と

も
戦
争
は
し
た
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か
し
何
ら
か
の
理
由

が
き
っ
か
け
で
こ
の
二
つ
の
大
国
が
衝
突
す
れ
ば
、
世
界
は
大
混
乱

に
陥
り
、
平
和
は
破
壊
さ
れ
ま
す
。
池
田
会
長
は
、
中
ソ
の
正
常
な

関
係
が
世
界
の
平
和
に
と
っ
て
重
要
だ
と
考
え
た
わ
け
で
す
。

　

そ
の
後
、
一
九
八
九
年
、
中
ソ
は
和
解
し
ま
す
。
米
中
ソ
の
関
係

は
か
な
り
改
善
さ
れ
、
世
界
の
平
和
は
保
た
れ
ま
し
た
。
歴
史
の
表

舞
台
に
は
出
て
き
ま
せ
ん
が
、
池
田
会
長
の
考
え
方
、
努
力
、
行
動

は
世
界
を
救
う
大
き
な
力
に
な
っ
た
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
を

考
え
る
と
き
、
私
は
つ
く
づ
く
「
指
導
者
と
は
何
か
。
リ
ー
ダ
ー
と

は
何
か
」
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

■
池
田
先
生
と
ホ
テ
ル
で
三
時
間
語
り
合
っ
た
日

　

幸
い
に
も
、
私
は
周
恩
来
総
理
に
ず
い
ぶ
ん
お
会
い
し
て
か
わ
い

が
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
夫
人
の
鄧
穎
超
さ
ん
を
、
当
時
私

は
「
鄧
マ
マ
」
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
池
田
大
作
会
長
に
も
、
非
公

式
を
含
め
五
回
ほ
ど
お
目
に
か
か
り
ま
し
た
。
一
番
長
く
お
会
い
し

た
の
は
、
池
田
会
長
の
第
一
回
目
の
訪
中
、
一
九
七
四
年
の
春
で
す
。

た
ま
た
ま
同
じ
ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ
て
い
た
私
は
、
ホ
テ
ル
の
先
生
の

お
部
屋
で
三
時
間
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
の
最
高
の

友
人
で
あ
っ
た
、
当
時
聖
教
新
聞
記
者
を
し
て
い
た
大
原
照
久
さ
ん

の
紹
介
で
し
た
。そ
の
大
原
さ
ん
を
交
え
た
三
人
で
の
懇
談
で
し
た
。

　

そ
の
時
の
話
は
、
も
う
時
間
が
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
の
で
次
の
機

会
に
し
ま
す
。一
つ
だ
け
お
話
し
し
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

当
時
は
、
日
中
国
交
正
常
化
（
一
九
七
二
年
）
か
ら
二
年
経
っ
て
い

ま
し
た
。
国
交
正
常
化
の
時
、
両
国
間
で
約
束
し
た
日
中
平
和
友
好

条
約
の
締
結
交
渉
が
な
か
な
か
進
ん
で
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
は

日
中
間
の
最
大
の
懸
案
事
項
で
し
た
。

　

私
は
池
田
会
長
に
こ
う
質
問
し
ま
し
た
。「
先
生
、
今
の
日
中
関

係
で
最
も
重
要
な
こ
と
は
何
だ
と
お
考
え
で
す
か
」。
私
は
池
田
会

長
の
口
か
ら
当
然
「
そ
れ
は
平
和
友
好
条
約
の
締
結
だ
」
と
い
う
答

え
が
返
っ
て
く
る
と
ば
か
り
思
っ
て
い
ま
し
た
。
池
田
会
長
の
口
か

ら
出
た
言
葉
は
、
私
に
と
っ
て
大
変
意
外
な
も
の
で
し
た
。
池
田
会

長
は
即
座
に
き
っ
ぱ
り
と
「
そ
れ
は
青
年
交
流
で
す
」
と
言
わ
れ
た

の
で
す
。
先
生
は
両
国
の
五
十
年
先
、
一
〇
〇
年
先
の
こ
と
を
考
え

ら
れ
て
い
た
の
で
す
。
会
長
は
「
未
来
を
担
う
青
年
同
士
の
真
心
の

交
流
は
、
ア
ジ
ア
の
平
和
と
世
界
の
平
和
に
貢
献
す
る
」
と
言
わ
れ

ま
し
た
。

　

宇
都
宮
徳
馬
先
生
は
日
中
関
係
が
最
悪
の
と
き
「
日
中
友
好
は
日

本
に
と
っ
て
最
大
の
安
全
保
障
だ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
確
固
た
る

信
念
、
信
仰
、
先
見
性
、
そ
し
て
一
〇
〇
年
先
の
人
類
、
地
球
を
考

え
る
ス
ケ
ー
ル
、
こ
れ
こ
そ
指
導
者
、
リ
ー
ダ
ー
の
条
件
で
は
な
い
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で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
北
京
飯
店
で
初
め
て
池
田
会
長
に
お
会
い
し
、
三
時
間
も
お

話
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
場
で
先
生
の
提
案
で
一
つ
の
こ
と
が
決
ま

り
ま
し
た
。
先
生
は
「
日
中
の
青
年
交
流
は
具
体
的
に
考
え
ね
ば
な

ら
な
い
。
交
流
し
、
気
持
ち
が
通
じ
合
う
に
は
、
言
葉
が
大
事
だ
」

と
言
い
ま
し
た
。
そ
し
て
「
日
本
で
は
ま
だ
ま
だ
中
国
語
が
で
き
る

人
が
少
な
い
。
中
国
語
の
普
及
は
そ
う
簡
単
で
は
な
く
、
時
間
も
か

か
る
だ
ろ
う
が
、今
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

そ
し
て
先
生
は
「
私
た
ち
に
は
創
価
大
学
が
あ
る
。
創
価
大
学
で
中

国
語
の
教
育
を
充
実
さ
せ
、
全
国
か
ら
中
国
語
の
履
修
者
を
集
め
て

中
国
語
弁
論
大
会
を
や
り
ま
し
ょ
う
。
そ
こ
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
」

と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

私
は
一
九
七
一
年
か
ら
朝
日
新
聞
中
国
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

に
関
わ
り
、
審
査
員
も
務
め
て
い
ま
し
た
の
で
、
喜
ん
で
協
力
を
約

束
し
ま
し
た
。
こ
う
し
て
そ
の
年
の
秋
か
ら
、
創
価
大
学
に
お
い
て

中
国
語
弁
論
大
会
が
始
ま
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
は
今
現
在
も
創
価
大

学
中
国
研
究
会
を
中
心
に
運
営
さ
れ
、四
八
年
間
も
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
私
の
体
験
的
な
感
覚
で
す
が
、英
明
な
優
れ
た
指
導
者
は
、

決
し
て
指
導
者
然
と
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
ふ
ん
ぞ
り
返
っ
て
い
ま
せ

ん
。「
お
前
を
教
育
し
て
や
る
」と
い
う
態
度
は
と
り
ま
せ
ん
。
会
っ

て
い
る
と
、
自
然
と
心
が
温
か
く
な
る
よ
う
な
、
親
し
み
を
も
て
る
、

何
で
も
相
談
で
き
る
よ
う
な
優
し
い
人
で
す
。
本
当
に
強
い
人
は
、

優
し
い
人
で
す
。
本
当
に
能
力
の
あ
る
人
は
、
謙
虚
な
人
で
す
。
そ

の
典
型
は
周
恩
来
総
理
で
あ
り
、
池
田
会
長
で
す
。

■
日
中
の
未
来
を
池
田
会
長
に
託
し
た
周
恩
来
総
理

　

私
は
中
学
三
年
生
の
と
き
、
両
親
に
連
れ
ら
れ
て
北
京
に
移
住
し

ま
し
た
。
初
め
て
周
恩
来
総
理
に
お
会
い
し
た
と
き
、
周
総
理
は
私

に
こ
う
言
い
ま
し
た
。

「
君
は
こ
れ
か
ら
長
く
北
京
に
住
み
、
学
校
に
通
う
。
た
く
さ
ん
良

い
友
だ
ち
を
作
り
な
さ
い
。
そ
の
友
だ
ち
た
ち
は
、
必
ず
君
の
大
き

な
財
産
に
な
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
日
中
両
国
の
大
き
な
財
産
に
な

る
。
日
本
と
中
国
は
、
今
不
幸
な
状
態
に
あ
る
。
戦
え
ば
共
に
傷
つ

き
、
和
す
れ
ば
互
い
に
利
が
あ
る
。
私
た
ち
の
世
代
が
で
き
な
か
っ

た
こ
と
を
、君
た
ち
の
世
代
が
や
っ
て
ほ
し
い
。
日
中
両
国
の
国
民
、

人
民
が
憎
み
合
わ
ず
、
戦
わ
ず
、
共
に
未
来
を
見
て
、
平
和
で
安
定
、

繁
栄
し
た
ア
ジ
ア
を
作
る
。
そ
れ
は
君
た
ち
の
世
代
に
し
か
、
若
い

世
代
に
し
か
で
き
な
い
」

　

こ
う
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
考
え
て
み
れ
ば
、
池
田
会
長
と
周
恩

来
総
理
が
言
っ
て
い
る
こ
と
は
同
じ
な
の
で
す
。
そ
れ
は
若
者
、
青

年
に
対
す
る
期
待
と
激
励
で
す
。
世
の
中
で
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が

起
き
ま
す
。
日
中
関
係
も
山
あ
り
谷
あ
り
で
す
。
我
々
は
一
喜
一
憂

す
る
こ
と
な
く
、
先
人
た
ち
の
教
え
に
し
た
が
っ
て
、
信
念
を
も
っ
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て
前
を
向
い
て
歩
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

最
初
に
し
て
最
後
の
会
見
だ
っ
た
周
恩
来
・
池
田
大
作
会
見
で
、

周
恩
来
総
理
は
日
中
の
未
来
を
池
田
会
長
に
託
さ
れ
た
の
で
す
。
そ

れ
は
我
々
、
あ
な
た
方
に
託
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

■
周
恩
来
青
年
が
掲
げ
た
「
革
新
」
と
「
革
心
」

　

さ
て
周
恩
来
亡
き
あ
と
、
毛
沢
東
の
死
、
四
人
組
の
逮
捕
、
文
化

大
革
命
の
終
結
が
あ
り
、
周
恩
来
の
遺
志
を
継
い
だ
鄧
小
平
が
改
革

開
放
を
打
ち
出
し
ま
す
。
改
革
開
放
は
当
初
「
四
つ
の
現
代
化
」
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
工
業
、
農
業
、
国
防
、
科
学
技
術
で
す
。
多
く
の

人
は
「
こ
れ
は
鄧
小
平
が
提
起
し
た
も
の
だ
」
と
思
っ
て
い
ま
す
が

違
い
ま
す
。
周
恩
来
が
提
起
し
た
も
の
で
す
。
早
く
も
一
九
六
四
年

の
全
国
人
民
代
表
大
会
で
、
周
恩
来
は
「
中
国
が
こ
れ
か
ら
四
つ
の

現
代
化
、
つ
ま
り
工
業
、
農
業
、
国
防
、
科
学
技
術
の
現
代
化
を
成

し
遂
げ
る
た
め
に
、
全
国
人
民
は
心
を
一
つ
に
し
て
が
ん
ば
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
の
後
文
化
大
革
命

が
あ
り
、
周
恩
来
の
提
起
し
た
「
四
つ
の
現
代
化
」
計
画
は
挫
折
し

て
い
た
の
で
す
。
そ
れ
を
改
革
開
放
と
い
う
形
で
再
提
起
し
た
の
が

鄧
小
平
で
す
。

　

鄧
小
平
の
改
革
開
放
の
大
き
な
特
徴
は
、
対
外
開
放
で
す
。
外
国

と
の
経
済
交
流
、
外
資
の
受
け
入
れ
、
貿
易
の
振
興
―
―
周
恩
来
が

四
つ
の
現
代
化
を
提
起
し
た
時
は
、
中
国
を
取
り
巻
く
国
際
環
境
が

違
い
ま
し
た
。大
々
的
な
対
外
開
放
の
条
件
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

さ
て
、
鄧
小
平
が
改
革
開
放
路
線
を
打
ち
出
し
て
以
降
の
、
中
国

経
済
の
目
覚
ま
し
い
発
展
は
ご
存
知
の
と
お
り
で
す
。
一
九
七
二

年
、
日
中
国
交
正
常
化
の
と
き
の
日
中
貿
易
の
総
額
は
十
一
億
ド
ル

で
す
。
当
時
の
中
国
の
外
貨
準
備
高
は
十
億
ド
ル
で
す
。
今
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。
二
〇
二
一
年
の
日
中
貿
易
は
三
、九
一
四
億
ド
ル
で

す
。
中
国
の
外
貨
準
備
高
は
、
三
兆
ド
ル
を
超
え
て
世
界
第
一
位
で

す
。
た
だ
し
、
良
い
こ
と
に
は
必
ず
副
作
用
が
伴
う
も
の
で
す
。
中

国
経
済
の
急
速
な
発
展
、
国
民
の
生
活
向
上
、
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
良

い
事
で
す
。
そ
の
一
方
で
、
市
場
経
済
化
は
格
差
を
生
み
、
拝
金
主

義
を
生
み
、環
境
破
壊
を
生
み
ま
し
た
。
思
想
、信
条
、理
想
、信
仰
、

哲
学
の
基
礎
が
な
い
華
や
か
さ
は
も
ろ
い
も
の
で
す
。
か
つ
て
中
国

人
民
は
、
封
建
的
な
軍
閥
政
治
体
制
を
打
倒
し
、
帝
国
主
義
侵
略
者

を
追
い
出
し
、
自
ら
の
国
を
作
る
理
想
に
燃
え
て
い
ま
し
た
。
貧
し

く
と
も
高
潔
な
精
神
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
今
揺
ら
い
で
い

る
の
で
す
。
一
言
で
言
え
ば
「
精
神
の
冬
」「
哲
学
の
貧
困
」
で
す
。

　

今
中
国
で
は
、
特
に
大
学
を
中
心
に
池
田
大
作
思
想
研
究
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
、
哲
学
の
貧
困
を
ど
う
埋
め
る
か

と
い
う
根
本
的
な
問
い
か
け
が
あ
る
の
で
す
。
こ
の
事
を
考
え
る
と

き
思
い
出
す
の
は
、
か
つ
て
周
恩
来
青
年
が
率
い
た
天
津
で
の
学
生

運
動
で
す
。
周
恩
来
青
年
が
提
起
し
た
の
は
「
革
新
と
革
心
」
で
す
。
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「
革
新
」
と
は
世
の
中
の
仕
組
み
を
変
え
る
こ
と
で
す
。
軍
閥
や
外

国
の
侵
略
者
を
打
倒
し
、
中
国
人
民
自
ら
の
国
を
作
る
。
た
だ
そ
れ

に
は
、
も
う
一
つ
の
「
革
心
」
が
不
可
避
で
あ
る
と
周
恩
来
青
年
は

考
え
ま
し
た
。「
革
心
」
と
は
自
分
を
変
え
る
こ
と
で
す
。
自
ら
を

革
命
す
る
こ
と
、
自
ら
の
革
命
な
く
し
て
、
国
を
変
え
る
革
命
は
で

き
な
い
。
つ
ま
り
人
間
革
命
で
す
。
も
ち
ろ
ん
立
場
は
違
い
ま
す
け

れ
ど
も
、
周
恩
来
と
い
う
人
と
池
田
大
作
と
い
う
人
の
共
通
点
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

■
日
中
友
好
の
「
金
の
橋
」

　

も
っ
と
も
っ
と
話
し
た
い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
け
ど
、
も

う
時
間
が
来
て
し
ま
い
ま
し
た
。
池
田
会
長
と
周
総
理
ほ
ど
、
こ
れ

ほ
ど
真
に
心
の
通
い
合
っ
た
二
人
は
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
二
人
の

関
係
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
、
た
だ
一
回
だ
け
の
、
た
っ
た
三
十
分
だ
け

の
最
初
で
最
後
の
会
見
で
す
。そ
の
三
十
分
は
と
て
つ
も
な
く
深
い
。

濃
い
。
こ
れ
か
ら
の
日
中
関
係
だ
け
で
な
く
、
ア
ジ
ア
と
世
界
の
平

和
を
決
定
づ
け
る
よ
う
な
内
容
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
言
葉
に
は
出

す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
周
恩
来
は
命
が
ま
さ
に
尽
き
よ

う
と
し
て
い
る
時
、心
の
力
を
振
り
絞
っ
て
こ
う
言
っ
た
は
ず
で
す
。

「
池
田
先
生
、
ど
う
か
両
国
間
に
友
好
の
金
の
橋
を
か
け
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
橋
を
、
両
国
の
人
々
が
満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
な
が
ら
、

と
も
に
手
を
携
え
て
渡
る
の
を
私
は
ど
こ
か
で
見
て
い
ま
す
」

　

そ
れ
以
後
の
池
田
先
生
の
言
動
は
、
周
恩
来
総
理
の
期
待
に
十
分

応
え
る
も
の
で
し
た
。
今
後
そ
れ
を
受
け
継
ぐ
の
は
、
周
恩
来
総
理

の
後
輩
た
ち
、
池
田
先
生
の
後
輩
た
ち
で
す
。
ど
う
も
ご
清
聴
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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〈
要
旨
〉

　

本
論
は
二
〇
〇
七
年
に
財
政
破
綻
し
た
北
海
道
夕
張
市
を
研
究
対

象
と
し
て
、
財
政
破
綻
に
至
る
ま
で
の
観
光
の
取
り
組
み
を
概
観
す

る
と
共
に
、
財
政
破
綻
後
の
夕
張
市
の
観
光
が
ど
の
よ
う
に
変
容
し

た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
本
論
で
は
財
政
破

綻
後
の
夕
張
市
に
お
け
る
観
光
の
変
化
を
行
政
主
体
の
観
光
か
ら
脱

却
し
た
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ベ
ー
ス
ド
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
（Com

m
unity 

Based T
ourism

 

※
以
下
、
Ｃ
Ｂ
Ｔ
）」 

へ
の
移
行
で
あ
っ
た
と
考

察
し
た
。
ま
た
、
財
政
破
綻
を
「
自
我
の
一
側
面
の
死
」「
生
の
中

の
死
」
と
い
っ
た
意
味
を
持
つ
「
部
分
死
（partial death

）」
と

い
う
概
念
で
捉
え
直
し
た
。
さ
ら
に
、
財
政
破
綻
を
き
っ
か
け
に
地

域
住
民
の
「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
（hospitality

）」
が
形
成
さ
れ
た

こ
と
で
Ｃ
Ｂ
Ｔ
へ
の
移
行
が
促
さ
れ
た
と
い
う
仮
説
を
提
起
し
た
。

本
論
は
筆
者
の
修
士
課
程
在
籍
時
に
お
け
る
研
究
成
果
を
土
台
と
し

て
お
り
、
修
士
論
文
を
一
部
抜
粋
、
大
幅
に
加
筆
修
正
を
行
っ
た
も

の
で
あ
る
。

　
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ベ
ー
ス
ド
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
、

部
分
死
、
夕
張

は
じ
め
に

　

筆
者
は
二
〇
〇
七
年
の
財
政
破
綻
か
ら
六
年
後
の
二
〇
一
三
年
か

ら
二
〇
一
五
年
に
か
け
て
、
北
海
道
夕
張
市
に
お
け
る
財
政
破
綻
後

の
観
光
を
調
査
す
る
た
め
、
複
数
回
に
亘
っ
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

調
査
を
行
っ
た
。
一
般
に
夕
張
市
の
財
政
破
綻
は
観
光
事
業
へ
の
過

大
な
投
資
が
不
良
債
権
化
し
た
こ
と
を
主
た
る
原
因
と
し
て
論
じ
ら

れ
る
こ
と
が
多
い
。
で
は
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
夕
張
市
は
そ
う
し
た
観
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光
政
策
を
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
そ
の
原
因
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
は
今
後
の
持
続
可
能
な
観
光
の
在
り
方
を
考
え
る
上
で
有
益
な
視

座
を
示
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
財
政
破
綻
を
契
機
と
し
て
、
夕

張
市
の
観
光
は
行
政
主
体
の
観
光
か
ら
地
域
主
体
の
観
光
へ
と
質
的

に
変
容
し
て
い
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
う
し
た
変
化
は
財
戦
破
綻
に

よ
っ
て
行
政
主
体
の
観
光
が
成
り
立
た
な
く
な
っ
た
た
め
、
半
ば
強

制
的
に
観
光
の
主
体
を
移
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
結
論
付

け
る
こ
と
も
出
来
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
果
た
し
て
そ
れ
だ
け
の
理

由
で
地
域
住
民
が
観
光
の
主
体
者
と
し
て
の
役
割
を
引
き
受
け
る
だ

ろ
う
か
。
そ
う
し
た
幾
つ
か
の
問
い
に
向
き
合
う
べ
く
、
ま
ず
は
夕

張
市
の
歴
史
と
概
要
を
紐
解
い
て
い
き
た
い
。

１
．
北
海
道
夕
張
市
の
概
要

　

最
初
に
夕
張
と
い
う
地
域
の
歩
み
を
簡
単
に
概
略
し
て
い
こ
う
。

夕
張
の
語
源
は
元
々
、ア
イ
ヌ
語
で
「
鉱
泉
の
湧
き
出
で
る
と
こ
ろ
」

と
い
う
意
味
を
持
つ
ユ
ー
パ
ロ
と
い
う
言
葉
に
由
来
し
て
い
る
と
い

う
。
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
と
っ
て
夕
張
岳
は
霊
峰
で
あ
り
、
ま
た
そ
の

周
辺
で
砂
金
が
取
れ
た
こ
と
か
ら
、
夕
張
と
い
う
場
所
は
ア
イ
ヌ
の

人
々
に
と
っ
て
特
別
な
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
夕
張

市
は
夕
張
山
地
に
囲
ま
れ
た
、
北
海
道
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
す
る

市
で
あ
る
。
夕
張
川
と
そ
の
支
流
の
志
幌
加
別
川
に
沿
う
形
で
市
街

地
が
形
成
さ
れ
、
高
度
成
長
期
に
は
炭
鉱
の
街
と
し
て
十
一
万
人
以

上
の
人
口
規
模
を
誇
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
炭
鉱
の
街
と
し
て
の
夕
張

市
の
歴
史
は
一
八
七
四
年
、
ア
メ
リ
カ
人
の
地
質
学
者
ベ
ン
ジ
ャ
ミ

ン
・
ス
ミ
ス
・
ラ
イ
マ
ン
の
探
検
隊
が
夕
張
川
上
流
の
炭
鉱
地
質
を

調
査
し
、
採
掘
が
始
め
ら
れ
た
こ
と
を
起
源
と
す
る
。
し
か
し
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
革
命
の
煽
り
を
受
け
て
石
炭
産
業
は
衰
退
の
道
を
辿
っ
て

い
く
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
一
九
八
一
年
、
北
海
道
炭
礦
汽
船
（
以

下
、
北
炭
）
の
関
連
会
社
が
経
営
す
る
夕
張
新
炭
鉱
で
ガ
ス
突
出
・

坑
内
火
災
事
故
が
発
生
。
こ
の
所
謂
「
北
炭
夕
張
新
炭
鉱
ガ
ス
突
出

事
故
」
は
、
最
終
的
に
九
十
三
人
の
死
者
を
出
す
大
惨
事
と
な
る
。

こ
の
出
来
事
は
石
炭
産
業
の
衰
退
を
人
々
に
強
烈
に
印
象
付
け
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　

そ
う
し
た
時
代
の
転
換
点
に
立
ち
、
夕
張
市
は
一
九
七
九
年
に
市

長
に
就
任
し
た
中
田
鉄
治
に
よ
る
「
炭
鉱
か
ら
観
光
へ
」
と
い
う
掛

け
声
の
下
、
観
光
産
業
に
そ
の
活
路
を
見
出
し
て
い
く
。
一
九
九
〇

年
に
は
現
在
ま
で
続
く
ゆ
う
ば
り
国
際
フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
映
画

祭
（
以
下
、
ゆ
う
ば
り
映
画
祭
）
が
開
催
さ
れ
、
同
年
に
は
夕
張

市
に
お
け
る
最
後
の
炭
鉱
が
閉
山
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
バ
ブ
ル
景

気
崩
壊
の
影
響
も
あ
り
、
巨
額
の
予
算
を
投
じ
た
観
光
施
設
は
不
良

債
権
と
化
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
夕
張
市
は
二
〇
〇
七
年
、
地
方
財

政
再
建
促
進
特
別
措
置
法
に
基
づ
い
て
財
政
再
建
団
体
へ
と
移
行
。

二
〇
一
〇
年
か
ら
は
財
政
再
生
団
体
と
な
っ
て
い
る
。
二
〇
二
二
年

現
在
、
夕
張
市
に
は
東
京
都
二
十
三
区
よ
り
も
広
い
土
地
に
一
万
人
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を
切
る
人
口
が
居
住
し
て
お
り
、
一
九
六
〇
年
代
、
人
口
が
十
一
万

人
以
上
い
た
最
盛
期
か
ら
考
え
る
と
十
分
の
一
以
下
の
人
口
規
模
に

な
っ
て
い
る
。
特
に
若
年
層
の
人
口
減
少
は
顕
著
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
高
齢
化
率
は
北
海
道
内
に
お
い
て
も
顕
著
に
高
く
、
二
〇
四
〇

年
の
人
口
は
三
千
人
を
割
る
と
の
見
通
し
が
立
て
ら
れ
て
い
る

１

。

　

財
政
破
綻
後
、
北
海
道
新
聞
社
が
行
っ
た
地
域
住
民
へ
の
世
論
調

査
に
よ
る
と
、
財
政
破
綻
の
最
大
の
要
因
に
つ
い
て
、
一
位
が
観
光

事
業
へ
の
過
大
投
資
、二
位
が
国
に
よ
る
不
十
分
な
炭
鉱
閉
山
対
策
、

三
位
が
市
の
不
適
正
な
会
計
処
理
、
そ
し
て
市
議
会
な
ど
の
チ
ェ
ッ

ク
機
能
不
足
と
続
い
た
。
ま
た
そ
の
責
任
主
体
に
つ
い
て
は
、
一
位

が
中
田
鉄
治
前
市
長
、
二
位
が
国
や
道
、
三
位
が
夕
張
市
民
自
身
、

夕
張
市
議
会
と
い
う
順
番
で
あ
っ
た
。
こ
の
調
査
か
ら
も
明
ら
か
な

よ
う
に
、
財
政
破
綻
の
主
要
因
は
中
田
前
市
長
が
主
導
し
た
観
光
産

業
へ
の
過
大
投
資
で
あ
る
と
結
論
付
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　

し
か
し
、
夕
張
の
炭
鉱
史
を
研
究
し
た
田
巻
（
二
〇
一
三
）
に
よ

れ
ば
、
北
炭
が
夕
張
か
ら
撤
退
す
る
際
、
夕
張
市
に
ほ
ぼ
全
て
の
財

産
を
買
い
取
ら
せ
た
こ
と
の
影
響
が
大
き
い
と
い
う
。
一
方
で
、
買

い
取
っ
た
側
の
夕
張
市
も
「
炭
鉱
か
ら
観
光
へ
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
炭
鉱
に
関
連
す
る
様
々
な
遺
構
を
観
光

事
業
に
活
用
出
来
る
と
考
え
て
い
た
。
さ
ら
に
、
国
も
そ
う
し
た
夕

張
市
の
観
光
政
策
を
後
押
し
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

夕
張
市
の
財
政
破
綻
は
複
合
的
な
要
因
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
と

言
え
よ
う
。
次
章
で
は
よ
り
詳
細
に
、
財
政
破
綻
に
至
っ
た
夕
張
市

の
観
光
政
策
を
考
察
し
た
い
。

２
．
財
政
破
綻
と
夕
張
市
の
観
光
政
策

　

夕
張
市
の
観
光
政
策
を
研
究
し
た
森
重
（
二
〇
〇
九
）
は
地
域
が

主
体
的
に
内
在
的
価
値
を
発
揮
す
る
観
光
を
地
域
主
導
型
観
光
と
位

置
付
け
、
夕
張
市
に
お
け
る
観
光
政
策
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
総
括

し
て
い
る
。

　

 　

結
局
、
夕
張
市
の
観
光
開
発
は
地
域
づ
く
り
の
契
機
と
し
て
地

域
資
源
を
活
用
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
観
光
を
通
じ
て
得
ら
れ
た

利
益
を
地
域
資
源
の
価
値
向
上
に
結
び
つ
け
る
し
く
み
が
な
か
っ

た
た
め
に
、
地
域
資
源
の
価
値
が
低
減
す
る
と
、
新
た
な
資
金
を

投
資
し
て
観
光
資
源
を
創
出
し
、
観
光
の
魅
力
向
上
を
図
ら
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
観
光
入
込
客
数
の
減
少
に
よ
っ
て
観

光
に
よ
る
利
益
を
上
回
る
過
大
投
資
が
続
き
、
負
債
を
重
ね
た
結

果
、
夕
張
市
は
財
政
破
綻
に
追
い
や
ら
れ
た
と
評
価
で
き
る

２

。

　

ま
た
田
巻
（
二
〇
一
三
）
は
夕
張
市
の
観
光
政
策
の
失
敗
を
大
き

く
二
つ
の
視
点
か
ら
分
析
し
、
１
）
当
初
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
は
関
係

の
な
い
新
た
な
観
光
施
設
を
作
り
続
け
た
こ
と
、
２
）
大
規
模
な
観

光
投
資
の
ほ
と
ん
ど
が
自
主
財
源
で
は
な
く
国
か
ら
の
補
助
金
や
市
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債
発
行
で
賄
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
と
い
う
二
点
を
観
光
政
策
が
失
敗

し
た
主
要
因
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、『
夕
張
問
題
』
を

著
し
た
鷲
田
（
二
〇
〇
七
）
は
こ
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

　

 　

た
し
か
に
「
石
炭
」
は
貴
重
な
観
光
資
源
に
な
る
。
し
か
し
、

大
量
の
客
を
常
時
呼
び
込
む
こ
と
が
で
き
る
資
源
で
は
な
い
。
何

度
も
再
訪
し
た
い
と
思
え
る
資
源
で
は
な
い
。
だ
か
ら
、「
石
炭

の
歴
史
村
」
と
い
い
な
が
ら
、
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
に
模
し
た
諸
施

設
を
次
か
ら
次
に
つ
く
っ
て
、
多
様
な
客
層
を
呼
び
込
も
う
と
し

た
の
だ
ろ
う

３

。

　

一
九
八
〇
年
に
五
十
五
万
人
で
あ
っ
た
夕
張
市
の
観
光
客
数
は
、

一
九
九
一
年
に
は
二
三
〇
万
人
へ
と
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。
こ
の

数
字
は
バ
ブ
ル
景
気
を
背
景
と
し
て
、
巨
大
な
観
覧
車
、
め
ろ
ん
城
、

ロ
ボ
ッ
ト
大
科
学
館
な
ど
、
新
た
な
観
光
施
設
を
開
業
し
続
け
た
自

転
車
操
業
的
な
観
光
政
策
の
賜
物
で
あ
っ
た
。
そ
の
当
時
、
こ
う
し

た
夕
張
市
の
観
光
政
策
は
全
国
の
模
範
と
さ
れ
、
一
九
九
〇
年
に
は

当
時
の
自
治
省
か
ら
「
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
優
秀
公
共
団
体
」
に

選
ば
れ
、
自
治
大
臣
か
ら
表
彰
も
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
元
々
夕
張
市
が
志
向
し
て
い
た
「
炭
鉱
か
ら
観
光
へ
」

と
い
う
方
針
は
、
そ
の
後
の
夕
張
市
の
観
光
政
策
と
は
異
な
る
も
の

で
あ
っ
た
。
夕
張
市
が
策
定
し
た
「
石
炭
の
歴
史
村
建
設
基
本
計

画
」
に
は
、
石
炭
博
物
館
を
中
心
に
、
そ
の
周
辺
に
石
炭
の
生
成
に

関
わ
る
植
物
や
地
層
に
関
す
る
展
示
、
ま
た
炭
鉱
に
よ
っ
て
育
ま
れ

た
生
活
文
化
な
ど
複
合
的
な
視
点
か
ら
学
習
が
出
来
る
よ
う
な
施
設

が
配
置
さ
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
た
。
さ
な
が
ら
夕
張
市
全
体
が

学
び
の
場
と
し
て
の
広
が
り
を
持
っ
た
「
石
炭
の
歴
史
村
」
と
い
う

名
前
に
相
応
し
い
基
本
計
画
と
し
て
、
博
物
館
関
係
者
な
ど
か
ら
新

し
い
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
先
駆
け
と
し
て
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
た
と

い
う
。

　

こ
う
し
た
地
域
そ
の
も
の
を
学
び
の
場
と
考
え
る
「
石
炭
の
歴

史
村
」
構
想
で
示
さ
れ
た
方
針
は
、
こ
れ
か
ら
の
観
光
を
考
え
る

上
で
も
極
め
て
重
要
な
視
座
を
与
え
て
く
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

一
九
八
〇
年
に
制
定
さ
れ
た
夕
張
市
博
物
館
設
置
条
例
は
そ
の
翌
年

に
は
改
正
さ
れ
、
一
九
九
四
年
に
は
夕
張
市
観
光
施
設
設
置
条
例
が

新
た
に
制
定
さ
れ
る
な
ど
、
石
炭
博
物
館
の
位
置
付
け
は
少
し
ず
つ

変
容
し
て
い
っ
た
。
田
巻
（
二
〇
一
三
）
は
そ
う
し
た
「
石
炭
の
歴

史
村
」
構
想
の
変
容
を
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

　
 　

「
石
炭
の
歴
史
村
」
構
想
は
、
新
し
い
マ
チ
づ
く
り
の
た
め
に

は
き
わ
め
て
時
宜
を
得
た
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
で
あ
っ
た
。
重
厚
な

歴
史
的
文
化
的
施
設
の
開
設
は
国
内
で
は
初
め
て
の
試
み
で
あ

り
、
わ
が
国
の
博
物
館
界
に
も
大
き
な
話
題
を
提
供
し
た
。
し
か

し
、
管
理
運
営
を
受
託
し
た
第
三
セ
ク
タ
ー
「
㈱
石
炭
の
歴
史
村
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観
光
」
に
は
そ
の
理
念
が
受
け
継
が
れ
ず
、
も
っ
ぱ
ら
目
先
の
営

業
実
績
を
追
求
す
る
観
光
施
設
と
し
て
終
始
し
て
し
ま
っ
た

４

。

　
「
石
炭
の
歴
史
村
」
構
想
で
示
さ
れ
た
地
域
全
体
を
学
び
の
場
と

し
て
捉
え
、
歴
史
的
遺
構
を
保
存
・
活
用
す
る
と
い
う
基
本
方
針
は
、

現
代
に
こ
そ
希
求
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
筆
者
が
行
っ
た

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
結
果
、
夕
張
市
に
は
瑞
北
瑞
南
問
題
と
呼
ば

れ
る
北
炭
を
中
心
に
栄
え
た
北
部
地
域
と
、
そ
れ
以
外
の
地
域
に
お

け
る
対
立
構
造
が
あ
っ
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
地

域
間
の
対
立
が
北
部
地
域
に
お
け
る
観
光
施
設
の
過
大
投
資
に
拍
車

を
か
け
た
遠
因
で
あ
っ
た
こ
と
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
瑞
北
瑞
南

問
題
に
象
徴
さ
れ
る
地
域
内
で
の
対
立
は
結
果
と
し
て
、
当
初
の
基

本
計
画
か
ら
逸
脱
し
た
観
光
政
策
を
軌
道
修
正
す
る
た
め
の
建
設
的

な
対
話
の
機
会
を
奪
っ
て
し
ま
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

３
．
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ベ
ー
ス
ド
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
何
か

　

二
〇
〇
七
年
の
財
政
破
綻
後
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ゆ
う
ば
り
フ
ァ
ン
タ

が
結
成
さ
れ
、
ゆ
う
ば
り
映
画
祭
は
民
間
主
導
の
映
画
祭
に
形
を
変

え
、
継
続
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
助
成
金
が
打
ち
切

ら
れ
る
な
ど
の
理
由
で
解
散
し
た
夕
張
観
光
協
会
を
引
き
継
ぎ
、
地

域
住
民
主
体
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ゆ
う
ば
り
観
光
協
会
が
設
立
さ
れ
る
な

ど
、
夕
張
市
に
お
け
る
一
部
の
観
光
事
業
は
民
間
や
地
域
住
民
へ
と

担
い
手
が
移
行
し
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
財
政
破
綻
後
の
夕
張
市
に

お
け
る
観
光
の
担
い
手
の
移
行
は
確
か
に
、
財
政
破
綻
に
よ
っ
て
半

ば
強
制
的
に
行
わ
れ
た
側
面
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
財
政
破
綻

後
、
夕
張
市
の
観
光
事
業
が
取
捨
選
択
を
迫
ら
れ
る
中
で
、
ゆ
う
ば

り
映
画
祭
や
観
光
協
会
も
継
続
や
継
承
を
し
な
い
と
い
う
選
択
も
可

能
で
あ
っ
た
筈
だ
。
そ
れ
で
も
な
お
、
地
域
住
民
が
自
ら
の
意
思
で

非
営
利
法
人
を
結
成
し
、
主
体
的
に
観
光
の
担
い
手
を
引
き
受
け
た

と
い
う
事
実
は
、
財
政
破
綻
に
よ
っ
て
地
域
住
民
の
意
識
が
変
化
し

た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
こ
で
財
政
破
綻
が
地
域
住
民
の
意
識
を
ど
の
よ
う
に
変
化
さ
せ

た
の
か
と
い
う
点
に
着
目
し
、
財
政
破
綻
後
の
夕
張
市
に
お
け
る
観

光
の
変
化
を
行
政
主
導
の
観
光
か
ら
Ｃ
Ｂ
Ｔ
へ
の
移
行
と
し
て
捉
え

て
み
た
い
。
Ｃ
Ｂ
Ｔ
は
小
林
英
俊
ら（
二
〇
一
〇
）に
よ
る「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
主
体
的
に
観
光
振
興
を
行
っ
て
い
く
あ
り
方

５

」、
崎
本
武

志
ら
（
二
〇
二
二
）
に
よ
る
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
主
体
と
な
り
、

地
域
の
た
め
に
行
う
観
光
形
態

６

」、
ま
た
米
田
公
則
（
二
〇
二
〇
）

の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
た
め
の
ツ
ー
リ
ズ
ム

７

」
な
ど
の
定
義
が
あ
る
。
加
え
て
、
宮
島

（
二
〇
二
〇
）
は
Ｃ
Ｂ
Ｔ
に
つ
い
て
「
小
規
模
で
、
そ
れ
ほ
ど
儲
か

ら
な
い
け
れ
ど
も
、外
か
ら
人
に
来
て
も
ら
っ
て
地
場
の
自
然
な
り
、

文
化
な
り
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
な
り
を
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
い
う

試
み

８

」
と
位
置
付
け
、
Ｃ
Ｂ
Ｔ
が
規
模
の
大
き
さ
を
重
視
す
る
所
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謂
マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
し
て
小
規
模
な
取
り
組
み
で
あ
り
、
な
お

か
つ
、
非
営
利
性
を
特
徴
と
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
高

松
郷
子
（
二
〇
二
〇
）
は
パ
レ
ス
チ
ナ
に
お
け
る
Ｃ
Ｂ
Ｔ
の
取
り
組

み
に
関
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
基
に
、
多
様
な
形
態
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
対
象
と
し
た
研
究
が
重
要
で
あ
る
と
提
起
し
、
Ｃ
Ｂ
Ｔ
の

概
念
を
拡
張
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

加
え
て
、
Ｃ
Ｂ
Ｔ
を
論
じ
る
際
、
そ
も
そ
も
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

（com
m

unity

）」
と
は
何
か
と
い
う
問
題
か
ら
考
え
る
必
要
が
あ

ろ
う
。
社
会
学
者
の
ジ
ク
ム
ン
ト
・
バ
ウ
マ
ン
は
著
書
『
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
』
に
お
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
個
人
と
も
国
家
権
力
と
も
異

な
る
中
間
的
な
存
在
と
位
置
付
け
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
人
々
に
安
心

を
提
供
し
て
来
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
の
上
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
置
か
れ
て
い
る
現
状
を
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

　

 　

わ
た
し
た
ち
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
な
い
と
、
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
な
い
。
安
心
は
、
幸
福
な
生
活
を
送
る
の
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
わ
た
し
た
ち
が
現
に
住
ん

で
い
る
世
界
で
は
、
ま
す
ま
す
提
供
が
難
し
く
、
保
証
を
た
め
ら

う
も
の
と
な
っ
て
い
る

９

。

　

同
著
で
は
結
論
と
し
て
、
現
代
に
お
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
維
持

す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
と
述
懐
し
つ
つ
、
そ
う
し
た
状
況

下
で
も
成
立
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
「
分
か
ち
合
い
と
相
互
の
配
慮

で
織
り
上
げ
ら
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

10

」
し
か
あ
り
得
な
い
と
語
っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
Ｃ
Ｂ
Ｔ
は
文
字
通
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
土

台
と
し
た
観
光
の
こ
と
で
あ
る
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
そ
れ
自
体
が
時

代
と
共
に
変
容
し
つ
つ
あ
る
。
そ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
た
上
で
、

Ｃ
Ｂ
Ｔ
を
論
じ
る
場
合
の
前
提
を
幾
つ
か
提
示
し
て
お
き
た
い
。

　

岩
原
（
二
〇
一
六
）
に
よ
れ
ば
、
Ｃ
Ｂ
Ｔ
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
主

体
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
を
基
本
条
件
と
す
る
が
、
厳
密
な
ル
ー
ル
に
準

じ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
現
在
、
Ｃ
Ｂ
Ｔ
は
各
地
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ス
タ
デ
ィ
を
積
み
重
ね
る
形
で
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、「
Ｃ
Ｂ

Ｔ
ら
し
さ
」
は
個
々
の
取
り
組
み
や
組
織
の
持
つ
指
向
性
に
よ
っ
て

異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
Ｃ
Ｂ
Ｔ
は
詳
細
な
条
件

や
明
確
な
定
義
が
定
ま
っ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。

　

そ
の
上
で
、
Ｃ
Ｂ
Ｔ
を
成
立
さ
せ
て
い
る
基
本
要
件
と
し
て
二
点

を
指
摘
す
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。
一
点
目
は
、
Ｃ
Ｂ
Ｔ
の
基
盤

と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
国
家
と
も
個
人
と
も
異
な
る
中
間
領
域
を

指
し
示
し
て
い
る
こ
と
。二
点
目
は
、Ｃ
Ｂ
Ｔ
の
主
体
と
な
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
成
員
、
ま
た
ゲ
ス
ト
に
対
す
る
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
を
共
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
小
林（
二
〇
一
〇
）

は
従
来
の
「
公
」、
個
人
や
企
業
な
ど
の
「
私
」
に
加
え
て
、「
共
」

と
い
う
中
間
の
考
え
方
が
Ｃ
Ｂ
Ｔ
の
基
盤
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
Ｃ
Ｂ
Ｔ
が
成
功
す
る
た
め
に
は
１
）
観
光
は
手
段
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で
あ
り
最
終
目
的
で
な
い
こ
と
、
２
）
ホ
ス
ト
と
ゲ
ス
ト
は
お
互
い

に
楽
し
み
学
び
あ
う
対
等
の
立
場
で
あ
る
こ
と
、
３
）「
共
」
の
考

え
方
を
大
切
に
す
る
こ
と
、と
い
う
三
点
を
挙
げ
て
い
る
。こ
の「
共
」

と
い
う
意
識
は
バ
ウ
マ
ン
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
条
件
と
し
て
述
べ
た

「
分
か
ち
合
い
と
相
互
の
配
慮
」
と
も
重
な
り
合
っ
て
お
り
、
Ｃ
Ｂ

Ｔ
の
取
り
組
み
に
お
い
て
は
「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」
と
言
い
換
え
る

こ
と
も
出
来
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
Ｃ
Ｂ
Ｔ
の
主
た
る
課
題
に
つ
い
て
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

Ｃ
Ｂ
Ｔ
の
担
い
手
は
同
地
域
に
何
ら
か
の
関
係
性
を
有
す
る
地
縁
型

の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
想
定
す
る
場
合
が
多
い
。
し
か
し
、
昨

今
の
Ｃ
Ｂ
Ｔ
研
究
に
お
い
て
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
流
動
化
や

多
様
化
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
Ｃ
Ｂ
Ｔ
の
概
念
を
拡
張

し
、
何
ら
か
の
結
節
点
を
持
つ
人
々
の
集
い
全
般
を
広
く
Ｃ
Ｂ
Ｔ
の

主
体
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
鈴
木

（
二
〇
二
〇
）
に
よ
れ
ば
Ｃ
Ｂ
Ｔ
は
持
続
可
能
な
観
光
の
在
り
方
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
成
功
事
例
は
極
め
て
少
な
い
と
い

う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
小
さ
な
成
功
事
例
を
積
み
重
ね
て
、
研
究
の
層

を
厚
く
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
次
章
で
は
夕
張
市

に
お
け
る
財
政
破
綻
を
「
部
分
死
」
と
い
う
概
念
で
捉
え
直
し
、
財

政
破
綻
後
に
お
け
る
地
域
住
民
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
形
成
に
つ
い

て
考
察
し
て
み
た
い
。

４
．「
部
分
死
」
と
し
て
の
財
戦
破
綻
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
形
成

　

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
自
殺
学
会
の
創
立
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る

Ｅ
・
Ｓ
・
シ
ュ
ナ
イ
ド
マ
ン
は
部
分
死
に
つ
い
て
著
書
『
死
に
ゆ
く

時 

そ
し
て
残
さ
れ
る
も
の
』
の
中
で
「
自
我
の
一
側
面
の
死

11

」「
生

の
中
の
死

12

」
で
あ
る
と
指
摘
し
、
幾
つ
か
の
事
例
を
示
し
な
が
ら

こ
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　　

 　

わ
れ
わ
れ
は
各
人
生
の
過
程
で
、
避
け
ら
れ
な
い
変
化
に
伴
う

絶
え
間
な
い
喪
失
に
慣
れ
う
る
し
、
ま
た
慣
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
す
な
わ
ち
、
卒
業
（「
大
学
卒
業
日
」
に
み
ら
れ
る
）、
兵
役

か
ら
の
解
放
、
失
職
、
失
恋
、
財
産
の
破
綻
と
盗
難
、
創
造
的
努

力
の
完
成
な
ど
で
あ
る

13

。

　　

シ
ュ
ナ
イ
ド
マ
ン
は
こ
う
し
た
喪
失
は
進
学
や
就
職
等
で
早
急
に

代
償
さ
れ
る
と
し
た
上
で
、
部
分
死
に
は
肉
親
と
の
死
別
な
ど
代
償

が
困
難
な
も
の
も
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
財
政
破
綻

は
夕
張
市
の
地
域
住
民
に
と
っ
て
、
地
域
そ
れ
自
体
が
喪
失
す
る
と

い
う
文
字
通
り
の
「
死
」
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
財
政
破
綻
は
夕
張
市
に
と
っ
て
部
分
死
で
あ
っ
た
と
提
起
す
る

こ
と
は
出
来
る
だ
ろ
う
。
財
政
破
綻
を
契
機
と
し
て
夕
張
市
の
役
所

職
員
一
五
二
人
が
退
職
し
、
部
長
職
に
あ
っ
た
者
は
全
て
そ
の
職
を

辞
め
て
い
っ
た
。
市
職
員
が
半
数
以
上
減
少
し
た
こ
と
に
加
え
て
、
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市
民
税
や
自
治
会
費
な
ど
が
値
上
が
り
し
、
ゴ
ミ
の
収
集
も
有
料
化

さ
れ
る
な
ど
、
住
民
負
担
も
増
加
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
図
書
館
や

美
術
館
も
休
館
、
も
し
く
は
廃
館
と
な
り
、
小
中
学
校
も
統
廃
合
さ

れ
、
市
立
病
院
は
診
療
所
に
規
模
が
縮
小
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
て
地
域
住
民
の
生
活
は
変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
夕
張
市
に

残
る
か
去
る
か
の
選
択
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
加

え
て
、
夕
張
市
の
財
政
破
綻
は
全
国
的
に
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
に
報

道
さ
れ
、
そ
う
し
た
報
道
を
目
に
し
た
地
域
住
民
の
心
理
に
少
な
か

れ
ぬ
影
響
を
与
え
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

シ
ュ
ナ
イ
ド
マ
ン
は
部
分
死
に
つ
い
て
「
悲
劇
的
な
挫
折

14

」
と

表
現
し
て
い
る
が
、
夕
張
市
の
財
政
破
綻
も
挫
折
の
一
形
態
と
言
え

る
か
も
し
れ
な
い
。
筆
者
は
こ
れ
ま
で
、「
死
」
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

の
関
係
に
つ
い
て
研
究
を
行
っ
て
き
た
。そ
こ
で
、ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

は
主
客
未
分
の
共
創
関
係
に
よ
っ
て
育
ま
れ
る
自
己
変
容
の
過
程
を

示
す
動
的
概
念
で
あ
る
と
提
起
し
た
。
古
く
は
「
メ
メ
ン
ト
・
モ
リ

（m
em

ento m
ori=

死
を
想
え
）」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
花
開
い

た
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
ル
ネ
サ
ン
ス
運
動
し
か
り
、
人
生
の

無
常
に
向
き
合
う
中
で
出
家
を
し
た
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
し
か
り
、

洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
死
は
終
わ
り
で
あ
る
と
共
に
、
新
た
な
始
ま

り
を
告
げ
る
創
造
の
源
泉
で
も
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
死
と
い
う
日
常

を
揺
る
が
す
異
質
な
存
在
を
受
け
入
れ
る
過
程
の
中
で
自
己
が
変
容

し
、
新
た
な
自
己
が
生
成
さ
れ
る
の
だ
。
そ
し
て
、
死
を
包
摂
し
た

大
き
な
自
己
は
他
者
と
の
境
界
が
曖
昧
に
な
り
、
そ
こ
に
は
共
に
価

値
を
創
造
し
合
う
新
し
い
他
者
と
の
関
係
性
が
現
出
す
る
。
そ
う
で

あ
る
か
ら
こ
そ
、
戦
争
や
災
害
な
ど
、
部
分
死
を
想
起
さ
せ
る
地
域

に
は
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
形
成
す
る
場
所
そ
れ
自
体
が
持
つ
力
が
働

い
て
い
る
。

　

夕
張
市
に
と
っ
て
、
財
政
破
綻
に
よ
る
複
合
的
な
変
化
を
考
え
た

時
、
財
政
破
綻
が
地
域
住
民
に
と
っ
て
部
分
死
と
し
て
受
け
止
め
ら

れ
、
観
光
の
主
体
的
な
担
い
手
と
し
て
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
形
成

す
る
契
機
に
な
っ
た
と
考
察
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
事
実
、
財
政
破
綻
後
に
様
々
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
結
成
さ
れ
た
だ
け

で
な
く
、
逆
に
財
政
破
綻
を
契
機
に
復
活
し
た
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
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も
あ
っ
た
程
だ
。

　

筆
者
が
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
当
時
、
夕
張
市
内
で
は
各

地
域
の
独
自
性
が
強
い
こ
と
な
ど
も
影
響
し
、
多
様
な
お
祭
り
や
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
中
に
は
各
地
区
の
特
色
が
出
て

い
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
主
催
し
て
い
る
団
体
の
個
性
が
色
濃
い
も
の

も
あ
っ
た
。
冬
に
行
わ
れ
る
ゆ
う
ば
り
映
画
祭
を
筆
頭
に
、
春
に
は

ゆ
う
ば
り
桜
ま
つ
り
、
夏
に
は
夕
張
メ
ロ
ン
ま
つ
り
、
秋
に
は
夕
張

も
み
じ
祭
り
と
各
季
節
を
代
表
す
る
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ

る
と
共
に
、
地
区
の
小
さ
な
行
事
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。

　

例
え
ば
若
菜
商
工
業
会
が
主
催
す
る
十
円
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
は
、
赤

い
羽
根
募
金
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
を
兼
ね
、
最
低
十
円
か
ら

食
べ
ら
れ
る
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の
売
り
上
げ
が
そ
の
ま
ま
募
金
さ
れ
る

仕
組
み
と
な
っ
て
い
た
。
小
さ
な
地
区
の
お
祭
り
で
は
あ
る
が
数
十

年
の
歴
史
を
誇
り
、
お
年
寄
り
も
楽
し
め
る
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
や
歌
謡

シ
ョ
ー
な
ど
が
催
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
ゆ
う
ば
り
寒
太
郎
ま
つ
り

で
は
雪
で
作
ら
れ
た
ス
テ
ー
ジ
や
巨
大
な
す
べ
り
台
な
ど
が
設
置
さ

れ
、
家
族
連
れ
も
飽
き
な
い
よ
う
な
工
夫
が
施
さ
れ
て
い
た
。
こ
う

し
た
小
さ
な
お
祭
り
に
は
ど
れ
も
、
地
元
ゆ
か
り
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

や
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
、
学
生
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
夕
張
太
鼓
保

存
会
「
竜
花
」
な
ど
が
余
興
と
し
て
出
演
し
、
発
表
と
表
現
の
場
を

提
供
し
て
い
る
と
同
時
に
、
地
域
で
活
動
す
る
様
々
な
サ
ー
ク
ル
や

団
体
の
貴
重
な
交
流
の
場
に
も
な
っ
て
い
た
。

　

ま
た
夕
張
市
に
お
い
て
、
域
内
外
を
問
わ
ず
多
数
の
人
を
集
め
ら

れ
る
大
型
の
催
し
物
は
夏
に
行
わ
れ
る
夕
張
メ
ロ
ン
ま
つ
り
と
冬
に

行
わ
れ
る
ゆ
う
ば
り
映
画
祭
の
二
つ
に
限
ら
れ
る
。
夕
張
メ
ロ
ン
ま

つ
り
は
地
元
民
が
楽
し
む
地
域
の
お
祭
り
と
い
う
要
素
に
、
夕
張
メ

ロ
ン
が
持
つ
全
国
区
の
知
名
度
に
よ
っ
て
地
域
外
の
人
々
を
引
き
付

け
る
イ
ベ
ン
ト
性
が
加
味
さ
れ
た
と
い
う
印
象
を
受
け
た
。
そ
れ
に

対
し
て
、
ゆ
う
ば
り
映
画
祭
は
映
画
界
へ
の
貢
献
を
主
た
る
目
的
と

し
て
お
り
、
地
域
住
民
が
「
村
ま
つ
り
」
と
い
う
感
覚
で
徐
々
に
参

加
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
と
い
う
歴
史
が
あ
る
。財
政
破
綻
後
、

こ
の
大
き
な
二
つ
の
行
事
が
ど
ち
ら
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
中
心
に
運
営
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
夕
張
市
に
お
け
る
観
光
の
質
的
変
容

を
象
徴
す
る
出
来
事
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
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し
か
し
、
こ
う
し
た
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
は
共
通
し
た
問
題
を
抱

え
て
い
る
よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
た
。
ま
ず
、
主
催
し
て
い
る
地
区

や
団
体
を
中
心
に
運
営
が
行
わ
れ
て
お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
帰
属

意
識
の
薄
い
地
域
住
民
に
と
っ
て
は
あ
ま
り
関
心
が
な
く
、
地
区
や

団
体
を
越
境
し
た
接
点
が
生
ま
れ
る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
。
こ
う
し

た
状
況
は
瑞
北
瑞
南
と
呼
ば
れ
る
地
域
内
の
対
立
が
未
だ
に
影
響
し

て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
大
型
の
行
事
に
つ
い
て
は
地

域
内
の
様
々
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
参
与
し
、
地
域
外
の
人
々
と

も
交
流
す
る
機
会
を
提
供
し
て
い
た
。
久
保
（
二
〇
二
〇
）
は
Ｃ
Ｂ

Ｔ
研
究
の
射
程
を
観
光
の
現
場
の
み
に
限
定
せ
ず
、
生
活
の
総
体
に

広
げ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
提
起
し
て
い
る
。
筆
者
の
行
っ
た

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
お
い
て
、
観
光
の
担
い
手
を
引
き
受
け
て
い

た
地
域
住
民
の
ほ
と
ん
ど
が
観
光
を
専
業
と
は
し
て
お
ら
ず
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
か
副
業
と
し
て
の
関
わ
り
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
観
光
を

主
た
る
収
益
源
と
す
る
の
で
は
な
く
、
観
光
へ
の
参
与
そ
れ
自
体
を

楽
し
み
と
し
、
ま
た
観
光
を
通
し
て
地
域
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
を
喜
び
に
、
自
ら
観
光
の
担
い
手
を
引
き
受
け
て
い
た
の
で
あ

る
。
そ
の
意
味
で
、
財
政
破
綻
前
の
夕
張
市
の
観
光
政
策
は
観
光
そ

れ
自
体
の
振
興
や
量
的
な
経
済
効
果
を
追
い
求
め
て
い
た
の
に
対
し

て
、
財
政
破
綻
後
は
そ
う
し
た
方
針
が
問
い
直
さ
れ
、
生
活
の
質
的

向
上
や
地
域
の
誇
り
を
再
確
認
す
る
こ
と
を
主
眼
と
し
た
観
光
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
と
言
え
る
。

　

森
（
二
〇
一
六
）
は
Ｃ
Ｂ
Ｔ
に
お
い
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

参
加
を
促
す
ア
プ
ロ
ー
チ
を
三
つ
に
分
類
し
て
い
る
。
一
つ
は
「
知

ら
せ
る
」「
情
報
収
集
す
る
」「
協
議
す
る
」
と
い
う
「
ト
ッ
プ
ダ
ウ

ン
型
の
参
加
ア
プ
ロ
ー
チ
」、
次
に
専
門
家
の
協
力
の
下
で
部
分
的

な
意
思
決
定
に
参
加
を
促
す
「
専
門
家
が
主
導
す
る
参
加
型
ア
プ

ロ
ー
チ
」、
そ
し
て
意
思
決
定
や
共
同
の
活
動
に
地
域
住
民
が
率
先

し
て
参
加
し
、「
一
体
的
に
協
力
す
る
」「
自
ら
動
員
す
る
」
と
い
う

段
階
の
「
内
発
的
ボ
ト
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
」
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
論
じ

て
来
た
よ
う
に
、
夕
張
市
に
お
け
る
財
政
破
綻
後
の
観
光
は
「
内
発

的
ボ
ト
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
」
を
散
見
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
う
し
た

夕
張
市
に
お
け
る
Ｃ
Ｂ
Ｔ
へ
の
移
行
は
自
然
発
生
的
に
行
わ
れ
た
も

の
で
は
な
く
、
財
政
破
綻
を
契
機
と
し
た
地
域
住
民
の
内
発
的
変
化

に
加
え
て
、
行
政
が
自
ら
こ
れ
ま
で
の
観
光
政
策
の
転
換
を
宣
言
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
こ
と
に
も
起
因
し
て
い
る
。
最
後
に
、
Ｃ
Ｂ

Ｔ
に
果
た
す
行
政
の
役
割
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
お
き
た
い
。

５
．
何
の
た
め
の
観
光
な
の
か
目
的
を
問
い
直
す

　

間
中
（
二
〇
二
一
）
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
Ｃ
Ｂ
Ｔ
の
取
り

組
み
を
研
究
す
る
中
で
、
ス
ハ
ル
ト
政
権
崩
壊
後
、
民
主
化
と
地
方

分
権
化
の
中
で
観
光
法
が
二
〇
〇
九
年
に
改
正
さ
れ
、
観
光
開
発
に

お
け
る
地
域
社
会
へ
の
配
慮
が
明
記
さ
れ
た
こ
と
で
、
Ｃ
Ｂ
Ｔ
を
後

押
し
す
る
政
策
が
打
ち
出
さ
れ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
行
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政
の
明
確
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
制
度
改
正
に
よ
り
、
Ｃ
Ｂ
Ｔ
の
取
り
組

み
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
全
土
に
拡
大
し
た
と
い
う
。
夕
張
市
に
お
い
て

は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
よ
う
な
積
極
的
な
形
で
は
な
く
、
財
政
破
綻
に

よ
る
逆
説
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
ま

で
の
所
謂
マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
的
な
観
光
政
策
を
転
換
す
る
こ
と
が
行

政
か
ら
も
明
確
に
示
さ
れ
た
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
と
言
え
よ
う
。

そ
の
上
で
、
結
果
と
し
て
行
政
が
運
営
し
て
い
た
行
事
や
施
設
が
取

捨
選
択
さ
れ
、
地
域
住
民
が
主
体
的
に
担
い
手
を
引
き
受
け
て
で
も

継
承
、
継
続
す
る
価
値
が
あ
る
の
か
が
問
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
、
夕
張
市
の
場
合
は
不
可
抗
力
的
で
は
あ
っ
た
が
、「
何
の

た
め
の
観
光
な
の
か
」
と
い
う
そ
も
そ
も
の
目
的
が
問
い
直
さ
れ
た

の
だ
。

　

筆
者
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
し
て
、
夕
張
市
に
お
い
て
Ｃ
Ｂ

Ｔ
を
担
っ
て
い
る
人
達
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
強
く
感
じ
る
機
会
が

幾
度
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
観
光
を
通
し
て
人
々
と
交
わ
り
、
観
光
を

通
し
て
地
域
を
発
信
す
る
こ
と
の
喜
び
を
一
人
一
人
が
感
じ
て
い
た

か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
夕
張
市
は
当
初
、
地
域
全
体
を
博
物
館
と
す

る
「
石
炭
の
歴
史
村
」
構
想
を
掲
げ
、
地
域
の
歴
史
や
文
化
を
保
存

す
る
た
め
に
観
光
を
活
用
し
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
が
い
つ
し
か
観
光

振
興
そ
れ
自
体
が
自
己
目
的
化
し
、
経
済
的
利
益
の
み
が
優
先
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
論
じ
て
来
た
通
り
だ
。
経
済
的
利

益
は
あ
く
ま
で
持
続
的
な
観
光
を
成
り
立
た
せ
る
た
め
の
必
要
条
件

で
あ
っ
て
、
経
済
的
利
益
そ
れ
自
体
が
目
的
に
な
っ
て
し
ま
う
と
Ｃ

Ｂ
Ｔ
は
成
立
し
な
い
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を

忘
れ
ず
に
い
る
た
め
に
は
、
常
に
「
何
の
た
め
の
観
光
な
の
か
」
と

い
う
問
い
に
向
き
合
い
、
原
点
に
立
ち
返
る
姿
勢
を
忘
れ
ず
に
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

山
村
（
二
〇
一
〇
）
は
ブ
ー
タ
ン
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
基

づ
い
て
、
仏
教
国
で
あ
る
ブ
ー
タ
ン
に
お
け
る
仏
教
思
想
と
Ｃ
Ｂ
Ｔ

の
関
連
性
に
つ
い
て
興
味
深
い
指
摘
を
行
っ
て
い
る
。
ブ
ー
タ
ン
で

は
一
般
的
な
経
済
指
標
で
あ
る
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
民
総
生
産
）
に
対
し
て
、

Ｇ
Ｎ
Ｈ
（
国
民
総
幸
福
量
）
と
い
う
独
自
の
指
標
を
打
ち
出
し
、「
ク

オ
リ
テ
ィ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
を
追
求
し
て
い
る
。
ブ
ー
タ
ン
に
お
い

て
、
幸
福
は
「
相
互
に
与
え
る
関
係
で
あ
り
、
相
互
信
頼
に
基
づ
く

有
意
義
な
関
係
性
を
持
つ
こ
と
に
あ
る

14

」
と
い
う
。
こ
う
し
た
考

え
方
は
万
物
の
相
互
依
存
性
を
教
え
る
仏
教
の
「
縁
起
」
の
考
え
方

に
基
づ
い
て
お
り
、
ブ
ー
タ
ン
の
Ｃ
Ｂ
Ｔ
が
仏
教
的
価
値
観
に
基
づ

い
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
仏
教
の
縁
起
観
は
西
洋
を
起
源
と
す
る
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
の
概
念
と
も
重
な
り
合
っ
て
お
り
、
東
洋
的
な
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
の
源
泉
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ

ら
に
、
特
に
大
乗
仏
教
で
は
縁
起
観
に
基
づ
い
て
他
者
や
地
域
社
会

に
貢
献
す
る
菩
薩
と
い
う
存
在
が
強
調
さ
れ
る
。
縁
起
観
が
関
係
性

の
概
念
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
菩
薩
は
縁
起
観
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
東
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洋
的
な
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
に
基
づ
く
生
き
方
を
表
象
し
て
い
る
と
言

え
よ
う
。
ブ
ー
タ
ン
が
仏
教
思
想
を
背
景
に
Ｃ
Ｂ
Ｔ
を
成
り
立
た
た

せ
て
い
る
こ
と
は
、
特
に
仏
教
思
想
の
影
響
が
色
濃
い
日
本
に
お
け

る
Ｃ
Ｂ
Ｔ
を
考
え
る
た
め
の
重
要
な
視
座
を
与
え
て
く
れ
て
い
る
。

　

最
後
に
、
本
論
は
冒
頭
で
も
述
べ
て
い
る
通
り
、
筆
者
の
修
士
課

程
在
籍
時
に
お
け
る
研
究
成
果
を
土
台
と
し
て
い
る
。
筆
者
に
と
っ

て
本
論
を
執
筆
す
る
過
程
で
自
ら
の
過
去
を
回
想
し
、
改
め
て
夕
張

と
共
に
過
ご
し
た
日
々
を
意
味
づ
け
る
こ
と
が
出
来
た
。
数
年
の
月

日
が
流
れ
、
や
っ
と
夕
張
か
ら
教
え
ら
れ
た
こ
と
の
一
端
を
非
力
な

が
ら
世
に
問
う
こ
と
が
出
来
た
よ
う
に
思
う
。
ま
た
夕
張
で
の
日
々

を
支
え
て
く
れ
た
全
て
の
人
達
に
感
謝
し
つ
つ
、
恩
人
で
あ
る
吉
田

八
重
子
さ
ん
に
こ
の
論
文
を
捧
げ
た
い
。

〈
注
〉

１ 

北
海
道
夕
張
市
『
夕
張
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
―
夕
張
市
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
都
市
計
画
の
基
本
的
な
方
針
）』（
令
和
三
年
三
月
） 

を
参
照
。

２ 

森
重
昌
之
（
二
〇
〇
九
）「
観
光
を
通
じ
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

性
化
の
可
能
性 : 

地
域
主
導
型
観
光
の
視
点
か
ら
見
た
夕
張
市
の
観

光
政
策
の
評
価
」、
一
二
頁
。

３ 

鷲
田
小
彌
太
（
二
〇
〇
七
）『
夕
張
問
題
』、祥
伝
社
新
書
、一
二
八
頁
。

４ 

田
巻
松
雄
『
夕
張
は
何
を
語
る
か 

炭
鉱
の
歴
史
と
人
々
の
暮
ら
し
』、

吉
田
書
店
、
四
九
頁
。

５ 

小
林
英
俊
・
緒
川
弘
孝
・
山
村
高
淑
・
石
森
秀
三 

編
（
二
〇
一
〇
）『
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ベ
ー
ス
ド
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究　

世
界
の
実
践
事
例

に
学
ぶ
成
功
の
鍵
』、「
は
じ
め
に
」。 

６ 

崎
本
武
志
・
土
屋
薫
・
林
香
織
（
二
〇
二
二
）「
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン

と
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
の
関
係
性
の
理
論
的
検
討
―
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ベ
ー

ス
ド
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
視
点
か
ら
―
」、
五
一
頁
。

７ 

米
田
公
則
（
二
〇
二
〇
）「
地
域
観
光
の
成
功
と
変
質
―
タ
イ
国
・
メ

イ
カ
ン
ポ
ン
村
の
Ｃ
Ｂ
Ｔ
を
事
例
に
―
」、
二
四
頁
。

８ 

宮
島
良
明
（
二
〇
二
〇
）「
観
光
と
経
済
開
発
：
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ベ
ー

ス
ド
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
可
能
性
」、
三
一
九
頁
。

 

ジ
ク
ム
ン
ト
・
バ
ウ
マ
ン
（
二
〇
一
七
）『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』、
ち
く

ま
学
芸
文
庫
、
二
一
五
頁
。

９ 

ジ
ク
ム
ン
ト
・
バ
ウ
マ
ン
（
二
〇
一
七
）『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』、
ち
く

ま
学
芸
文
庫
、
二
二
三
頁
。

10 

Ｅ
・
Ｓ
・
シ
ュ
ナ
イ
ド
マ
ン
（
一
九
八
〇
）『
死
に
ゆ
く
時 

そ
し
て

残
さ
れ
る
も
の
』、
誠
信
書
房
、
二
〇
五
頁
。 

11 

Ｅ
・
Ｓ
・
シ
ュ
ナ
イ
ド
マ
ン
（
一
九
八
〇
）『
死
に
ゆ
く
時 

そ
し
て

残
さ
れ
る
も
の
』、
誠
信
書
房
、
二
〇
六
頁
。

12 
Ｅ
・
Ｓ
・
シ
ュ
ナ
イ
ド
マ
ン
（
一
九
八
〇
）『
死
に
ゆ
く
時 

そ
し
て

残
さ
れ
る
も
の
』、
誠
信
書
房
、
二
〇
二
―
二
〇
三
頁
。

13 

Ｅ
・
Ｓ
・
シ
ュ
ナ
イ
ド
マ
ン
（
一
九
八
〇
）『
死
に
ゆ
く
時 

そ
し
て



59

■論文

残
さ
れ
る
も
の
』、
誠
信
書
房
、
二
一
〇
頁
。

14 
小
林
英
俊
・
緒
川
弘
孝
・
山
村
高
淑
・
石
森
秀
三 

編
（
二
〇
一
〇
）『
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ベ
ー
ス
ド
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究　

世
界
の
実
践
事
例

に
学
ぶ
成
功
の
鍵
』、
二
二
七
頁
。

参
考
文
献

岩 

原
紘
伊
（
二
〇
一
六
）「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
「
翻
訳
」
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ベ
ー

ス
ド
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
―
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
バ
リ
島
に
お
け
る
環
境
Ｎ
Ｇ

Ｏ
を
事
例
と
し
て
」、早
稲
田
大
学
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
セ
ン
タ
ー
『
ア

ジ
ア
太
平
洋
討
究
』、
二
七
巻
、
二
四
一
―
二
五
八
頁
。

高 

松
郷
子
（
二
〇
二
〇
）「
平
和
創
出
観
光
に
関
す
る
研
究 

：
パ
レ
ス
チ

ナ
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ベ
ー
ス
ド
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
事
例
と
し

て
」、北
海
道
大
学
国
際
広
報
メ
デ
ィ
ア
・
観
光
学
院
（
観
光
創
造
専
攻
）

博
士
論
文
。

小 

林
英
俊
・
緒
川
弘
孝
・
山
村
高
淑
・
石
森
秀
三 

編
（
二
〇
一
〇
）『
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ベ
ー
ス
ド
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究　

世
界
の
実
践
事
例
に
学
ぶ

成
功
の
鍵
』、
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社　

共
同
研
究
者 

北
海
道
大
学

観
光
学
高
等
研
究
セ
ン
タ
ー
。

小 

松
沢
陽
一
（
二
〇
〇
八
）『
ゆ
う
ば
り
映
画
祭
物
語
』、
平
凡
社
。

崎 

本
武
志
・
土
屋
薫
・
林
香
織
（
二
〇
二
二
）「
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
と

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
の
関
係
性
の
理
論
的
検
討
―
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ベ
ー
ス

ド
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
視
点
か
ら
―
」、『
江
戸
川
大
学
紀
要
』、
第
32
号
、

四
九
―
五
四
頁
。

Ｅ
・
Ｓ
・
シ
ュ
ナ
イ
ド
マ
ン
（
一
九
八
〇
）『
死
に
ゆ
く
時 

そ
し
て
残
さ

れ
る
も
の
』、
誠
信
書
房
。

鈴 

木
美
和
子
（
二
〇
二
〇
）「
持
続
可
能
な
観
光
に
お
け
る
大
学
の
役
割
：

ブ
ラ
ジ
ル
・
バ
イ
ー
ア
州
立
大
学
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ベ
ー
ス
ド
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
例
か
ら
」、
大
阪
市
立
大
学
都
市
研
究
プ

ラ
ザ
『
都
市
と
社
会
』、
四
巻
、
四
二
―
六
四
頁
。

田 

巻
松
雄
（
二
〇
一
三
）『
夕
張
は
何
を
語
る
か 

炭
鉱
の
歴
史
と
人
々
の

暮
ら
し
』、
吉
田
書
店
。

ジ 

ク
ム
ン
ト
・
バ
ウ
マ
ン
（
二
〇
一
七
）『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』、
ち
く
ま
学

芸
文
庫
。

間 

中
光
（
二
〇
二
一
）「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ベ
ー
ス
ド
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

め
ぐ
る
認
証
と
応
答 : 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ス
レ
マ
ン
県
の
観
光
村
政

策
に
関
す
る
初
歩
的
考
察
」、
立
命
館
大
学
人
文
科
学
研
究
所
紀
要
、

一
二
五
巻
、
二
八
五
―
三
一
八
頁
。

宮 

島
良
明（
二
〇
二
〇
）「
観
光
と
経
済
開
発
：
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ベ
ー
ス
ド
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
可
能
性
」、北
海
学
園
大
学
開
発
研
究
所
『
開
発
論
集
』、

第
一
〇
六
号
、
三
一
五
―
三
二
一
頁
。

森 
重
昌
之
（
二
〇
〇
九
）「
観
光
を
通
じ
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性

化
の
可
能
性 : 

地
域
主
導
型
観
光
の
視
点
か
ら
見
た
夕
張
市
の
観
光
政

策
の
評
価
」、
北
海
道
大
学
観
光
学
高
等
研
究
セ
ン
タ
ー
『
観
光
創
造

研
究
』、N

o.5
、
一
―
二
〇
頁
。
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森 
朋
也
（
二
〇
一
六
）「
ラ
オ
ス
中
部
プ
ー
カ
オ
ク
ワ
イ
Ｎ
Ｃ
Ｂ
Ａ
に
お

け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ベ
ー
ス
ド
・
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
現
状
と
課
題

　

―
―
コ
モ
ン
プ
ー
ル
・
ア
プ
ロ
ー
チ
に
基
づ
く
実
証
研
究
―
―
」、

中
央
大
学
経
済
研
究
所
年
報
、
第
四
八
号
、
一
一
一
―
一
三
一
頁
。

米 

田
公
則
（
二
〇
二
〇
）「
地
域
観
光
の
成
功
と
変
質
―
タ
イ
国
・
メ
イ

カ
ン
ポ
ン
村
の
Ｃ
Ｂ
Ｔ
を
事
例
に
―
」、
椙
山
女
学
園
大
学
研
究
論
集
、

第
五
一
号
、
二
三
―
三
七
頁
。

ゆ 

う
ば
り
国
際
フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
映
画
祭
実
行
委
員
会
［
編
］

（
二
〇
〇
九
）『
復
活
！
ゆ
う
ば
り
映
画
祭
』、
北
海
道
新
聞
社
。

鷲
田
小
彌
太
（
二
〇
〇
七
）『
夕
張
問
題
』、
祥
伝
社
新
書
。
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孔
子
集
団
に
お
け
る
道
徳
教
育
の
か
た
ち
と
『
論
語
』
の
確
立
（
前
篇
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
世
界
観
・
語
・
賢
の
概
念
の
分
析
を
通
じ
て
―

■
論
文
Ⅱ
■

序
言

　

現
時
点
に
お
い
て
、『
論
語
』
は
孔
子
の
死
後
よ
り
徐
々
に
記
録

が
ま
と
め
ら
れ
て
、
各
地
各
所
に
お
い
て
部
分
的
な
編
纂
が
行
わ

れ
、
最
終
的
に
前
漢
期
に
お
い
て
現
在
の
か
た
ち
と
な
っ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
る

１

。
し
か
し
、
こ
の
様
な
成
立
の
過
程
を
経
た
た
め
か
、

そ
の
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
矛
盾
点
が
少
な
く
な
く
、
現
在
に
至
る

ま
で
、
真
偽
や
学
説
に
関
す
る
議
論
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
と
こ
ろ
と

な
っ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
諸
問
題
が
存
在
す
る
だ
け
で
な
く
、『
論
語
』

中
の
各
章
句
が
、
現
代
と
は
異
な
る
価
値
観
に
よ
っ
て
記
述
が
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
も
重
な
り
、
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
真
実
を
読
み
解
く

こ
と
は
容
易
い
も
の
で
は
な
い
。

　

さ
ら
に
、
後
世
の
孔
子
の
神
格
化
に
よ
る
弊
害
に
よ
っ
て
、
そ
の

人
間
像
が
歪
ん
だ
か
た
ち
で
伝
播
し
て
い
っ
た
結
果
、
孔
子
が
単
に

古
代
世
界
の
観
念
に
対
し
て
、「
述
べ
て
作
ら
ず
」２

の
発
言
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
に
、
古
代
的
な
価
値
観
を
頑
な
に
墨
守
し
て
い
る
に
止

ま
っ
て
い
る
印
象
を
、強
く
わ
れ
わ
れ
現
代
の
人
間
に
与
え
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、「
孔
子
お
よ
び
、
そ
の
弟
子
た
ち
」、
す
な
わ
ち
「
孔
子

集
団
の
道
徳
が
い
か
に
形
成
さ
れ
た
の
か
」
と
い
う
問
題
に
つ
い
て

は
、
多
方
面
に
わ
た
る
研
究
が
進
め
ら
れ
た
現
在
に
お
い
て
も
、
極

め
て
多
く
の
不
透
明
な
部
分
が
多
く
、
そ
の
全
体
的
な
解
明
を
目
指

す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
と
述
べ
て
も
過
言
で
は

あ
る
ま
い
。
し
か
し
、
た
だ
手
を
拱
い
て
い
た
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
の

諸
問
題
の
解
決
は
永
久
に
不
可
能
で
あ
り
、
現
在
に
お
い
て
も
、
多

く
の
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る

３

。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
問
題
の
一
部
分
に
つ
い
て
、
世
界

観
・
語
・
賢
の
概
念
の
分
析
を
通
じ
て
『
論
語
』
の
確
立
に
至
る
道

東
日
本
国
際
大
学
経
済
経
営
学
部
准
教
授

東
洋
思
想
研
究
所
研
究
員
・
現
代
儒
学
研
究
部
門
長　

城
　
山
　
陽
　
宣
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程
の
一
端
を
確
認
し
て
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

ま
ず
、
本
稿
の
第
一
章
で
は
、『
論
語
』
中
に
お
け
る
最
も
内
側

の
徳
で
あ
る
知
と
仁
に
つ
い
て
述
べ
る
過
程
で
、
中
国
古
代
の
世
界

観
が
表
出
し
て
い
る
章
句
に
つ
い
て
分
析
を
加
え
、
孔
子
集
団
の

「
語
」
が
、
い
か
な
る
世
界
観
の
下
で
紡
ぎ
出
さ
れ
て
き
た
の
か
に

つ
い
て
、
そ
の
特
徴
を
検
証
し
た
い
。

　

次
い
で
、「
孔
子
の
言
行
に
お
い
て
、
古
典
で
あ
る
「
語
」
や
「
先

例
」
が
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
の
か
」
に
つ
い
て
も
確
認

を
行
う
必
要
が
生
じ
る
で
あ
ろ
う
。『
論
語
』
に
お
い
て
は
、
多
く

の
章
句
で
、
孔
子
以
前
の
故
事
や
諺
語
・
格
言
で
あ
る
「
語
」
が
登

場
し
、
そ
れ
に
対
す
る
孔
子
の
個
々
に
お
け
る
弁
別
が
記
録
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
作
業
か
ら
は
、
孔
子
が
重
視
し
た
徳
目
で
あ
る
「
義
」

に
つ
い
て
、故
事
や
「
語
」
を
特
徴
的
に
引
用
し
た
章
句
を
中
心
に
、

孔
子
の
歴
史
観
を
垣
間
見
る
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
孔
子
は
伝
統
を
保
護
す
る
守
旧
的
な
人
物
で
あ
る
と
見
な

さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、『
論
語
』
の
中
か
ら
は
、
神
代
を
脱
そ
う

と
す
る
多
く
の
試
み
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

本
稿
の
第
三
章
で
は
、
そ
の
点
が
、
と
り
わ
け
明
確
な
『
論
語
』

先
進
篇
の
「
過
ぎ
た
る
は
猶
お
及
ば
ざ
る
が
如
し
」
の
章
句
の
解
釈

よ
り
、
孔
子
が
「
賢
」
の
概
念
を
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
か

を
通
じ
て
、
人
間
的
な
「
徳
」
の
か
た
ち
を
素
描
す
る
。
さ
ら
に
、

賢
人
か
ら
仁
者
・
君
子
へ
、
そ
し
て
聖
人
に
至
る
道
に
至
る
ま
で
を
、

そ
の
各
々
の
領
域
よ
り
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

そ
の
上
で
、
こ
れ
ら
の
資
料
の
問
題
の
考
察
を
通
じ
て
、
先
秦
の

段
階
に
お
け
る
「
魯
語
」「
齊
語
」
な
ど
の
原
『
論
語
』
の
形
成
と

確
立
に
つ
い
て
、
そ
の
基
礎
を
確
認
・
検
証
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
た
作
業
が
、
本
稿
の
当
面
の
目
標
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

一
、 

中
国
古
代
の
「
世
界
観
」
を
背
景
と
し
て

　
　
　

―
『
論
語
』
雍
也
第
六
の
第
二
十
三
章
句
の
解
釈
よ
り
ー

　
『
論
語
』
は
、
孔
子
と
そ
の
弟
子
た
ち
に
よ
る
言
行
録
で
あ
る
。

そ
の
中
に
見
え
る
孔
子
の
言
行
は
、
形
而
上
・
形
而
下
を
問
わ
ず
、

基
本
的
に
は
、人
間
と
い
う
存
在
を
問
い
か
け
る
も
の
で
は
あ
る
が
、

そ
の
世
界
に
お
け
る
人
間
と
い
う
存
在
は
、
古
代
中
国
の
世
界
観
と

い
う
、「
わ
れ
わ
れ
」
現
代
日
本
人
と
は
異
な
る
観
念
の
下
に
「
演

じ
ら
れ
て
い
る
」
こ
と
は
、
あ
ま
り
自
覚
で
き
て
い
な
い
。

　

古
代
社
会
の
様
々
な
空
間
は
、
現
在
の
わ
れ
わ
れ
と
は
異
な
る
世

界
観
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
大
室
幹
雄
氏
は
、
そ
の
著
『
劇

場
都
市
―
古
代
中
国
の
世
界
像
―
』の
冒
頭
の
章
の
末
尾
に
お
い
て
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

 　

 　

都
市
と
い
う
現
象
は
人
間
の
生
と
同
様
に
そ
れ
自
体
で
複
雑
な
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様
相
を
も
つ
ひ
と
つ
の
擬
似-

生
命
で
あ
る
。
中
国
の
歴
史
的
都

市
を
中
世
北
欧
の
商
業
都
市
や
近
代
工
業
社
会
の
産
業
都
市
を
範

型
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
の
研
究
を
既
知
の
う
え

に
既
知
を
上
積
み
す
る
だ
け
の
非
生
産
的
な
作
業
に
終
ら
せ
る
で

あ
ろ
う
。
都
市
は
、
わ
け
て
も
自
覚
的
に
構
成
さ
れ
た
ば
あ
い
に

は
、
そ
の
都
市
に
固
有
の
宇
宙
論
、
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
建
築
、
祭

祀
、
礼
儀
作
法
、
哲
学
、
見
世
物
、
文
芸
、
工
芸
品
、
流
行
、
逸

脱
な
ど
を
表
現
す
る
。
個
々
の
都
市
は
そ
れ
ぞ
れ
に
解
読
さ
れ
る

べ
き
テ
キ
ス
ト
な
の
で
あ
る
。４

  　

古
代
中
国
世
界
は
、
都
市
国
家
が
延
伸
さ
れ
て
、
構
成
さ
れ
た
領

域
を
持
っ
た
も
の
で
あ
る
。
都
市
国
家
か
ら
領
域
国
家
へ
と
は
、
よ

く
目
に
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
大
室
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、

つ
ま
り
、
中
国
の
特
定
の
領
域
の
中
心
に
は
、
都
市
が
存
在
す
る
。

そ
こ
に
古
代
中
国
特
有
の
世
界
観
が
濃
縮
さ
れ
て
い
る
と
氏
は
述
べ

て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、わ
れ
わ
れ
は
、そ
の
古
代
人
の
営
為
を
、「
観
客
の
立
場
」

で
、
つ
ま
り
歴
史
上
の
、
過
ぎ
去
っ
た
、
客
観
的
な
現
実
と
し
て
捉

え
る
こ
と
が
可
能
な
立
場
に
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
大
室
氏
は
、

　

 　

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
が
い
っ
て
い
る
よ
う
に
、
人
の
一
生
が
芝
居

で
あ
る
と
す
れ
ば
、
都
市
は
そ
の
芝
居
が
上
演
さ
れ
る
最
良
の
劇

場
で
あ
る
。
古
代
中
国
の
都
市
で
も
、
権
力
の
夢
想
に
憑
か
れ
た

男
た
ち
が
集
ま
る
の
は
宮
廷
で
あ
り
、
高
級
官
僚
へ
の
上
昇
を
志

向
し
て
全
国
か
ら
若
者
た
ち
が
遊
学
す
る
の
は
首
都
の
大
学
で

あ
っ
て
、
恋
人
た
ち
は
市
場
で
出
会
い
、
離
別
し
て
ま
た
都
市
で

再
会
し
、
犯
罪
者
や
逃
亡
農
民
は
自
身
を
都
市
の
陋
巷
の
奥
ふ
か

く
に
隠
匿
し
、
そ
し
て
都
市
を
き
ら
っ
て
田
園
の
故
郷
に
帰
り
、

自
然
を
讃
美
す
る
詩
人
も
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
農
村
に
で
は
な
く

都
市
に
む
け
て
発
信
し
、
そ
れ
を
受
信
し
て
讃
嘆
す
る
の
も
後
者

で
あ
っ
て
前
者
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
劇
場
に
対
し
て
わ
れ
わ
れ

は
純
粋
に
観
客
の
位
置
を
占
め
て
い
る
。
そ
し
て
そ
こ
で
演
じ
ら

れ
る
歴
史
と
い
う
芝
居
は
そ
の
都
市
の
も
ろ
も
ろ
の
表
現
の
解
読

を
純
粋
な
対
象
性
に
お
い
て
わ
れ
わ
れ
に
迫
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ

に
応
ず
る
解
読
者
と
し
て
わ
れ
わ
れ
に
は
多
く
の
利
点
が
あ
る
の

で
あ
っ
て
、
そ
の
第
一
は
そ
れ
の
保
持
に
パ
ト
ス
を
必
要
と
し
な

い
ほ
ぼ
絶
対
的
な
距
離
の
感
覚
で
あ
る
。５

 

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
し
く
「
言
い
得
て
妙
」
で
は
あ
る
が
、

た
だ
し
、
絶
対
的
な
距
離
の
感
覚
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
国

古
代
世
界
に
お
け
る
古
典
で
あ
る
は
ず
の
『
論
語
』
を
読
ん
だ
際
に
、

わ
れ
わ
れ
現
代
日
本
人
は
、
基
本
的
に
違
和
感
を
抱
か
な
い
こ
と
が

多
い
の
で
あ
る
。

　

そ
の
理
由
と
し
て
説
明
さ
れ
る
の
は
、
第
一
に
、
わ
れ
わ
れ
日
本
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人
は
、
古
代
か
ら
中
国
の
文
化
を
絶
え
ず
受
け
入
れ
て
き
た
が
、
も

と
も
と
中
国
の
文
化
は
、
儒
教
・
儒
学
を
核
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
日
本
人
の
思
想
が
、
中
国
の
文
化
・
文
物

を
取
り
入
れ
る
過
程
で
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
儒
学
的
な
性
質

を
帯
び
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
し
て
第
二
に
は
、
江
戸
時
代
以
降
、
林
羅
山
以
来
の
朱
子
学
と

伊
藤
仁
斎
・
荻
生
徂
徠
ら
の
古
学
派
に
よ
る
対
峙
に
お
い
て
、
理
想

の
世
と
人
物
像
の
追
及
が
、『
論
語
』
に
代
表
さ
れ
る
儒
学
に
よ
っ

て
広
く
行
わ
れ
た
こ
と

６

、
さ
ら
に
、
明
治
維
新
後
、
元
田
永
孚
ら

に
よ
っ
て
、儒
学
が
国
家
教
学
や
国
民
道
徳
の
中
枢
に
取
り
込
ま
れ
、

現
在
に
至
る
ま
で
日
本
社
会
、
そ
し
て
、
わ
れ
わ
れ
日
本
人
の
思
想

の
一
部
分
に
残
存
し
て
い
っ
た
た
め
と
の
説
明
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

　

つ
ま
り
、
わ
れ
わ
れ
日
本
人
は
、
こ
う
し
た
上
書
き
的
な
経
験
に

よ
っ
て
、『
論
語
』
中
に
展
開
さ
れ
る
古
代
中
国
的
世
界
に
対
し
て
、

そ
れ
ほ
ど
の
距
離
を
持
ち
得
な
い
ジ
レ
ン
マ
を
抱
い
て
い
る
と
も
言

い
得
る
の
で
あ
る
。こ
う
し
た
日
本
人
の
感
覚
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

基
本
的
に
認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
が
、
同
時
に
、
悠
遠
の
古
代

中
国
世
界
に
、
隣
人
と
し
て
望
み
得
る
利
点
も
獲
得
し
て
い
る
側
面

も
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

そ
こ
で
本
章
で
は
、
ま
ず
、『
論
語
』
中
に
お
け
る
世
界
観
に
つ

い
て
確
認
を
試
み
、
最
も
内
側
の
徳
で
あ
る
知
と
仁
に
つ
い
て
述
べ

る
過
程
で
、
中
国
古
代
の
世
界
観
が
表
出
し
て
い
る
章
句
に
つ
い
て

分
析
を
加
え
、
孔
子
集
団
の
「
語
」
が
、
い
か
な
る
世
界
観
の
下
で

紡
ぎ
出
さ
れ
て
き
た
の
か
に
つ
い
て
、
考
察
し
て
い
き
た
い
。

　
『
論
語
』
雍
也
第
六
の
第
二
十
三
章
句
に
お
い
て
、
孔
子
は
、「
水
」

と
「
山
」
と
い
う
中
国
古
代
の
世
界
観
に
依
拠
し
て
、「
知
者
」
と
「
仁

者
」
の
性
質
を
解
き
明
か
し
て
い
る
。

　

 

【
書
き
下
し
文
】

　
　

 

子
曰
わ
く
、

　
　

知
者
は
水
を
楽
し
み
、
仁
者
は
山
を
楽
し
む
。

　
　

知
者
は
動
き
、
仁
者
は
静
か
な
り
。

　
　

知
者
は
楽
し
み
、
仁
者
は
寿
し
。

　

 

【
解
釈
】

　
　

老
先
生
の
お
言
葉
。

　

 　
「『
知
者
は
川
の
流
れ
に
楽
し
み
を
見
出
し
、
仁
者
は
山
に
楽
し

み
を
見
出
す
』
と
い
う
格
言
が
あ
る
。

　

 　

た
し
か
に
、知
者
は
「
川
の
流
れ
の
よ
う
に
」
元
気
よ
く
動
き
、

仁
者
は
「
山
の
よ
う
に
」
静
か
で
あ
る
。

　
　

そ
の
こ
こ
ろ
は
…
…
、

　
 　

知
者
は
活
発
に
最
高
の
境
地
で
あ
る
「
楽
」
を
目
指
す
。
そ
し

て
仁
者
は
、
無
理
を
せ
ず
長
命
で
あ
る
が
故
に
、
最
高
の
境
地
で

あ
る
「
楽
」
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
。

 

（『
論
語
』
雍
也
第
六
の
二
十
三
）７
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こ
の
章
句
は
、
一
見
、「
知
者
」
と
「
仁
者
」
に
関
す
る
禅
問
答

の
よ
う
に
見
え
る
特
色
を
有
し
て
い
る
。
こ
こ
で
述
べ
る
「
水
」
と

「
山
」
と
い
う
中
国
古
代
の
世
界
観
に
つ
い
て
確
認
し
て
み
た
い
。

ま
ず
、
そ
の
前
提
条
件
と
し
て
、
中
国
古
代
に
お
け
る
「
水
」
と
は
、

「
滞
留
す
る
も
の
」
で
は
な
く
、「
流
れ
が
あ
る
も
の
」
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
『
老
子
』
第
八
章

８

に
は
、「
上
善
は
水
の
ご
と
し
。
水
は
善
く
万

物
を
利
し
て
争
わ
ず
、
衆
人
の
悪
む
所
に
処
る
（
最
高
に
素
晴
ら
し

い
も
の
は
、
水
の
よ
う
な
も
の
だ
。
水
は
万
物
に
利
益
を
あ
た
え
る

が
対
立
し
争
う
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
み
な
が
避
け
た
が
る
下
の
ほ

う
に
身
を
お
く
こ
と
も
で
き
る
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
可
変
性
、

流
動
性
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
同
様
に
『
郭
店
楚
墓
竹
简
』
太
一
生
水
に
は
、「
太
一
水
を

生
ず
。
水
反
り
て
太
一
を
輔
け
、
是
を
以
て
天
を
成
す
。
天
反
り
て

太
一
を
輔
け
、
是
を
以
て
地
を
成
す

９

」
と
あ
る
こ
と
か
ら
理
解
さ

れ
る
よ
う
に
、
や
は
り
、「
水
」
と
い
う
存
在
の
流
動
性
に
対
す
る

記
述
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
「
水
」
と
は
、
流
動
性
が
あ
る
も
の
の
よ
う
だ
が
、

こ
の
「
水
」
と
は
中
国
で
は
一
般
的
な
「
川
」
の
意
で
あ
り
、
水
に

流
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
派
生
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
。
具
体
的
に
述
べ
れ
ば
、そ
の
「
水
」
の
中
で
特
別
な
存
在
は
「
黄

【図１】（上：全体図、下：拡大図）

河
」
と
「
長
江
」
で
あ
り
、「
海
」
も
「
川
」
も
、
こ
う
し
た
「
水
」

の
延
長
線
上
と
見
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
、
古
代
中
国
世
界
に
お
け
る
自

然
観
を
構
成
す
る
も
の
の
う
ち
、
風
景
を
代
表
す
る
も
の
が
山
と
川

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
さ
ら
に
「
人
」
は

主
に
、
そ
の
間
の
平
地
で

あ
る
「
野
」
の
都
市
「
邑
」

に
居
住
し
て
い
た
と
い
う

事
実
で
あ
る
。
ま
た
、
さ

ら
に
万
物
、
す
な
わ
ち
生

き
と
し
生
け
る
も
の
は
、

す
べ
て
、
山
・
川
（
海
）・

平
地
の
間
に
存
在
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
こ

と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
【
図
１
】
を
確
認
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
後
代
の

も
の
で
は
あ
る
が
、
朝
鮮

に
伝
わ
る
古
代
中
国
の
世

界
図
に
は
、
図
の
中
央
に

黄
河
・
中
原
が
置
か
れ
、



66

研究　東洋

に
関
す
る
、
こ
の
禅
問
答
的
な
章
句
を
読
み
解
い
て
み
た
い
。

　
「
知
者
」
と
「
仁
者
」、
そ
し
て
「
水
」「
山
」
に
つ
い
て
、
分
析

を
行
な
う
と
【
図
３
】
の
よ
う
に
な
る
。

そ
の
周
囲
に
は
、
万
里
の
長
城
、
崑
崙
山
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
。

中
原
の
東
に
は
朝
鮮
国
、
日
本
国
、
南
に
琉
球
国
が
あ
り
、
あ
と
天

竺
を
除
く
他
の
部
分
は
架
空
の
国
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、【
図
２
】
の
混
一
疆
理
歴
代
国
都
之
図

10

を
見
る
と
、
元
の

時
代
の
世
界
観
が
示
さ
れ
て
い
る
。
地
理
学
的
な
発
展
に
よ
っ
て
、

西
方
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
地
名
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で

あ
る
が
、
や
は
り
中
国
的
世
界
観
で
あ
る
山
と
川
、
そ
し
て
平
地
の

周
り
を
海
が
覆
う
構
図
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
れ
ら
の
図
か
ら
も
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
、『
論
語
』
雍
也
第
六

の
第
二
十
三
章
句
は
、
こ
う
し
た
古
代
中
国
の
世
界
観
を
背
景
に
成

立
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
本
章
句
に
お
い
て
は
、
三
回
登
場
す
る
「
楽(

楽
し
む)

」

と
い
う
字
に
も
注
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
「
楽
」
は
「
岳
」
と
同
じ
音
で
あ
る
。『
論
語
』
学
而
第
一
の
第
一

章
句
の「
朋
、遠
方
よ
り
来
る
有
り
。
亦
た
楽
し
か
ら
ず
や
」11

の「
楽
」

と
同
じ
意
味
・
観
念
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
、「
楽
」
と

は
、「
天
上
世
界
に
昇
る
」
観
念
を
備
え
た
、「
た
の
し
む
」
意
を
表

す
も
の
と
考
え
ら
れ
、
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
『
五
行
篇
』
や
賈
誼
『
新

書
』
六
術
篇
に
、「
仁
・
義
・
礼
・
智
が
合
わ
さ
れ
ば
、
聖
と
な
り
、

楽
に
至
る
」
旨
の
文
章
が
あ
る
が
、
そ
こ
で
も
「
楽
」
は
天
上
世
界

に
昇
る
意
を
表
す
こ
と
ば
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
特
異
な
世
界
観
を
把
握
し
た
上
で
、「
知
者
」
と
「
仁
者
」

【
図
２
】
混
一
疆
理
歴
代
国
都
之
図
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再
度
、
解
釈
を
確
認
し
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
、
第
一
段
階
と
し
て
、「『
知
者
は
川
の
流
れ
に
楽
し
み
を
見

出
し
、
仁
者
は
山
に
楽
し
み
を
見
出
す
』
と
い
う
格
言
が
示
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

　

そ
の
上
で
次
に
、
知
者
は
「
川
の
流
れ
の
よ
う
に
」
元
気
よ
く
動

き
、
仁
者
は
「
山
の
よ
う
に
」
静
か
で
あ
る
、
と
規
定
さ
れ
る
。

　

最
後
に
第
三
段
階
と
し
て
、
知
者
は
活
発
に
最
高
の
境
地
で
あ
る

「
楽
」
を
目
指
し
、
そ
し
て
仁
者
は
、
無
理
を
せ
ず
長
命
で
あ
る
が

故
に
、
最
高
の
境
地
で
あ
る
「
楽
」
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

ろ
う
、
と
結
論
を
述
べ
る
。

　

つ
ま
り
最
終
的
に
は
、｢

知
者
」
は
、
地
か
ら
天
へ
と
向
か
う
空

間
軸
に
対
す
る
理
解
に
と
ど
ま
る
存
在
で
あ
り
、
同
時
に
「
仁
者
」

を
目
指
す
べ
き
存
在
で
あ
る
と
も
言
い
得
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て「
仁
者
」は
、そ
れ
に
時
間
軸
も
含
め
て
悠
久
不
変
の
境
地
、

す
な
わ
ち
「
寿
（
い
の
ち
な
が
し
）」
に
到
達
し
て
い
る
が
た
め
に
、

【
図
３
】『
論
語
』
雍
也
第
六
の
第
二
十
三
章
句
に
お
け
る
「
知
者
」「
仁
者
」
の
関
係
図

知
者

仁
者

例

水

山

一
般
的
観
念

動
的
（
流
れ
が
あ
る
た
め
）
静
的
（
変
化
が
な
い
た
め
）

孔
子
が
考
え
る
意
味

楽
（
空
間
軸
）

寿
（
時
間
軸
）

孔
子
の
観
念

先
鋭
的
に
「
楽
」
を
目
指
す

恒
常
的
に
「
楽
」
を
望
む

孔
子
の
考
え
る
次
元

高
次
で
あ
る
が
、「
短
」

高
次
で
あ
り
、「
長
（
寿
）」

「
楽
」
に
至
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

孔
子
は
、
仁
を
難
し
い
も
の
と
見
な
し
て
い
た
こ
と
は
、
つ
と
に

指
摘
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
章
句
か
ら
は
、
仁
者
に
至
る
道
程

が
、
い
か
な
る
も
の
か
を
、
そ
の
時
代
の
世
界
観
か
ら
、
具
体
的
に

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
孔
子
の

理
解
に
よ
れ
ば
、「
最
高
の『
知
』を
得
た
う
え
で
、そ
の
後
に『
寿（
い

の
ち
な
が
き
）』「
楽
」
の
境
地
に
至
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
の
で

あ
っ
て
、
そ
れ
ら
は
中
国
古
代
の
世
界
観
を
背
景
と
し
た
、
具
体
的

な
比
喩
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

 

二
、 �

古
代
の
「
語
」
と
前
例
よ
り
導
き
出
さ
れ
た
「
義
」
の
か
た
ち

　
　

�

―
『
論
語
』
季
子
第
十
六
の
第
十
一
・
第
十
二
章
句
の
解
釈
よ
り
―

　

こ
の
『
論
語
』
に
限
ら
ず
、
先
秦
の
文
献
に
は
、『
詩
』『
書
』
が

引
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
先
に
見
て
き
た
よ
う
に
、『
論
語
』

の
中
の
多
く
の
章
句
で
は
、孔
子
以
前
よ
り
存
在
す
る
故
事
や
格
言
・

諺
語
で
あ
る
「
語
」
や
、
歴
史
的
な
「
前
例
」
を
引
用
し
た
対
話
が

な
さ
れ
て
い
る
。

　

孔
子
の
言
説
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
「
語
」
や
前
例
が
、
ど
の
よ

う
な
役
割
を
果
た
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
多
く
の
先

行
研
究
に
よ
っ
て
検
証
が
行
わ
れ
て
き
た
が

12

、そ
の
「
語
」「
前
例
」
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に
対
す
る
孔
子
の
理
解
と
は
、
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
興

味
深
い
例
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

本
章
で
は
、
孔
子
が
重
視
し
た
徳
目
と
さ
れ
る
「
義
」
を
、
古
代

の
格
言
「
語
」
と
史
実
で
あ
る
「
前
例
」
を
特
徴
的
に
引
用
し
て
い

る
『
論
語
』
季
子
第
十
六
の
第
十
一
・
第
十
二
章
句
の
解
釈
を
中
心

に
確
認
を
行
う
こ
と
と
し
た
い
。
そ
の
際
に
、
こ
の
季
子
第
十
六
の

第
十
一
章
句
は
、次
の
第
十
二
章
句
と
一
体
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
、

合
山
究
氏
ら
の
説
明

13

を
基
礎
と
し
て
、
孔
子
の
「
義
」
の
観
念
と
、

そ
の
歴
史
観
と
は
い
か
な
る
も
の
か
を
垣
間
見
る
こ
と
に
な
る
で
あ

ろ
う
。

　

 

【
書
き
下
し
文
】

　
　

孔
子
曰
わ
く
、

　
　

善
を
見
て
は
及
ば
ざ
る
如
く
し
、

　
　

不
善
を
見
て
は
湯
を
探
る
が
如
く
す
。

　
　

吾
れ
其
の
人
を
見
る
、

　
　

吾
れ
其
の
語
を
聞
く
。

　
　

隠
居
し
て
以
て
其
の
志

14

を
求
め
、

　
　

義
15

を
行
い
て
以
て
其
の
道

16

を
達
す
。

　
　

吾
れ
其
の
語
を
聞
く
も
、

　
　

未
だ
其
の
人
を
見
ざ
る
な
り
。17 

 

（『
論
語
』
季
子
第
十
六
の
十
一
）

　

 

【
書
き
下
し
文
】

　

 　

齊
の
景
公
、
馬
千
駟
有
り
、
死
す
る
の
日
、
民
、
德
と
し
て
稱

す
る
無
し
。

　
　

伯
夷
叔
齊
、首
陽
の
下
に
餓
す
。民
、今
に
到
る
ま
で
之
を
稱
す
。

　
　

其
れ
斯
れ
の
謂
か
。18 

 

（『
論
語
』
季
子
第
十
六
の
十
二
）

　

 

【『
論
語
』
季
子
第
十
六
の
十
一
・
十
二
の
解
釈
】

　
　

孔
先
生
は
、
こ
の
よ
う
な
話
を
さ
れ
た
。

　

 　
「『
善
い
事
例
に
遭
遇
し
た
時
に
は
、「
私
自
身
は
、
こ
の
善
に

及
ん
で
い
な
い
、
ま
だ
ま
だ
ダ
メ
だ
」
と
考
え
る
こ
と
は
で
き

る
。
し
か
し
、
善
く
な
い
事
例
に
遭
遇
し
た
時
に
は
、
熱
い
湯
に

手
を
入
れ
た
時
の
よ
う
に
、
サ
ッ
と
身
を
退
い
て
し
ま
う
』。
私

は
、
そ
の
よ
う
な
人
物
を
見
た
こ
と
も
あ
る
し
、
こ
の
よ
う
な
語

り
伝
え
で
あ
る「
語
」を
耳
に
し
た
こ
と
も
あ
る
。（
斉
の
景
公
が
、

そ
う
で
あ
っ
た
。）

　

 　

ま
た
、
こ
う
も
聞
い
て
い
る
。『
野
に
あ
る
時
に
は
一
心
不
乱

に
自
身
が
向
か
う
べ
き
理
想
で
あ
る
「
志
」
を
希
求
し
、
公
の
義

を
実
践
で
き
る
時
に
は
自
身
が
追
い
求
め
た
天
下
の
理
想
で
あ
る

「
道
」
を
達
成
し
て
い
こ
う
と
す
る
』
と
。
私
は
、
こ
の
よ
う
な

語
り
伝
え
で
あ
る
「
語
」
を
聞
い
た
こ
と
は
あ
る
が
、
そ
の
よ
う

な
人
物
を
見
た
こ
と
が
無
い
」。（
お
そ
ら
く
、
伯
夷
・
叔
斉
は
、
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そ
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。）

　

 　

し
た
が
っ
て
、「
斉
の
景
公
は
、
馬
四
千
頭
を
保
有
す
る
ほ
ど

の
富
裕
を
誇
っ
て
い
た
が
、
彼
が
死
ん
だ
時
、
人
民
は
誰
一
人
と

し
て
、
そ
の
徳
を
称
賛
し
な
か
っ
た
の
だ
」。

　

 　

そ
し
て
、「
伯
夷
・
叔
斉
は
、
首
陽
山
で
饑
死
し
た
が
、
人
民

は
今
に
い
た
る
ま
で
、
そ
の
徳
を
た
た
え
て
い
る
じ
ゃ
な
い
か
」。

　

 　

つ
ま
り
、
先
の
「
語
」
は
、
こ
う
し
た
こ
と
を
説
明
し
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
」。

　

本
章
句
を
読
ん
だ
と
き
、
第
一
の
事
例
で
あ
る
斉
の
景
公
に
関
す

る
「
語
」
と
、
第
二
の
事
例
で
あ
る
伯
夷
・
叔
斉
の
「
語
」
に
は
、

レ
ベ
ル
に
差
が
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。
具
体
的
に
述
べ
る
と
、
孔

子
は
、
第
一
の
事
例
の
レ
ベ
ル
は
、「
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
」
と
考

え
、第
二
の
事
例
に
至
っ
て
初
め
て
、「
素
晴
ら
し
く
賞
賛
に
値
す
る
」

と
判
断
し
て
い
る
と
見
受
け
ら
れ
る
。

　

で
は
、
第
一
の
事
例
で
あ
る
「
語
」
は
、
ど
の
よ
う
な
事
を
指
し

て
い
る
の
か
。
そ
の
具
体
的
な
実
例
が
、
次
の
章
句
に
挙
げ
ら
れ
て

い
る
、
斉
の
景
公
の
行
為
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

景
公
（
在
位
・
紀
元
前
五
四
七
～
四
九
〇
年
）
は
、
大
国
・
斉
の

第
二
十
六
代
目
の
君
主
で
、
孔
子
が
五
歳
の
年
に
即
位
し
、
孔
子

六
十
二
歳
の
年
に
亡
く
な
っ
た
。
晏
嬰
や
司
馬
穰
苴
な
ど
優
れ
た
臣

下
を
登
用
し
、
覇
者
の
桓
公
以
来
の
繁
栄
を
も
た
ら
し
た
と
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
孔
子
を
何
度
か
登
用
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
人
を
見
抜
く
目
は
優
れ
て
い
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
が
、

贅
沢
癖
で
も
世
に
知
ら
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

で
は
孔
子
は
、
景
公
が
贅
沢
だ
か
ら
駄
目
だ
と
い
う
の
で
あ
ろ
う

か
。
こ
の
『
論
語
』
季
子
第
十
六
の
第
十
二
章
句
の
文
章
を
読
む
と
、

次
に
説
明
さ
れ
る
伯
夷
・
叔
斉
は
餓
死
し
た
人
物
で
あ
る
の
で
、
お

金
持
ち
と
貧
乏
の
対
比
の
よ
う
に
も
見
え
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し

か
し
、
孔
子
と
い
う
人
物
は
、
そ
ん
な
単
純
な
性
質
の
持
ち
主
で
は

な
い
こ
と
は
、
知
ら
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。

　
『
論
語
』
子
張
第
十
九
の
第
三
章
句
に
、
人
と
の
交
際
に
つ
い
て
、

孔
子
の
考
え
が
窺
わ
れ
る
文
章
が
あ
る
。

　

 

【
書
き
下
し
文
】

　
　

子
夏
の
門
人
、
交
わ
り
を
子
張
に
問
う
。

　
　

子
張
が
曰
わ
く
、
子
夏
は
何
と
か
云
え
る
。

　
　

対
え
て
曰
わ
く
、
子
夏
が
曰
わ
く
、
可
な
る
者
は
こ
れ
に
与
し
、

　
　

 

其
の
不
可
な
る
者
は
こ
れ
を
距
が
ん
と
。
子
張
が
曰
わ
く
、
吾

が
聞
く
所
に
異
な
り
。
君
子
、
賢
を
尊
び
て
衆
を
容
れ
、
善
を

嘉
し
て
不
能
を
矜
れ
む
、
我
の
大
賢
な
ら
ん
か
、
人
に
於
い
て

何
の
容
れ
ざ
る
所
あ
ら
ん
。
我
の
不
賢
な
ら
ん
か
、
人
将
た
我

を
距
が
ん
。
こ
れ
を
如
何
ぞ
其
れ
人
を
距
が
ん
や
。19

 

（『
論
語
』
子
張
第
十
九
の
三
）
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「
子
夏
が
、『
善
い
人
間
と
付
き
合
い
、
悪
い
人
間
と
付
き
合
う
な

（
可
な
る
者
は
こ
れ
に
与
し
、
其
の
不
可
な
る
者
は
こ
れ
を
距
が

ん
）』
と
い
っ
た
こ
と
を
、
子
夏
の
弟
子
が
子
張
に
伝
え
た
。

　

す
る
と
子
張
は
、『
私
が
孔
子
か
ら
聞
い
た
こ
と
と
違
う
ぞ
。
人

の
手
本
た
る
べ
き
君
子
は
、
優
れ
た
人
物
を
尊
敬
す
る
と
同
時
に
、

大
衆
も
包
容
す
る
。
そ
し
て
、
人
の
善
い
所
を
褒
め
、
人
の
悪
い
所

を
憐
れ
む
も
の
だ
。
ど
う
し
て
、
人
を
拒
絶
す
る
よ
う
な
こ
と
が
許

さ
れ
よ
う
か
（
吾
が
聞
く
所
に
異
な
り
。
君
子
、
賢
を
尊
び
て
衆
を

容
れ
、
善
を
嘉
し
て
不
能
を
矜
れ
む
…
…
こ
れ
を
如
何
ぞ
其
れ
人
を

距
が
ん
や
。）』
と
語
っ
た
と
い
う
。

　

こ
の
子
張
の
発
言
か
ら
も
見
て
取
れ
る
通
り
、
孔
子
は
、『
善
い

人
間
と
付
き
合
い
、
悪
い
人
間
と
付
き
合
う
な
』
と
い
う
単
純
な
思

想
を
称
賛
す
る
よ
う
な
人
物
で
は
あ
る
ま
い
。

　
『
論
語
』
季
子
第
十
六
の
十
一
の
一
番
目
の
事
例
が
、「
善
は
素
晴

ら
し
く
、
悪
は
ダ
メ
だ
」
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
誰
に
で
も
、
容
易

に
理
解
も
で
き
、
実
行
も
可
能
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
先

の
子
夏
の
発
言
と
さ
れ
る
「
善
い
人
間
と
付
き
合
い
、
悪
い
人
間
と

付
き
合
う
な
」
と
い
う
の
も
至
極
当
然
で
あ
り
、単
純
に
考
え
れ
ば
、

誰
も
が
、そ
の
よ
う
な
行
動
を
第
一
に
選
択
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、『
論
語
』
季
子
第
十
六
の
第
十
二
章
句
を
、「
金
持
ち
は
嫌

な
も
の
で
あ
り
、
清
貧
が
素
晴
ら
し
い
」
と
い
う
大
衆
迎
合
的
な
発

想
も
、
き
わ
め
て
安
易
な
も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
人
の
上
に
立
つ
べ
き
君
子
が
、
そ
の
よ
う
で
よ
い
の
か
。

子
張
が
い
う
よ
う
に
、
世
の
中
に
は
、
悪
人
も
い
る
し
、
至
ら
な
い

人
も
い
る
。「
そ
の
人
々
も
包
摂
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
」

と
孔
子
は
考
え
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

こ
の
プ
ロ
セ
ス
は
単
純
で
は
な
い
。
そ
の
時
々
に
、
複
雑
な
思
考

を
要
求
さ
れ
、多
く
の
知
識
や
他
人
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
も
、

あ
く
ま
で
自
身
の
思
考
力
「
知
」
や
人
間
力
「
仁
」
が
極
限
ま
で
試

さ
れ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
意
味
で
、
坊
ち
ゃ
ん
的
な
性
格
の
斉
の
景
公
は
、「
善

を
褒
め
、
悪
を
憎
む
」
あ
る
い
は
「
利
益
を
好
み
、
不
利
益
を
憎
む
」

と
い
う
よ
う
な
、
人
間
的
な
、
あ
る
程
度
の
素
養
は
持
ち
合
わ
せ
て

い
た
で
あ
ろ
う
が
、
君
子
に
要
求
さ
れ
る
高
度
な
人
間
的
な
決
断
は

で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
、
孔
子
を
登
用
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
よ
う
に
。

　

孔
子
は
、
そ
う
し
た
斉
の
景
公
の
態
度
を
、『
善
い
事
例
に
遭
遇

し
た
時
に
は
、「
私
自
身
は
、
こ
の
善
に
及
ん
で
い
な
い
、
ま
だ
ま

だ
ダ
メ
だ
」
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
る
。
し
か
し
、
善
く
な
い
事
例

に
遭
遇
し
た
時
に
は
、
熱
い
湯
に
手
を
入
れ
た
時
の
よ
う
に
、
サ
ッ

と
身
を
退
い
て
し
ま
う
』
と
の
「
語
」
を
引
い
て
表
現
し
た
の
で
あ

ろ
う
。

　

孔
子
は
、
そ
う
し
た
為
政
者
で
あ
る
斉
の
景
公
に
対
し
て
辛
辣
な
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態
度
を
示
す
。『
論
語
』季
子
第
十
六
の
第
十
二
章
句
に
お
い
て
、「
斉

の
景
公
は
、馬
四
千
頭
を
保
有
す
る
ほ
ど
の
富
裕
を
誇
っ
て
い
た
が
、

彼
が
死
ん
だ
時
、人
民
は
誰
一
人
と
し
て
、そ
の
徳
を
称
賛
し
な
か
っ

た
」と
の
歴
史
的
事
実
で
あ
る「
前
例
」を
付
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
伯
夷
・
叔
斉
が
別
次
元
の
人
間
性
を
持
っ
て
い

た
と
、
孔
子
は
高
く
評
価
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

伯
夷
・
叔
斉
は
、
孤
竹
国
の
公
子
で
あ
っ
た
。
二
人
の
父
が
亡
く

な
っ
た
際
、
父
か
ら
は
弟
の
叔
斉
が
国
を
継
ぐ
よ
う
に
遺
言
が
あ
っ

た
が
、
叔
斉
は
、「
兄
上
を
差
し
置
い
て
君
主
に
は
な
れ
な
い
」
と

主
張
し
、
互
い
に
国
を
譲
っ
た
末
に
、
と
う
と
う
手
に
手
を
取
っ
て
、

他
国
に
出
奔
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
両
者
は
、
そ
れ
ほ
ど
ま
で

に
、
親
に
対
す
る
「
孝
」
と
、
人
と
し
て
あ
る
べ
き
人
間
性
「
仁
」

を
重
ん
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
後
に
、
周
の
文
王
の
名
声
を
し
た
っ
て
、
そ
こ
に
向
か
っ

て
い
た
と
こ
ろ
、
ち
ょ
う
ど
文
王
が
亡
く
な
り
、
武
王
が
殷
を
討
と

う
と
出
陣
し
よ
う
と
す
る
場
に
出
く
わ
し
て
し
ま
う
。

　

伯
夷
・
叔
斉
の
二
人
は
武
王
に
、「
父
上
が
亡
く
な
ら
れ
て
埋
葬

も
せ
ず
、
戦
争
を
起
そ
う
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
「
孝
」
と
い
え

る
の
で
し
ょ
う
か
。
臣
下
の
あ
な
た
が
、
殷
の
紂
王
を
殺
そ
う
と
し

て
い
る
。
こ
れ
を
「
仁
」
と
い
え
る
の
で
し
ょ
う
か
（
父
、
死
し
て

葬
ら
ず
、
爰
に
干
戈
に
及
ぶ
、
孝
と
謂
う
べ
き
か
。
臣
を
以
て
君
を

弑
す
、
仁
と
謂
う
べ
き
か
）」
と
発
言
し
た
と
い
う
。

　

周
り
の
兵
士
た
ち
は
、
二
人
を
捕
え
よ
う
と
し
た
が
、
太
公
望
呂

尚
は
、「
こ
れ
は
義
人
で
あ
る
」
と
い
い
、
二
人
を
扶
け
起
こ
し
て

立
ち
去
ら
せ
た
と
い
う
。

　

こ
こ
で
も
、
自
身
の
命
を
省
み
ず
、「
孝
」
と
「
仁
」
を
軸
に
、

武
王
に
諫
言
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
太
公
望
か
ら
、「
義
」
の
人

で
あ
る
と
称
賛
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
武
王
が
殷
を
討
っ
た
後
、「
伯
夷
・
叔
斉
は
、
不
仁
の
周

の
天
下
で
生
き
る
こ
と
を
恥
ず
か
し
く
思
い
、
正
し
い
行
い
で
あ
る

「
義
」
の
名
の
も
と
に
、周
の
食
料
を
口
に
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
武
王
、
已
に
殷
の
乱
を
平
ら
げ
、
天
下
周
を
宗
と
す
る
も
、
伯
夷
・

叔
斉
、
之
を
恥
じ
、
義
と
し
て
周
の
粟
を
食
ら
は
ず
）」。
そ
し
て
、

首
陽
山
の
わ
ら
び
を
採
り
尽
く
し
、
餓
死
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で

あ
る

20

。

　

こ
の
二
人
は
、
斉
の
景
公
と
同
じ
く
、
公
子
と
し
て
生
ま
れ
、
君

主
に
な
る
資
格
を
有
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
選
択
し
な
か
っ
た
。
な

ぜ
な
ら
、
伯
夷
・
叔
斉
の
二
人
は
、
君
主
の
地
位
や
富
貴
以
上
に
重

要
な
、「
仁
」
と
「
義
」
の
徳
（
内
的
ス
キ
ル
）
と
い
う
軸
を
持
っ

て
い
た
。
自
己
の
命
を
か
け
て
も
、
そ
れ
を
守
る
必
要
が
あ
っ
た
と

考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

伯
夷
・
叔
斉
は
、
君
主
の
地
位
を
得
る
際
に
は
、「
孝
」
と
「
仁

（
人
間
性
）」の
選
択
の
結
果
、そ
の
地
位
を
捨
て
去
っ
た
。
そ
し
て
、

周
の
武
王
が
、
不
孝
で
あ
り
不
仁
で
あ
る
と
諫
言
す
る
際
に
は
、
自
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ら
の
生
命
を
顧
み
る
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
周
の
人
々
は
、

そ
れ
を
「
義
」
と
称
え
た
。
ま
た
、
周
で
生
き
る
不
義
を
選
ば
す
、

首
陽
山
で
餓
死
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
伯
夷
・
叔
斉
の
行
動
原
則
か
ら
は
、
ま
さ
し
く
『
在
野

に
あ
る
時
に
は
一
心
不
乱
に
自
身
が
向
か
う
べ
き
理
想
で
あ
る「
志
」

を
希
求
し
、
公
の
義
を
実
践
す
る
時
に
は
自
身
が
希
求
し
た
天
下
の

理
想
で
あ
る
「
道
」
を
達
成
し
て
い
く
』
と
い
う
「
語
」、
そ
の
も

の
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

つ
ま
り
、「
義
」
の
実
践
の
た
め
に
は
、
時
に
生
命
を
投
げ
う
た

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
あ
る
が
、
た
だ
、
そ
れ
は
感

情
的
な
何
ら
か
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
。「
孝
」
や
「
仁
」・「
義
」

に
合
致
し
た
行
動
で
あ
る
か
ど
う
か
だ
け
が
、
判
断
の
基
軸
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

　

孔
子
は
、
そ
の
前
例
を
ふ
ま
え
て
、「
そ
の
よ
う
な
人
は
、
言
い

伝
え
で
あ
る
「
語
」
で
は
聞
い
た
こ
と
は
あ
る
が
、
見
た
こ
と
は
な

い
」、
そ
れ
ほ
ど
に
得
難
い
存
在
で
あ
る
と
祖
述
し
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
故
に
孔
子
は
、『
論
語
』季
子
第
十
六
の
第
十
二
章
句
に
お
い
て
、

「
伯
夷
・
叔
斉
は
、
首
陽
山
で
饑
死
し
た
が
、
人
民
は
今
に
い
た
る

ま
で
、そ
の
徳
を
た
た
え
て
い
る
」と
賞
賛
を
惜
し
む
こ
と
は
な
か
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
孔
子
の
言
説
の
一
部
は
、古
代
の
格
言
で
あ
る
「
語
」

と
歴
史
的
事
実
で
あ
る
「
前
例
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ

し
て
、こ
こ
か
ら
確
認
で
き
た
こ
と
は
、そ
の
よ
う
な「
語
」と「
前
例
」

を
ふ
ま
え
て
、「
孝
」
や
「
仁
」・「
義
」
の
徳
に
つ
い
て
発
言
を
行
い
、

最
終
的
に
定
義
化
が
な
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　

次
章
で
は
、
こ
れ
ら
の
徳
が
、
ど
の
よ
う
に
人
間
観
を
形
成
し
て

い
っ
た
の
か
、「
義
」
を
中
心
と
す
る
議
論
か
ら
、「
賢
人
」「
仁
者
」・

「
君
子
」、
そ
し
て
「
聖
人
」
へ
の
変
遷
を
概
観
し
た
い
。

三
、 

賢
人
か
ら
仁
者
・
君
子
へ
、
そ
し
て
聖
人
に
至
る
道
に
つ
い
て

　
　

�

―『
論
語
』先
進
第
十
一
の
第
十
五
章
句
の「
行
動
す
る
『
義
』」

の
か
た
ち
よ
り
―

　

従
来
、
孔
子
は
伝
統
を
重
ん
じ
る
守
旧
的
な
人
物
で
あ
る
と
見
な

さ
れ
て
き
た
が
、『
論
語
』
の
中
か
ら
は
、
神
の
時
代
を
脱
そ
う
と

す
る
多
く
の
孔
子
の
試
み
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

で
は
、
孔
子
お
よ
び
、
そ
の
弟
子
た
ち
は
、
こ
う
し
た
徳
を
、
ど

の
よ
う
に
人
間
の
か
た
ち
と
し
て
、
ま
と
め
上
げ
て
い
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。

　

本
章
で
は
、
そ
の
点
が
、
と
り
わ
け
明
確
な
『
論
語
』
先
進
第

十
一
の
第
十
五
章
句
よ
り
、
孔
子
が
「
賢
」
の
概
念
を
、
如
何
に
捉

え
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
そ
の
上
で
、
孔
子
お
よ
び
そ

の
集
団
が
、「
徳
」
と
人
間
の
か
た
ち
を
「
ど
の
よ
う
に
形
づ
く
っ
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て
い
っ
た
の
か
」、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
素
描
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
『
論
語
』
先
進
篇
の
第
十
五
章
句
に
、「
過
ぎ
た
る
は
猶
お
及
ば
ざ

る
が
ご
と
し
」
と
い
う
有
名
な
章
句
が
あ
る
。
子
貢
は
、
こ
こ
で
孔

子
門
下
の
二
人
の
弟
子
の
「
賢
」
の
力
量
に
つ
い
て
、
孔
子
に
尋
ね

て
い
る
。

　

こ
の「
賢
」の
概
念
は
、孔
子
に
始
ま
る
儒
家
の
集
団
だ
け
で
な
く
、

墨
家
か
ら
も
重
要
視
さ
れ
て
い
た
も
の
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
こ
れ

は
、
孔
子
の
生
き
た
中
国
古
代
の
普
遍
的
な
人
間
評
価
の
基
準
の
一

つ
で
あ
っ
て
、
徳
目
の
「
知
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
「
賢
い
」
や

「
聡
明
な
」
と
い
う
意
味
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
高
度
な
人
間

の
総
合
力
を
示
す
基
準
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

わ
が
国
で
は
、「
ま
さ
れ
る
」
と
よ
む
「
賢
」
に
つ
い
て
、「
孔
子

は
、
こ
の
篇
で
、「
君
子
力
」
の
一
部
分
で
あ
る
対
人
実
践
力
、
つ

ま
り
行
動
す
る
内
な
る
力
、
す
な
わ
ち
「
義
」
の
力
量
に
焦
点
を
当

て
て
、
子
張
と
子
夏
の
二
人
の
弟
子
の
特
質
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

　

 

【
書
き
下
し
文
】

　
　

子
貢
問
う
、
師
と
商
と
孰
れ
か
賢
れ
る

21

。

　
　

子
曰
く
、
師
は
過
ぎ
た
り
、
商
は
及
ば
ず
。

　
　

曰
く
、
然
ら
ば
則
ち
師
、
愈
れ
る
か
。

　
　

子
曰
く
、
過
ぎ
た
る
は
猶
お
及
ば
ざ
る
が
ご
と
し
。22

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

 

【
解
釈
】

　

 　

子
貢
が
尋
ね
た
。「
師
さ
ん
と
商
さ
ん
は
、
ど
ち
ら
が
優
秀
な

の
で
し
ょ
う
か
」。

　

 　

老
先
生
は
答
え
た
。「
師
く
ん
は
、
や
り
過
ぎ
て
い
る
。
商
く

ん
は
、（
ま
だ
）
も
の
足
り
な
い
な
」。

　

 　

子
貢
は
重
ね
て
質
問
し
た
。「
そ
う
で
あ
る
の
な
ら
ば
、
師
さ

ん
が
勝
っ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
」。

　

 　

老
先
生
の
答
え
。「
や
り
過
ぎ
て
い
る
の
は
、
ま
だ
足
り
な
い

こ
と
と
同
じ
よ
う
な
も
の
だ
」。

 

（『
論
語
』
先
進
第
十
一
の
十
五
）

　

こ
の
「
賢
」
の
字
は
「
ま
さ
れ
る
」
と
読
み
解
く
が
、
子
貢
の
質

問
の
意
図
は
、
人
間
と
し
て
の
総
合
的
な
優
秀
さ
、
す
な
わ
ち
「
賢
」

の
概
念
を
孔
子
に
尋
ね
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
う
し
た
子
貢
の
質
問
に
対
す
る
孔
子
の
答
え
は
、
一
見
、
か
み

合
っ
て
い
な
い
か
の
よ
う
で
あ
る
。

　

子
貢
の
問
い
に
対
す
る
、
孔
子
の
最
初
の
回
答
は
、
判
然
と
し
な

い
、
茫
漠
と
し
た
も
の
で
、
あ
る
種
の
韜
晦
の
よ
う
で
す
ら
あ
る
。

そ
こ
で
子
貢
は
、「
然
ら
ば
則
ち
師 

愈
れ
る
か
」
と
、
孔
子
の
意
図

の
明
確
化
を
は
か
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
に
対
す
る
孔
子
の
回
答
が
、「
過
ぎ
た
る
は
猶
お
及
ば
ざ
る
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が
ご
と
し
」
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、「
過
ぎ
た
る
」
も
「
及
ば
ざ
る
」

も
の
と
同
じ
よ
う
な
も
の
、
す
な
わ
ち
、「
中
庸
で
は
な
い
（
最
高

の
状
態
で
は
な
い
）」
と
最
終
的
な
定
義
化
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。

　

た
だ
一
点
、
こ
こ
で
強
調
さ
れ
る
こ
と
は
、
孔
子
に
お
け
る
「
賢
」

の
基
準
が
、
人
間
の
行
動
・
実
践
の
力
量
、
す
な
わ
ち
「
義
」
の
力

に
依
拠
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
義
で
あ
る
。
こ
の
点
に

つ
い
て
の
孔
子
の
回
答
の
真
意
は
、
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
に
つ
い
て

考
察
を
行
う
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

孔
子
の
門
下
生
は
、
そ
の
多
く
が
孔
子
の
門
下
に
お
い
て
、
人
間

の
優
秀
性
の
指
針
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
「
君
子
」
や
「
仁
者
」
と
し

て
の
力
を
追
求
し
て
い
た
。
こ
こ
で
の
子
貢
も
同
様
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
が
、
子
貢
の
質
問
で
は
、「
賢
」
の
字
を
使
い
、
孔
子
に

質
問
を
行
っ
た
。
す
な
わ
ち
、「
人
間
と
し
て
、
ト
ー
タ
ル
で
の
優

秀
さ
」
に
つ
い
て
、
孔
子
に
尋
ね
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
が
、そ
の
質
問
の
テ
ー
マ
が「
賢
」の
概
念
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
う
し
た
子
貢
の
質
問
に
対
す
る
孔
子
の
解
答
は
、
先

に
も
述
べ
た
通
り
、
一
見
、
か
み
合
っ
て
い
な
い
印
象
を
与
え
る
も

の
と
な
っ
た
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、孔
子
の
答
え
は
、「
仁
者
」
や
「
君

子
」
と
し
て
の
力
の
優
劣
を
主
眼
に
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
ら

な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
子
貢
の
質
問
が
、
孔
子
の
意

に
沿
わ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る
。

　

た
し
か
に
、
子
貢
は
優
秀
な
弟
子
で
あ
る
。『
論
語
』
中
に
お
い

て
も
、
孔
子
の
言
説
の
本
質
を
見
抜
く
こ
と
も
少
な
く
は
な
い
。
こ

の
章
句
で
の
問
題
に
注
視
す
る
と
、
師
、
つ
ま
り
子
張
と
、
商
・
子

夏
の
両
名
の
弟
子
は
、
子
貢
か
ら
見
て
も
比
較
す
る
に
足
る
優
秀
な

人
物
で
あ
っ
た
。
子
夏
の
学
問
は
、
後
に
世
に
知
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
が
、『
論
語
』
に
残
る
子
張
の
言
葉
や
、『
荀
子
』
や
『
韓
非
子
』

に
弟
子
筋
の
記
録
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
お
そ
ら
く
子
張
の

力
量
も
相
当
な
も
の
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

　

で
は
、
な
ぜ
「
過
ぎ
た
る
は
猶
お
及
ば
ざ
る
が
ご
と
し
」
と
孔
子

に
言
わ
し
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
孔
子
の
着
眼
点
が
、「
仁

者
」
や
「
君
子
」
力
の
一
部
分
で
あ
る
対
人
の
実
践
の
力
、
つ
ま
り

「
義
」の
力
量
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

先
の
章
で
紹
介
し
た
、『
論
語
』
子
張
第
十
九
の
第
三
章
句
に
、

子
夏
の
言
葉
と
し
て
、「
可
な
る
者
は
之
に
与
し
、
不
可
な
る
者
は

之
を
拒
め
（
交
際
で
き
る
も
の
と
は
お
付
き
合
い
し
、
で
き
な
い
も

の
は
拒
絶
す
る
よ
う
に
）」
と
い
う
も
の
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
要

す
る
に
、
子
夏
は
、
人
に
対
し
て
一
歩
引
い
た
か
の
よ
う
な
、
ス
タ

ン
ス
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
こ
の
章
句
か
ら
、
う
か
が
う
こ

と
が
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
な
子
夏
の
対
人
ス
タ
ン
ス
に
対
し
て
、
子
張
は
否
定
的

で
あ
っ
た
。
子
張
は
孔
子
の
発
言
を
取
り
上
げ
た
上
で
、
子
夏
の
弟

子
に
、「
我
の
不
賢
な
ら
ん
か
、
人
将
に
我
を
拒
ま
ん
と
す
。
こ
れ
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を
如
何
ぞ
其
れ
人
を
拒
ま
ん
や
（
私
が
賢
人
で
な
け
れ
ば
、他
人
は
、

き
っ
と
私
を
拒
絶
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
ど
う
し
て
私
か
ら
他
人
を
拒

絶
し
て
よ
か
ろ
う
か
）」
と
述
べ
て
、
子
夏
の
言
説
を
痛
烈
に
批
判

し
て
い
る
。
こ
の
子
張
の
言
動
か
ら
察
す
る
に
、彼
の
実
践「
義
」は
、

相
当
に
積
極
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
子
張
の
言
動
に
つ
い
て
、
孔
子
の
弟
子
た
ち
の
一
部
か

ら
は
、否
定
的
と
も
取
れ
る
こ
と
ば
が
『
論
語
』
中
に
散
見
さ
れ
る
。

た
と
え
ば
、

　

子
游
曰
く
、「
吾
が
友
張
や
、
能
く
し
難
し
を
為
す
。
然
れ
ど
も

未
だ
仁
な
ら
ず
（
我
が
友
た
る
子
張
は
、
他
人
の
で
き
な
い
こ
と
を

や
っ
て
の
け
る
が
、
ま
だ
仁
に
至
っ
て
い
な
い
）」（『
論
語
』
子
張

―
一
五
）
と
述
べ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

子
游
か
ら
見
て
も
、
子
張
の
積
極
的
な
対
人
ス
タ
ン
ス
は
、「
他

人
の
で
き
な
い
こ
と
を
や
っ
て
の
け
る
」
実
践
の
力
、
す
な
わ
ち
強

い
「
義
」
の
力
を
持
つ
も
の
の
、「
仁
」、
す
な
わ
ち
「
完
成
さ
れ
た

人
間
性
」
に
至
る
こ
と
は
な
い
と
の
判
断
が
併
記
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
曾
参
は
、「
と
も
に
人
と
し
て
の
理
想
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
」（『
論
語
』
子
張
―
一
六
）
と
も
述
べ
、
そ
の
人
物
に
対
す
る

危
惧
を
露
に
す
る
。

　

つ
ま
り
、
孔
子
の
門
下
の
多
く
の
基
本
ス
タ
ン
ス
は
、
子
張
に
代

表
さ
れ
る
よ
う
な
、積
極
的
な
対
人
ス
タ
ン
ス
、す
な
わ
ち
強
く「
義
」

を
推
し
進
め
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

た
し
か
に
、
子
張
に
は
「
過
ぎ
た
る
」
と
い
う
、
美
点
と
も
い
え

る
欠
け
た
部
分
が
あ
っ
た
。
一
歩
前
に
踏
み
出
す
子
張
の
「
積
極
的

な
対
人
ス
タ
ン
ス
」
は
、「
一
歩
引
い
た
と
こ
ろ
か
ら
相
手
に
向
き

合
う
」
対
人
ス
タ
ン
ス
の
持
ち
主
で
あ
る
子
夏
、
さ
ら
に
は
子
游
や

曾
参
ら
後
の
孔
子
門
下
の
主
流
派
か
ら
は
、
あ
ま
り
に
評
判
の
良
い

も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
子
張
の
「
積
極
的
な
対
人
ス
タ

ン
ス
」、「
義
」は
、孔
子
は「
過
ぎ
た
る
は
猶
お
及
ば
ざ
る
が
ご
と
し
」、

つ
ま
り
「
や
り
過
ぎ
だ
」
と
評
し
、
そ
の
弟
子
筋
か
ら
は
、
さ
ら
に

嫌
悪
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
そ
も
そ
も
、
こ
の
章
句
に
お
い
て
、
孔
子
が
子
貢
に
伝
え

た
い
こ
と
と
は
、
い
っ
た
い
何
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

先
に
も
指
摘
し
た
通
り
、
子
貢
は
、「
賢
（
ま
さ
れ
る
）」
か
と
、

「
賢
」
の
概
念
の
優
劣
を
尋
ね
て
い
る
。
じ
つ
は
、
こ
の
「
賢
」
と

は
墨
家
で
も
重
視
さ
れ
た
も
の
で
、
孔
子
以
前
に
は
人
間
の
優
劣
を

決
定
す
る
概
念
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
孔
子
以
前
の
時
代

と
い
う
と
、
春
秋
時
代
と
な
る
。
崩
れ
て
き
つ
つ
あ
る
と
は
い
う
も

の
の
、
礼
楽
文
明
社
会
が
残
存
し
た
、
神
と
人
と
が
共
存
し
た
時
代
、

す
な
わ
ち
周
の
貴
族
制
が
遺
物
と
し
て
存
在
し
た
時
代
で
あ
っ
た
と

い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
が
孔
子
は
、
そ
の
「
賢
」
の
概
念
で
の
優
劣
を
問
題
に
す

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
師
（
子
張
）
と
商
（
子
夏
）
の
対
人
ス
タ
ン

ス
、
す
な
わ
ち
、「
義
」
の
領
域
に
お
い
て
、
子
貢
に
示
唆
を
あ
た
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え
る
よ
う
な
言
葉
を
与
え
た
と
見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
行
動
・
実
践
の
「
義
」
の
徳
に
つ
い
て
考
察
す
る
態
度
は
、

「
賢
」
か
ら
「
君
子
」
や
「
仁
者
」
へ
の
概
念
へ
の
過
渡
期
に
あ
っ

た
こ
と
を
示
し
て
も
の
で
も
あ
ろ
う
。【
図
４
】
に
ま
と
め
て
い
る

通
り
、
孔
子
お
よ
び
、
そ
の
門
下
は
、
自
他
の
概
念
と
五
常
の
徳
と

六
芸
の
学
問
の
整
理
を
進
め
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
孔
子
は
、
具
体
的
な
弟
子
の
行
動
の
「
義
」
の
徳
の
実
例

に
依
拠
し
て
、
君
子
・
仁
者
の
「
か
た
ち
」
を
子
貢
に
伝
え
た
の
で

あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
ま
さ
し
く
、
神
と
貴
族
の
時
代
か
ら
の
脱
却
を

意
味
す
る
だ
け
で
な
く
、
古
代
中
国
世
界
の
人
間
観
と
そ
の
価
値
の

普
遍
化
を
意
味
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

賢
人
か
ら
仁
者
・
君
子
へ
。
こ
の
流
れ
は
戦
国
時
代
末
期
に
な
る

と
、
さ
ら
に
聖
人
の
概
念
へ
と
結
実
し
、
次
代
の
「
天
子
・
皇
帝
」

概
念
を
準
備
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
く
。
孔
子
た
ち
初
期
儒
家
た
ち

の
運
動
は
、
こ
う
し
た
時
代
の
潮
流
を
作
り
出
す
道
程
の
出
発
点
と

な
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

【
図
４
】　

自
他
概
念
と
五
常
と
六
芸
の
概
念
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小
結

　

筆
者
は
先
に
提
出
し
た
「
孔
子
が
目
指
し
た
理
想
の
「
か
た
ち
」

―
民
俗
学
的
視
座
に
よ
る
「
中
国
」
世
界
の
成
立
に
関
す
る
基
礎
的

研
究
―
」
に
お
い
て
、「
孔
子
は
、
異
な
る
文
化
を
持
つ
、
異
な
る

民
族
の
間
に
お
い
て
も
、
お
互
い
の
同
質
性
に
着
目
し
て
共
通
性
を

持
つ
学
問
や
観
念
を
形
成
し
て
い
こ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
し
て
民
族
や
言
語
の
違
い
を
克
服
し
、
他
者
の
異
な
る
文
化
も

内
包
し
た
中
国
の
文
化
・
文
明
を
制
作
し
て
い
こ
う
と
し
た
の
で
あ

る
」
と
述
べ
た
。

　

そ
の
具
体
的
な
行
動
と
し
て
、
人
間
の
内
的
な
ス
キ
ル
で
あ
る
徳

と
中
華
の
標
準
た
る
べ
く
整
え
ら
れ
た
学
問
で
あ
る
六
芸
の
整
備
が

あ
っ
た
。
孔
子
の
死
後
、
儒
学
者
た
ち
が
孔
子
の
理
念
に
基
づ
く
学

問
・
儒
学
を
形
成
し
て
い
き
、
徐
々
に
中
国
の
同
質
性
が
達
成
さ
れ

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
、
儒
学
に
基
づ
く
同
質
的
・
統
一
的
な
思
想
は
、
孔
子

が
存
在
し
た
か
ら
こ
そ
、
創
造
さ
れ
て
き
た
観
念
で
あ
っ
た
で
あ
ろ

う
が
、
の
ち
に
、
古
代
中
国
の
支
配
的
な
思
想
と
な
る
に
至
る
。
そ

れ
と
同
調
す
る
か
た
ち
で
、『
論
語
』
の
整
備
も
進
ん
で
い
っ
た
と

見
な
し
て
良
い
の
で
あ
ろ
う
。

　

本
篇
で
は
、孔
子
と
そ
の
弟
子
た
ち
、す
な
わ
ち
「
孔
子
集
団
」
が
、

ど
の
よ
う
な「
世
界
観
」に
よ
っ
て
言
説
を
構
成
し
た
の
か
、そ
し
て
、

ど
の
よ
う
に
当
時
の
古
典
で
あ
る
「
語
」
や
「
先
例
」
を
引
用
し
て
、

「
孝
」「
仁
」「
義
」
な
ど
の
徳
の
概
念
に
依
拠
し
た
道
徳
教
育
を
形

成
し
て
い
っ
た
の
か
を
確
認
し
て
き
た
。
さ
ら
に
は
、
神
の
時
代
の

遺
産
で
あ
る
「
賢
」
の
概
念
へ
の
追
従
か
ら
の
脱
却
と
、
仁
者
・
君

子
の
概
念
を
構
成
す
る
「
義
」
の
徳
の
追
求
に
関
す
る
考
察
を
行
う

こ
と
に
よ
っ
て
、
賢
人
か
ら
仁
者
・
君
子
へ
、
そ
し
て
、
さ
ら
に
聖

人
に
至
る
道
に
至
る
出
発
点
を
確
認
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
ら
は
、
先
の
論
考
で
も
述
べ
た
「
中
国
の
同
質
性
の
確
立
」

と
も
、
大
い
に
関
連
す
る
領
域
を
持
っ
た
課
題
で
も
あ
る
が
、
こ
う

し
た
孔
子
以
降
の
早
期
儒
家
が
、
い
か
に
思
想
的
・
教
学
的
に
確
立

さ
れ
て
い
く
か
、
ま
た
、『
論
語
』
が
、
ど
の
よ
う
に
成
立
し
て
き

た
の
か
に
つ
い
て
は
、
そ
の
大
ま
か
な
方
向
性
を
指
し
示
す
こ
と
は

で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
篇
の
後
半
部
分
で
は
、
前
漢
代
に
お
け
る
『
論
語
』
の
確
立
に

つ
い
て
、
異
な
る
章
句
の
分
析
か
ら
踏
み
込
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
が
、
こ
う
し
た
不
明
な
部
分
、
と
り
わ
け
現
行
本
『
論
語
』

の
篇
次
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
お
そ
ら
く
前
漢
期
の
儒
者
た
ち
の
観

念
に
よ
り
、編
纂
が
な
さ
れ
て
き
た
と
の
先
学
が
指
摘
し
て
い
る
が
、

筆
者
は
、『
論
語
』
の
章
句
の
中
に
、
そ
の
解
答
の
ヒ
ン
ト
が
隠
さ

れ
て
い
る
と
予
想
す
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
本
稿
で
は
与
え
ら
れ

た
紙
幅
を
大
幅
に
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
た
め
、い
っ
た
ん
は
筆
を
擱
き
、

こ
の
続
編
の
検
証
作
業
に
つ
い
て
は
他
日
を
期
す
こ
と
と
し
た
い
。
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〈
注
釈
〉

1 
『
論
語
』
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
言
行
本
を
指
す
も
の
で
あ
る
。
た
だ

し
、
先
秦
に
お
け
る
『
論
語
』
に
つ
い
て
は
、「
魯
語
」「
齊
語
」「
古

論
語
」
な
ど
、
複
数
の
テ
キ
ス
ト
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い

て
本
稿
で
は
、「
原
『
論
語
』」
と
弁
別
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
孔
子
と
、
そ
の
弟
子
の
時
代
に
成
立
し
て

い
た
と
の
立
場
を
筆
者
は
と
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
基
本
的
に
は
、
そ

れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
も
含
め
て
本
稿
で
は
『
論
語
』
と
記
述
す
る
こ
と

と
す
る
が
、
適
時
、
追
加
の
説
明
を
取
る
こ
と
も
あ
る
。

 

　

な
お
、『
論
語
』
や
孔
子
に
関
す
る
考
証
的
な
先
行
研
究
と
し
て
、

木
村
英
一
『
孔
子
と
論
語
』（
創
文
社
、一
九
七
一
年
）
や
渡
邊
卓
『
古

代
中
国
思
想
の
研
究　

―
「
孔
子
伝
の
形
成
」
と
儒
墨
集
団
の
思
想

と
行
動
』（
創
文
社
、
一
九
七
三
）、
藤
塚
鄰
『
論
語
総
説
』（
国
書
刊

行
会
、
一
九
八
八
復
刊
）
な
ど
が
あ
る
。

２  

【
原
文
】子
曰
、述
而
不
作
。
信
而
好
古
。
窃
比
於
我
老
彭
。（『
論
語
』

述
而
第
七
の
一
）

３ 

近
年
、『
論
語
』
に
関
す
る
学
説
的
な
研
究
や
、
文
献
批
判
や
書
誌

学
・
目
録
学
的
な
論
考
が
ま
と
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
た
と
え
ば
、
浅

野
裕
一
『
孔
子
神
話
―
宗
教
と
し
て
の
儒
教
の
形
成
』（
岩
波
書

店
、
一
九
九
七
年
）
や
沢
田
多
喜
男
『『
論
語
』
考
索
』（
知
泉
書

館
、
二
〇
〇
九
）
は
『
論
語
』
の
形
成
に
関
し
て
学
説
的
・
考
証
的

に
論
を
構
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
高
橋
均
『
論
語
義
疏
の
研
究
』（
創

文
社
、
二
〇
一
三
）、
同
『
経
典
釈
文
論
語
音
義
の
研
究
』（
創
文

社
、
二
〇
一
七
）、
同
『
六
朝
論
語
注
釈
史
の
研
究
』（
知
泉
書
館
、

二
〇
二
二
）
な
ど
は
、
文
献
批
判
や
書
誌
学
・
目
録
学
的
な
論
考
が

ま
と
め
ら
れ
た
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

４ 

大
室
幹
雄
『
劇
場
都
市
―
古
代
中
国
の
世
界
像
―
』（
三
省
堂
、

一
九
八
一
年
）
三
二
頁
。

５ 

大
室
幹
雄
『
劇
場
都
市
―
古
代
中
国
の
世
界
像
―
』（
三
省
堂
、

一
九
八
一
年
）
三
四
頁
。
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
。

６ 

古
典
的
な
説
明
と
し
て
は
、丸
山
眞
男
『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』（
東

京
大
学
出
版
会
、一
九
五
二
）な
ど
の
一
連
の
論
考
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

７  

【
原
文
】子
曰
、知
者
楽
水
、仁
者
楽
山
。
知
者
動
、仁
者
静
。
知
者
楽
、

仁
者
寿
。（『
論
語
』
雍
也
第
六
の
二
十
三
）

８  

【
原
文
】
上
善
若
水
。
水
善
利
万
物
、
而
不
争
。
処
衆
人
之
所
悪
。

故
幾
於
道
。
居
善
地
、
心
善
淵
、
与
善
仁
、
言
善
信
、
正
善
治
、
事

善
能
、
動
善
時
。
夫
唯
不
争
、
故
無
尤
。

 
 

【
書
き
下
し
文
】
上
善
は
水
の
若
し
。
水
は
万
物
を
善
く
利
し
て
、

而
も
争
わ
ず
。
衆
人
の
悪
む
所
に
居
る
。
故
に
道
に
幾
し
。
居
に
は

地
を
善
し
と
し
、心
は
淵
な
る
を
善
し
と
し
、與
に
は
仁
を
善
し
と
し
、

言
に
は
信
を
善
し
と
し
、
正
に
は
治
を
善
し
と
し
、
事
に
は
能
を
善

し
と
し
、
動
に
は
時
を
善
し
と
す
。
そ
れ
唯
争
わ
ず
、
故
に
尤
無
し
。

 
 

【
解
釈
】

 

最
も
素
晴
ら
し
い
善
、
そ
れ
を
例
え
る
な
ら
水
で
あ
ろ
う
。
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万
物
に
利
沢
を
与
え
育
て
上
げ
る
が
、
水
自
体
は
利
を
争
お
う
と
は

し
な
い
。

 
そ
れ
ど
こ
ろ
か
一
般
の
人
が
避
け
た
が
る
場
所
で
あ
る
低
い
地
に
居

る
こ
と
も
で
き
る
。

 

つ
ま
り
水
と
は
、
こ
う
し
た
自
然
の
法
則
で
あ
る
道
に
最
も
近
い
存

在
で
、
そ
の
居
場
所
は
良
い
大
地
と
な
し
、
そ
の
心
は
水
が
潜
む
淵

を
良
い
場
所
に
す
る
。

 

仲
間
に
は
仁
を
、語
ら
う
際
に
は
信
頼
を
生
み
、善
い
「
ま
つ
り
ご
と
」

で
治
め
、
仕
事
は
良
く
機
能
し
、
そ
の
動
き
に
は
時
を
失
す
る
よ
う

な
事
は
な
い
。

 

水
は
万
物
に
順
じ
て
争
わ
な
い
。
し
た
が
っ
て
否
定
さ
れ
る
こ
と
は

な
い
の
で
あ
る
。

９  

【
原
文
】
太
一
生
水
、
水
反
輔
太
一
、
是
以
成
天
。
天
反
輔
太
一
、

是
以
成
地
。
天
地
復
相
輔
也
、
是
以
成
神
明
。
神
明
復
相
輔
也
、
是

以
成
陰
陽
。
陰
陽
復
相
輔
也
、
是
以
成
四
時
。
…
是
故
太
一
藏
于
水
、

行
于
時
、周
而
或
成
、生
以
成
万
物
母
。
一
缺
、一
盈
、以
紀
為
万
物
経
。

此
天
之
所
不
能
殺
、
地
之
所
不
能
釐
、
陰
陽
之
所
不
能
成
。
君
子
知

此
之
謂
聖
。

 
 

【
書
き
下
し
文
】
太
一
は
水
を
生
じ
、
水
は
反
り
て
太
一
を
輔
け
、

是
を
以
て
天
を
成
す
。
天
は
反
り
て
太
一
を
輔
け
、
是
を
以
て
地
を

成
す
。
天
地
は
復
た
相
輔
け
、
是
を
以
て
神
明
を
成
す
。
神
明
は
復

た
相
輔
け
て
、
是
を
以
て
陰
陽
を
成
す
。
陰
陽
は
復
た
相
輔
け
て
、

是
を
以
て
四
時
を
成
す
。･･･

是
の
故
に
太
一
は
水
に
藏
み
、
時
に
行

り
て
、周
く
し
て
成
す
こ
と
或
り
、生
ず
る
を
以
て
萬
物
の
母
と
成
る
。

一
と
き
は
缼
き
、一
と
き
は
盈
し
、紀
ぶ
る
を
以
て
萬
物
の
経
と
為
る
。

10 

混
一
疆
理
歴
代
国
都
之
図
（
こ
ん
い
つ
き
ょ
う
り
れ
き
だ
い
こ
く
と

の
ず
）（
一
四
〇
二
年
、
龍
谷
大
学
所
蔵
）

11  

【
原
文
】
子
曰
、
學
而
時
習
之
、
不
亦
說
乎
。
有
朋
自
遠
方
來
、
不

亦
樂
乎
。
人
不
知
而
不
慍
、不
亦
君
子
乎
。（『
論
語
』学
而
第
一
の
一
）

12 

吉
川
幸
次
郎
『
論
語
（
新
訂
中
国
古
典
選
）』（
朝
日
新
聞
社
、

一
九
六
五
）
や
平
岡
武
夫
『
論
語
（
新
訂
中
国
古
典
選
）』（
集
英
社
、

一
九
八
〇
）
な
ど
の
章
句
の
注
釈
に
散
見
さ
れ
る
。

13 

合
山
究
『
論
語
解
釈
の
疑
問
と
解
明
』（
明
徳
出
版
社
、
一
九
八
〇
）

参
照
。

14 

志
…
朱
熹
は
、「「
そ
の
志
を
求
め
る
」
と
は
、
自
分
が
悟
っ
た
道
を

守
る
こ
と
で
あ
る
（
其
の
志
を
求
む
は
、
其
の
達
す
る
所
の
道
を
守

る
な
り
）」
と
述
べ
て
い
る
。
た
だ
し
当
然
、
隠
居
し
て
い
る
、
つ
ま

り
在
野
に
あ
る
時
に
求
め
る
理
想
、
や
や
個
人
が
悟
り
う
る
理
想
を

「
志
」
と
称
し
、
そ
れ
が
天
下
に
拡
大
さ
れ
た
理
想
を
「
道
」
と
称

し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

15 
義
…
正
し
い
行
動
や
実
践
の
こ
と
。
字
形
は
、
羊
（
神
に
供
え
る
犠

牲
の
ひ
つ
じ
）
に
我
（
青
銅
の
ギ
ザ
ギ
ザ
の
刃
）
の
か
た
ち
よ
り
取
っ

た
も
の
で
、
一
説
に
よ
る
と
神
に
犠
牲
を
供
え
る
役
目
の
人
が
「
義
」

と
自
称
し
た
た
め
、正
し
く
行
動
す
る
人
物
の
意
を
表
す
よ
う
に
な
っ



80

研究　東洋

た
と
い
う
。
孔
子
の
頃
に
は
、
義
は
祭
祀
を
行
う
人
（
司
祭
）
で
あ

る
と
の
背
景
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
同
時
に
、
祭
祀
を
執
り
行
え
る
よ
う
な
司
祭
は
、
当
然
、
正

し
い
行
動
を
す
る
人
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
金
文
）　

羊
＋

我

16 

道
…
朱
熹
は
、「「
そ
の
道
を
達
す
」
と
は
、
自
分
が
求
め
た
志
を
実

践
す
る
こ
と
で
あ
る
（
其
の
道
を
達
す
る
は
、
其
の
求
む
る
所
の
志

を
行
う
な
り
）」
と
説
明
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
隠
居
し
て
い
る
折
、

つ
ま
り
在
野
に
あ
る
時
に
は
、
一
心
不
乱
に
自
ら
が
向
か
う
べ
き
理

想
で
あ
る
「
志
」
を
追
求
し
、
政
治
に
携
わ
る
身
分
と
な
っ
た
と
き

に
は
、
そ
の
理
想
を
達
成
し
て
い
く
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

17  

【
原
文
】
孔
子
曰
、
見
善
如
不
及
、
見
不
善
如
探
湯
、
吾
見
其
人
矣
、

吾
聞
其
語
矣
、
隱
居
以
求
其
志
、
行
義
以
達
其
道
、
吾
聞
其
語
矣
、

未
見
其
人
也
。（『
論
語
』
季
子
第
十
六
の
十
一
）

18  

【
原
文
】（『
誠
不
以
富
、
亦
祇
以
異
。』）
齊
景
公
有
馬
千
駟
、
死
之

日
、
民
無
德
而
稱
焉
。
伯
夷
叔
齊
餓
於
首
陽
之
下
、
民
到
于
今
稱
之
。

其
斯
之
謂
與
。（『
論
語
』
季
子
第
十
六
の
十
二
）

19  

【
原
文
】
子
夏
之
門
人
問
交
於
子
張
、
子
張
曰
。
子
夏
云
何
、
對
曰
、

子
夏
曰
、
可
者
與
之
、
其
不
可
者
距
之
、
子
張
曰
、
異
乎
吾
所
聞
、

君
子
尊
賢
而
容
衆
、嘉
善
而
矜
不
能
、我
之
大
賢
與
、於
人
何
所
不
容
、

我
之
不
賢
與
、
人
將
距
我
、
如
之
何
其
距
人
也
。（『
論
語
』
子
張
第

十
九
の
三
）

20 

こ
こ
ま
で
『
史
記
』
伯
夷
叔
斉
列
伝
の
内
容
を
簡
易
に
ま
と
め
、
一

部
は
書
き
下
し
文
を
添
付
し
て
解
説
を
行
っ
た
。

21 

賢
…
…
孔
子
の
生
き
た
時
代
の
人
間
評
価
の
基
準
の
一
つ
。「
知
」
に

代
表
さ
れ
る
よ
う
な
「
賢
い
」、「
聡
明
な
」
と
い
う
意
味
に
止
ま
ら
ず
、

高
度
な
人
間
の
総
合
力
を
示
す
基
準
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
儒
家
だ

け
で
な
く
、
墨
家
の
人
た
ち
か
ら
も
重
要
視
さ
れ
て
い
た
。

22  

【
原
文
】子
貢
問
、師
與
商
也
孰
賢
。
子
曰
、師
也
過
。
商
也
不
及
。
曰
、

然
則
師
愈
與
。
子
曰
、
過
猶
不
及
。（『
論
語
』
先
進
第
十
一
の
十
五
）
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ナ
イ
ル
の
水
辺
に
息
づ
い
た
古
代
世
界　
―
文
明
の
重
層
性
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ

■
論
文
Ⅲ
■

東
日
本
国
際
大
学
客
員
教
授

東
洋
思
想
研
究
所
研
究
員
　
長
谷
川
　
　
　
奏
　

は
じ
め
に

 　

イ
ス
ラ
ー
ム
は
、
ア
ラ
ビ
ア
半
島
の
多
神
教
的
な
空
間
か
ら
登
場

し
、
や
が
て
唯
一
神
へ
の
信
仰
を
標
榜
す
る
広
大
な
イ
ス
ラ
ー
ム
世

界
が
形
成
さ
れ
て
い
く
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
は
ま
た
、
強
固
に
多

神
教
的
な
伝
統
が
残
る
地
域
に
も
対
峙
し
た
。
エ
ジ
プ
ト
は
そ
の
代

表
的
な
地
域
で
あ
り
、
六
四
一
年
に
バ
ビ
ロ
ン
要
塞
を
攻
略
し
、
さ

ら
に
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
か
ら
ビ
ザ
ン
ツ
軍
が
退
却
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
征
服
事
業
は
完
了
さ
れ
る
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
人
々
は
、
征

服
以
前
の
社
会
で
多
数
派
で
あ
っ
た
コ
プ
ト
教
徒
と
向
き
合
い
、
生

活
空
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
局
面
で
、
三
千
数
百
年
に
わ
た
る
前
身
伝
統

と
対
峙
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
エ
ジ
プ
ト
で
古
代
以

来
の
行
政
拠
点
と
な
っ
て
き
た
メ
ン
フ
ィ
ス
の
水
辺
空
間
を
事
例
と

し
て
扱
い
、
筆
者
が
ナ
イ
ル
・
デ
ル
タ
の
湖
沼
地
帯
で
の
事
例
を
も

と
に
論
じ
た
「
生
活
空
間
の
多
様
性
」（
長
谷
川2018

:86-97

）
と

は
異
な
る
「
文
明
の
重
層
性
」
の
歴
史
空
間
に
触
れ
て
み
た
い
。
イ

ス
ラ
ー
ム
世
界
に
お
け
る
水
辺
空
間
と
メ
ン
フ
ィ
ス
、
カ
イ
ロ
と

い
っ
た
行
政
都
市
は
、
こ
れ
ま
で
の
学
史
の
中
で
は
、
主
に
地
理
学

か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
そ
の
「
行
政
権
力
の
集
中
性
」
あ
る

い
は
「
外
来
要
素
へ
の
包
容
力
」
と
関
連
付
け
ら
れ
て
考
察
さ
れ
る

こ
と
が
主
で
あ
っ
た
（
長
沢1997

:59-119

）。
本
稿
で
は
こ
う
し
た

学
史
を
整
理
し
な
が
ら
も
、
考
古
学
的
な
視
点
か
ら
生
活
空
間
に
関

わ
る
水
辺
の
諸
相
を
取
り
上
げ
、
特
に
埋
葬
空
間
と
の
接
点
に
な
っ

た
水
辺
空
間
に
息
づ
い
た
古
代
世
界
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
に
よ

り
、イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
に
お
け
る
文
明
の
重
層
性
の
面
を
提
示
す
る
。

１
．
ナ
イ
ル
の
水
辺
空
間
を
め
ぐ
る
地
理
学
理
論
と
文
明
論

　

エ
ジ
プ
ト
で
は
、
初
期
文
明
（
フ
ァ
ラ
オ
文
明
）
の
時
代
、
地
中
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海
文
明
の
時
代
、
イ
ス
ラ
ー
ム
文
明
の
時
代
と
い
う
諸
文
明
の
時
代

を
通
し
て
、
ナ
イ
ル
に
寄
り
そ
う
生
活
空
間
が
中
心
を
占
め
、
ナ
イ

ル
の
氾
濫
期
（
図
１
）
の
後
に
訪
れ
る
播
種
期
、
収
穫
期
と
い
う
三

種
の
季
節
感
は
、
歴
史
時
代
の
長
き
に
わ
た
っ
て
保
持
さ
れ
て
き
た

た
め
、
そ
こ
で
醸
成
さ
れ
た
世
界
観
や
道
徳
観
は
ま
た
、
水
辺
で
暮

ら
す
人
々
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
伝
統
的
な
ホ
ウ
ド
灌
漑
に

代
わ
る
通
年
灌
漑
制
度
の
導
入
や
ハ
イ
ダ
ム
建
設
は
人
々
の
生
活
リ

ズ
ム
を
大
き
く
変
え
た
が
、
そ
れ
は
長
い
歴
史
の
時
間
軸
か
ら
み
れ

ば
、ま
だ
ほ
ん
の
近
年
の
変
貌
に
す
ぎ
な
い
。
ガ
マ
ー
ル
・
ハ
ム
ダ
ー

ン
は
、
そ
う
し
た
テ
ー
マ
に
、
地
理
学
の
視
点
か
ら
迫
り
、『
エ
ジ

プ
ト
的
性
格
』
の
大
著
を
著
し
た
文
明
史
家
と
し
て
も
知
ら
れ
る

１

。

こ
こ
で
は
、
先
の
筆
者
の
著
作
で
紹
介
し
た
ハ
ム
ダ
ー
ン
理
論
の
中

で
も
重
要
な
部
分
を
含
め
つ
つ
、
そ
の
論
点
を
整
理
し
て
み
る
。

 

〈
ナ
イ
ル
河
谷
は
全
て
氾
濫
す
れ
ば
一
体
と
な
り
、大
地
は
水
に
よ
っ

て
形
作
ら
れ
る
が
、
ま
た
そ
の
川
が
生
み
出
し
た
も
の
や
沈
殿
物

に
よ
っ
て
も
覆
わ
れ
る
。
ナ
イ
ル
は
唯
一
の
河
谷
に
よ
っ
て
作
ら

れ
、
ナ
イ
ル
は
自
然
景
観
を
形
作
る
絶
対
的
な
最
も
主
要
な
管
理
者

で
あ
り
、
明
白
な
形
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
ナ
イ
ル
は
エ
ジ
プ
ト
の

大
地
に
同
質
性
を
与
え
、
人
々
の
生
活
や
暮
ら
し
の
場
ま
で
支
配
す

る
こ
と
に
な
る
。
川
の
堆
積
物
は
ま
た
水
の
堆
積
物
で
も
あ
り
、
自

然
の
上
で
も
季
節
的
な
サ
イ
ク
ル
の
上
で
も
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
降

下
の
原
理
（



）
に
従
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
も
し

変
化
が
あ
る
と
し
て
も
、
地
域
的
な
標
高
に
よ
っ
て
、
僅
か
に
か
つ

徐
々
に
変
わ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
た
と
え
長
い
地
理
空
間
で

あ
っ
て
も
知
覚
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
（




）。

上
エ
ジ
プ
ト
は
、
自
然
の
上
で
支
配
的
な
中
心
に
全
く
欠
け
て
お

り
、
伸
び
た
裂
け
目
（




）
の
よ
う
な
線
状
の

伸
び
、
あ
る
い
は
閉
じ
た
管
（



）
は
、
長
く

は
あ
る
が
幅
が
無
く
、
動
き
の
軸
や
そ
の
方
向
性
は
一
つ
で
あ
る

と
い
う
特
色
を
持
つ
地
域
で
あ
る
（




）、
そ
の

一
方
の
デ
ル
タ
は
、
東
西
に
わ
た
っ
て
ど
の
よ
う
な
中
心
も
み
つ
け

る
こ
と
は
で
き
な
い
（






）。
そ
こ
で
は
お
よ
そ

北
か
ら
南
の
軸
に
沿
っ
て
、
規
則
的
な
自
然
の
線
の
束
に
な
っ
て
い

る
が
、
そ
の
実
態
は
デ
ル
タ
の
ナ
イ
ル
支
流
と
運
河
で
あ
り
、
結
節

点
と
も
い
う
べ
き
自
然
の
節
を
形
作
る
よ
う
な
東
西
に
わ
た
る
水
平

方
向
の
自
然
の
軸
が
無
い
の
で
あ
る
（




）。
し

か
し
総
論
的
に
言
え
ば
、
エ
ジ
プ
ト
で
は
目
立
っ
た
段
階
的
な
変

化
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
そ
れ
が
基
本
的
な
同
質
性
の
範
囲
を
超
え

る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
だ
。
ナ
イ
ル
河
谷
は
氾
濫
す
れ
ば
、
自
然

に
同
一
景
観
と
な
り
、
デ
ル
タ
と
上
エ
ジ
プ
ト
と
い
う
伝
統
的
な

二
つ
の
差
異
が
形
状
や
面
積
に
み
ら
れ
よ
う
と
、
そ
れ
は
構
造
や
質

の
違
い
と
い
う
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
い
（




）。
ナ
イ

ル
に
形
成
さ
れ
た
島
は
、
岩
形
成
の
島
（

）
と
堆

積
形
成
の
島
（

）に
分
類
さ
れ
る
（
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）。
岩
形
成
の
島
に
対
し
、
堆
積
形
成
の
島
は
氾
濫
原
の

中
核
（




）
の
一
部
と
し
て
ナ
イ
ル
の
中
に

沈
み
、
投
棄
さ
れ
た
粘
着
物
（

） 

の
よ
う
な
も
の
で

あ
る
が
ゆ
え
に
堆
積
物
の
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
高
低
差
の
場
に
人
々
は

住
居
を
構
え
船
の
接
岸
ポ
イ
ン
ト
を
作
る
。ま
た
堆
積
形
成
の
島
は
、

堆
積
と
浸
食
の
作
用
に
よ
っ
て
島
を
成
長
（



）
と
衰
退

（

）
に
導
き
、
岩
形
成
の
島
の
よ
う
に
熱
変
成
が
無
い

た
め
に
、
た
え
ま
な
い
土
壌
堆
積
の
上
に
自
然
物
が
積
み
重
な
っ
て

い
く
。

 　

エ
ジ
プ
ト
の
首
都
の
位
置
は
い
つ
も
政
治
的
に
戦
略
的
な
位
置
に

あ
り
、
デ
ル
タ
の
先
端
（
根
元
の
部
分
）
は
、
人
体
で
い
え
ば
ウ
エ

ス
ト
の
部
分
で
あ
り 

（



）、
地
中
海
か
ら
急
湍

の
あ
る
ヌ
ビ
ア
の
地
ま
で
、
エ
ジ
プ
ト
の
全
土
は
、
カ
イ
ロ
の
リ
ズ

ム
と
連
動
し
た
。
そ
し
て
い
か
な
る
場
合
に
お
い
て
も
、
首
都
の
中

心
は
他
の
ど
ん
な
町
よ
り
も
大
き
く
、
政
治
的
に
も
経
済
的
に
も
社

会
的
に
も
文
化
的
に
も
エ
ジ
プ
ト
の
中
心
で
あ
る
（






）。
ナ
イ
ル
の
水
辺
社
会
は
、
そ
の
昔
か
ら
、
外
部
要
素
を
追

い
出
す
地
と
い
う
よ
り
は
引
き
込
む
地
で
あ
り
、
外
部
要
素
を
外

側
へ
追
い
や
る
動
き
を
す
る
地
と
い
う
よ
り
は
、
外
部
要
素
を
内

側
へ
引
き
込
む
の
で
あ
る
。
歴
史
的
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
種
の

波
の
洪
水
や
定
住
の
た
め
の
移
動
、
戦
争
に
伴
う
攻
撃
、
平
和
的

な
侵
入
な
ど
が
み
ら
れ
て
き
た
（




）。
ナ
イ
ル

の
水
辺
社
会
は
、
外
側
か
ら
の
攻
撃
の
波
に
対
し
て
内
部
か
ら
の
力

を
用
い
て
き
た
が
、
外
部
要
素
を
呑
み
こ
み
か
つ
消
化
し
て
し
ま

う
よ
う
な
、
貴
重
で
生
命
力
あ
る
生
物
学
的
な
吸
収
力
を
示
す
の
だ 

（




）。
灌
漑
の
耕
地
は
人
々
に
恩
恵
を
与
え
る

が
、
一
方
で
お
互
い
の
流
血
の
事
態
に
直
面
す
る
局
面
に
も
導
く
。

水
が
流
れ
る
高
所
に
立
つ
も
の
は
、低
所
に
位
置
す
る
も
の
に
対
し
、

水
の
浪
費
や
閉
鎖
に
よ
っ
て
悪
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
高
い
場
所

に
あ
る
ホ
ウ
ド
（
灌
漑
用
溜
池
）
は
、
低
地
に
あ
る
ホ
ウ
ド
の
生
命

を
支
配
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
こ
う
し
た
水
の
関
係
は
、
余
す

と
こ
ろ
な
く
ナ
イ
ル
河
谷
に
入
り
込
み
、
そ
れ
は
あ
た
か
も
、
容
器

に
浸
し
た
水
が
均
等
に
広
が
っ
て
い
く
水
の
原
理
の
よ
う
に
敷
衍
す

る 

（




）。
こ
の
よ
う
な
地
理
的
位
置
に
置
か
れ

た
都
市
で
は
、
フ
ァ
ラ
オ
的
専
制
は
中
央
集
権
に
よ
る
不
可
避
の
結

果
で
あ
る
。
ナ
イ
ル
の
水
辺
社
会
は
、
世
界
で
も
最
も
古
く
か
つ
深

く
中
央
集
権
の
政
府
が
登
場
し
た
場
で
あ
る
が
、
同
時
に
最
も
古
く

か
ら
暴
政
が
い
き
わ
た
っ
た
場
で
も
あ
る
。
エ
ジ
プ
ト
人
は
歴
史
の

曙
の
時
代
か
ら
、
政
治
的
な
自
由
を
求
め
て
、
早
期
か
ら
政
治
的
な

統
一
へ
の
多
大
な
支
払
い
を
行
い
、
社
会
の
自
由
に
よ
っ
て
社
会
の

安
全
を
獲
得
し
て
き
た
が
、
そ
の
結
果
、
人
民
と
政
府
と
い
う
反
対

の
関
係
が
生
ま
れ
る
こ
と
と
な
り
、
人
民
の
大
き
さ
は
萎
え
る
一
方

で
、
政
府
の
重
量
は
増
し
て
、
政
府
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
て
人
民

は
委
縮
し
て
い
っ
た
（




）。〉
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２
．
歴
史
考
古
学
の
資
料
が
示
す
メ
ン
フ
ィ
ス
の
水
辺
景
観

　

次
に
歴
史
考
古
学
が
示
す
メ
ン
フ
ィ
ス
の
水
辺
景
観
の
諸
相
に
触

れ
て
み
る
。
現
在
遺
跡
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
ミ
ー
ト
ラ
ヒ
ー
ナ

（



）
は
、
新
王
国
時
代
以
降
の
生
活
空
間
で
あ
り
、
そ

れ
以
前
の
時
代
の
痕
跡
は
厚
い
沃
土
に
覆
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
一

方
で
古
代
末
期
に
記
述
さ
れ
た
歴
史
史
料
も
残
る
の
で
、
そ
れ
ら
を

有
効
に
活
用
し
た
い
。そ
れ
を
最
も
代
表
す
る
ス
ト
ラ
ボ
ン（
二
十
三

年
没
）
が
生
き
た
時
代
、
メ
ン
フ
ィ
ス
は
ま
だ
多
く
の
人
口
を
擁
す

る
都
市
で
あ
り
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
に
次
ぐ
規
模
を
誇
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
異
国
の
人
々
が
居
住
し
た
場
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た

２

。

こ
こ
で
は
ま
ず
、
メ
ン
フ
ィ
ス
都
市
空
間
の
主
要
な
水
辺
景
観
を
巡

見
し
て
み
る
（
図
２
：
Ｃ
１
～
8
）。

①
波
止
場
と
し
て
の
水
辺
景
観
（
Ｃ
１
）

　

 

メ
ン
フ
ィ
ス
の
港
施
設
自
体
は
、
メ
ン
フ
ィ
ス
の
南
部
に
あ
っ
た

と
推
測
さ
れ
る
が

３

、
こ
れ
以
外
に
も
、
メ
ン
フ
ィ
ス
に
は
、
航

行
す
る
船
が
立
ち
寄
る
場
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
王
宮
に
最

も
近
い
ナ
イ
ル
の
ほ
と
り
に
は
、
王
家
の
船
を
建
造
し
、
船
が

停
泊
す
る
港
（proasteion

）
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る

４

。

ま
た
プ
タ
ハ
神
殿
の
東
門
と
、
同
神
殿
の
「
中
央
聖
池
」
が
東
側

に
低
地
が
伸
び
、
ナ
イ
ル
と
接
し
た
場
は
、
神
殿
祭
儀
に
関
わ
る

物
資
が
運
ば
れ
た
場
で
あ
り
、
当
該
港
域
は
土
器
な
ど
の
生
産
窯

が
集
中
す
る
場
に
も
接
し
て
い
た
と
思
わ
れ
、
資
材
が
集
散
す
る

場
あ
る
い
は
流
通
の
拠
点
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る

５

。

②
水
位
観
測
所
と
水
辺
景
観
（
Ｃ
２
）

　

 

十
九
世
紀
の
初
頭
にH

ekyakyan

は
、
コ
ー
ム
・
ア
ル
バ
ァ
イ
ー

ン
（K

om
A

rban

） 

の
東
側
に
、
ナ
イ
ロ
メ
ー
タ
ー
が
存
在
し

た
こ
と
を
報
じ
て
い
る
が
（Jeffreys 1985:48-51

）、
現
存
は
し

て
い
な
い
。

③
ナ
イ
ル
の
中
州
と
水
辺
景
観
（
Ｃ
３
）

　

 

メ
ン
フ
ィ
ス
の
対
岸
に
は
中
州
と
島
が
あ
り
神
殿
も
置
か
れ

て
い
た
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
現
在
の
バ
ド
ラ
シ
ェ
ー

ン
（



）
の
北
側
の
イ
ズ
バ
・
マ
ァ
マ
ル
（Izba

M
am

al

）
あ
た
り
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
は
、
プ
ト
レ
マ
イ
オ

ス
と
ペ
ル
デ
ィ
カ
ス
の
戦
闘
が
行
わ
れ
た
場
と
し
て
知
ら
れ
る

（T
hom

pson 1988
:12

）。

④
居
住
空
間
に
対
峙
す
る
水
辺
景
観
（
Ｃ
４
）

　

 

ヘ
ロ
ド
ト
ス
が
述
べ
る
フ
ェ
ニ
キ
ア
の
テ
ィ
ロ
ス
人
地
区
は
、

メ
ン
フ
ィ
ス
の
南
端
に
あ
り
、
こ
こ
は
「
シ
リ
ア
・
ペ
ル
シ
ア

人
地
区
（Syro-Persikon

）
の
位
置
と
ほ
ぼ
重
な
る
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
コ
ー
ム
・
ト
ゥ
ー
マ
ー
ン
（







）
に

近
接
し
た
水
辺
と
接
す
る
へ
り
を
中
心
に
、
ギ
リ
シ
ア
人
地
区

（H
ellenion

）
や
カ
リ
ア
人
地
区
（K

arikon

）
が
あ
っ
た
と
推

測
さ
れ
る
（T

hom
pson 1988:13

）。
こ
の
地
区
の
住
民
は
も

と
も
と
プ
サ
メ
テ
ィ
ク
一
世
が
ペ
ル
シ
ウ
ム
河
口
に
居
住
地
を
与
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え
、
後
に
は
ア
マ
シ
ス
に
よ
っ
て
、
メ
ン
フ
ィ
ス
に
強
制
移
住
さ

せ
ら
れ
た
人
々
で
あ
っ
た

６

。

⑤
祭
儀
空
間
の
中
の
水
辺
景
観
（
Ｃ
５
）

　

 

コ
ー
ム
・
ア
ル
＝
ラ
ビ
ー
ゥ
（K

om
 al-Rab



）
の
東
に
位
置

す
る
ラ
メ
セ
ス
二
世
の
名
を
持
つ
小
神
殿
は
ハ
ト
ホ
ル
神
殿

（Jeffreys 1985
:25

）
と
さ
れ
る
が
、
現
況
の
位
置
は
プ
タ
ハ

神
殿
の
南
域
か
ら
あ
ま
り
に
近
く
、
ラ
メ
セ
ス
三
世
が
水
路
を

渡
っ
て
訪
れ
る
パ
ピ
ル
ス
記
述
（Breasted 1906 &

 Grandeur 
1994, 

§§151

～412

）
内
の
ハ
ト
ホ
ル
神
殿
の
位
置
の
イ
メ
ー

ジ
に
は
遠
い
。
た
だ
し
、
メ
ン
フ
ィ
ス
南
域
で
も
そ
の
候
補
地
の

一
つ
と
想
定
さ
れ
る
地
点
に
は
シ
ン
バ
ー
ブ
（



）
村
が

形
成
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
考
古
学
的
な
検
証
は
困
難
で
あ
る
。

⑥
運
河
と
水
辺
空
間
（
Ｃ
６
）

　

 

メ
ン
フ
ィ
ス
と
砂
漠
と
の
間
に
リ
ベ
イ
ニ
運
河
（
あ
る
い
は
ピ
・

ア
ケ
ト
運
河
）
が
流
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
上
エ
ジ
プ
ト
の
ス
ハ
ー

グ
に
発
し
て
西
方
デ
ル
タ
の
湖
に
注
ぐ
古
ナ
イ
ル
が
残
存
し
た

支
流
で
あ
る
。
さ
ら
に
フ
ァ
イ
ユ
ー
ム
の
バ
ハ
ル
・
ユ
ー
ス
フ

（




）
に
も
繋
が
る
水
系
で
あ
り
、
現
在
の
マ
リ
ユ
ー

ト
運
河
（




）
が
そ
の
お
お
よ
そ
の
位
置
と
考
え

ら
れ
て
い
る

７

。

⑦
果
樹
園
と
水
辺
空
間
（
Ｃ
７
）

　

 

王
宮
北
側
の
丘
陵
の
へ
り
に
は
、
果
樹
園
（
あ
る
い
は
木
立
）

（Strab.17, I.32

）
や
葡
萄
園
（W

ipszycka 1961:166, 174, 
180

）が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。歴
史
史
料
で
は
、メ
ン
フ
ィ

ス
で
は
、葡
萄
と
オ
リ
ー
ブ
の
大
規
模
な
植
樹
が
行
わ
れ
て
お
り
、

メ
ン
フ
ィ
ス
産
の
オ
リ
ー
ブ
は
品
質
が
高
い
こ
と
で
知
ら
れ
て
い

た
が

８

、
当
該
の
地
区
は
メ
ン
フ
ィ
ス
外
郭
に
あ
た
る
の
で
、
ホ

ウ
ド
と
複
合
し
た
水
辺
景
観
を
形
成
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

⑧
神
殿
内
の
沼
沢
地
あ
る
い
は
沼
沢
地
に
向
う
波
止
場
（
Ｃ
８
）

　

 

コ
ー
ム
・
ト
ゥ
ー
マ
ー
ン
の
王
宮
は
、
帝
政
初
期
の
時
代
に
は
既

に
廃
墟
に
な
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
末
期
王
朝
時
代
の
王

宮
が
営
ま
れ
た
丘
陵
の
麓
は
「
北
聖
池
」
が
広
が
る
低
地
に
な
っ

て
お
り
、
恒
常
的
に
沼
沢
地
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
王
朝
時
代
に
は
、
こ
の
麓
部
分
に
公
的
な
職
務

の
場
が
設
け
ら
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
が
、
プ
タ
ハ
神
殿

の
西
部
と
北
部
を
占
め
る
低
地
帯
の
沼
沢
地
は
ま
た
、
西
方
の
砂

漠
に
あ
る
埋
葬
空
間
に
葬
儀
の
一
団
が
出
立
す
る
ポ
イ
ン
ト
と
も

な
っ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
え
る
。

　

次
に
メ
ン
フ
ィ
ス
墓
地
の
主
要
な
水
辺
景
観
を
、
南
側
～
北
側
と

い
う
順
に
巡
見
す
る
（
図
３
：
Ｎ
１
～
8
）。

①
サ
ッ
カ
ラ
墓
地
の
水
辺
空
間
（
Ｎ
１
）

　

 

サ
ッ
カ
ラ
墓
地
の
中
心
に
位
置
す
る
崖
際
に
は
、ア
ヌ
ベ
イ
オ
ン
、

ブ
バ
ス
テ
イ
オ
ン
の
墓
地
に
入
っ
て
い
く
た
め
の
入
口
が
設
け
ら
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れ
、
砂
漠
の
奥
側
で
は
、
セ
ラ
ペ
ウ
ム
と
の
間
を
連
結
す
る
道
が

作
ら
れ
た
。こ
の
道
は
石
灰
岩
で
舗
装
さ
れ
、道
の
脇
に
は
ス
フ
ィ

ン
ク
ス
像
が
立
ち
並
ん
だ

９

。
当
該
の
地
区
に
は
、
文
書
を
記
録

す
る
施
設
（grapheion

）
が
あ
り
、
こ
の
地
区
を
行
政
的
に
治

め
る
行
政
官
（strategos

） 

の
政
務
所
や
警
察
な
ど
も
置
か
れ
て

お
り
、
葬
送
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
住
ん
で
い
た
と
推
測
さ

れ
（T

hom
pson 1988

:25-26

）、
ネ
ク
ロ
ポ
リ
ス
の
中
の
「
神

殿
町
邑
（T

em
ple tow

n
）」
と
も
表
現
さ
れ
た
（Sm

ith et al. 
1978

:10

）。
多
神
教
世
界
が
崩
壊
し
た
後
に
は
、
こ
う
し
た
構

造
も
失
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、西
方
砂
漠
の
「
ウ
ナ
ス
の
湖
」

西
側
の
砂
漠
の
縁
に
は
、
エ
レ
ミ
ア
修
道
院
が
建
造
さ
れ
た
。
こ

こ
は
メ
ン
フ
ィ
ス
か
ら
の
堤
防
（

）
が
到
達
す
る
場
で
も
あ

り
、
メ
ン
フ
ィ
ス
と
砂
漠
を
繋
ぐ
中
心
的
な
景
観
の
場
を
形
成
し

た
10

。

②
北
サ
ッ
カ
ラ
墓
地
の
水
辺
空
間
（
Ｎ
２
）

　

 

ア
ブ
ー
シ
ー
ル
（
北
サ
ッ
カ
ラ
）
の
沼
沢
地
「
イ
ビ
ス
の
聖
池

（H
epnebes

）」 

は
、
参
詣
者
を
砂
漠
内
の
セ
ラ
ペ
ウ
ム
に
導
く

ア
プ
ロ
ー
チ
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
セ
ラ
ペ
ウ
ム
は
、
ラ
メ
セ
ス

二
世
の
時
代
に
は
ア
ピ
ス
の
聖
牛
を
埋
葬
し
た
が
、
入
口
前
面
に

第
三
十
王
朝
の
ネ
ク
タ
ネ
ボ
一
世
の
神
殿
も
設
け
ら
れ
、
や
が
て

プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
王
朝
時
代
以
後
はO

siris-A
pis 

を
崇
拝
す
る

巡
礼
地
に
な
っ
た
。「
イ
ビ
ス
の
聖
池
」
に
到
着
し
た
参
詣
者
は
、

左
手
に
連
な
る
北
サ
ッ
カ
ラ
の
動
物
墓
地
と
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
参
道

を
横
目
で
眺
め
な
が
ら
、
セ
ラ
ペ
ウ
ム
の
入
口
に
到
着
し
た
で

あ
ろ
う

11 

（Ray 1976
:147-49

）。
砂
漠
内
に
入
る
と
、
こ
こ
に

は
ト
ト
神
の
イ
ビ
ス
、
鷹
の
ホ
ル
ス
、
ヒ
ヒ
の
姿
を
と
る
ト
ト
、

ア
ピ
ス
の
母
と
し
て
の
イ
シ
ス
等
を
祀
る
神
域
が
あ
っ
た

12

。
ス

フ
ィ
ン
ク
ス
参
道
の
地
下
の
入
口
部
分
近
く
に
は
、
ギ
リ
シ
ア
世

界
を
代
表
す
る
哲
学
者
ら
の
彫
像
も
置
か
れ
た
。

3
．
図
像
資
料
に
見
る
精
神
世
界
の
推
移

　

後
一
世
紀
の
世
界
に
生
き
た
デ
ィ
オ
ド
ロ
ス
が
、
メ
ン
フ
ィ
ス
・

ネ
ク
ロ
ポ
リ
ス
の
葬
送
空
間
に
関
し
て
、
死
者
の
住
み
か
は
ア
ケ
ロ

シ
ア
（A

kelousia

）
と
呼
ば
れ
る
湖
に
近
い
湿
地
帯
に
あ
り
、
そ

こ
は
メ
ン
フ
ィ
ス
に
近
く
、
ロ
ー
タ
ス
と
葦
が
繁
茂
す
る
沼
地
で

あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
死
者
の
埋
葬
地
は
こ
こ
に
あ
り
、

そ
れ
は
エ
ジ
プ
ト
人
の
最
も
大
き
な
規
模
の
墓
で
、
死
者
は
ナ
イ
ル

と
ア
ケ
ロ
シ
ア
の
湖
を
渡
り
、
死
者
の
体
は
そ
こ
で
ボ
ル
ト
天
井
の

部
屋
に
置
か
れ
る
（D

iod.I, 96.7

）
と
記
述
し
て
い
る
の
は
興
味

深
い
。
こ
の
記
述
は
、
メ
ン
フ
ィ
ス
の
都
市
空
間
か
ら
砂
漠
の
葬
送

空
間
に
遺
体
が
運
ば
れ
る
際
に
、
ナ
イ
ル
（
あ
る
い
は
リ
ベ
イ
ニ
運

河
）
か
ら
砂
漠
縁
辺
の
沼
沢
地
を
渡
り
、
さ
ら
に
砂
漠
の
奥
深
い
埋

葬
空
間
に
運
ば
れ
て
い
く
情
景
を
記
し
た
も
の
と
理
解
さ
れ
、
古
代

ギ
リ
シ
ア
神
話
で
は
カ
ロ
ー
ン
が
死
者
の
魂
を
冥
界
ハ
デ
ス
へ
と
渡
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す
、
地
下
世
界
の
川
で
あ
る
ア
ケ
ロ
シ
ア
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て

い
る
。

　

当
該
の
時
代
は
、
エ
ジ
プ
ト
的
な
多
神
教
と
ギ
リ
シ
ア
的
な
多
神

教
が
併
存
し
た
時
代
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
こ
う
し
た
死
生
観
は
、

キ
リ
ス
ト
教
社
会
が
顕
在
化
し
て
く
る
四
世
紀
末
頃
ま
で
は
、
根
深

く
社
会
の
中
に
息
づ
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
メ
ン
フ
ィ
ス
地
域

に
お
い
て
は
、
既
に
ス
ト
ラ
ボ
ン
の
時
代
に
、
か
つ
て
太
陽
信
仰
の

中
心
地
と
し
て
栄
華
を
誇
っ
た
ヘ
リ
オ
ポ
リ
ス
は
廃
墟
に
な
っ
て
い

た
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
（Strab.V

III,79

）、
こ
う
し
た
精

神
世
界
の
動
向
を
考
古
学
資
料
の
中
で
確
認
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
が
、
そ
れ
を
補
う
の
が
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
東
方
地
区
で
み
つ

か
っ
た
テ
ィ
グ
ラ
ン
（T

igrane

）
墳
墓
と
コ
ー
ム
・
ア
ル
＝
シ
ュ

カ
ー
フ
ァ
（




）
遺
跡
の
事
例
で
あ
ろ
う
。
テ
ィ
グ

ラ
ン
墳
墓
で
は
、
ミ
イ
ラ
葬
送
の
埋
葬
室
に
白
い
漆
喰
が
施
さ
れ

て
、
そ
の
上
に
彩
画
が
描
か
れ
て
い
る
。
室
内
に
は
三
つ
の
ニ
ッ
チ

が
彫
ら
れ
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ッ
チ
の
壁
面
に
は
寝
台
に
横
た
わ

る
ミ
イ
ラ
と
そ
れ
を
取
り
囲
む
イ
シ
ス
神
、
ネ
フ
テ
ィ
ス
神
と
有
翼

日
輪
な
ど
フ
ァ
ラ
オ
的
な
モ
チ
ー
フ
が
描
か
れ
る
が
、
ボ
ル
ト
状
の

天
井
空
間
に
は
天
国
の
情
景
を
表
徴
す
る
植
物
の
蔦
や
羚
羊
等
の
動

物
が
描
か
れ
、
こ
こ
で
も
フ
ァ
ラ
オ
時
代
の
様
式
と
ギ
リ
シ
ア
様
式

の
混
在
が
見
て
取
れ
る
（Guim

ier-Sorbets, A
-M

. 2017: pls.79, 
154

）（
図
4
）。
コ
ー
ム
・
ア
ル
＝
シ
ュ
カ
ー
フ
ァ
遺
跡
は
、
地
下

に
設
け
ら
れ
た
大
き
な
二
つ
の
ハ
イ
ポ
ジ
ア
（H

ypogea

）
か
ら
な

り
、
葬
送
の
場
の
岩
場
に
描
か
れ
た
浮
彫
装
飾
が
理
解
の
手
掛
か
り

と
な
る
。
円
形
の
竪
坑
（Rotunda

）
を
持
つ
主
要
埋
葬
室
の
入
り

口
（Façade

）
に
は
、
有
翼
の
太
陽
日
輪
と
ホ
ル
ス
神
が
描
か
れ

た
リ
ン
テ
ル
が
描
か
れ
、
玄
室
の
棺
の
上
部
に
は
ア
ヌ
ビ
ス
神
、
ホ

ル
ス
神
、
ト
ト
神
ら
が
ラ
イ
オ
ン
頭
部
を
装
飾
し
た
ベ
ッ
ド
に
横
た

わ
る
ミ
イ
ラ
を
囲
む
伝
統
的
な
美
術
が
描
か
れ
る
が
、
棺
の
前
面
に

は
デ
ィ
オ
ニ
ソ
ス
へ
の
信
仰
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
よ
う
な
重
厚
な
花

輪
と
果
物
と
メ
ド
ゥ
ー
サ
が
描
か
れ
、
フ
ァ
ラ
オ
時
代
の
様
式
と
ギ

リ
シ
ア
様
式
が
混
在
し
た
世
界
観
を
窺
わ
せ
る（Guim

ier-Sorbets, 
A

-M
. 2017: pls. 70, 83, 153

）（
図
５
～
７
）。

　

特
に
ギ
リ
シ
ア
的
な
モ
チ
ー
フ
に
焦
点
を
当
て
る
と
、
コ
ー
ム
・

ア
ル
＝
シ
ュ
カ
ー
フ
ァ
遺
跡
の
カ
ラ
カ
ラ
帝
の
ハ
イ
ポ
ジ
ア
に
設
け

ら
れ
た
第
一
墓
地
（T

om
b2

）
に
は
ハ
デ
ス
に
よ
っ
て
簒
奪
さ
れ

た
ペ
ル
セ
ポ
ネ
と
冥
界
を
守
護
す
る
ケ
ル
ベ
ロ
ス
が
描
か
れ
た
壁
画

が
あ
り
、
ま
た
第
二
墓
地
（T

om
b2

）
に
は
、
地
上
で
の
生
活
を

享
受
す
る
ペ
ル
セ
ポ
ネ
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
ア
フ
ロ
デ
ィ
ー
テ
神

と
エ
ロ
ス
、
ア
テ
ネ
神
、
ア
ル
テ
ミ
ス
神
ら
が
立
ち
並
ぶ
女
神
の
モ

チ
ー
フ
が
描
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
代
表
的
な
も
の
と
な
ろ
う

（Guim
ier-Sorbets, A

-M
. 2017: pls. 120-122, 136

）。

　

さ
て
最
後
に
、
多
神
教
世
界
が
崩
壊
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
に

移
行
し
、
や
が
て
イ
ス
ラ
ー
ム
支
配
に
直
面
し
て
い
く
時
代
の
メ
ン
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フ
ィ
ス
の
状
況
に
目
を
向
け
て
み
た
い
。
伝
統
的
な
多
神
教
が
終
焉

を
迎
え
る
四
世
紀
頃
か
ら
、
メ
ン
フ
ィ
ス
の
活
動
痕
跡
の
記
録
も
少

な
く
な
っ
て
く
る
。
メ
ン
フ
ィ
ス
は
三
二
五
年
の
ニ
ケ
ー
ア
公
会
議

に
参
加
し
て
い
る
記
録
が
あ
る
の
で
、
正
教
の
教
会
群
の
一
つ
で

あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
が
（A

ziz 1991 （vol.5

）:1587

） 

、
メ

ン
フ
ィ
ス
の
中
央
域
で
み
つ
か
っ
て
い
る
教
会
遺
構
は
そ
う
し
た
も

の
の
一
つ
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
当
該
地
域
に
は
多
く
の
修
道

の
場
も
で
き
て
い
っ
た
が
、
そ
の
代
表
は
エ
レ
ミ
ア
修
道
院
で
あ
っ

た
。
エ
レ
ミ
ア
修
道
院
は
、
歴
史
文
献
の
上
で
は
四
七
〇
年
頃
に
基

礎
が
築
か
れ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
が
、
考
古
学
的
に
は
そ
の
殆
ど

が
、六
世
紀
後
半
か
ら
の
活
動
を
示
し
て
い
る
（ibid. vol. 3,773

）。

軍
事
上
の
点
か
ら
メ
ン
フ
ィ
ス
近
郊
で
重
要
さ
を
増
し
て
い
っ
た
の

は
バ
ビ
ロ
ン
で
あ
り

13

、
イ
ス
ラ
ー
ム
侵
攻
の
直
前
期
に
は
、
バ
ビ

ロ
ン
要
塞
と
防
衛
化
さ
れ
た
ロ
ー
ダ
島
の
対
面
部
分
の
ギ
ザ
が
ナ
イ

ル
流
域
の
中
心
的
な
場
と
な
り
、
メ
ン
フ
ィ
ス
か
ら
ギ
ザ
に
至
る
地

域
は
、
い
わ
ば
田
園
風
景
が
広
が
る
郊
外
地
の
景
観
に
変
貌
し
て

い
っ
た
（A

bu-Lughod
1971:6-7

）。
イ
ス
ラ
ー
ム
時
代
に
な
っ

て
も
な
お
、
エ
レ
ミ
ア
修
道
院
は
八
世
紀
末
ま
で
は
活
動
痕
跡
を
残

し
て
は
い
る
が

14

、
当
該
の
時
代
は
既
に
フ
ス
タ
ー
ト
の
繁
栄
期
か

ら
カ
イ
ロ
建
設
を
経
て
、
双
方
の
都
市
が
そ
れ
ぞ
れ
政
治
お
よ
び
商

業
の
中
心
地
と
し
て
併
存
し
て
活
性
化
し
て
い
く
時
代
に
あ
り
、
メ

ン
フ
ィ
ス
は
人
々
の
記
憶
か
ら
忘
れ
さ
ら
れ
て
い
っ
た
。
メ
ン
フ
ィ

ス
か
ら
カ
イ
ロ
へ
と
都
市
の
枢
軸
が
移
行
し
て
い
く
背
景
に
は
、
ナ

イ
ル
の
河
道
変
遷
が
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
得
な
い
。
ナ
イ
ル
河
道
の

褶
曲
点
の
頂
部
に
位
置
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
メ
ン
フ
ィ
ス
は
、

イ
ス
ラ
ー
ム
時
代
へ
と
向
う
時
間
軸
の
中
で
、
ナ
イ
ル
か
ら
二
～
三

㎞
ほ
ど
も
離
れ
る
位
置
に
な
り
、
一
方
バ
ビ
ロ
ン
は
ム
カ
ッ
タ
ム
丘

陵
の
西
端
と
ナ
イ
ル
が
接
す
る
重
要
な
地
勢
の
位
置
を
得
て
い
っ
た

（H
asw

ell 1922
:171-173

）。
フ
ス
タ
ー
ト
と
カ
イ
ロ
と
い
う
イ

ス
ラ
ー
ム
都
市
間
で
も
、
ナ
イ
ル
の
河
道
変
化
は
都
市
形
成
に
大
き

な
影
響
を
与
え
た
一
方
で
（H

assan 2010
:59-62

）、
デ
ル
タ
の
縁

の
部
分
を
結
ぶ
地
勢
を
利
用
し
て
作
ら
れ
た
運
河
（
ト
ラ
ヤ
ヌ
ス
帝

の
建
設
に
よ
る
）
も
加
わ
り
、
ナ
イ
ル
と
運
河
の
双
方
の
水
運
が
躍

動
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

イ
ス
ラ
ー
ム
は
都
市
で
生
ま
れ
た
宗
教
で
あ
る
、
と
は
、
そ
の
本

質
を
指
摘
し
た
言
著
で
あ
る
が
、
ま
た
そ
の
一
方
で
、
都
市
の
中
の

水
辺
空
間
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
以
前
の
都
市
空
間
が
深
く
関
わ
っ
て
き

た
対
象
で
あ
る
。
エ
ジ
プ
ト
の
水
辺
空
間
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
特
性
を

持
ち
、
地
理
学
上
の
考
察
か
ら
は
そ
の
形
成
の
根
源
が
ナ
イ
ル
と
深

く
関
わ
る
だ
け
に
、
政
治
権
力
の
集
中
や
人
々
の
包
容
力
の
形
成
と

い
っ
た
議
論
を
喚
起
し
て
き
た
が
、
歴
史
考
古
学
の
資
料
は
、
住
居

や
交
通
・
運
搬
、
観
測
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
点
と
結
び
つ
い
た
だ
け
で
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な
く
、
宗
教
観
を
映
し
出
す
「
鏡
」
と
し
て
も
機
能
し
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
そ
の
「
鏡
」
は
、
初
期
文
明
が
地
中
海
文
明
に
置
き
換

わ
り
、
宗
教
の
習
合
が
進
ん
だ
実
態
を
も
映
し
出
す
こ
と
が
、
地
誌

や
図
像
資
料
か
ら
読
み
取
ら
れ
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
の
支
配
が
進
む
中

で
、
都
市
の
生
活
空
間
は
移
動
し
、
古
代
的
な
空
間
は
埋
没
し
た
。

既
に
砂
漠
縁
辺
の
沼
沢
地
の
多
く
は
涸
れ
果
て
て
、
思
い
を
寄
せ
る

だ
け
の
場
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
場
こ
そ
が
、
水
辺
に
息
づ
い
た

古
代
世
界
を
蘇
ら
せ
、文
明
の
多
重
性
を
示
す
空
間
に
他
な
ら
な
い
。

〈
参
考
文
献
〉

A
bu-Lughod, J. 1971: Cairo: 1001 Y

ears of the City V
ictorious, 

Princeton.
A

ziz, A
. S. 1991: T

he Coptic E
ncyclopedia, N

ew
 Y

ork and 
T

oronto.
Breasted, J. H

. 1906: A
ncient R

ecords of E
gypt, Chicago, part 4,

§§ 151 to 412.
E

vetts, B
. T

. A
. and A

. B
utler 1895: T

he C
hurches and 

M
onasteries of E

gypt and Som
e N

eighboring C
ountries, 

O
xford.

Grandet, P. 1994: Le Papyrus H
arris I

（BM
 9999

）, Le Caire.
H

assan, F. A
. 2010: "T

he D
ynam

ics of a Riverine Civilization: 
A

 Geoarchaeological Perspective on the N
ile V

alley, Egypt" 

W
orld A

rchaeology, vol. 29, no. 1, 51-74.
G

uim
ier-Sorbets, A

-M
., A

. Pelle, M
. Seif el-D

in 2017: 
R

esurrection in A
lexandria: T

he P
ainted G

reco-R
om

an 
T

om
s of K

om
 al-Shuqafa, Cairo.















H
asw

ell, C. J. R. 1922: "Som
e N

otes on the Influence of the 
River N

ile and Its Changes" Bulletin de la Société R
oyale 

de G
éographie d

 gypte, T
om

e X
I, 1èr et 2è fascicules, 171-

176.
Jeffreys, D

. G. 1985: T
he Survey of M

em
phis I, London.

Lichtheim
, M

. 2006: A
ncient E

gyptian Literature: vol. III: T
he 

Late Period, Berkeley.
M

ackenzie, J. 2007: T
he A

rchitecture of A
lexandria and E

gypt, 
c. 300 B.C. to A

.D
. 700, N

ew
 H

eaven.
Petrie, W

. M
. F. 1909: M

em
phis I, London.

Robert H
. C. 2007: T

he Chronicle of John, Bishop of N
ikiu, 

M
erchantville （first print 1916

）.
Q

uaegebeuer, J. 1984: "Le T
erm

e tnf(j) "D
anseur" en 

D
ém

otique" in ed. by T
hissen, H

. J. and K
. T

h. Zauzich 
（eds.
）, G

ram
m

ata D
em

otika. Festschrift für erich 
Lüddeckens zum

 15. Juni 1983, W
ürzburg, 157-170.



90

研究　東洋

Q
uibell, J. E. 1908-1912: E

xcavations at Saqqara (1908–1909, 
1909–10): T

he M
onastery of A

pa Jerem
ias, Cairo.

Ray, J. D
. 1976: T

he A
rchive of or, M

ichigan.

















Sm
ith, H

. S. and D
. G. Jeffreys 1978: "T

he N
orth Saqqara 

T
em

ple-tow
n Survey: Prelim

inary Report for 1976/77" 
Journal of E

gyptian A
rchaeology 64, 17-29.

T
hom

pson, D
. J. 1988: M

em
phis under the P

tolem
ies, 

Princeton.
W

ipszycka, E. 1961: "T
he 'dôrea' of A

pollonios the 'D
ioiketes' 

in the M
em

phite N
om

e" K
lio 39, 153-190.

長
谷
川
奏 

二
〇
一
八
： 「
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
に
お
け
る
生
活
文
化
の
多
様

性
―
ナ
イ
ル
・
デ
ル
タ
の
湖
沼
地
帯
か
ら
」『
研
究
東
洋
』
第
八
号
、 

東
日
本
国
際
大
学
東
洋
思
想
研
究
所
、
八
六
―
九
七
。

長
谷
川
奏 

二
〇
二
〇
： 「
古
代
末
期
の
メ
ン
フ
ィ
ス
水
辺
景
観
に
関
す
る

若
干
の
覚
え
書
き
―
考
古
学
と
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
た
め
に
」
吉
村
作
治
編
『
オ
シ
リ
ス
へ
の
贈
り
物
―
エ
ジ
プ

ト
考
古
学
の
最
前
線
―
』
雄
山
閣
、
一
六
〇
―
一
六
六
。

長
沢
栄
治 

一
九
九
七
：「
エ
ジ
プ
ト
の
中
央
集
権
性
―
ガ
マ
ー
ル
・
ヒ
ム

ダ
ー
ン
著
『
エ
ジ
プ
ト
の
個
性
』
を
め
ぐ
っ
て
」
後
藤
晃
・
鈴
木
均
編

『
中
東
に
お
け
る
中
央
集
権
制
と
地
域
性
―
イ
ラ
ン
と
エ
ジ
プ
ト
』
ア

ジ
ア
経
済
研
究
所
、
五
九
―
一
一
九
。

〈
使
用
図
版
〉

図
１
：  

メ
ン
フ
ィ
ス
地
域
に
お
け
る
氾
濫
の
風
景
（
二
十
世
紀
初
頭
か
）。

Lehnert &
 landrock

社
の
提
供
に
よ
る
。

図
２
： 

古
代
メ
ン
フ
ィ
ス
都
市
部
の
構
造
復
元
図
と
水
辺
の
位
置
。




を
改
変
。

図
３
： 

古
代
メ
ン
フ
ィ
ス
墓
域
の
水
辺
の
位
置
。T

hom
pson, 1988: 

Fig.4

を
改
変
。

図
４
： 

テ
ィ
グ
ラ
ン
墓
地
内
壁
画
（
筆
者
撮
影
）。

図
５
： 

コ
ー
ム
・
ア
ル
＝
シ
ュ
カ
ー
フ
ァ
遺
跡
の
セ
ク
シ
ョ
ン
図
。

M
ackenzie, J. 2007: Figs. 339

を
改
変
。

図
６
： 

コ
ー
ム
・
ア
ル
＝
シ
ュ
カ
ー
フ
ァ
遺
跡
の
墓
地
内
浮
彫
装
飾
（
筆

者
撮
影
）。

図
７
： 

コ
ー
ム
・
ア
ル
＝
シ
ュ
カ
ー
フ
ァ
遺
跡
の
墓
地
内
浮
彫
装
飾
（
筆

者
撮
影
）。
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〈
注
釈
〉

１ 
一
九
六
〇
～
七
〇
年
代
に
主
な
著
作
を
残
し
た
エ
ジ
プ
ト
の
地

理
学
者
ガ
マ
ー
ル
・
ハ
ム
ダ
ー
ン
の
著
作
『
エ
ジ
プ
ト
の
個
性
』

（


）
の
中
で
の
論
点
と
の
関
わ
り
の
中
で
考
え
て
み

た
い
。
本
書
は
一
九
六
七
年
に
初
版
が
出
さ
れ
、
七
〇
年
に
再
版
が

出
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
大
幅
に
書
き
改
め
ら
れ
、
一
九
八
〇
年
代
に

四
分
冊
の
形
で
再
版
さ
れ
た
（
同
書
：
77
）。
本
稿
で
用
い
る
の
は
、

こ
の
四
分
冊
版
が
二
〇
一
三
年
に
さ
ら
に
再
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

２ 

メ
ン
フ
ィ
ス
は
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
に
次
ぐ
規
模
の
都
市
で
あ
っ

た
こ
と
、
ま
た
そ
の
メ
ン
フ
ィ
ス
で
は
人
々
が
（
ア
レ
ク
サ
ン
ド

リ
ア
の
よ
う
に
）
混
住
か
つ
集
住
し
て
い
た
こ
と
が
描
か
れ
て
い
る

（Strab. 17, I.32

）。

３ 

メ
ン
フ
ィ
ス
に
は
港
の
利
用
税
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、

フ
ァ
イ
ユ
ー
ム
な
ど
、こ
こ
を
通
過
し
た
各
都
市
で
は
、物
品
（
穀
物
、

ワ
イ
ン
、魚
等
）ご
と
に
異
な
る
額
の
税
が
徴
収
さ
れ
た（T

hom
pson 

1988

：61-62

）。

４ 

こ
こ
に
諸
王
が
壮
麗
な
建
築
や
船
の
停
泊
所
や
港
を
作
っ
た
場
で

あ
っ
た
と
さ
れ
る
（D
iod. I. 50.7

）。

５ 

ピ
ー
ト
リ
ー
が
ロ
ー
マ
時
代
の
も
の
と
推
測
さ
れ
る
フ
ァ
イ
ア
ン
ス

窯
址
と
焼
成
破
片
を
発
見
し
た
の
は
、「
コ
ー
ム
・
ヒ
ル
ー
ル
（K

om
 

H
ill

）
を
越
え
た
メ
ン
フ
ィ
ス
の
南
の
端
」（Petrie : 14, s.43

）
と

さ
れ
る
。
さ
ら
に
「
メ
ル
エ
ン
プ
タ
ハ
神
殿
の
東
の
コ
ー
ム
・
ヒ
ル
ー

ル
よ
り
一
㎞ 

程
度
北
側
の
丘
陵
」
に
位
置
す
る
コ
ー
ム
・
ア
ル
＝
カ

ラ
ァ
（K

om
 al-Q

ala

）（ibid.: 14, s.43

）
に
お
い
て
、
大
量
の
黒

色
土
器
の
一
群
を
含
む
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
土
器
や
、
サ
テ
ィ
ル
ス
の

面
、
黒
色
土
器
片
、
各
種
の
フ
ァ
イ
ア
ン
ス
製
の
護
符
（
プ
ト
レ
マ

イ
オ
ス
王
朝
初
期
か
）、
大
量
の
ロ
ー
マ
ン
ラ
ン
プ
（
後
二
〇
〇
年
頃

の
も
の
か
）（ibid. 14, s. 43, 44, 75/ Pl.X

X
X

V
II, Pl.X

LV
II

）
を

み
つ
け
て
お
り
、
後
期
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
王
朝
時
代
か
ら
帝
政
初
期

ま
で
の
時
代
の
土
器
工
房
址
が
こ
の
メ
ン
フ
ィ
ス
南
東
域
の
川
べ
り

に
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
論
拠
に
な
っ
て
い
る
。

６ 

プ
サ
メ
テ
ィ
ク
一
世
が
傭
兵
た
ち
の
た
め
に
、
ペ
ル
シ
ウ
ム
河
口
か

ら
僅
か
に
川
を
上
っ
た
と
こ
ろ
に
多
大
な
土
地
を
与
え
た
こ
と
、
さ

ら
に
そ
れ
に
続
い
て
ア
マ
シ
ス
が
、
彼
ら
を
そ
こ
か
ら
引
き
離
し
、

メ
ン
フ
ィ
ス
に
住
ま
わ
せ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
（D

iod. I. 
67.1

）。

７ 

カ
エ
ム
ワ
セ
ト
・
セ
ト
ネ
が
魔
術
師
の
ナ
ブ
ー
ブ
に
会
う
た
め
に
メ

ン
フ
ィ
ス
を
出
立
し
た
著
名
な
物
語
（Lichthheim

 2006

）
の
中
で
、

カ
エ
ム
ワ
セ
ト
が
渡
っ
た
水
路
は
、
こ
の
運
河
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。

８ 

小
麦
・
大
麦
・
エ
ン
メ
ル
小
麦
な
ど
の
穀
物
、
レ
タ
ス
や
キ
ャ
ベ
ツ

な
ど
の
野
菜
、
レ
ン
ズ
豆
、
エ
ン
ド
ウ
、
ヒ
ヨ
コ
マ
メ
等
の
豆
類
、

ウ
イ
キ
ョ
ウ
、
ニ
ン
ニ
ク
、
ク
ミ
ン
な
ど
の
香
辛
料
、
ク
ロ
ー
バ
ー

等
の
飼
料
は
、
こ
の
周
辺
の
農
地
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る

（W
ipszycka 1961

:166, 174, 180/T
hom

pson 1988
:40

）。

９ 

こ
れ
ら
の
動
物
信
仰
が
混
然
一
体
化
し
て
、
い
わ
ゆ
る
動
物
墓
地
と

称
さ
れ
る
よ
う
な
状
況
に
な
っ
た
の
は
、
バ
ス
テ
ト
神
の
踊
り
子

が
、
ア
ヌ
ビ
ス
と
深
く
関
連
付
け
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
と
い
わ
れ

（Q
uaegebeuer 1984

:159-60

）、
さ
ら
に
そ
の
従
者
の
イ
ビ
ス
や

鷹
も
同
様
で
あ
っ
た
。
こ
の
ア
ヌ
ベ
イ
オ
ン
、
ブ
バ
ス
テ
イ
オ
ン
の
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近
く
に
「
崖
上
の
神
殿
」
が
あ
り
、こ
こ
に
は
宝
物
庫
や
「
出
現
の
窓
」

が
備
え
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（Ray 1976

:150-151

）。

そ
の
ア
ヌ
ベ
イ
オ
ン
の
一
角
は
、
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
五
世
の
時
代
に

拡
張
さ
れ
、「
崖
上
の
神
殿
」
の
一
角
に
は
、
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
を
祀

る
神
殿
も
あ
っ
た
と
さ
れ
る
（ibid

:150

）。

10 

エ
レ
ミ
ア
修
道
院
は
、
サ
ッ
カ
ラ
の
ウ
ナ
ス
参
道
の
南
に
あ
た
る
砂

漠
内
丘
陵
に
位
置
す
る
。
エ
レ
ミ
ア
修
道
院
が
、
ど
の
よ
う
な
経
緯

で
聖
エ
レ
ミ
ア
の
名
を
冠
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
、
ま
た
い
つ
の
時

代
に
修
道
院
が
造
営
さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、『
ニ
キ
ウ
の
年
代

記
』（
七
世
紀
後
半
）
に
は
、
ア
ナ
ス
タ
シ
ウ
ス
帝
（
在
位
四
九
一

～
五
一
八
）
が
先
帝
の
ゼ
ノ
ン
に
よ
っ
て
エ
ジ
プ
ト
に
追
放
さ
れ
て

い
た
折
に
、
聖
エ
レ
ミ
ア
修
道
院
を
訪
れ
た
経
緯
が
記
述
さ
れ
て
い

る
。
二
十
世
紀
の
初
頭
に
こ
の
修
道
院
を
発
掘
し
たQ

uibell

は
、
こ

の
こ
と
か
ら
修
道
院
の
成
立
を
四
七
〇
年
頃
に
位
置
付
け
て
い
る

（Q
uibell 1908-1912

:3, iii

）。
聖
エ
レ
ミ
ア
修
道
院
は
、
六
世
紀

前
半
の
修
道
僧
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
の
旅
行
記
の
中
に
記
述
が
み
ら
れ

（ibid. 

［1912

］:3

）、
十
三
世
紀
後
半
の
史
料
に
も
そ
の
名
前
が
残

さ
れ
て
い
る
が
（Evetts et al.1895

:199

）、
考
古
学
的
な
見
地
か

ら
は
、
七
五
〇
年
以
降
の
コ
イ
ン
が
少
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、
八
世

紀
半
ば
以
後
は
衰
退
に
向
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
聖
エ
レ
ミ

ア
修
道
院
の
も
と
も
と
の
中
心
構
造
は
、
片
側
の
側
廊
に
五
本
程
度

の
柱
を
も
つ
身
廊
と
内
陣
か
ら
な
る
本
体
部
分
に
、
方
形
に
近
い
前

室
を
も
つ
構
造
で
あ
っ
た
の
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
支
配
の
後
は
拡
張
さ

れ
て
、
前
室
は
矩
形
を
呈
し
、
列
柱
室
は
側
廊
に
八
本
の
柱
を
備
え

る
ほ
ど
の
規
模
に
な
っ
た
。
同
修
道
院
は
、
修
道
形
態
最
初
期
の
ケ

リ
ア
修
道
院
と
は
異
な
っ
て
、
本
格
的
な
共
住
式
（
コ
イ
ノ
ビ
オ
ン
）

の
修
道
院
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
共
住
の
施
設
と

し
て
、
パ
ン
焼
き
竈
、
搾
油
施
設
、
倉
庫
、
貯
水
施
設
、
洗
濯
や
染

め
物
を
行
う
場
、
土
器
の
窯
な
ど
が
み
つ
か
っ
て
い
る
。

11 

セ
ラ
ペ
ウ
ム
の
前
面
に
設
け
ら
れ
た
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
参
道
は
、
そ
の

殆
ど
が
激
し
い
砂
漠
か
ら
の
砂
嵐
で
埋
も
れ
て
い
た
と
さ
れ
、
川
べ

り
の
入
口
か
ら
神
殿
（
セ
ラ
ペ
イ
オ
ン
）
ま
で
歩
い
て
わ
た
る
こ
と

自
体
が
た
い
へ
ん
な
危
険
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る

（Strab.17. I.32

）。

12 

イ
シ
ス
神
殿
は
、
北
側
と
南
側
に
入
口
を
有
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
は

第
三
十
王
朝
の
ネ
ク
タ
ネ
ボ
二
世
の
時
代
に
造
営
さ
れ
た
と
思
わ
れ

る
（T

hom
pson 1988

:31

）。

13 

バ
ビ
ロ
ン
は
ロ
ー
マ
帝
国
の
エ
ジ
プ
ト
支
配
に
際
す
る
最
も
重
要
な

拠
点
の
一
つ
に
な
り
、
司
教
座
が
置
か
れ
る
場
と
も
な
っ
た
。
ス
ト

ラ
ボ
ン
が
生
き
た
時
代
よ
り
約
一
〇
〇
年
後
の
ト
ラ
ヤ
ヌ
ス
帝
治
下

に
お
い
て
、
バ
ビ
ロ
ン
は
既
に
確
固
た
る
ロ
ー
マ
の
拠
点
と
な
っ
て

お
り
（John of N

ikiu 

［tr. by Robert

］,55

）、
ま
た
プ
ト
レ
マ
イ

オ
ス
・
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ウ
ス
（d.168

）
作
成
の
地
図
に
お
い
て
も
、
バ

ビ
ロ
ン
は
重
要
拠
点
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。

14 

メ
ン
フ
ィ
ス
都
市
部
の
教
会
も
総
主
教
ハ
ー
イ
ル
（K

h
ʼil

）
一
世

（
七
四
四
―
七
六
七
）
や
ユ
サ
ー
ブ
（Y

sb

）
一
世
（
八
三
〇
―

八
四
九
）
に
資
料
記
述
が
あ
り
、Ab

 S
li

（d.1208

）
は
メ
ン
フ
ィ

ス
に
二
つ
の
教
会
が
残
存
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
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月
舟
寿
桂
の
医
学
認
識
に
お
け
る
「
本
草
学
」
の
批
判
と
禅
浄
一
致
思
想
の
構
築

■
論
文
Ⅳ
■

東
北
大
学
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程　

崔
　
雪
　
萍

は
じ
め
に

　

中
世
の
禅
宗
は
「
思
想
の
場
」
と
し
て
存
在
し
て
い
た
と
同
時
に
、

「
学
問
の
場
」 

も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た

１

。
戦
国
時
代
の
五
山
文

学
僧
の
代
表
で
あ
る
月
舟
寿
桂(

一
四
七
〇
～
一
五
三
三
）
は
臨
済

宗
幻
住
派
の
僧
侶
で
あ
り
な
が
ら
、
医
学
、
農
学
な
ど
の
科
学
知
識

に
も
注
目
し
て
い
た
。
彼
の
『
史
記
抄
』『
山
谷
幻
雲
抄
』
及
び
詩

文
集
な
ど
に
残
さ
れ
て
い
る
医
師
、
医
学
に
関
す
る
記
録
は
月
舟
の

深
い
医
学
的
な
造
詣
を
示
し
て
い
る

２

。 

　

こ
れ
ら
の
医
学
知
識
の
受
容
に
つ
い
て
、
田
中
尚
子
氏
は
「
医
療

行
為
と
し
て
医
術
」
か
ら
「
学
問
対
象
と
し
て
の
医
学
の
認
識
」３

へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
と
捉
え
て
い
る
。
蔦
清
行
氏
は
抄
物
な
ど
の

作
成
に
は
本
草
学
の
知
識
も
必
要
と
な
る
と
い
う
補
足
を
加
え
た
上

で
田
中
氏
の
理
解
を
引
き
継
い
で
い
る

４

。
ま
た
、
堀
川
貴
司
氏
は

抄
物
自
体
の
特
質
か
ら
、
禅
僧
ら
に
よ
る
抄
物
は
彼
ら
の
間
に
流
通

し
て
い
た
知
識
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
禅
の
要
素
は
ほ
と
ん
ど

入
っ
て
い
な
い

５

と
い
う
事
実
を
指
摘
し
た
。
要
す
る
に
、
従
来
の

研
究
で
は
五
山
禅
僧
の
抄
物
や
詩
文
集
に
含
ま
れ
て
い
る
知
識
は
禅

思
想
と
ほ
ぼ
無
関
係
で
あ
る
と
認
め
た
上
で
、
知
識
の
面
に
重
き
を

置
い
て
注
目
し
て
き
た
。

　

し
か
し
、
月
舟
が
「
医
と
は
意
で
あ
り
、
心
に
よ
っ
て
心
に
伝
え

る
こ
と
」６

と
主
張
す
る
よ
う
に
、
彼
が
医
学
に
極
め
て
注
目
し
て
い

た
理
由
は
、
決
し
て
学
問
の
受
容
に
と
ど
ま
ら
ず
、
思
想
に
も
密
接

に
関
連
し
て
い
る
と
言
え
る
。
よ
り
深
く
考
察
す
る
と
、
医
学
は
実

用
的
な
知
識
で
あ
り
、
禅
思
想
に
そ
も
そ
も
日
用
の
伝
統
が
あ
っ
た

た
め
、
こ
の
実
用
化
さ
れ
た
知
識
を
実
際
に
「
宗
教
実
践
」
の
一
部

と
し
て
利
用
し
た
の
だ
と
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
医
学
の

科
学
性
と
合
理
性
に
よ
っ
て
、
宗
教
思
想
の
合
理
性
を
論
証
し
た
可

能
性
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
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そ
こ
で
、
本
論
は
従
来
の
中
世
禅
林
に
お
け
る
医
学
知
識
の
受
容

実
態
に
関
す
る
考
察
で
は
な
く
、上
述
し
た
仮
説
を
分
析
し
た
上
で
、

よ
り
思
想
的
な
面
か
ら
そ
の
こ
ろ
月
舟
が
医
学
を
受
容
し
た
意
義
を

見
直
し
た
い
。
ま
ず
月
舟
と
医
家
と
の
交
流
か
ら
、
月
舟
は
医
学
の

知
識
化
・
学
問
を
批
判
す
る
一
方
で
陰
陽
五
行
論
に
基
づ
く
医
学
実

践
及
び
禅
思
想
と
の
結
び
つ
き
を
重
視
し
て
い
た
特
質
を
明
ら
か
に

す
る
。
次
に
具
体
的
な
事
例
を
通
し
て
、
陰
陽
五
行
の
調
和
と
禅
思

想
の
結
び
つ
き
に
基
づ
く
「
自
利
利
他
」
が
実
現
で
き
た
の
か
を
分

析
す
る
。
最
後
に
月
舟
が
陰
陽
分
離
に
よ
る
浄
土
思
想
を
批
判
し
た

上
で
、
彼
が
ど
の
よ
う
に
陰
陽
五
行
論
を
基
準
に
医
・
禅
・
浄
と
い

う
三
者
の
一
致
性
を
合
理
的
に
構
築
し
た
の
か
を
考
察
す
る

一
、
月
舟
に
お
け
る
漢
方
医
学
の
位
置
付
け

　

漢
方
医
学
の
伝
承
の
流
れ
で
は
、
医
薬
神
の
性
格
を
持
つ
神
農
氏

と
名
醫
で
あ
る
扁
鵲
は
医
学
祖
師
と
し
て
の
高
い
地
位
が
古
い
時
代

か
ら
す
で
に
認
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
禅
僧
た
ち
の
医
学
に
関
す
る

交
流
で
も
、
そ
の
二
人
に
基
づ
く
医
学
認
識
が
往
々
に
し
て
見
受
け

ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
本
章
で
は
月
舟
と
医
家
の
交
流
に
お
い
て
、

月
舟
の
神
農
と
扁
鵲
へ
の
評
価
の
異
な
り
を
分
析
し
た
上
で
、
月
舟

に
お
け
る
医
学
知
識
の
位
置
付
け
を
明
ら
か
に
す
る
。

１
、「
本
草
学
」
に
よ
る
知
識
化
・
学
問
化
の
批
判

　

ま
ず
は
医
僧
の
代
表
的
な
人
物
で
あ
る
雪
岑
安
公
の
こ
と
に
つ
い

て
、
月
舟
の
『
賛
雪
岑
老
人
所
蔵
神
農
像
』
で
は
、
次
の
よ
う
に
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

　

 

医
と
は
意
で
あ
り
、
心
に
よ
っ
て
心
に
伝
え
る
。
こ
れ
ぞ
即
ち
医

の
秘
訣
で
あ
る
。
故
に
心
宗
に
参
じ
な
い
と
医
術
を
伝
え
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
雪
岑
安
公
は
仏
心
宗
で
あ
り
、
大
医
院
上
池
の
定

国
公
に
師
事
し
て
、
剤
和
法
を
学
ん
だ
。
定
国
も
心
宗
徒
で
あ
る
。

彼
ら
の
医
学
伝
授
の
緊
密
さ
が
わ
か
る
。
神
農
氏
は
百
草
を
嘗
め

て
『
神
農
本
草
経
』
を
著
し
、明
ら
か
な
諸
子
百
家
の
流
で
あ
る
が
、

そ
れ
ら
を
論
じ
る
価
値
が
な
い
。
秦
越
人
（
扁
鵲
）
は
上
池
の
水

を
飲
み
、
病
源
を
つ
き
と
め
て
癒
し
た
。
長
桑
君
は
そ
の
薬
方
を

扁
鵲
に
悉
く
伝
え
、
雪
岑
安
公
も
そ
の
遺
流
を
学
ん
で
、
醍
醐
を

変
え
て
砒
霜
を
作
り
、
砒
霜
を
変
え
て
醍
醐
を
作
っ
た
。７

　

田
中
氏
に
よ
れ
ば
、
月
舟
の
『
幻
雲
文
集
』
に
以
上
の
神
農
像
賛

を
含
む
神
農
に
関
す
る
詩
文
作
品
が
複
数
あ
る
た
め
、
三
皇
五
帝
の

一
人
で
あ
る
神
農
に
対
す
る
信
仰
が
広
ま
っ
て
き
て
い
た
の
で
あ
る

８

。

確
か
に
「
賛
」
と
い
う
中
国
の
古
代
文
体
は
ほ
と
ん
ど
「
賛
美
」
の

意
味
で
あ
る
が
、
批
評
、
非
難
と
い
う
意
味
も
見
落
と
す
べ
き
で
は

な
い
。
こ
こ
で
月
舟
は
「
賛
」
と
表
現
し
た
が
、
実
際
雪
岑
安
公
が
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神
農
像
を
収
蔵
し
た
こ
と
に
対
し
て
は
、
次
の
よ
う
に
否
定
的
に
捉

え
て
い
る
。
神
農
氏
が
種
々
の
草
を
嘗
め
て
『
神
農
本
草
経
』
を
編

纂
し
た
が
、
単
な
る
本
草
知
識
を
ま
と
め
た
こ
と
に
過
ぎ
な
い
た
め
、

ま
っ
た
く
論
ず
る
こ
と
に
値
し
な
い
。

　

で
は
、
月
舟
は
な
ぜ
神
農
氏
を
貶
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
以
上

の
引
用
文
の
拠
り
所
で
あ
る
『
史
記
・
倉
公
伝
』
に
よ
れ
ば
、
扁
鵲

は
師
の
長
桑
君
か
ら
そ
の
禁
方
の
術
（
秘
伝
）
を
受
け
た
が
、
自
ら

上
池
の
水
で
薬
を
飲
ま
な
け
れ
ば
、
三
十
日
後
五
臓
の
病
源
を
明
ら

か
に
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、
医
者
は
単
に
本
草
知
識
の
習
得
よ
り
、

剤
和
（
薬
の
調
合
）
を
把
握
す
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
ろ
う
。
症

状
に
あ
わ
せ
て
調
剤
す
れ
ば
効
き
目
が
あ
る
が
、
そ
の
一
方
で
適
切

に
調
合
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
高
い
リ
ス
ク
を
併
せ
持
ち
、
さ
ら
に
重

い
症
状
を
招
い
て
死
に
至
ら
せ
る
恐
れ
も
あ
る
。
こ
れ
は
醍
醐
と
砒

霜
が
互
い
に
転
換
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
良
い
薬
は
本
来
醍
醐
の

よ
う
珍
し
く
味
が
優
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
調
剤
を
軽
視
し
単
な
る

本
草
知
識
を
学
べ
ば
、
逆
に
砒
霜
の
よ
う
な
毒
薬
に
な
っ
て
し
ま
う

危
険
が
あ
る
。

　

以
上
の
内
容
か
ら
考
え
て
、
医
術
の
伝
授
は
師
か
ら
の
本
草
学
の

知
識
の
教
え
よ
り
、
相
手
に
薬
の
調
剤
を
身
に
つ
け
さ
せ
、
精
通
の

ほ
ど
に
至
ら
せ
る
こ
と
は
よ
り
大
切
で
あ
る
と
い
え
る
。し
た
が
っ
て
、

調
剤
に
通
暁
す
る
こ
と
は
知
識
の
記
憶
に
陥
ら
な
い
よ
う
に
、
雪
岑

安
公
と
定
国
公
と
同
様
に
「
仏
心
宗
」９

に
参
じ
る
必
要
が
あ
る
と
月

舟
は
主
張
し
て
い
る
。　

　

上
述
し
た
雪
岑
安
公
の
ほ
か
、
月
舟
と
藤
氏
土
田
親
盛
と
の
交
流

か
ら
彼
は
神
農
氏
を
貶
し
た
傾
向
も
は
っ
き
り
見
受
け
ら
れ
る
。
月

舟
の
「
神
農
像
」
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

 

神
農
像
を
描
き
、
こ
れ
を
以
て
壁
間
に
掛
け
た
。
蓋
し
古
を
師
と

し
た
。
剤
和
の
暇
、
法
味
を
染
指
し
た
。
活
人
の
機
、
得
た
り
測
っ

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
橘
洲
の
言
う
「
臨
済
の
一
喝
、
烏

喙
菫
毒
の
如
し
」
は
確
か
に
確
論
で
あ
る
。
神
農
が
復
生
し
た
こ

と
と
は
言
っ
て
も
、
恐
ら
く
神
農
も
ま
っ
た
く
手
が
か
り
が
な
い

だ
ろ
う
。10

 　

寶
曇
禅
師
の
『
橘
洲
文
集
』
に
あ
る
「
臨
済
の
一
喝
、
烏
喙
菫
毒

の
如
し
」
と
い
う
考
え
に
基
づ
き
、
月
舟
は
「
吾
が
臨
済
門
下
の
烏

喙
菫
毒
を
使
え
れ
ば
、
盧
扁
が
虢
太
子
を
活
か
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と

が
で
き
る
は
ず
だ
」11

と
述
べ
て
い
る
。
で
は
、
月
舟
が
「
臨
済
一
喝
」

を
「
烏
喙
菫
毒
」
と
喩
え
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

　

禅
宗
で
は
「
師
家
が
修
行
者
を
教
え
導
く
た
め
の
一
手
段
と
し
て

い
る
払
、
挙
、
棒
、
喝
の
よ
う
な
行
動
や
動
作
に
よ
る
指
導
方
法
」12

は
「
禅
機
」
と
し
て
呼
ば
れ
て
い
る
。
そ
の
中
の
「
喝
」
を
例
と
し

て
挙
げ
る
と
、
師
匠
は
「
怒
鳴
る
と
い
う
方
法
」
に
よ
っ
て
弟
子
を

言
葉
（
仏
法
の
知
解
）
に
よ
る
分
別
（
概
念
化
）
か
ら
抜
け
出
さ
せ
、
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「
見
性
」
の
境
地
に
導
こ
う
と
し
て
い
る

13

。
こ
の
「
喝
」
と
「
知
解
」

の
関
係
に
つ
い
て
、『
橘
洲
文
集
』
で
は
「
こ
の
〈
喝
〉
は
知
識
に
は

藥
と
な
る
が
、学
者
に
は
即
ち
病
に
な
る
」14

と
「
臨
済
一
喝
」
を
、人
々

を
知
解
か
ら
抜
け
出
さ
せ
る
薬
と
し
て
解
釈
し
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、「
烏
喙
菫
毒
」
が
人
を
復
活
さ
せ
る
薬
で
あ
る
よ
う
に
、

「
臨
済
一
喝
」も
禅
の
息
吹
を
復
活
さ
せ
る
薬
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、

烏
喙
の
よ
う
な
毒
草
で
も
調
剤
す
れ
ば
薬
と
な
り
病
気
を
治
す
こ
と

が
で
き
る
が
、
単
に
本
草
知
識
を
学
ぶ
だ
け
で
は
、
神
農
氏
を
復
生

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
て
も
、
病
気
は
治
せ
な
い
の
で
あ
る
。

２
、「
挨
拶
」
に
よ
る
禅
と
医
の
結
び
つ
き

　

以
上
の
月
舟
と
雪
岑
安
公
・
藤
氏
土
田
親
盛
と
の
医
学
交
流
か
ら
、

医
家
は
た
だ
本
草
知
識
を
染
指
す
れ
ば
、「
活
人
の
機
」
を
得
る
の

は
達
成
さ
れ
な
い
た
め
、
神
農
氏
を
象
徴
と
す
る
医
学
の
知
識
化
・

学
問
化
を
で
き
る
だ
け
避
け
る
べ
き
で
あ
っ
た
、
と
月
舟
は
考
え
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

だ
が
、医
の
秘
訣
は
「
以
心
伝
心
」
で
あ
る
た
め
、『
神
農
本
草
経
』

は
ま
っ
た
く
論
ず
る
こ
と
に
値
し
な
い
の
に
対
し
て
、
月
舟
に
と
っ

て
論
ず
る
こ
と
に
値
す
る
の
は
何
だ
ろ
う
か
。
ま
た
医
と
禅
の
共
通

性
が
月
舟
に
言
わ
れ
た
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
に
基
づ
い

て
関
連
し
て
い
る
の
か
、ま
だ
疑
問
が
残
さ
れ
て
い
る
。『
自
足
軒
記
』

で
は
、
外
科
に
秀
で
た
英
谷
暘
公
（
自
足
軒
上
人
）
の
医
術
を
身
に

付
け
た
こ
と
に
つ
い
て
、
月
舟
は
次
の
よ
う
に

　

 

大
灯
派
の
下
で
高
徳
の
僧
に
深
遠
な
理
を
叩
く
。
彼
ら
の「
挨
拶
」

は
流
れ
星
と
雷
の
よ
う
に
速
い
が
、
仏
法
と
い
う
両
字
を
歯
牙
に

掛
け
ず
、
た
だ
医
を
業
と
し
た
。
黄
帝
・
岐
伯
以
降
、
論
ず
る
こ

と
や
た
め
す
も
の
な
ど
は
、『
夫
子
脉
訣
』
と
越
人
の
『
難
経
』

と
い
う
皮
裏
物
で
あ
る
。15 

と
述
べ
て
い
る
。
英
谷
暘
公
は
仏
法
を
歯
牙
に
掛
け
ず
、
た
だ
医
術

に
専
念
し
て
い
た
た
め
、
彼
が
単
な
る
「
医
術
習
伝
」
と
い
う
目
的

に
注
目
し
て
い
る
こ
と

16

は
先
学
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で

二
つ
の
こ
と
が
見
落
と
さ
れ
た
。

　

ま
ず
は
中
国
古
代
の
医
学
史
の
流
れ
に
お
い
て
、
黄
帝
・
岐
伯
以

降
よ
く
論
ず
る
医
書
で
あ
る
『
夫
子
脉
訣
』『
難
経
』
は
ど
の
よ
う

に
位
置
付
け
ら
れ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
唐
の
孔
穎
達
の

『
禮
記
正
義
』
に
は
「
三
世
」
に
つ
い
て
「
一
つ
目
は
『
黃
帝
針
灸
』

で
あ
り
、二
つ
目
は『
神
農
本
草
』で
あ
り
、三
つ
目
は『
素
女
脉
訣
』、

或
い
は
『
夫
子
脉
訣
』
で
あ
る
。
も
し
こ
の
〈
三
世
の
書
〉
を
学
ば

な
け
れ
ば
、
そ
の
人
の
薬
を
服
食
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」17

と
い

う
解
説
が
あ
る
。

　

不
思
議
な
の
は
、
古
い
時
代
か
ら
『
神
農
本
草
経
』
は
「
三
世
の

書
」
の
一
つ
と
し
て
極
め
て
重
視
さ
れ
て
い
た
が
、
引
用
文
の
述
べ
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る
英
谷
暘
公
と
大
灯
派
の
僧
の
医
学
に
関
す
る
や
り
と
り
で
は
、『
黄

帝
内
経
』
の
ほ
か
、『
素
女
脉
訣
』『
難
経
』
な
ど
は
よ
く
論
説
さ
れ

て
い
た
の
に
対
し
、『
神
農
本
草
』
は
ま
っ
た
く
言
及
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。『
夫
子
脉
訣
』
は
現
在
散
逸
し
た
が
、
月
舟
の
『
史
記
抄
』

で
し
ば
し
ば
引
用
す
る
『
桃
源
史
記
抄
』（『
扁
鵲
倉
公
伝
』）
に
す

で
に
「
黄
帝
内
経
・
素
問
・
難
経
等
ソ
。
扁
鵲
脈
書
ソ
」18

と
い
う

記
録
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
記
録
か
ら
、
こ
う
し
た
脈
書
は
陰
陽
・
五

行
論
が
基
礎
と
な
り
構
成
さ
れ
、
特
に
相
生
相
剋
論
を
全
面
的
に
取

り
入
れ
て
い
る
も
の
だ
と
わ
か
る
。
さ
ら
に
『
黄
帝
内
経
』
の
中
で

も
病
を
治
療
す
る
に
は
「
根
本
」（
陰
陽
）
を
求
め
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
あ
る
。

　

続
い
て
は
、
英
谷
暘
公
と
大
灯
派
の
僧
の
脈
書
に
関
す
る
や
り
と

り
が
、
な
ぜ
「
一
挨
一
拶
」
と
月
舟
に
呼
ば
れ
た
か
で
あ
る
。
本
来

「
挨
拶
」
は
社
交
的
な
儀
礼
で
あ
る
が
、
禅
宗
に
お
け
る
「
挨
拶
」

は
「
禅
の
修
行
者
が
修
行
を
進
め
て
い
く
上
で
、
互
い
に
様
々
な
見

地
か
ら
相
手
の
器
量
や
修
行
内
容
の
深
浅
を
見
る
こ
と
を
表
す
」19

言
葉
で
あ
る
。
そ
し
て
、
月
舟
は
上
述
し
た
脈
書
を
「
皮
裏
物
」
と

呼
び
、
そ
の
皮
裏
と
は
皮
膚
の
中
、
心
の
意
で
あ
る
た
め
、
相
手
を

悟
り
の
境
地
に
導
こ
う
と
す
る
「
以
心
伝
心
」
は
脈
書
を
め
ぐ
る
医

学
交
流
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
。

　

そ
れ
ゆ
え
、
月
舟
の
医
学
に
関
す
る
認
識
は
二
つ
の
特
徴
を
備
え

て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
一
つ
は
神
農
氏
の
『
神
農
本
草
経
』
と
い

う
純
粋
な
本
草
知
識
の
ま
と
め
よ
り
、
陰
陽
五
行
論
に
基
づ
く
『
黄

帝
内
経
』『
夫
子
脉
訣
』『
難
経
』
な
ど
は
、
直
ち
に
医
療
実
践
に
転

向
で
き
る
医
書
及
び
そ
れ
に
よ
る
治
療
効
果
を
極
め
て
重
視
し
て
い

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
薬
効
、
成
分
を
も
つ
天
然
物
が
詳
し
く
書
か

れ
た
『
神
農
本
草
経
』
は
医
療
実
践
の
伴
わ
な
い
薬
学
理
論
で
あ
る

た
め
、
知
識
・
学
問
体
系
を
構
築
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
理

論
以
下
の
結
果
し
か
生
み
出
せ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
神
農
を
貶
す

傾
向
に
は
、
知
的
な
学
問
体
系
の
構
築
を
排
除
し
、
陰
陽
五
行
論
に

基
づ
く
医
学
知
識
を
実
践
し
た
う
え
で
、
人
々
の
病
を
救
済
し
よ
う

と
す
る
強
い
意
図
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
は
医
術
や
医
家
の
交
流
な
ど
は
知
識
で
は
伝
え
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
月
舟
は
気
づ
き
、
禅
に
お
け
る
「
以
心
伝
心
」
を
極

め
て
重
視
し
て
い
る
。
昔
か
ら
禅
問
答
や
公
案
の
代
わ
り
に
、
医
術

の
伝
授
・
交
流
に
基
づ
く
禅
の
「
や
り
と
り
」
が
月
舟
と
そ
の
周
辺

の
医
家
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た
。
彼
ら
は
陰
陽
五
行
学
説
に
基
づ
く

医
書
に
関
す
る
問
答
を
通
し
て
、
互
い
に
悟
り
の
境
地
を
確
か
め
合

う
と
と
も
に
、
相
手
を
よ
り
高
い
境
地
に
導
く
契
機
を
与
え
、
医
術

も
精
進
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
医
家
と
の
交
流
も
密
に

な
っ
て
い
っ
た
の
は
、
医
学
自
体
へ
の
強
い
関
心
だ
け
で
な
く
、
禅

と
の
結
び
つ
き
も
非
常
に
重
視
し
て
い
る
。
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二
、
陰
陽
五
行
学
説
に
基
づ
く
「
自
利
利
他
」
の
実
現

　

で
は
、
以
上
の
二
つ
の
特
徴
が
わ
か
っ
た
上
で
、
陰
陽
五
行
学
説

と
い
う
基
礎
理
論
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
実
践
と
禅
の
修
行
と
結

び
付
い
た
の
か
、
本
章
で
は
引
き
続
き
考
察
し
て
い
き
た
い
。

１
、
陰
陽
五
行
論
に
基
づ
く
医
療
実
践
か
ら
「
悟
り
の
境
地
」
へ

　

月
舟
に
よ
れ
ば
、
英
谷
暘
公
は
医
道
を
身
に
付
け
た
が
、
実
際
医

の
名
は
利
用
し
た
に
過
ぎ
ず
、
最
終
的
な
目
的
は
医
道
に
精
進
し
て

悟
り
を
開
く
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
彼
の
理
想
的
な
悟
り
の
状
態

は
「
足
」
と
し
て
表
わ
さ
れ
る
。
月
舟
の
『
自
足
軒
記
』
で
は
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

 

医
に
名
を
寄
せ
て
、
道
に
実
を
得
る
。
梨
花
の
月
、
梧
桐
の
雨

を
吟
詠
し
、
遺
興
は
知
足
で
あ
る
。
半
分
目
覚
め
て
い
て
、
半

分
酔
っ
て
い
る
。
撃
蒙
は
知
足
だ
。
横
眠
も
倒
臥
も
知
足
だ
。

楽
し
ま
な
い
日
は
な
し
、
楽
し
み
は
足
ら
な
い
こ
と
も
な
い
。

自
足
と
い
い
、
両
足
と
い
お
う
云
か
。
万
足
と
い
お
う
か
。
詩

家
の
達
磨
氏（
黄
庭
堅
）は
太
医
の
孫
君
昉
の
た
め
に「
四
休
義
」

を
述
べ
た
。
足
を
知
る
者
と
は
「
極
楽
国
」
で
あ
る
。
た
だ
今

上
人
の
四
威
儀
の
ほ
か
、
ど
こ
に
安
楽
の
処
が
あ
ろ
う
か
。
あ

あ
、
苦
し
み
、
楽
し
み
、
逆
境
、
順
境
に
道
が
貫
い
て
い
る
。20

　

以
上
、月
舟
は「
足
」を
め
ぐ
っ
て
主
に
①
自
然
の
四
季
・
四
時（
梨

花
の
月
や
梧
桐
の
雨
）
②
日
常
生
活
（
横
眠
や
倒
臥
）
③
精
神
（
楽

し
み
や
苦
し
み
）
と
い
う
三
つ
か
ら
論
証
し
て
い
る
。
ま
た
、
月
舟

が
言
及
し
て
い
る
太
医
で
あ
る
孫
君
昉
の
「
四
休
義
」
も
、
ほ
ぼ
同

じ
よ
う
に
そ
の
三
つ
を
め
ぐ
り
、「
質
素
な
食
事
で
も
お
腹
が
満
足

す
れ
ば
す
ぐ
止
め
る
。
や
ぶ
れ
た
布
団
で
も
暖
か
さ
を
や
や
感
じ
れ

ば
十
分
で
あ
る
。
三
平
二
滿
が
過
ぎ
れ
ば
す
ぐ
止
め
る
。
貪
ら
ず
嫉

ま
ず
生
き
れ
ば
、
老
い
て
な
お
満
足
で
き
る
」21

と
述
べ
て
い
る
。

　

漢
方
医
学
に
お
い
て
、
こ
の
三
つ
の
面
を
重
視
す
る
理
論
は
、
先

ん
じ
て
『
黄
帝
内
経
・
上
古
天
真
論
篇
』
の
中
で
「
大
昔
の
人
々
の

中
で
〈
道
〉
を
知
る
者
は
、
陰
陽
を
取
法
し
、
飲
食
に
節
度
が
あ

り
、
起
き
臥
し
に
き
ま
り
を
つ
け
、
妄
り
に
心
身
を
過
労
さ
せ
る
こ

と
が
な
い
た
め
、
形
体
・
精
神
と
も
に
調
和
が
と
れ
て
い
た
」22

と
論

及
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
の
肝
心
な
点
は
、
人
の
形
体
と
精
神
の
調

和
・
統
一
の
状
態
で
あ
る
。
形
体
は
地
の
陰
気
に
由
来
し
、
精
神
は

天
の
陽
気
に
由
来
す
る
。
こ
の
陰
陽
二
気
は
相
互
に
対
立
す
る
属
性

を
持
っ
て
い
る
が
、
両
者
の
本
源
に
遡
っ
て
考
え
る
と
、
自
然
と
同

じ
よ
う
に
「
一
気
」
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

換
言
す
れ
ば
、
陰
陽
は
対
立
し
て
い
る
が
、
実
際
は
互
い
に
依
存

し
て
い
る
。
こ
の
両
者
の
不
可
分
性
に
つ
い
て
、『
黄
帝
内
経
・
生

氣
通
天
論
篇
』
で
は
「
陰
平
ら
か
に
し
て
陽
秘
す
れ
ば
、
精
神
乃
ち

治
す
。
陰
陽
が
離
決
す
れ
ば
、
精
気
す
な
わ
ち
絶
ゆ
」23

と
あ
る
。
陰
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が
な
け
れ
ば
陽
も
な
く
、
そ
の
一
方
だ
け
単
独
で
存
在
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
そ
し
て
、
陰
陽
は
絶
え
ず
運
動
変
化
す
る
状
態
に
あ
る

た
め
、
養
生
の
た
め
に
、
両
者
の
不
調
を
慎
重
に
考
察
し
、
一
定
の

範
囲
で
平
衡
を
保
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
陰
陽
の
特
質
に
基

づ
き
、
自
然
、
人
間
に
お
け
る
陰
陽
調
和
の
状
態
は
、
五
行
に
対
応

す
る
五
臓
や
五
季
な
ど
の
相
生
相
剋
に
よ
っ
て
以
下
の
よ
う
に
示
さ

れ
る
。

心
　
―
　
陽
中
の
陽
　
　
―
　
夏
　
―
　
喜
　
―
　
火

肺
　
―
　
陽
中
の
陰
　
　
―
　
秋
　
―
　
悲
　
―
　
金

肝
　
―
　
陰
中
の
陽
　
　
―
　
春
　
―
　
怒
　
―
　
木

脾
　
―
　
陰
中
の
至
陰
　
―
　
長
夏
―
　
憂
思
―
　
土

腎
　
―
　
陰
中
の
陰
　
　
―
　
冬
　
―
　
恐
　
―
　
水

（『
黄
帝
内
経
』
の
「
金
匱
真
言
論
」
に
基
づ
く

24
）

　

五
行
の
相
生
相
剋
で
は
、
万
物
を
形
づ
く
る
五
行
の
運
行
は
「
木

→
火
→
土
→
金
→
水
」
の
順
に
右
回
り
に
生
ず
る
ほ
か
、「
木
剋
土

→
土
剋
水
→
水
剋
火
→
火
剋
金
→
金
剋
木
」の
順
に
無
限
に
循
環
し
、

次
の
相
手
を
制
御
す
る
。
す
べ
て
は
相
生
相
剋
に
よ
っ
て
バ
ラ
ン
ス

を
保
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
陰
陽
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
病
気
が
生

ず
る
関
係
は
「
相
乗
」
及
び
「
相
侮
」
と
表
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

五
行
に
対
応
す
る
五
臓
の
正
常
な
協
調
関
係
が
失
わ
れ
疾
病
が
発
生

し
な
い
よ
う
に
、
常
に
平
衡
を
と
り
、
動
的
に
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
べ

き
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
相
対
的
・
動
的
に
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
こ
と
は
、
月
舟

の
言
う
「
撃
蒙
も
〈
足
〉
で
あ
る
」
と
も
合
致
し
て
い
る
。
月
舟
の

学
問
上
の
師
で
あ
る
桃
源
の
『
百
衲
襖
』
に
は
「
蒙
過
剛
ソ
。
サ
ル

ホ
ト
ニ
撃
蒙
ノ
象
ト
ス
ル
。
然
モ
必
太
過
テ
攻
治
ス
ル
コ
ト
。
太
深

ケ
レ
ハ
必
反
テ
」25

と
い
う
解
説
が
あ
る
。
即
ち
物
事
を
発
展
さ
せ
る

に
は
、
適
度
に
行
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
陰
陽
が
互
い
に
依
存
し
、
動
的
に
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
と

い
う
性
質
を
見
る
と
、
月
舟
の
指
摘
す
る
「
足
」
も
禅
の
修
行
に
お

け
る
悟
り
の
境
地
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
は
っ
き
り
す
る
。
禅
宗

で
は
、
楽
し
み
・
苦
し
み
の
よ
う
に
両
面
的
に
捉
え
て
し
ま
う
こ
と

を「
迷
い
」と
言
う
の
に
対
し
て
、対
立
的
に
見
る
分
別
を
離
れ「
一
」

と
捉
え
る
こ
と
は「
見
性
」（
無
分
別
）と
し
て
認
識
す
る
。
さ
ら
に
、

そ
の
「
一
」
に
も
執
着
せ
ず
、
人
間
の
行
・
住
・
坐
・
臥
と
い
う
行

動
に
任
せ
て
、
動
く
ま
ま
平
常
心
を
持
ち
、
悟
り
を
開
く
。

　

こ
の
悟
り
の
過
程
を
「
陰
陽
」
か
ら
考
え
て
み
る
。
苦
し
み
を
離

れ
て
楽
し
み
を
得
る
た
め
に
、
わ
ざ
わ
ざ
苦
し
み
や
逆
境
な
ど
か
ら

脱
出
す
れ
ば
、陰
陽
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
病
気
が
生
じ
る
よ
う
に
、

か
え
っ
て
悟
り
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
悟
り
の
境
地
と
い
う

の
は
、
苦
し
み
と
楽
し
み
、
逆
境
と
順
境
の
よ
う
な
対
立
し
て
い
る

も
の
で
あ
っ
て
も
、
適
度
に
依
存
し
、
抑
制
し
合
う
こ
と
に
よ
っ
て

平
衡
の
状
態
を
維
持
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
こ
の
平
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衡
は
永
遠
に
精
神
を
集
中
し
、心
が
静
寂
と
な
っ
た
状
態
で
は
な
く
、

「
四
時
に
順
応
し
寒
暑
に
適
応
す
る
。
喜
び
と
怒
り
を
調
和
し
起
居

を
安
定
す
る
。
陰
陽
・
剛
柔
を
調
節
す
る
」26

こ
と
に
よ
っ
て
、
日

常
の
中
で
自
然
に
陰
陽
調
和
の
道
を
明
ら
か
に
で
き
る
。

　

要
す
る
に
、「
陰
・
陽
→
陰
陽
一
体
→
動
的
平
衡
・
陰
陽
調
和
」は「
迷

い
・
分
別
→
無
分
別
→
平
常
心
是
道
」
と
い
う
悟
り
の
境
地
に
相
当

し
て
い
る
。
医
術
に
精
進
し
、
陰
陽
五
行
論
に
対
す
る
理
解
を
深
め

る
こ
と
で
、
悟
り
が
開
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
逆
に
、
医
家
自
身
が

悟
り
の
た
め
に
修
行
し
努
力
す
る
こ
と
で
、
医
術
が
身
に
つ
き
、
他

人
の
救
済
に
尽
力
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
っ
た
。
一
言
で
言
え
ば
、

医
と
禅
の
結
び
つ
き
に
よ
っ
て
、
陰
陽
調
和
の
道
を
精
通
し
、「
自

利
利
他
」
と
い
う
理
想
的
な
境
地
を
実
現
さ
せ
た
。

２
、「
陰
陽
分
離
」
に
お
け
る
「
浄
土
信
仰
」
の
批
判

　

以
上
、月
舟
は
陰
陽
五
行
の
調
和
の
道
と
禅
の
結
合
に
よ
っ
て「
自

利
利
他
」
の
理
想
境
地
が
実
現
で
き
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
が
、
こ
れ

に
対
し
、
月
舟
は
凡
と
聖
や
穢
国
と
浄
土
の
区
別
を
大
切
に
す
る
浄

土
信
仰
に
お
け
る
「
自
利
利
他
」
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
た
の
か
、

彼
の
『
養
性
室
記
』
で
は
、『
観
無
量
寿
経
』
及
び
法
然
の
『
選
択

本
願
念
仏
集
』
の
内
容
を
め
ぐ
り
次
の
よ
う
に
説
く
。

　
　

 

酥
酪
も
醍
醐
も
で
は
な
く
、
吾
が
臨
済
門
下
の
烏
喙
菫
毒
を
使

え
ば
、
扁
鵲
は
虢
太
子
を
復
活
さ
せ
た
如
く
。
上
人
は
日
ま
た

日
、夜
ま
た
夜
、室
中
で
宴
坐
し
、日
想
観
や
水
想
観
に
渉
ら
ず
、

宝
樹
・
宝
池
も
求
め
た
こ
と
は
な
い
。
左
に
観
音
な
し
、
右
に

勢
至
も
な
し
。
自
ら
の
心
肝
の
患
部
を
湯
熨
し
、
他
人
の
膏
肓

を
鍼
灸
す
る
。
自
利
々
他
、
心
と
境
を
忘
れ
る
。
草
木
、
叢
林

は
い
つ
も
清
泰
城
で
あ
る
。
狸
奴
白
牯
と
い
う
畜
生
で
も
無
量

の
寿
命
で
は
な
い
も
の
が
い
な
い
。
も
し
再
び
仏
見
・
法
見
が

起
こ
る
と
、
十
万
億
土
の
西
の
西
に
退
け
ら
れ
る
。27

　

凡
人
が
如
何
な
る
浄
土
を
観
想
す
べ
き
か
、
浄
土
三
部
経
の
一
つ

で
あ
る
『
観
無
量
寿
経
』
に
は
、「
日
想
観
」「
水
想
観
」
な
ど
を
含

む
十
六
観
法
が
あ
る
。
例
え
ば
初
観
で
は
西
に
沈
む
太
陽
の
観
想
に

よ
っ
て
極
楽
世
界
が
西
方
に
位
置
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
極
楽

浄
土
に
至
る
ま
で
「
十
万
億
刹
」
が
あ
る
が
、
観
経
で
は
一
念
で
極

楽
へ
往
生
で
き
る
と
「
行
者
の
観
想
に
相
応
し
て
自
然
に
極
楽
浄
土

を
見
る
」28

た
め
、「
こ
こ
を
去
る
こ
と
遠
か
ら
ざ
る
」29

と
解
し
て
い

る
。
だ
が
、
月
舟
は
、
人
間
は
「
十
万
億
刹
」
の
西
の
西
、
即
ち
極

楽
世
界
か
ら
遠
く
離
れ
た
と
こ
ろ
に
し
か
堕
ち
な
い
と
主
張
し
て
い

る
。
そ
れ
は
陰
陽
の
不
可
分
性
に
反
し
、
穢
土
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ

に
絶
対
的
な
浄
土
を
求
め
た
こ
と
に
よ
る
の
だ
ろ
う
。

　

そ
の
ほ
か
、月
舟
が
言
及
し
た
法
然
の『
選
択
本
願
念
仏
集
』で
は
、

「
五
味
」
を
乳
・
酪
・
生
酥
・
熟
酥
・
醍
醐
と
し
て
区
別
し
、
ま
た
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「
自
利
利
他
」
に
つ
い
て
「
衆
生
に
施
し
を
行
う
利
他
と
、
さ
と
り

を
求
め
る
自
利
の
こ
と
」
と
あ
る
。
そ
の
「
自
利
真
実
」
と
は
「
一

つ
の
真
実
心
の
う
ち
に
、自
他
の
諸
悪
お
よ
び
穢
国
等
を
制
捨
し
て
、

行
住
坐
臥
に
、
一
切
菩
薩
の
諸
悪
を
制
捨
す
る
に
同
じ
く
、
わ
れ
も

如
此
な
ら
ん
と
想
ふ
な
り
。
二
に
は
真
実
心
の
う
ち
に
、
自
他
の
凡

聖
等
の
善
を
勤
修
す
」30

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
内
容
は
「
自
利
」
の
理
想
で
あ
る
が
、
陰
陽
調
和
か
ら
見
れ

ば
、
ほ
ぼ
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
極
楽
浄
土
の
「
楽
」
は

そ
も
そ
も
「
苦
」
と
相
対
的
に
存
在
し
て
い
る
概
念
で
あ
る
。
陰
陽

の
よ
う
に
対
立
し
て
い
る
も
の
（
苦
楽
、
悪
善
、
穢
浄
、
凡
聖
）
で

あ
っ
て
も
、
適
度
に
依
存
し
、
抑
制
し
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
平
衡
の

状
態
を
維
持
す
る
。
穢
国
が
な
け
れ
ば
、
浄
土
は
生
ま
れ
よ
う
も
な

く
、
凡
人
が
い
な
け
れ
ば
聖
人
は
存
在
し
な
い
。
つ
ま
り
、
苦
し
み
・

楽
し
み
や
穢
国
・
浄
土
、
凡
・
聖
の
い
ず
れ
も
単
独
に
存
在
す
る
可

能
性
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
陰
陽
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
病
気
が
生
じ
る
と
同
じ
よ
う

に
、
凡
聖
、
苦
楽
、
悪
善
、
穢
浄
な
ど
を
区
別
す
る
こ
と
は
「
極
楽

浄
土
」
か
ら
遠
く
離
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
、
自
ら
悟
り
が
開
け

な
い
だ
け
で
な
く
、
一
切
衆
生
救
済
の
苦
し
み
や
迷
い
を
離
れ
て
救

わ
れ
る
「
利
他
」
も
ま
っ
た
く
実
現
で
き
ず
、
か
え
っ
て
大
き
な
禍

を
招
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

永
正
十
五
（
一
五
一
八
）
年
の
朝
倉
教
景
の
「
三
十
三
年
忌
」
で
、

月
舟
は
、
一
向
宗
門
徒
が
越
前
へ
の
侵
攻
を
迎
え
討
ち
、
一
向
宗
側

が
崩
れ
と
な
り
朝
倉
軍
が
勝
利
を
収
め
た
こ
と
を
賞
賛
し
て
い
る
一

方
、
白
蓮
教
の
こ
と
を
借
り
て
浄
土
信
仰
に
よ
る
大
き
な
社
会
弊
害

を
次
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
る
。「
無
礙
の
人
な
の
に
、他
宗
を
破
っ

て
寺
院
を
奪
い
、
善
良
な
官
吏
を
殺
し
て
管
轄
し
て
い
る
土
地
を

取
っ
た
。
魔
王
は
狼
顧
て
、
魔
民
が
集
ま
っ
た
。
村
・
県
か
ら
郡
・

国
に
至
る
ま
で
、
広
い
範
囲
で
紛
々
擾
々
と
し
て
乱
れ
る
」31

。
一

向
宗
の
信
徒
は
、阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
信
じ
て
極
楽
浄
土
に
往
生
し
、

そ
こ
で
悟
り
が
得
ら
れ
る
と
い
う
信
心
を
持
っ
て
い
る
が
、
実
際
一

方
（
排
他
的
な
仏
陀
一
仏
至
上
主
義

32

）
を
肯
定
し
他
方
を
否
定
す

る
見
解
に
過
ぎ
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
月
舟
の
指
摘
し
た
よ
う
に
、
陰
陽
五
行
論
に
基
づ

き
、
自
ら
の
心
肝
の
患
部
を
湯
と
火
の
し
で
温
め
る
治
療
法
を
使
え

ば
、
自
と
他
、
心
と
境
が
一
体
と
な
る
悟
り
の
境
地
に
到
達
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
草
木
叢
林
と
い
う
現
世
世
界
で
も
、
扁
鵲

の
治
療
法
、
た
と
え
ば
鍼
・
湯
薬
・
湿
布
な
ど
を
用
い
、
膏
肓
ま
で

に
逃
げ
込
ん
だ
重
病
が
治
療
で
き
れ
ば
、「
利
他
」
も
実
現
で
き
る
。

さ
ら
に
そ
う
す
れ
ば
、
狸
奴
（
山
猫
）
や
白
牯
（
農
耕
用
に
虚
勢
さ

れ
た
牛
）
の
よ
う
な
仏
法
の
聖
性
か
ら
最
も
遠
い
畜
生
も
、「
極
楽

浄
土
の
住
人
」の
よ
う
な
無
量
無
限
の
寿
命
が
得
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、

「
自
利
利
他
」
を
果
た
す
た
め
に
は
、
陰
陽
調
和
と
そ
の
不
可
分
性

に
反
し
て
い
て
は
い
け
な
い
、
と
月
舟
は
述
べ
る
の
で
あ
る
。
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三
、「
陰
陽
五
行
の
調
和
」
に
よ
る
「
禅
教
一
致
」
思
想
の
構
築

　

以
上
、
真
の
浄
土
世
界
の
到
達
に
は
、
陰
陽
五
行
の
医
道
を
深
め

る
こ
と
が
最
も
重
要
な
方
法
だ
と
月
舟
は
認
識
し
て
い
る
。
で
は
、

陰
陽
五
行
に
反
す
る
浄
土
信
仰
を
「
自
利
利
他
」
に
戻
さ
れ
る
た
め

に
、
月
舟
は
ど
の
よ
う
に
医
・
禅
・
浄
と
い
う
三
者
の
関
係
を
構
築

す
べ
き
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
月
舟
は
次
の
よ
う
に
と
説
く
。

　
　

 

東
方
の
瑠
璃
界
に
大
医
王
が
い
て
こ
こ
を
統
御
し
て
い
た
。
普

く
天
の
下
の
率
土
の
浜
に
は
、
救
い
・
帰
る
所
も
な
く
、
医
・

薬
も
な
い
人
々
が
い
る
。
わ
が
王
の
名
前
を
聞
き
、
即
ち
身
心

が
和
悦
に
な
る
。
…
仏
陀
寺
の
融
国
上
人
、諱
は
正
考
と
い
い
、

穢
土
か
ら
離
れ
ず
、
坐
っ
た
ま
ま
浄
土
に
至
る
。
西
山
の
一
派

は
彼
を
棟
梁
と
し
て
長
く
越
前
の
一
乗
谷
に
住
ん
で
い
る
。
道

は
太
守
の
日
下
氏
に
合
っ
た
。
壮
年
の
画
を
学
ん
だ
が
、
必
ず

し
も
業
を
為
さ
な
か
っ
た
。
術
に
大
苦
労
し
、
神
聖
で
あ
る
。

…
風
邪
、
暑
愆
、
調
護
な
ど
、
則
ち
上
人
の
門
に
赴
く
。
上
人

の
室
を
窺
え
て
救
済
を
求
め
。33

　

融
国
正
考

34

は
そ
も
そ
も
浄
土
真
宗
の
西
山
派
に
属
し
て
い
る
。

そ
の
西
山
派
の
思
想
に
つ
い
て
、祖
師
で
あ
る
証
空
は
「
即
便
往
生
」

と
「
当
得
往
生
」
と
い
う
二
種
の
往
生
が
あ
る
と
説
い
た
が
、
融
国

正
考
は
医
術
に
精
通
し
て
い
る
た
め
、
自
ら
は
浄
土
の
修
行
に
向

か
っ
て
精
進
し
な
が
ら
、
他
人
の
救
済
も
行
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
月

舟
は
融
国
正
考
を
薬
師
如
来
と
比
べ
た
う
え
で
、
次
の
よ
う
に
言
っ

た
。

　
　

 

五
蔵
五
味
の
論
は
全
く
台
宗
の
五
味
で
は
な
い
。
薬
方
か
脉
訣

か
、
素
問
・
霊
枢
・
岐
伯
・
雷
公
・
王
叔
和
と
い
う
医
書
・
医

者
か
ら
出
る
こ
と
が
な
い
。
さ
ら
に
観
経
な
ど
の
浄
土
三
部
経

で
は
、
ま
し
て
救
い
が
な
い
人
を
救
済
し
、
医
は
な
い
人
を
治

し
た
。
人
は
皆
手
を
以
て
額
に
置
い
た
。「
古
は
東
方
に
大
医

王
が
い
る
。
今
は
西
方
に
も
大
医
王
が
あ
る
。
不
思
議
だ
」
と

言
っ
た
。
吾
が
教
外
宗
に
さ
ら
に
換
骨
の
方
が
あ
る
。
本
来
五

味
を
分
け
る
こ
と
な
く
、
た
だ
一
味
の
禅
で
あ
る
。35

　

昔
は
東
方
浄
瑠
璃
世
界
の
教
主
で
あ
る
薬
師
如
来
は
現
世
で
医
薬

を
遠
離
す
る
者
を
救
済
し
て
い
た
が
、
今
は
浄
土
の
修
行
を
し
な
が

ら
医
学
に
携
わ
っ
て
い
る
融
国
正
考
は
、
疾
病
に
か
か
っ
た
者
の
救

済
を
図
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
で
き
る
理
由
は
浄
土
の
修
行
で
も
完
全

に
現
世
か
ら
離
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
浄
穢
が
同
体
で
あ
る
。

融
国
上
人
自
身
も
穢
土
か
ら
離
れ
る
こ
と
な
く
、
世
間
に
い
な
が
ら

浄
土
に
至
っ
た
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
の
苦
し
む
人
々
に
「
救
い
」

を
も
与
え
た
。
そ
の
た
め
、
浄
土
真
宗
に
属
し
て
い
る
融
国
正
考
で

も
、
漢
方
医
学
を
身
に
付
け
れ
ば
、
現
世
で
も
「
自
利
利
他
」
を
果
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た
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
の
上
で
、
月
舟
は
法
然
の
『
選
択
集
』
に
お
け
る
「
五
味
」36

に

つ
い
て
も
改
め
て
解
説
し
た
。
か
つ
て
浄
土
真
宗
の
僧
で
あ
る
覚
如

（
一
二
七
〇
～
一
三
五
一
）は
、法
然
の
言
う「
五
味
」に
基
づ
い
て
、

天
台
教
学
に
お
け
る
「
五
味
」
の
教
判
を
借
用
し
、
念
仏
を
醍
醐
味

に
相
当
す
る『
法
華
経
』と
同
味
の
教
え

37

と
位
置
付
け
た
。
し
か
し
、

こ
れ
は
天
台
教
学
に
お
け
る
「
五
味
」
で
は
な
く
、
薬
方
や
脉
訣
に

お
け
る
「
五
味
」（
鹹
・
苦
・
酸
・
辛
・
甘
）
で
あ
る
べ
き
だ
と
月

舟
は
主
張
し
た
。

　

法
然
の
言
う
「
五
味
」
で
は
、「
牛
従
り
乳
を
出
し
、
乳
従
り
酪

を
出
し
、
酪
従
り
生
酥
を
出
し
、
生
酥
従
り
熟
酥
を
出
し
、
熟
酥
従

り
醍
醐
を
出
す
。
醍
醐
と
は
最
上
な
り
」
の
よ
う
に
優
先
順
位
を
つ

け
た
。
こ
れ
と
異
な
り
、
五
行
に
対
応
す
る
「
五
味
」
は
次
の
よ
う

に
示
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
「
五
味
」
の
相
生
相
剋
図
か
ら
、
酸
味
は
肝
に
有
効
で
あ
る

気
と
い
う
収
斂
の
気
が
多
く
な
り
、
脾
が
縮
ま
っ
て
胃
も
充
分
に
働

け
な
く
な
る
と
あ
る
。
こ
の
相
生
相
剋
の
循
環
は
、
一
つ
の
味
に
偏

る
こ
と
が
な
い
五
味
の
バ
ラ
ン
ス
体
系
を
示
し
て
い
る
。

　

五
臓
の
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
念
仏
を
「
醍
醐
味
」
に
あ

て
は
め
る
よ
う
な
「
五
味
」
の
優
先
順
位
を
つ
け
ず
、
慎
重
に
「
五

味
」
を
調
和
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
ま
た
、禅
宗
に
も
「
一
味
禅
」

と「
五
味
禅
」と
い
う
区
別
が
あ
る
。「
一
味
禅
」に
対
し
、「
五
味
禅
」

は
様
々
な
知
見
が
混
じ
り
合
っ
た
不
純
な
禅
風
で
あ
り
、
ま
た
は
区

別
し
て
優
劣
を
立
て
取
捨
の
禅
風

38

で
あ
る
た
め
、純
一
無
雑
の
「
一

味
」
を
最
上
禅
と
し
て
月
舟
は
認
識
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
適
度
に

バ
ラ
ン
ス
の
状
態
を
維
持
す
れ
ば
、禅
宗
に
お
け
る
「
換
骨
方
」（
凡

骨
を
仙
骨
に
取
り
替
え
非
凡
な
も
の
と
す
る
）
の
よ
う
に
、
凡
人
の

ま
ま
、
凡
人
を
超
え
て
聖
人
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
と
月
舟
は
述
べ

て
い
る
。

　

以
上
、
医
学
に
従
事
し
た
浄
土
真
宗
の
融
国
正
考
の
例
か
ら
、
陰

陽
調
和
に
精
通
す
る
こ
と
で
、
真
の
「
極
楽
浄
土
」
に
達
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
月
舟
は
、
念
仏
を
醍

醐
味
と
相
当
す
る
よ
う
な
法
然
の
言
う
五
味
の
区
別
を
捨
て
て
、
浄

土
教
で
も
漢
方
医
学
の
五
味
か
ら
理
解
す
る
の
が
よ
り
妥
当
で
あ
る

と
主
張
し
た
。
陰
陽
調
和
の
視
点
か
ら
見
る
と
、
こ
の
五
味
は
元
来

「
一
体
」
で
あ
り
、
こ
れ
は
禅
宗
に
お
け
る
「
一
味
の
禅
」
と
一
致

す
る
。

が
、
食
べ
す
ぎ
る
と
脾
を
傷
つ
け
、
苦
味

は
心
に
有
効
で
あ
る
が
、
肺
を
傷
つ
け

る
。
ま
た
、甘
味
は
脾
に
有
効
で
あ
る
が
、

腎
を
傷
つ
け
、
辛
味
は
肺
に
有
効
で
あ
る

が
、肝
を
害
す
る
と
い
っ
た
作
用
が
あ
る
。

た
と
え
ば
、『
黄
帝
内
経
・
生
気
通
天
論
』

に
は
、
酸
味
を
過
剰
に
摂
取
す
る
と
、
肝
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だ
が
、
陰
陽
の
調
和
と
そ
の
一
体
性
か
ら
禅
教
一
致
を
論
証
す
る

こ
と
が
で
き
る
が
、
陰
陽
五
行
論
に
基
づ
く
論
説
は
そ
の
以
前
の
禅

浄
一
致
論
と
比
べ
て
、
ど
の
よ
う
な
特
質
を
持
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
月
舟
は
次
の
よ
う
に
書
く
。

　
　

 

功
徳
主
が
浄
土
を
修
し
て
阿
弥
陀
仏
の
願
力
の
御
加
護
を
受
け

よ
う
と
す
る
な
ら
、
観
経
に
あ
る
「
是
心
作
仏
、
是
心
是
仏
」

と
い
う
文
を
取
り
、
座
禅
用
の
円
座
の
上
で
子
細
に
観
じ
る
、

私
の
禅
で
は
「
即
心
即
仏
、
非
心
非
仏
」
と
言
い
、
観
経
で
は

「
是
心
是
仏
、
是
心
作
仏
」
と
言
う
。
心
と
仏
は
一
如
、
浄
と

穢
は
同
体
だ
。
九
品
蓮
台
は
根
と
根
こ
そ
ぎ
に
し
て
、
梅
を
種

と
も
に
か
み
砕
く
。
後
に
禅
は
教
か
ら
離
れ
て
お
ら
ず
、
教
も

禅
か
ら
離
れ
て
い
な
い
と
知
る
。
な
に
が
「
般
舟
三
昧
」
な
の

か
、
八
角
の
磨
盤
が
空
中
を
飛
ぶ
。
一
道
の
神
光
に
よ
り
あ
ら

ゆ
る
境
界
は
平
穏
に
な
る
。39  

　

こ
こ
で
、
般
舟
三
昧
と
は
、
阿
彌
陀
仏
を
念
じ
て
諸
仏
現
前
を
見

る
三
昧
で
あ
り
、
心
が
平
穏
の
状
態
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、『
観

無
量
寿
経
』
の
「
是
心
作
仏
、
是
心
是
仏
」
は
、
禅
の
言
う
「
即
心

即
仏
、
非
心
非
仏
」
と
同
じ
で
あ
る
と
月
舟
は
指
摘
し
て
い
る
。
こ

の
一
致
性
に
つ
い
て
は
、現
住
派
祖
師
で
あ
る
中
峰
明
本（
一
二
六
三

～
一
三
二
三
）
が
浄
土
も
禅
も
「
心
」
で
あ
り
、
名
称
は
二
つ
だ
が

本
性
は
一
つ

40

と
禅
教
一
致
を
論
証
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
方
立
天
氏
の
「
永
明
延
寿
（
九
〇
四
～
九
七
五
）
の
禅
浄

一
致
思
想
の
影
響
」
に
関
す
る
指
摘
で
は
、『
観
無
量
寿
経
』
の
「
是

心
作
仏
」
と
は
般
舟
三
昧
を
解
説
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
精
神

を
集
中
し
心
が
穏
や
か
な
状
態
で
、
仏
の
イ
メ
ー
ジ
を
瞑
想
す
る
こ

と
で
仏
は
心
か
ら
現
れ
る
。
禅
宗
で
は
自
ら
の
心
が
仏
で
あ
り
、
心

以
外
に
仏
は
い
な
い
と
主
張
す
る
。
そ
の
た
め
、
本
来
成
仏
の
理
論

に
大
き
な
差
が
あ
る
両
者
が
、「
人
と
仏
」
の
関
係
か
ら
「
心
と
仏
」

へ
転
向
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
心
に
関
す
る
理
論
は
禅
教
一
致
に
理

論
根
拠
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た

41

。

　

以
上
か
ら
考
え
て
、
浄
土
修
行
の
「
念
仏
三
昧
」
と
禅
の
「
見
性

成
仏
」
は
、
共
に
精
神
を
集
中
す
る
こ
と
で
心
が
穏
や
か
な
状
態
を

目
指
し
た
。
こ
の
共
通
性
を
論
証
す
る
に
は
、
そ
の
心
の
状
態
を
目

指
す
方
法
（
念
仏
・
見
性
）
の
大
き
な
違
い
に
囚
わ
れ
ず
に
、
最
後

の
心
の
状
態
に
の
み
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
以
上
の
引
用
文
の
中
で
、
月
舟
は
「
心
と
仏
」
の
関
係

か
ら
禅
浄
の
一
致
性
を
論
証
し
た
だ
け
で
な
く
、「
心
と
仏
は
一
如
、

浄
と
穢
は
同
体
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
に
も
言
及
し
た
。
す
な
わ
ち

「
心
仏
一
如
」
を
体
得
す
る
に
は
「
浄
穢
同
体
」
を
悟
る
こ
と
も
必

要
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
つ
い
て
は
、
月
舟
が
、
医
道
に
携
わ
る
融
国
上
人
が
穢
土

か
ら
離
れ
る
こ
と
な
く
、
世
間
に
い
な
が
ら
浄
土
に
至
っ
た
と
い
う
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事
例
を
用
い
て
、
既
に
「
浄
穢
一
体
」
を
論
証
し
て
い
る
。
具
体
的

に
陰
陽
五
行
論
の
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
陰
陽
の
よ
う
な
相
対
的
に
存

在
し
て
い
る
二
つ
の
も
の
で
も
、
元
々
「
一
つ
」
か
ら
生
ま
れ
た
も

の
で
あ
り
、
浄
穢
、
凡
聖
、
真
俗
と
い
う
よ
う
な
相
対
的
な
存
在
も

同
様
に
「
一
体
」
だ
と
言
え
る
。
さ
ら
に
月
舟
が
主
張
す
る
よ
う
に
、

「
五
味
」
は
、「
念
仏
」
を
醍
醐
味
と
す
る
「
五
味
」
の
教
判
の
よ

う
に
、物
事
の
区
別
に
注
目
す
る
の
で
は
な
く
、五
行
に
基
づ
く
「
五

味
」
で
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
浄
土
の
思
想
で
も
禅
思
想
の
理
解
で
も
陰
陽
調
和
の

道
か
ら
離
れ
る
こ
と
な
く
、
心
の
穏
や
か
な
状
態
に
達
す
る
た
め
の

最
も
優
れ
た
方
法
は
、
陰
陽
五
行
論
、
特
に
陰
陽
調
和
の
道
を
深
め

る
こ
と
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
月
舟
は
心
の
状
態
に
注
目
す
る
だ
け

で
な
く
、
陰
陽
調
和
の
道
を
悟
る
こ
と
で
、
心
の
理
想
的
な
状
態
に

至
る
方
法
に
も
重
視
し
て
い
る
。

　

結
論
と
し
て
は
、
禅
宗
で
も
浄
土
教
で
も
、
本
質
か
ら
見
れ
ば
、

道
を
悟
る
瞬
間
に
一
切
の
妄
執
を
解
放
し
、
自
分
の
清
浄
の
本
心
に

戻
る
と
い
う
目
指
し
が
あ
る
。禅
浄
は
本
来
別
々
な
も
の
で
は
な
く
、

自
ら
心
に
戻
れ
ば
浄
土
の
修
行
者
も
医
道
を
深
め
て
い
く
過
程
で
悟

り
を
開
き
成
仏
で
き
る
。
こ
れ
は
最
後
の
「
心
」
の
状
態
の
み
注
目

し
、
単
な
る
思
想
を
以
て
思
想
を
論
証
す
る
方
法
と
は
異
な
り
、
月

舟
は
漢
方
医
学
に
お
け
る
陰
陽
五
行
論
の
科
学
性
と
合
理
性
に
基
づ

き
、根
本
か
ら
そ
の
心
の
状
態
に
至
る
方
法
の
一
致
性
を
論
説
し
た
。

終
わ
り
に

　

先
行
研
究
で
は
月
舟
に
よ
る
医
学
知
識
の
受
容
に
関
し
て
、
単
に

知
識
・
学
問
の
獲
得
と
し
て
認
め
る
の
み
で
あ
り
、
知
識
と
禅
思
想

と
の
関
連
に
つ
い
て
の
考
察
は
管
見
の
限
り
な
い
。
こ
れ
ま
で
中
世

の
禅
宗
は
、
ほ
ぼ
「
知
識
の
場
」
と
「
思
想
の
場
」
と
い
う
二
つ
に

分
け
ら
れ
て
研
究
が
行
わ
れ
て
き
た
。
だ
が
、
知
識
に
は
そ
も
そ
も

理
論
的
な
知
識
と
実
践
的
な
知
識
と
い
う
二
種
類
が
あ
る
。
理
論
的

な
知
識
が
理
論
・
学
問
体
系
を
構
築
す
る
一
方
、
実
践
的
な
知
識
は

実
践
の
前
提
ま
た
は
理
論
根
拠
と
し
て
実
際
に
利
用
さ
れ
る
。
そ
こ

で
、
本
論
で
は
医
学
知
識
の
実
用
性
、
実
践
性
に
注
目
し
、
さ
ら
に

そ
れ
を
媒
介
と
し
て
、
従
来
の
研
究
で
見
落
と
さ
れ
て
き
た
知
識
と

思
想
の
結
び
つ
き
を
掘
り
起
こ
し
た
。

　

ま
ず
、
こ
の
知
識
の
特
徴
か
ら
中
世
禅
林
で
流
行
し
た
漢
方
医
学

の
知
識
の
受
容
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
。
月
舟
が
神
農
氏
を
代
表

す
る
本
草
学
の
知
識
化
・
学
問
化
を
批
判
し
て
、『
黄
帝
内
経
』『
夫

子
脉
訣
』『
難
経
』
な
ど
の
医
書
及
び
陰
陽
五
行
論
に
基
づ
く
医
家

の
交
流
を
重
視
し
た
こ
と
か
ら
み
る
と
、
①
直
ち
に
医
療
実
践
に
転

向
で
き
る
医
学
理
論
及
び
そ
れ
に
よ
る
治
療
効
果
の
重
視
、
②
禅
思

想
と
の
結
び
つ
き
の
重
視
と
い
う
二
つ
の
特
徴
が
わ
か
る
。

　

こ
の
二
つ
の
特
徴
を
月
舟
が
重
視
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
実
用
面

で
は
、
陰
陽
が
依
存
し
、
抑
制
し
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
動
的
で
適
度
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な
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
こ
と
は
禅
の
「
見
性
」（
無
分
別
）
の
境
地
と

一
致
す
る
。
医
と
禅
の
結
び
つ
き
に
よ
っ
て
、
陰
陽
調
和
に
基
づ
く

医
道
に
精
通
す
る
こ
と
で
、「
自
利
利
他
」
と
い
う
理
想
的
な
境
地

が
実
現
で
き
る
。

　

続
い
て
、
陰
陽
五
行
論
は
長
い
時
代
に
わ
た
っ
て
医
家
に
論
証
さ

れ
、
科
学
性
、
合
理
性
を
備
え
て
い
る
医
学
理
論
で
あ
っ
た
た
め
、

こ
れ
に
基
づ
き
月
舟
は
禅
の
思
想
の
合
理
性
を
肯
定
的
に
捉
え
る
一

方
、
凡
聖
、
浄
穢
、
真
俗
を
区
別
す
る
浄
土
思
想
の
不
合
理
を
論
証

し
た
。
さ
ら
に
そ
の
う
え
で
凡
聖
、
浄
穢
、
真
俗
の
分
別
に
よ
る
大

き
な
弊
害
を
批
判
し
、
陰
陽
五
行
論
を
基
準
と
し
て
区
別
を
捨
て
禅

浄
思
想
の
一
致
性
を
構
築
し
た
。
つ
ま
り
、
月
舟
は
単
に
思
想
を
以

て
他
の
思
想
と
の
一
致
性
を
論
証
す
る
方
法
を
一
変
し
て
、
医
学
理

論
を
深
め
る
と
と
も
に
、
陰
陽
五
行
に
基
づ
く
医
学
理
論
の
合
理
性

と
科
学
性
に
よ
っ
て
宗
教
思
想
の
合
理
性
を
論
証
す
る
新
た
な
形
が

構
築
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
、
中
世
禅
林
の
五
山
僧
た
ち
は
、
医
学
知
識
だ
け
で
な
く
、

農
学
、
数
学
、
天
文
学
な
ど
の
科
学
知
識
も
重
視
し
て
い
た
。
彼
ら

は
知
識
を
大
量
に
取
り
入
れ
た
抄
物
を
編
纂
し
、「
学
僧
」
と
ま
で

呼
ば
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
知
識
は
、
禅
僧
に
と
っ
て
「
魅
力
的
な

知
識
」42

で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
れ
以
上
に
知
識

と
思
想
と
の
関
係
を
結
び
つ
け
、
こ
れ
に
よ
っ
て
思
想
の
説
得
力
を

か
な
り
強
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
言
え
よ
う
。
こ
の
考
え
に
基
づ
い

て
、
将
来
の
研
究
で
は
よ
り
広
い
範
囲
で
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
の
特
質

を
分
析
し
、
知
識
と
思
想
の
壁
を
乗
り
越
え
、
当
時
の
思
想
展
開
へ

の
影
響
を
明
ら
か
し
た
い
。
そ
の
う
え
で
新
た
な
知
識
の
価
値
を
見

出
す
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
知
識
は
単
な
る
そ
の
自
体

と
し
て
の
価
値
だ
け
で
な
く
、
思
想
の
発
展
に
も
役
に
立
っ
て
い
る

の
だ
ろ
う
。

〈
注
〉

１ 

川
本
慎
自
『
中
世
禅
宗
の
儒
学
学
習
と
科
学
知
識
』（
思
文
閣
、

二
〇
二
一
）
一
九
九
頁
。

２ 

田
中
尚
子
「
月
舟
寿
桂
と
医
学
―
『
幻
雲
文
集
』
に
見
る
五
山
と
医

家
の
接
点
」
駒
沢
女
子
大
学 

研
究
紀
要 

第
二
十
号
、
二
〇
一
三
）

三
一
～
四
二
頁
。

３ 

田
中
尚
子
、
前
掲
。 

４ 

蔦
清
行
「
五
山
禅
僧
と
医
界
：
黄
山
谷
の
詩
の
抄
物
か
ら
」（『
日
本
語
・

日
本
文
化
研
究
』
二
九
、 

二
〇
一
九
）
三
三
～
四
三
頁
。

５ 

堀
川
貴
司『
五
山
文
学
の
研
究
』（
笠
間
書
院
、 

二
〇
一
一
）一
六
五
頁
。 

６ 

月
舟
寿
桂
『
幻
雲
文
集
』（『
続
群
書
類
従
』
第
十
三
輯
上
・
文
筆
部
）

三
九
八
頁
。

７ 
月
舟
寿
桂
『
幻
雲
文
集
』
前
掲
書
、
三
九
八
頁
。
原
文
は
「
医
者
意

也
。
以
此
心
伝
此
心
。
乃
医
之
秘
訣
也
。
故
不
参
心
宗
。
則
医
術
不

可
得
而
伝
焉
。
雪
岑
安
公
人
。
仏
心
宗
也
。
就
大
医
院
上
池
定
国
公
。
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而
学
剤
和
法
。
定
国
亦
是
心
宗
徒
也
。
授
受
之
密
可
知
焉
耳
。
…
神

農
嘗
百
草
以
着
本
草
。
班
々
乎
百
家
編
。
不
足
論
焉
。
秦
越
人
飲
長

桑
君
上
池
水
。
克
窮
病
源
。
悉
伝
其
禁
方
。
老
人
亦
必
染
指
彼
余
滴
。

変
醍
醐
作
砒
霜
。
変
砒
霜
作
醍
醐
矣
」。 

８ 

田
中
尚
子
、
前
掲
。

９ 

宇
津
木
昆
台
『
日
本
医
家
伝
記
事
典
『
日
本
医
譜
』（
日
本
内
経
医
学

会
、
二
〇
一
八
）
一
〇
四
頁
。

10 

月
舟
寿
桂
『
幻
雲
文
集
』、
前
掲
書
。
三
九
八
頁
。
原
文
は
「
画
神
農

像
以
掛
壁
間
。
蓋
師
古
也
。
剤
和
之
暇
。
染
指
味
。
活
人
之
機
。
不

可
得
而
測
。
橘
洲
云
。
臨
済
一
喝
如
烏
喙
菫
毒
。
実
確
論
也
。
雖
云

神
農
復
生
。
恐
不
克
下
觜
」。

11 

月
舟
寿
桂
、
上
掲
書
、
三
一
〇
頁
。 

原
文
は
「
用
得
吾
臨
済
門
下
烏

喙
茎
毒
。
当
能
如
盧
扁
活
虢
太
子
矣
」。

12 

田
上
太
秀
、
石
井
修
道
『
禅
の
思
想
辞
典
』
東
京
書
籍
株
式
会
社
、

三
二
四
頁
。

13 

伊
吹
敦『
中
国
禅
思
想
史
』（
禅
文
化
研
究
所
、 

二
〇
二
一
）二
六
四
頁
。

14 

『
大
光
明
藏
』（
卷
三
）
原
文
は
「
此
喝
在
知
識
則
為
藥
。
在
學
者
則

為
病
」。

15 

月
舟
寿
桂
『
幻
雲
文
集
』、
前
掲
書
、
二
九
六
頁
。
原
文
は
「
扣
玄
旨

於
大
灯
派
下
老
宿
。
一
挨
一
拶
。
電
巻
星
飛
。
然
而
仏
法
両
字
。
不

掛
歯
牙
。
唯
医
為
業
。
黄
岐
以
来
。
所
論
所
験
。
夫
子
脉
訣
。
越
人

難
経
。
為
皮
裏
物
」。

16 

上
田
純
一
「
禅
僧
に
お
け
る
医
僧
と
医
療
の
問
題
に
つ
い
て
」（『
禪

學
研
究
』
禪
學
研
究
會
（
七
三
）
一
九
九
五
）
八
一
～
一
〇
〇
頁
。

17 

孔
穎
達
『
禮
記
正
義
』（『
十
三
經
註
疏
附
校
勘
記
』
中
文
出
版
社
、

一
九
七
九
）。
二
七
四
二
頁
。
原
文
は
「
一
曰
黃
帝
針
灸
、
二
曰
神
農

本
草
、
三
曰
素
女
脉
訣
。
又
云
夫
子
脉
訣
、
若
不
習
此
三
世
之
書
、

不
得
服
食
其
藥
」。「
中
文
出
版
社
影
印『
十
三
經
註
疏
附
校
勘
記
』は
、

「『
重
栞
宋
本
十
三
經
注
疏 

坿
校
勘
記
』
清 

阮
元 

撰
校
勘
記 

清 

盧

宣
旬 

摘
録 

嘉
慶
二
十
年 

南
昌
府
學 

據
儀
徵
阮
氏
文
選
樓
藏
宋
本
重

刊 

用
文
選
楼
蔵
本
校
定 

道
光
六
年
重
校
本
」、
す
な
わ
ち
、
道
光
六

年
後
印
本
を
影
印
し
た
も
の
で
あ
る
。」

18 

桃
源
瑞
仙
『
史
記
抄
』（
巻
十
三
、 

二
一
頁
）（
京
都
大
学
附
属
図
書

館
蔵
、
寛
永
三
年
〈
一
六
二
六
〉）

19 

田
上
太
秀
、
石
井
修
道
『
禅
の
思
想
辞
典
』（
東
京
書
籍
株
式
会
社
、

二
〇
〇
八
）
一
〇
〇
頁
。

20 

月
舟
寿
桂
『
幻
雲
文
集
』、
前
掲
書
、
二
九
七
頁
。
原
文
は
「
寓
名
於

医
。
得
実
於
道
。
梨
花
之
月
。 

梧
桐
之
雨
。
一
吟
一
詠
。
遺
興
則
足

矣
。
半
醒
半
酔
。
撃
蒙
則
足
矣
。
横
眠
也
足
。
倒
臥
也
足
。
無
日
不
楽
。

無
楽
不
足
。
自
足
云
、
自
足
云
。
両
足
云
乎
哉
。
万
足
云
乎
哉
。
詩

家
達
磨
氏
為
太
医
孫
君
昉
叙
四
休
義
云
。
知
足
者
極
楽
之
国
也
。
即

今
上
人
四
威
儀
外
。
那
裡
是
安
楽
処
。
咄
。
苦
楽
逆
順
。
道
在
其
中
」。 

21 

黃
庭
堅
『
四
休
居
士
詩
序
』。
原
文
は
「
粗
茶
淡
飯
飽
即
休
、
被
破
遮

寒
暖
即
休
。
三
平
二
滿
過
即
休
、
不
貪
不
妒
老
即
休
」。
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22 

唐
王
冰
注
ほ
か
『
重
廣
補
註
黄
帝
内
經
素
問
二
四
卷
』［
一
］（
明

王
肯
堂
彙
輯
古
今
醫
統
正
脉
全
書
）
呉
勉
学
校
刊.

萬
暦
二
九.

六
～

七
頁
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レhttps://dl.ndl.go.jp/

pid/2555830

（
参
照 

二
〇
二
三
年
二
月
六
日
）

23 

『
重
廣
補
註
黄
帝
内
經
素
問
二
四
卷
』（
一
）、
前
掲
書
、
十
九
頁
。
原

文
は
「
陰
平
陽
秘
、
精
神
乃
治
、
陰
陽
離
決
、
精
気
乃
絶
」。

24 

唐
王
冰
注
、
前
掲
書
。
二
〇
～
二
四
頁
。

25 

桃
源
瑞
仙
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
百
衲
襖
』（
室
町
期
）

26 

『
黃
帝
内
經
靈
樞
十
二
卷
』「
三
」
八
頁
。
宋
史
崧
校
釈
、
明
嘉
靖
年

間
刊
本
、
丹
波
元
堅
の
識
語
が
あ
る
。

27 

月
舟
寿
桂
『
幻
雲
文
集
』、
前
掲
書
、
三
一
〇
頁
。
原
文
は
「
非
酥
酪

非
醍
醐
。
用
得
吾
臨
済
門
下
烏
喙
茎
毒
。
当
能
如
盧
扁
活
虢
太
子
矣
。

上
人
日
又
日
。夜
又
夜
。宴
坐
室
中
。不
渉
日
想
水
想
。不
求
宝
樹
宝
池
。

左
無
観
音
。
右
無
勢
至
。
湯
熨
吾
心
肝
。
針
灸
他
膏
盲
。
自
利
々
他
。

忘
心
忘
境
。
草
木
叢
林
。
摠
是
清
泰
城
。
狸
奴
白
牯
。
莫
非
無
量
寿
。

若
復
起
仏
見
法
見
。
貶
向
十
万
億
土
西
又
西
去
」。

28 

藤
田
宏
達
『
浄
土
三
部
経
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七
）

三
六
三
頁
。

29 

藤
田
宏
達
、
上
掲
書
。

30 

法
然
『
選
択
本
願
念
仏
集
』（
本
願
寺
出
版
部
、一
九
八
八
）
五
四
頁
。

31 

月
舟
寿
桂
『
月
舟
和
尚
語
録
』、
前
掲
書
、
二
五
四
頁
。
続
群
書
類
従

第
十
三
輯
上
文
筆
部
。
原
文
は「
吾
日
本
国
頃
有
此
弊
。
彼
無
碍
之
輩
。

破
他
宗
而
奪
其
寺
院
。殺
良
吏
而
取
其
郡
国
。魔
王
狼
顧
。魔
民
蟻
屯
。

于
村
于
県
。
于
郡
于
国
。
于
九
州
九
々
州
。
紛
々
爾
擾
々
焉
。
不
謂

大
元
之
弊
至
於
吾
日
本
。
十
余
年
箭
」。 

32 

佐
藤
弘
夫
『
日
本
中
世
の
国
家
と
仏
教
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
〇
）

二
二
四
頁
。

33 

月
舟
寿
桂『
幻
雲
文
集
』、前
掲
書
、三
〇
八
頁
。原
文
は「
東
方
瑠
璃
界
。

有
大
医
王
而
統
御
。
普
天
之
下
。
率
土
之
浜
。
無
救
無
帰
無
医
無
薬

之
輩
。聞
吾
王
名
。即
身
心
和
悦
…
前
住
仏
陀
寿
融
国
上
人
。諱
正
孝
。

不
離
穢
土
。
坐
致
浄
土
。
西
山
一
派
。
為
之
棟
梁
。
久
居
越
之
一
乗
。

道
合
太
守
日
下
氏
。
壮
年
学
画
。
未
必
為
業
。
折
肱
医
術
。
神
而
聖
也
。

…
触
寒
暑
愆
調
護
。
則
趨
上
人
門
。
窺
上
人
室
。
以
求
救
済
」。

34 

福
井
県
の
「
法
興
寺
文
書
」
に
よ
る
と
、
室
町
中
期
に
真
宗
高
田
派

法
光
寺（
福
井
市
栃
泉
町
）を
分
立
す
る
な
ど
し
て
一
時
荒
廃
し
た
が
、

一
五
一
七
年
（
永
正
一
四
）
融
国
正
考
の
時
、
一
乗
谷
外
の
田
治
島

の
字
三
橋
に
寺
を
再
興
し
た
。

35 

月
舟
寿
桂
『
幻
雲
文
集
』
前
掲
書
、
三
〇
九
頁
。
原
文
は
「
夫
五
蔵

五
味
之
論
。
全
非
台
宗
五
味
。
其
薬
方
也
脉
訣
也
。
不
出
於
素
問
霊

枢
岐
伯
雷
公
王
叔
。
和
而
在
観
無
量
寿
等
三
部
也
。
矧
乎
救
彼
無
救
。

医
彼
無
医
。
人
皆
以
手
加
額
曰
。
古
東
方
有
大
医
王
。
今
西
方
有
大

医
王
。
奇
哉
。
吾
教
外
宗
。
更
有
換
骨
方
。
本
無
五
味
之
可
分
。
唯

是
一
味
之
禅
」。

36 

月
舟
寿
桂
『
幻
雲
文
集
』
前
掲
書
、三
〇
九
頁
。
原
文
は
「
列
五
種
蔵
。
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一
素
咀
覧
。
二
毘
奈
耶
。
三
阿
毘
達
磨
。
四
般
若
波
羅
密
多
。
五
陀

羅
尼
門
。
此
五
蔵
譬
如
乳
酪
生
酥
熟
酥
及
妙
醍
醐
。
契
経
如
乳
。
調

伏
如
酪
」。

37 

佐
藤
弘
夫
、
前
掲
書
、
二
二
四
頁
。

38 

田
上
太
秀
、
石
井
修
道
、
前
掲
書
、
二
〇
九
頁
。

39 

月
舟
寿
桂
『
月
舟
和
尚
語
録
』、
前
掲
書
。
二
五
四
頁
。
原
文
は
「
功

徳
主
若
欲
修
浄
土
以
資
冥
福
。
試
取
観
経
是
心
作
仏
是
心
是
仏
之
文
。

向
団
蒲
上
。
子
細
観
焉
。
吾
禅
云
即
心
即
仏
非
心
非
仏
。
彼
経
云
是

心
是
仏
云
是
心
作
仏
。心
仏
一
如
。浄
穢
同
体
。九
品
蓮
台
和
根
抜
却
。

一
枝
梅
子
共
核
咬
砕
。
然
後
知
禅
。
作
麼
生
是
般
舟
三
昧
。
八
角
磨

盤
空
裡
走
。
一
道
神
光
境
閑
」。

40 

中
峰
明
本
『
山
房
夜
話
訳
註
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
五
）
七
十
頁
。

41 

方
立
天
『
禅
宗
概
要
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
一
）
五
五
頁
。 

42 

川
本
慎
自
、
前
掲
書
。
一
九
九
頁
。
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経
学
に
お
け
る
文
体　
―
「
集
伝
」
の
多
角
的
・
通
時
的
検
討
―

■
論
文
Ⅴ
■

は
じ
め
に

　

本
稿
で
は
、
経
学
に
お
い
て
、「
文
体
」
が
ど
の
よ
う
に
論
じ
ら

れ
て
き
た
か
を
扱
う
。
こ
の
「
文
体
」
と
い
う
語
は
、
通
常
の
日
本

語
で
も
な
い
し
、
通
常
の
中
国
語
で
も
な
い
。
経
学
に
お
け
る
注
釈

と
い
う
表
現
方
法
を
め
ぐ
っ
て
、「
体
例
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
、

さ
ら
に
経
典
を
読
む
方
法
論
を
指
し
て
い
る
。１ 

こ
こ
数
年
、
中
国

語
圏
の
学
者
は
、「
地
域
文
化
の
独
自
性
」
と
い
う
課
題
に
対
し
、

精
力
的
に
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
経
典
注
釈

書
の
書
名
に
、
文
体
と
地
域
研
究
と
を
結
び
付
け
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
に
注
目
し
て
い
る
。
本
稿
は
、
こ
の
可
能
性
自
体
に
問
題
を
提

起
し
、
改
め
て
検
討
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。 

　

一
九
八
六
年
、
北
京
図
書
館
（
一
九
九
八
年
に
「
中
国
国
家
図
書

館
」
に
改
称
さ
れ
る
。）
の
機
関
誌
で
あ
る
『
文
献
』
に
、「
文
献

と
文
献
学
に
関
す
る
問
題
を
め
ぐ
る
議
論
（
関
於
文
献
与
文
献
学

問
題
的
討
論
）」
と
い
う
コ
ラ
ム
が
開
設
さ
れ
た
。２ 

香
港
や
台
湾
の

学
界
に
お
け
る
主
流
で
あ
る
、
言
語
（linguisticality

）
や
解
釈

（herm
eneutics

）
の
研
究
方
法
と
は
異
な
り
、
古
典
籍
の
校
訂

整
理
を
通
じ
て
、
経
学
を
通
時
的
に
研
究
す
る
方
法
論
を
求
め
る
学

者
が
続
々
と
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。３ 

周
彦
文
氏
は
初
め
て
「
文

献
繋
学
」
と
い
う
、「
学
術
で
の
主
張
」
に
よ
る
分
類
の
方
法
を
提

唱
し

４

、
馮
浩
菲
氏
は
「
纂
集
体
」
と
い
う
専
門
用
語
を
提
唱
し
、

宋
代
以
降
以
下
の
注
釈
書
、
例
え
ば
「
纂
伝
」・「
纂
言
」・「
匯
纂
」・

「
集
編
」・「
集
成
」・「
大
全
」・「
粹
言
」・「
附
録
」
と
名
付
け
ら
れ

た
書
物
を
、
全
て
「
纂
集
体
」
に
帰
納
さ
せ
得
る
と
し
た
。５ 

こ
う

し
た
研
究
に
基
づ
き
、
さ
ら
に
二
〇
一
〇
年
以
降
、
呉
国
武
氏
は
朱

熹
（
一
一
三
〇
―
一
二
〇
〇
）
の
『
詩
集
伝
』
を
中
心
と
し
て
、
朱

熹
本
人
が
「
集
伝
集
注
体
」
を
創
造
し
、
義
理
と
訓
詁
を
ま
と
め
て

新
し
い
注
釈
書
の
モ
デ
ル
を
創
り
上
げ
た
と
い
う
論
点
を
述
べ
た
。６ 

東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
博
士
課
程
　
胡
　
　
　
華
　
喩
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朱
冶
氏
は
、「
纂
釈
体
」
と
い
う
概
念
を
提
起
し
、こ
の
概
念
を
軸
に
、

元
末
の
徽
州
に
お
け
る
「
家
学
」
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
展
開
と
、
永
楽

十
二
年
（
一
四
一
四
）
十
一
月
に
行
わ
れ
た
『
四
書
五
経
性
理
大
全
』

の
編
纂
過
程
と
を
結
び
付
け
て
論
じ
た
。 

　

こ
う
し
た
新
し
い
手
法
に
よ
り
、
経
学
研
究
に
対
し
て
、
文
体

と
い
う
概
念
の
応
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
顧
頡
剛

（
一
八
九
三
―
一
九
八
〇
）
が
そ
の
読
書
筆
記
で
も
述
べ
て
い
る
よ

う
に
、
読
書
・
刻
書
・
輯
書
・
校
書
・
編
目
な
ど
を
含
め
、
近
代
以

降
、
知
識
を
整
理
す
る
方
法
は
、『
四
庫
全
書
』
か
ら
大
き
な
影
響

を
受
け
て
い
る
と
い
う
事
実
を
看
過
で
き
な
い
。８ 

果
た
し
て
、
近

代
以
前
の
知
識
人
は
、
書
名
と
文
体
と
を
一
体
と
し
て
捉
え
た
の
だ

ろ
う
か
。
そ
し
て
、
近
代
以
前
に
お
け
る
経
学
の
思
想
は
、
今
の
学

者
が
唱
え
る
文
体
の
か
た
ち
で
表
現
さ
れ
て
い
た
の
か
。
こ
の
二
点

に
つ
い
て
、
さ
ら
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
上
述
し
た
疑
問
を
検
討
す
る
た
め
に
、
複
数

の
資
料
を
用
い
て
、
下
記
の
三
つ
の
視
点
か
ら
検
討
を
試
み
る
。

　

第
一
に
、
文
体
と
経
典
注
釈
書
の
書
名
と
を
結
び
付
け
る
可
能
性

に
つ
い
て
、
朱
子
学
を
継
承
し
た
と
標
榜
す
る
徽
州
の
一
部
の
儒
者

は
そ
の
よ
う
に
主
張
し
た
が
、
朱
熹
本
人
は
、
書
名
が
持
ち
う
る
機

能
に
関
し
て
論
説
を
し
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
点
。
第
二
に
、
近
代

以
前
の
目
録
学
文
献
に
は
、
ジ
ャ
ン
ル
と
注
釈
書
の
名
称
と
の
間
に

明
確
な
関
係
を
有
し
て
い
る
と
す
る
記
録
は
見
当
た
ら
な
い
点
。
第

三
に
、
翁
方
綱
（
一
七
三
三
―
一
八
一
八
）
に
対
す
る
考
察
を
通
じ

て
、
顧
頡
剛
と
同
じ
結
論
に
達
す
る
点
。
す
な
わ
ち
、
十
八
世
紀
以

降
、
学
者
た
ち
は
益
々
注
釈
の
あ
り
様
に
重
き
を
置
き
、
さ
ら
に
注

釈
の
様
式
に
基
づ
い
て
評
価
を
付
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

本
稿
は
、
以
上
の
現
象
を
手
が
か
り
に
、
経
学
上
に
お
け
る
こ
の

新
し
い
研
究
手
法
が
ど
こ
ま
で
適
用
さ
れ
得
る
の
か
に
つ
い
て
検
討

し
た
い
。

一
、
宋
以
降
の
「
集
」
の
思
想

　

一
般
的
に
、「
集
」
は
「
あ
つ
む
」
と
訓
よ
み
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、

そ
の
古
義
に
つ
い
て
、
和
田
敬
典
氏

９

と
西
信
康
氏

10

の
研
究
で
は
、

毛
公
鼎
・
馬
王
堆
『
五
行
』
に
基
づ
い
て
、「
集
」
を
「
就
」・「
成
」、

つ
ま
り
「
集
め
成
す
」
や
「
完
成
さ
せ
る
」
を
意
味
す
る
も
の
と
し

て
解
釈
す
べ
き
だ
と
指
摘
す
る
。
こ
の
語
義
が
の
ち
の
ど
の
時
代
ま

で
残
っ
て
い
た
か
は
な
お
検
討
を
要
す
る
が
、
こ
れ
を
、
朱
熹
に
つ

い
て
再
考
す
る
際
の
手
が
か
り
と
し
た
い
。

　

淳
煕
三
年
（
一
一
七
六
）11

、『
孟
子
』
万
章
下
篇
の
首
章
に
見

ら
れ
る
「
集
大
成
」
に
つ
い
て
、
朱
熹
は
張
栻
（
一
一
三
三
―

一
一
八
〇
）
と
「
脈
絡
」
の
読
み
解
き
方
を
め
ぐ
っ
て
議
論
し
た
。12 

「
脈
絡
」
に
つ
い
て
、
朱
熹
は
「
條
理
は
、
猶
ほ
脈
絡
を
言
ふ
が
ご

と
し
、
衆
音
を
指
し
て
言
ふ
な
り
。（
條
理
、
猶
言
脈
絡
、
指
衆
音

而
言
也
）」
と
述
べ
て
お
り

13

、「
金
声
玉
振
」
の
譬
喩
を
解
釈
す
る
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た
め
に
書
き
添
え
て
注
釈
し
た
も
の
で
あ
る
。
張
栻
の
見
方
に
よ
る

と
、
孔
子
が
、
古
代
の
音
楽
を
演
奏
す
る
際
、
金
を
打
ち
鳴
ら
せ
ば

演
奏
を
開
始
し
、
玉
を
打
ち
鳴
ら
せ
ば
演
奏
を
終
了
し
た
よ
う
に
、

先
聖
の
道
理
を
乱
さ
ず
に
集
め
て
大
成
す
る
の
が
「
集
大
成
」
で
あ

る
。
対
し
て
、朱
熹
は
「
始
終
」
を
超
え
て
「
一
貫
」
に
重
点
を
置
き
、

「
始
終
」に
主
眼
を
置
く
張
栻
の
見
方
を
論
駁
し
た
。「
始
」も「
終
」

も
、
全
て
孔
子
が
自
然
た
る
「
性
」
を
語
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
天

理
た
る
性
は
、
時
機
や
場
合
に
よ
っ
て
柔
軟
に
働
く
の
で
あ
る
。
孔

子
は
、
先
聖
の
道
理
を
集
め
て
揃
え
る
の
で
は
な
く
、
終
始
一
貫
た

る
性
の
脈
絡
に
お
い
て
、
伯
夷
・
伊
尹
・
柳
下
惠
ら
を
含
め
、
古
今

の
聖
人
の
道
理
を
横
断
的
に
評
価
す
る
、と
朱
熹
は
考
え
る
。「
脈
絡
」

は
、
単
に
字
面
か
ら
「
始
終
」
と
呼
応
す
る
役
割
を
果
た
す
の
で
は

な
い
。
朱
熹
は
、孔
子
が
先
聖
の
大
道
を
「
あ
つ
む
」
だ
け
で
な
く
、

「
集
め
成
す
」
と
解
釈
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

朱
熹
本
人
よ
り
も
、
こ
と
さ
ら
に
「
集
」
を
「
あ
つ
む
」
と
解
釈

し
よ
う
と
し
た
の
が
、朱
門
の
弟
子
た
ち
で
あ
る
。
朱
門
の
弟
子
に
、

「
集
義
」
と
「
集
大
成
」
の
う
ち
、
ど
ち
ら
を
優
先
す
べ
き
か
に

つ
い
て
質
問
し
た
者
も
い
た
。
朱
熹
は
「
集
義
の
一
段
は
便
ち
緊
要

な
る
こ
と
。
這
の
一
段
の
如
し
。（
集
大
成
）
未
だ
理
会
せ
ざ
る
や
、

未
だ
害
せ
ず
。（
集
義
一
段
便
緊
要
。
如
這
一
段（
集
大
成
）未
理
会
、

也
未
害
）」
と
返
答
し

14

、
聖
人
の
言
動
を
研
鑽
し
て
規
範
を
構
築
す

る
と
い
う
外
部
か
ら
の
努
力
よ
り
も
、
身
を
修
め
る
た
め
に
内
面
的

な
努
力
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
、
根
本
で
あ
る
と
主
張
し

た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
朱
門
の
弟
子
に
と
っ
て
は
、
朱
熹
の
片
言

隻
語
を
き
ち
ん
と
採
集
・
整
理
で
き
て
、
は
じ
め
て
落
ち
着
き
と
安

心
を
感
じ
る
の
か
、朱
門
三
伝
の
弟
子
に
あ
た
る
趙
順
孫（
一
二
一
五

―
一
二
七
七
）
は
、「
四
書
纂
疏
序
」
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

　
　

 　

順
孫
旧
て
読
む
こ
と
数
百
過
、茫
き
こ
と
洋
を
望
む
が
若
し
。

因
り
て
徧
く
子
朱
子
諸
書
及
び
諸
高
第マ

マ

の
講
解
を
取
り
て
、
註

の
意
を
発
明
す
べ
き
も
の
有
ら
ば
、
悉
く
下
に
彙
め
て
、
以
て

観
省
の
便
と
し
、
間
に
亦
た
鄙
見
一
二
を
以
て
焉
に
附
し
、
因

り
て
纂
疏
と
名
づ
く
。15

　
　

 　

順
孫
旧
読
数
百
過
、
茫
若
望
洋
。
因
徧
取
子
朱
子
諸
書
及
諸

高
第
講
解
有
可
発
明
註
意
者
、
悉
彙
于
下
、
以
便
観
省
、
間
亦

以
鄙
見
一
二
附
焉
、
因
名
纂
疏
。

　

趙
順
孫
、
字
は
和
仲
、
号
は
格
庵
、
処
州
縉
雲
の
人
で
あ
る
。
同

じ
縉
雲
出
身
だ
っ
た
明
代
の
鄭
禧
（
？
―
？
）16

が
著
し
た
「
宋
丞

相
趙
順
孫
伝
」
に
よ
る
と
、
趙
順
孫
の
父
の
趙
雷
（
？
―
？
）
は
か

つ
て
朱
熹
門
人
の
滕
璘
（
一
一
五
四
―
一
二
三
三
）17

に
師
事
し
た
。

引
用
箇
所
か
ら
二
つ
の
要
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
つ
目
は
、『
四
書

纂
疏
』
の
注
釈
は
す
べ
て
、
朱
熹
及
び
朱
門
の
弟
子
の
著
述
か
ら
選
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ん
で
取
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、二
つ
目
は
、『
四
書
章
句
集
注
』

以
外
、
趙
順
孫
は
朱
熹
の
著
述
、
朱
門
の
弟
子
の
見
解
、
そ
れ
に
趙

順
孫
自
身
の
解
釈
を
全
て
「
疏
」
に
位
置
づ
け
た
こ
と
で
あ
る
。
言

う
ま
で
も
な
く
、「
疏
」
と
は
、
か
つ
て
漢
唐
訓
詁
の
学
に
お
い
て
、

「
注
」
に
対
し
て
付
け
ら
れ
た
二
次
的
な
注
解
を
意
味
す
る
。
趙
順

孫
は
、「
纂
疏
」
を
定
義
す
る
こ
と
を
試
み
た
と
も
い
え
る
。

　

た
だ
し
、
注
目
す
べ
き
と
こ
ろ
は
、
朱
熹
本
人
に
よ
る
「
章
句
」・

「
或
問
」・「
精
義
」・「
輯
略
」、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
や
役
割
に
つ
い

て
の
説
明
は
あ
る
が
、
注
釈
の
書
き
方
を
定
め
た
た
め
に
、「
伝
」・

「
注
」・「
集
伝
」・「
集
注
」
な
ど
、
書
名
の
設
定
に
関
し
て
語
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。18 

朱
熹
没
後
か
ら
約
一
世
紀
を
経
て
、
徽
州
休
寧

の
陳
櫟
（
一
二
五
二
―
一
三
三
四
）
は
、
そ
の
『
尚
書
集
伝
纂
疏
』

の
「
凡
例
」
に
お
い
て
、「
趙
順
孫
の
『
四
書
纂
疏
』
に
従
っ
て
書

く
」
と
い
う
方
針
を
述
べ
た
。19 

近
年
で
は
、
陳
櫟
の
「
凡
例
」
に

基
づ
い
て
、
趙
順
孫
の
『
四
書
纂
疏
』
が
前
述
し
た
「
文
献
繋
学
」

を
支
え
る
好
例
で
あ
る
と
認
め
る
研
究
者
も
い
る
。20 

し
か
し
、
同

時
代
か
つ
同
郡
で
あ
る
祁
門
の
汪
克
寬
（
一
三
〇
四
―
一
三
七
二
）

を
例
と
し
て
挙
げ
れ
ば
、そ
の
『
春
秋
胡
伝
附
録
纂
疏
』
は
同
じ
「
纂

疏
」
と
名
付
け
ら
れ
た
も
の
だ
が
、
趙
順
孫
・
陳
櫟
ら
が
考
え
た
注

釈
書
の
モ
デ
ル
と
は
一
致
し
な
い
。
例
え
ば
、「
徧
く
子
朱
子
諸
書

及
び
諸
高
第
の
講
解
を
取
る
」
の
一
点
を
例
と
す
る
と
、
汪
克
寬
は

『
春
秋
』
の
注
釈
書
を
著
し
た
朱
門
弟
子
三
十
人
の
う
ち
、
た
だ
張

洽（
一
一
六
一
―
一
二
三
七
）・
李
琪（
？
―
？
）・
呂
大
圭（
一
二
二
七

―
一
二
七
五
）
三
人
の
注
釈
書
を
引
用
す
る
の
み
で
あ
る
。
十
四
世

紀
に
お
け
る
情
報
の
流
通
状
況
を
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
た
し
か
に

汪
克
寛
は
朱
門
の
弟
子
が
著
し
た
『
春
秋
』
の
注
釈
書
を
全
て
揃
え

る
こ
と
は
不
可
能
だ
っ
た
ろ
う
。
そ
う
で
あ
る
に
し
ろ
、
当
時
全
国

的
に
広
く
知
ら
れ
、『
宋
史
』
芸
文
志
に
六
点
の
著
作
が
載
せ
ら
れ

た
魏
了
翁
（
一
一
七
八
―
一
二
三
七
）
の
『
春
秋
要
義
』
さ
え

21

、
全

く
引
用
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。22

　

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
十
三
世
紀
後
半
か
ら
、
経
典
注
釈
書

の
形
式
、
す
な
わ
ち
文
体
に
対
し
て
、
個
人
レ
ベ
ル
で
関
心
を
寄
せ

る
儒
者
が
増
え
た
だ
ろ
う
と
は
推
測
で
き
る
。
し
か
し
、
近
世
中
国

に
お
け
る
朱
子
学
の
あ
り
様
を
み
れ
ば
、
恐
ら
く
当
時
、
文
体
を
切

り
口
と
し
て
経
学
を
追
究
す
る
意
識
は
、
ま
だ
存
在
し
て
い
な
か
っ

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

二
、�『
授
経
図
』・『
国
史
経
籍
志
』・『
澹
生
堂
蔵
書
目
』に
現
れ
る
「
集

伝
」
の
複
数
性

　

目
録
学
に
お
い
て
、
な
ぜ
そ
の
書
物
は
そ
の
場
所
に
存
在
す
る
か

を
問
題
と
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。23 

こ
れ
を
手
掛
か
り
に
目
録

が
形
成
さ
れ
て
い
く
時
、
当
時
の
知
識
人
が
ど
の
よ
う
に
書
名
と
文

体
と
の
関
連
性
を
と
ら
え
た
の
か
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

両
宋
交
代
の
時
代
、
福
建
路
莆
田
出
身
の
鄭
樵
（
一
一
〇
四
―
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一
一
六
二
）
が
創
出
し
た
書
籍
の
分
類
方
法
は
、
後
世
の
蔵
書
家
に

も
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
鄭
樵
、
字
は
漁
仲
、
世
に
夾
漈
先
生
と
称
さ

れ
た
。
彼
は
、
学
術
を
検
討
し
て
源
流
を
洞
察
す
る
た
め
、
字
句
・

巻
数
・
版
本
の
異
同
を
校
訂
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
分
類
の
系
統

を
重
視
し
、「
類
例
既
に
分
く
れ
ば
、
学
術
自
ら
明
ら
か
な
り
（
類

例
既
分
、
学
術
自
明
）」24

と
自
述
し
た
よ
う
に
、
書
籍
の
分
類
を
通

じ
て
当
時
存
在
す
る
知
識
の
全
体
像
を
捉
え
よ
う
と
し
た
。
鄭
樵
が

編
ん
だ
『
通
志
』
の
芸
文
略
は
、「
類
―
家
―
種
」
と
い
う
区
分
に

沿
っ
て
書
籍
に
分
類
を
施
し
た
。
例
え
ば
、『
通
志
』
巻
六
十
三
・

巻
六
十
四
に
載
せ
る
「
五
経
」
の
詳
細
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、「
易
」

は
一
類
一
家
十
六
種
、「
書
」
は
一
類
一
家
十
六
種
、「
詩
」
は
一
類

一
家
十
二
種
、「
春
秋
」
は
一
類
五
家
十
三
種

25

、
礼
は
一
類
七
家

五
十
四
種

26

と
な
る
。
さ
ら
に
、
各
種
目
の
内
容
と
し
て
は
、「
易
」

類
を
例
に
挙
げ
る
と
、「
古
易
・
石
経
・
章
句
・
伝
・
注
・
集
注
・

義
疏
・
論
説
・
類
例
・
譜
・
考
正
・
数
・
図
・
音
・
讖
緯
・
擬
易
」

と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
分
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

清
末
の
儒
者
、
余
嘉
錫
（
一
八
八
四
―
一
九
五
五
）
は
、「
鄭
樵

の
試
み
に
は
、
よ
く
こ
れ
に
な
ら
う
者
は
い
な
い
。（
故
樵
之
作
未

有
能
效
之
者
）」
と
述
べ
た
が

27

、
恐
ら
く
そ
う
で
は
な
い
か
も
し
れ

な
い
。
明
代
中
期
の
朱
睦
㮮
（
一
五
一
八
―
一
五
八
七
）
の
『
授
経

図
』、
焦
竑
（
一
五
四
〇
―
一
六
二
〇
）
の
『
国
史
経
籍
志
』、
及
び

明
末
の
祁
承
㸁
（
一
五
六
三
―
一
六
二
八
）
の
『
澹
生
堂
蔵
書
目
』、

こ
れ
ら
に
お
け
る
分
類
の
体
系
は
、『
通
志
』
の
も
の
と
極
め
て
類

似
性
が
高
い
。
例
え
ば
『
通
志
』
巻
六
十
三
に
載
せ
る
「
易
」
の
仔

細
を
例
に
、『
授
経
図
』・『
国
史
経
籍
志
』・『
澹
生
堂
蔵
書
目
』
に

お
け
る「
易
」の
分
類
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、下
記
の
通
り
と
な
る
。

　
　

 『
通 

志
』：
古
易
・
石
経
・
章
句
・
伝
・
注
・
集
注
・
義
疏
・
論

説
・
類
例
・
譜
・
考
正
・
数
・
図
・
音
・
讖
緯
・
擬
易
。28

　
　
『
授 

経
図
』：
古
易
・
石
経
・
章
句
・
伝
・
注
・
集
注
・
義
疏
・
論
説
・

類
例
・
譜
・
考
正
・
数
・
図
・
音
・
緯
・
占
筮
・
擬
易
。29

　
　
『
国 

史
経
籍
志
』：
古
易
・
石
経
・
章
句
・
伝
注
・
集
注
・
疏
義
・

論
説
・
類
例
・
譜
・
考
正
・
音
・
数
・
図
・
讖
緯
。30

　
　
『
澹 

生
堂
蔵
書
目
』：
古
易
・
章
句
註
伝
・
疏
義
集
解
・
詳
説
・

拈
解
・
考
正
・
図
説
・
卜
筮
・
易
緯
・
擬
易
。31

　
『
通
志
』
に
倣
っ
て
、『
授
経
図
』・『
国
史
経
籍
志
』・『
澹
生
堂
蔵

書
目
』
も
、
基
本
的
に
は
同
じ
く
「
類
―
家
―
種
」
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。
こ
こ
で
は
、「
種
」
と
い
う
種
目
に
注
目
し
た
い
。
祁
承
㸁

が
著
し
た
「
庚
申
整
書
略
例
」
に
よ
る
と
、
一
つ
の
類
ご
と
に
、
前

人
の
創
り
上
げ
た
「
定
例
」（
＝
一
定
の
形
式
）
が
あ
る
。32 

書
目
の

編
纂
者
は
、
こ
の
定
例
を
参
酌
し
な
が
ら
、
宮
廷
蔵
書
、
あ
る
い
は

個
人
の
蔵
書
の
現
状
に
基
づ
い
て
、
書
目
の
書
き
方
を
調
整
す
る
。

こ
う
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
類
に
対
し
、
異
な
っ
た
種
類
と
数
量
の
種
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通　志 授経図 国史経籍志 澹生堂蔵書目 図
表
一
：「
集
」
を
冠
す
る
経
典
注
釈
書
に
関
す
る
書
籍
の
配
列

1 古易 古易 古易 古易

2 石経 石経 石経 章句注伝

3 章句 章句 章句 疏義集解 ○

4 伝 伝 伝注 詳説33 ○

5 注 注 集注 ○ 拈解

6 集注 ○ 集注 ○ 疏義 攷正

7 義疏 義疏34 ○ 論説 図説

8 論説 論説35 ○ 例 卜筮

9 類例 類例 譜 易緯

10 譜 譜 考正 擬易

11 考正 考正 音 （空欄）

12 数 数 数 （空欄）

13 図 図 図 （空欄）

14 音 音 讖緯 （空欄）

15 讖緯 緯 （空欄） （空欄）

16 擬易 占筮36 ○ （空欄） （空欄）

17 （空欄） 擬易 （空欄） （空欄）

が
存
在
す
る
。

　

さ
て
、「
集
」
を
冠
す
る
経
典
注
釈
書
の
配
列
に
着
目
し
た
い
。

図
表
一
で
は
、
前
述
同
様
、
易
類
を
例
に
挙
げ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、

『
通
志
』・『
授
経
図
』・『
国
史
経
籍
志
』・『
澹
生
堂
蔵
書
目
』
に
お

け
る
、
易
類
の
下
に
属
す
る
種
を
全
部
挙
げ
る
。
そ
し
て
、「
集
」

を
冠
す
る
経
典
注
釈
書
を
収
録
す
る
種
を
丸
で
囲
む
。
書
籍
配
列
の

状
況
は
、
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
る
。

お
お
む
ね
「
集
注
」
に
収
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。「
集
注
」
以
外
、『
授

経
図
』
で
は
「
義
疏
」・「
論
説
」・「
占
筮
」、『
澹
生
堂
蔵
書
目
』
で

は
「
疏
義
集
解
」・「
詳
説
」
に
「
集
」
を
冠
す
る
経
典
注
釈
書
を
収

め
る
。

　

次
に
、
種
の
下
に
お
け
る
書
籍
配
列
の
状
況
に
つ
い
て
確
認
し
た

い
。
図
表
二
～
四
で
は
、
五
経
に
お
け
る
「
集
注
」
と
い
う
項
目
に

あ
る
全
て
の
書
籍
を
網
羅
し
て
並
べ
る
。「
集
注
」
が
設
け
ら
れ
な

い
場
合
、「
空
欄
」
の
か
た
ち
で
示
す
。

類 種 書籍配列 図
表
二
：『
通
志
』
巻
六
十
三
・
巻
六
十
四
に
お
け
る
「
集
」
を
冠
す
る
経
典
注
釈
書
の
分
属

易 集注

『集解周易』十巻（馬鄭二王四家）・『集注周易』十巻（荀
爽九家）・『集二王注』十巻（楊氏）・『集解周易』十
巻（張璠）・『集注周易』十七巻（唐李鼎祚）・『集注
周易』一百巻（唐元載）・『集注繫辞』二巻（隋志）

書 集注 『集解尚書』十一巻（李顒）・『集釈尚書』十一巻（宋給事中姜道盛）

詩 （空欄） （空欄）

春秋 （空欄） （空欄）

周官（空欄） （空欄）

儀礼（空欄） （空欄）

礼

喪服 集注
『集注喪経伝』一巻（晉孔倫）・『集注喪服経伝』
一巻（宋裴松之）・『集注喪服経伝』二巻（宋
蔡超宗）・『集注喪服経伝』二巻（斉田僧紹）

礼記（空欄） （空欄）

月令（空欄） （空欄）

会礼（空欄） （空欄）

儀注（空欄） （空欄）

　

図
表
一
か
ら
、
四
つ
の
書
目
の
う
ち
、
三
つ
の
書
目
に
「
集
注
」

が
設
け
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
集
」
を
冠
す
る
経
典
注
釈
書
は
、
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類 種 書　籍　配　列 図
表
三
：『
授
経
図
』
に
お
け
る
「
集
」
を
冠
す
る
経
典
注
釈
書
の
分
属

易 集注

『周易集解』十巻（馬鄭孔王四家）・『周易集注』十巻（荀爽九家）・『周易集解』
十巻（王弼韓康伯二家）・『周易集解』十巻（張璠）・『周易集注』一百巻（朱昇）・『周
易集注』十七巻（李鼎祚）・『周易集注』一百巻（元戴）・『周易集解』三十六巻（林栗）・
『周易集注』六巻（劉牧鄭夬二家）・『周易集注』十巻（張清子）・『周易集鄭康成注』
一巻（王応麟）・『周易集解』十巻（呂大圭）・『大易集伝粹義』六十四巻（陳隆
山）・『周易集義』七十四巻（魏了翁）・『周易集解』六巻（凌唐佐）・『周易集説』
十巻（俞琰）・『周易本義集成』二巻（熊良輔）

尚書 集注

『書集解』三巻（梅賾）・『尚書集解』十一巻（李顒）・『尚書集釈』十一巻（江道盛）・『尚
書集注』二十巻（孔子祛）・『尚書集解』五十八巻（林之奇）・『尚書集解』十四
巻（顧臨）・『書集解』二十巻（劉甄）・『書四百家集解』五十八巻（成申之）・『纂
集柯山尚書句解』三巻（李公凱）・『書集解』五十二巻（孫泌）

詩 集注
『毛詩集注』二十四巻（崔霊恩）・『毛詩総集』六巻（何胤）・『周詩集解』二十巻（丘
鑄）・『毛詩集解』三十巻（段武昌）・『毛詩集解』四十二巻（李樗）・『詩義集説』
四巻（孫鼎）

春秋 集注

『春秋経伝集解』三十巻（杜預）・『春秋三伝集注』十一巻（劉兆）・『春秋穀梁伝集解』
十巻（胡訥）・『春秋集三伝経解』十二巻（胡訥）・『春秋穀梁伝集解』十巻（沈
仲義）・『春秋公羊榖梁集伝』十二巻（劉琨）・『春秋集注』二十巻（陸質

ママ

）・『春
秋集伝』十七巻（陸淳

ママ

）・『春秋集伝』十二巻（蘇轍）・『春秋穀梁伝集解』四巻
（張程孫劉四家）・『春秋集解』三十巻（呂祖謙）・『春秋集伝』十五巻（王葆）・『春
秋集伝』十五巻（王沿）・『春秋集注』十一巻（張洽）・『春秋集解』三十三巻（林
栗）・『春秋集義』五十巻（王夢応）・『春秋集義』五十巻（李明復）・『春秋集伝
詳説』三十巻（家鉉翁）

礼 集注

『儀礼集釈』十七巻（李如圭）・『儀礼集説』十七巻（敖継公）・『礼記集説』
一百六十巻（衛湜）・『礼記集説』十六巻（陳澔）・『礼記集伝』十六巻（連伯聡）・『周
官礼集注』二十巻（崔霊恩）・『周礼集説』十三巻（陳友仁）・『周礼集伝』十三
巻（毛応龍）・『周礼集注』七巻（何喬新）・『三礼集解』十二巻（李黼）

類 種 書籍配列 図
表
四
：『
国
史
経
籍
志
』
に
お
け
る
「
集
」
を

冠
す
る
経
典
注
釈
書
の
分
属

易 集注

『集解周易』十巻（馬鄭二王四家）・『集注周易』十巻（荀爽九家）・『集二王注』
十巻（楊氏）・『集解周易』十巻（張璠）・『集解周易』十巻（林栗）・『集解周
易』十巻（唐李鼎祚）・『集注周易』一百巻（唐元戴）・『集伝』十一巻・『集伝』
二十巻（紇石烈）・『周易集説』十巻（俞琰）

尚書 （空欄） （空欄）

詩経 （空欄） （空欄）

春秋 （空欄） （空欄）

礼類 （空欄） （空欄）
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『
澹
生
堂
蔵
書
目
』
に
は
、「
集
注
」
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
の
で

図
表
が
な
い
。37 

図
表
二
・
三
・
四
を
比
較
す
る
と
、
以
下
の
こ
と
が

わ
か
る
。「
集
注
」
と
い
う
項
目
に
、
必
ず
し
も
「
集
注
」
と
書
名

の
付
く
書
籍
だ
け
が
入
る
と
は
限
ら
な
い
。「
集
注
」以
外
、「
集
解
」・

「
集
伝
」・「
集
釈
」・「
集
義
」・「
集
説
」・「
集
成
」・「
纂
集
」・「
総

集
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
書
籍
も
入
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
近
代
以
前

の
知
識
人
は
、
目
録
の
種
目
に
お
い
て
も
、
書
名
に
お
い
て
も
、
文

体
に
対
す
る
定
義
が
ま
だ
確
立
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
と
推
測
で
き
る
。

　

次
に
、
書
籍
ご
と
に
整
理
し
た
の
が
図
表
五
で
あ
る
。
五
経
ご
と

に
書
籍
一
種
を
挙
げ
て
、『
通
志
』・『
授
経
図
』・『
国
史
経
籍
志
』・『
澹

生
堂
蔵
書
目
』
に
お
け
る
配
列
状
況
を
示
す
。
該
当
書
籍
が
未
収
録

だ
っ
た
場
合
、
空
欄
と
表
記
す
る
。

　

李
鼎
祚
（
？
―
？
）
の
『
集
注
周
易
』
が
「
同
書
異
名
」
の
ほ
か

38

、

例
と
し
て
挙
げ
た
『
書
経
集
伝
』・『
毛
詩
集
注
』・『
春
秋
集
伝
詳
説
』・

『
礼
記
集
説
』
は
、
こ
の
四
つ
の
書
目
に
お
い
て
、
書
名
も
巻
数
も

一
致
す
る
。
図
表
五
に
示
し
た
よ
う
に
、一
つ
の
書
籍
（
例
え
ば
『
書

経
集
伝
』）
が
「
伝
」・「
注
」・「
疏
」
と
い
っ
た
異
な
る
分
類
の
い

ず
れ
か
に
入
れ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
が
、
書
名
が
同
じ
（
例
え
ば

『
集
注
周
易
』・『
毛
詩
集
注
』）
で
も
、
異
な
る
項
目
に
入
れ
ら
れ

る
こ
と
が
あ
る
。

　

限
ら
れ
た
資
料
か
ら
で
は
あ
る
が
、
導
き
だ
さ
れ
る
一
つ
の
推
論

と
し
て
、
十
六
世
紀
か
ら
十
七
世
紀
に
か
け
て
、「
伝
」・「
注
」・「
疏
」

は
い
ず
れ
も
明
確
な
定
義
付
け
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
本
章
を
締
め
括
る
に
あ
た
っ
て
、
再
び
前
述
し
た
陳

櫟
に
関
す
る
問
題
に
立
ち
戻
っ
て
み
た
い
。
文
献
が
欠
如
し
て
い
る

礼 春
秋 詩 書 易 種

類
図
表
五
：
書
籍
ご
と
の
『
通
志
』・『
授
経
図
』・『
国
史
経
籍
志
』・『
澹
生
堂
蔵
書
目
』
に
お
け
る
配
列
状
況

礼
記
集
説
（
衛
湜
）

春
秋
集
伝
詳
説
（
家
鉉
翁
）

毛
詩
集
注
（
崔
霊
恩
）

書
経
集
伝
（
蔡
沈
）

集
注
周
易
（
李
鼎
祚
）

書
　
名

（
空
欄
）

（
空
欄
）

注
（
空
欄
）

集
注

通
　
志

集
注

集
注

集
注 伝 集

注
授
経
図

二
戴
礼

通
解

伝
注

伝
注

（
空
欄
）

国
史
経
籍
志

続
收
・
礼

続
收
・
春
秋

（
空
欄
）

章
句
注
疏

続
收
・
易

澹
生
蔵
書
目

た
め
、
十
四
世
紀
か
ら
十
五
世
紀
に
か
け

て
、
文
体
に
関
す
る
個
人
レ
ベ
ル
で
の
論

理
が
、
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い
っ
た

の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
し
、
少
な
く

と
も
十
六
世
紀
か
ら
十
七
世
紀
ま
で
に
作

成
さ
れ
た
書
目
の
内
容
を
調
査
し
た
限
り

で
は
、
文
体
を
め
ぐ
る
理
念
は
、
ま
だ
当

時
の
知
識
社
会
で
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
と
ほ
ぼ
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
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三
、
翁
方
綱
の
書
目
解
題

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
顧
頡
剛
は
、
近
代
以
降
の
目
録
に
、「
分
類

は
一
切
『
提
要
』
に
依
る
（
分
類
一
切
依
『
提
要
』）」39

と
い
う
評

価
を
付
け
た
。
本
章
で
は
、『
四
庫
全
書
総
目
』
の
提
要
（
以
下
「
四

庫
提
要
」）
が
、
十
八
世
紀
以
降
の
書
目
解
題
に
ど
こ
ま
で
影
響
を

与
え
た
か
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

　

乾
隆
三
十
七
年
（
一
七
七
二
）
正
月
四
日
、
清
高
宗
が
詔
書
を
発

し
、
全
国
規
模
で
書
物
を
収
集
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。40 

こ
の
詔
書

に
よ
れ
ば
、
纂
修
官
た
ち
は
、
全
国
各
地
か
ら
集
め
ら
れ
た
書
物
を
、

一
定
の
基
準
に
従
っ
て
、
初
歩
的
な
価
値
鑑
定
を
施
す
よ
う
求
め
ら

れ
た
。
乾
隆
三
十
八
年
（
一
七
七
三
）
か
ら
四
十
三
年
（
一
七
七
八
）

に
か
け
て
、
翁
方
綱
は
「
校
辦
各
省
送
到
遺
書
纂
修
官
」
に
任
じ
ら

れ
41

、『
四
庫
全
書
』
の
編
纂
事
業
に
携
わ
っ
た
最
初
期
の
人
物
と
し

て
、
纂
修
官
が
ど
の
よ
う
に
知
識
を
評
価
し
た
の
か
に
つ
い
て
明
ら

か
に
す
る
た
め
の
、
重
要
な
研
究
対
象
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
翁
方

綱
の
「
提
要
稿
」
原
稿
の
性
格
に
つ
い
て
、
呉
格
氏
と
滝
野
邦
雄
氏

は
論
争
を
行
っ
た
。
滝
野
邦
雄
氏
、
翁
方
綱
の
提
要
稿
は
、
書
籍
の

内
容
に
関
す
る
解
題
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
書
籍
を
校
正
し
た
結
果

報
告
で
あ
る
、
と
主
張
し
た
。42 

対
し
て
呉
格
氏
は
、
書
籍
の
内
容

に
関
す
る
文
字
数
が
校
正
に
関
す
る
文
字
数
よ
り
も
比
較
的
割
合
が

高
い
の
で
、
翁
方
綱
の
提
要
稿
は
、
当
時
、
通
行
本
の
四
庫
提
要
の

底
本
と
し
て
使
用
さ
れ
た
、
と
主
張
し
た
。43 

本
章
は
、
こ
れ
ら
の

議
論
に
は
踏
み
込
ま
な
い
が
、
翁
方
綱
と
い
う
人
物
を
例
に
、
十
八

世
紀
の
宮
廷
で
も
民
間
で
も
等
し
く
見
ら
れ
た
、
書
目
解
題
の
形
式

に
つ
い
て
強
調
す
る
現
象
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
た
い
。
通
行
本
の

四
庫
提
要
に
見
ら
れ
る
文
体
を
強
調
す
る
例
を
下
記
に
挙
げ
る
。

　
　
（
一
） 『
四
庫
全
書
総
目
』巻
四
、『
易
本
義
附
録
纂
疏
』十
五
巻（
内

府
蔵
本
）。
元
胡
一
桂
撰
。

　
　
［
…
］ 

是
の
編　

朱
子『
本
義
』を
以
て
宗
と
為
し
、『
文
集
』・『
語

録
』
の
『
易
』
に
及
ぶ
者
を
取
り
て
之
に
附
し
、之
を
「
附

録
」
と
謂
ふ
。
諸
儒
の
『
易
』
説
の
『
本
義
』
に
合
ふ

者
を
取
り
て
之
を
纂
し
、
之
を
「
纂
疏
」
と
謂
ふ
。44

　
　
［
…
］ 

是
編
以
朱
子
『
本
義
』
為
宗
、
取
『
文
集
』・『
語
録
』

之
及
於
『
易
』
者
附
之
、謂
之
「
附
録
」。
取
諸
儒
『
易
』

説
之
合
於
『
本
義
』
者
纂
之
、
謂
之
「
纂
疏
」。

　
　
（
二
） 『
四
庫
全
書
総
目
』
巻
四
、『
周
易
会
通
』
十
四
巻
（
内

府
蔵
本
）。
元
董
真
卿
撰
。

　
　
［
…
］ 

又
程
子
の
『
伝
』、
朱
子
の
『
本
義
』
を
取
り
て
其
の
下

に
夾
注
す
る
を
、
是
れ
「
集
解
」
と
為
す
。
其
の
程
子
の

経
説
、
朱
子
の
『
語
録
』、
各
々
『
伝
』
の
後
に
続
く
を
、

是
れ
「
附
録
」
と
為
す
。
又
一
桂
の
「
纂
疏
」
を
取
り
て

增
す
に
諸
説
を
以
て
す
る
を
、
是
れ
「
纂
注
」
と
爲
す
。45
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［
…
］ 

又
取
程
子
之
『
伝
』・
朱
子
之
『
本
義
』
夾
注
其
下
、
是

為
「
集
解
」。
其
程
子
経
説
・
朱
子
『
語
録
』
各
続
於
『
伝
』

之
後
、
是
為
「
附
録
」。
又
取
一
桂
「
纂
疏
」
而
增
以
諸

説
、
是
為
「
纂
注
」。

　
　
（
三
） 『
四
庫
全
書
総
目
』巻
十
二
、『
尚
書
集
伝
纂
疏
』六
巻（
両

江
総
督
採
進
本
）。
元
陳
櫟
撰
。

　
　
［
…
］ 

是
の
編　

蔡
『
伝
』
の
意
を
疏
通
す
る
を
以
て
、
故
に

命
づ
け
て
「
疏
」
と
曰
ふ
。
諸
家
の
説
を
纂
輯
す
る
を

以
て
、
故
に
命
づ
け
て
「
纂
」
と
曰
ふ
。46

　
　
［
…
］ 

是
編
以
疏
通
蔡
『
伝
』
之
意
、
故
命
曰
「
疏
」。
以
纂
輯

諸
家
之
説
、
故
命
曰
「
纂
」。

　

引
用
し
た
文
献
を
例
に
と
る
と
、
朱
熹
本
人
の
経
典
注
釈
書
、

ま
た
朱
熹
の
意
思
を
承
け
て
作
成
さ
れ
た
蔡
沈
（
一
一
六
七
―

一
二
三
〇
）の『
書
経
集
伝
』は
、「
経
」以
外
で
最
高
レ
ベ
ル
の「
伝
」

と
さ
れ
る
。
朱
熹
の
文
集
・
語
録
は
次
の
レ
ベ
ル
の
「
注
」
と
さ
れ
、

そ
し
て
、
諸
家
の
説
は
、
朱
子
学
を
解
釈
す
る
た
め
の
助
け
と
な
る

も
の
と
し
て
「
疏
」
と
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、四
庫
提
要
に
お
い
て
は
、

「
伝
」・「
注
」・「
疏
」
は
上
下
を
示
す
等
級
に
分
け
て
捉
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
書
目
解
題
を
通
じ
て
、
纂
修
官
は
次
の
二
点

を
示
し
た
。（
一
）
朱
子
学
は
諸
説
よ
り
上
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

朱
子
学
の
内
部
に
、
文
献
の
主
従
関
係
が
存
在
す
る
こ
と
は
明
確
で

あ
る
。（
二
）
書
名
ま
た
は
題
名
に
よ
っ
て
、
注
釈
内
容
の
等
級
が

明
白
に
示
さ
れ
る
。

　

さ
て
、
翁
方
綱
は
『
四
庫
全
書
』
纂
修
官
か
ら
退
職
し
た
後
も
、

相
変
わ
ら
ず
上
述
し
た
（
一
）（
二
）
に
基
づ
い
て
、
書
物
の
校
訂
に

貢
献
し
た
。
彼
は
、
朱
彝
尊
（
一
六
二
九
―
一
七
〇
九
）
の
『
経
義

考
』
の
誤
り
を
訂
正
す
る
た
め
の
『
経
義
考
補
正
』
を
作
成
し
た
。47 

考
証
で
よ
く
用
い
ら
れ
る
「
当
作
（
＝
こ
う
直
す
べ
き
だ
）」
と
い

う
言
葉
に
着
目
す
る
と
、翁
方
綱
は
四
十
五
箇
所
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
付
録
を
参
照
）
中
で
も
、
書
名
に
関
す
る
箇
所
は
、
ほ
か
の
指
摘

と
比
較
す
る
と
、
か
な
り
の
割
合
を
占
め
る
こ
と
が
わ
か
る
。
例
え

ば
、
翁
方
綱
は
、
宋
末
の
董
鼎
（
？
―
？
）
の
『
尚
書
輯
録
纂
注
』

を
『
尚
書
輯
録
纂
疏
』
に
、
胡
一
桂
の
『
周
易
附
録
纂
疏
』
を
『
周

易
本
義
附
録
纂
注
』に
変
更
す
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る
。た
だ
、『
経

義
考
補
正
』
を
は
じ
め
、
翁
方
綱
の
著
作
の
ど
こ
に
も
「
纂
注
」
と

「
纂
疏
」
と
の
相
違
に
関
す
る
説
明
は
見
ら
れ
な
い
。

　

以
上
、
翁
方
綱
を
例
と
し
て
、
十
八
世
紀
の
知
識
人
は
、
そ
れ
ぞ

れ
「
伝
」・「
注
」・「
疏
」
を
区
分
す
る
基
準
に
大
き
な
関
心
を
寄
せ

た
こ
と
を
紹
介
し
た
。
さ
ら
に
、
敢
え
て
言
え
ば
、
清
代
の
書
目
解

題
に
見
え
る
、
特
に
朱
門
注
釈
書
の
書
式
に
関
す
る
叙
述
に
お
い
て

は
、
定
型
化
に
傾
く
現
象
が
見
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
僅
か

な
例
か
ら
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
経
学
上
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に
お
い
て
文
体
と
い
う
研
究
手
法
は
、
十
八
世
紀
以
降
か
ら
は
じ
め

て
適
用
さ
れ
得
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

　

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
中
国
語
圏
に
お
け
る
経
学
研
究
の
研
究

方
法
に
あ
っ
て
は
、
経
典
注
釈
書
の
書
名
が
、
文
体
と
地
域
研
究
と

を
結
び
付
け
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
、
現
在
注
目
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
朱
熹
本
人
が
「
伝
」・「
注
」・「
疏
」
な
ど
に
つ
い
て
、
わ

ざ
わ
ざ
定
義
づ
け
る
こ
と
は
な
く
、
か
つ
十
六
世
紀
か
ら
十
八
世
紀

に
わ
た
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
成
立
し
た
諸
書
目
資
料
の
な
か
で
、特
に『
通

志
』
に
倣
っ
た
『
授
経
図
』・『
国
史
経
籍
志
』・『
澹
生
堂
蔵
書
目
』

で
は
、
書
名
と
文
体
と
の
関
連
性
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
古
典
籍
整
理
か
ら
形
成
さ
れ
た
「
文
体
」
と
い
う
研
究
の
視
点

は
、
十
八
世
紀
以
降
に
作
成
し
た
経
典
注
釈
書
だ
け
に
顕
著
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
稿
を
終
え
る
に
当
た
り
、
最
初
の
問
題
提
起
に
戻
り
た
い
。
経

学
に
お
い
て
、
近
代
に
形
成
さ
れ
た
「
文
体
」
と
い
う
見
方
は
、
今

の
私
た
ち
が
近
世
に
お
け
る
読
み
方
の
形
成
と
変
化
に
つ
い
て
の
考

察
に
強
い
影
響
を
与
え
た
。
そ
の
延
長
線
上
に
、
経
典
注
釈
の
読
書

の
文
化
史
、
ま
た
は
経
学
の
解
釈
史
整
理
の
研
究
を
進
め
る
う
え
で

避
け
て
通
れ
な
い
の
は
、
思
想
史
研
究
上
で
も
文
学
史
研
究
上
で
も

よ
く
示
さ
れ
て
い
る
「
復
古
」
の
現
象
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
る
の

か
に
つ
い
て
の
問
題
が
あ
る
。

　

儒
教
に
お
け
る
経
典
の
研
究
に
お
い
て
、
注
釈
の
様
式
や
表
現
の

方
法
は
、注
釈
そ
の
も
の
と
同
様
に
深
い
意
味
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、「
経
学
の
内
容
」
と
「
経
学
の
歴
史
」
の
区
分
は
、
た
だ

受
容
的
な
視
点
か
ら
、
読
み
方
の
「
形
成
」
と
「
消
失
」
に
基
づ
く

研
究
の
み
な
ら
ず
、
将
来
に
わ
た
り
、
経
世
思
想
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と

い
う
問
題
に
、
近
世
中
国
の
知
識
人
が
古
代
中
国
に
お
け
る
「
経
学

の
内
容
」、
ま
た
は
「
経
学
の
歴
史
」
を
め
ぐ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な

価
値
作
り
を
し
た
か
を
展
望
し
て
い
く
。

　

以
上
の
考
察
か
ら
、
感
想
を
一
言
述
べ
て
お
き
た
い
。
歴
史
の
推

移
と
共
に
、
経
典
の
読
み
方
や
学
び
方
が
変
化
し
、
そ
れ
に
応
じ
て

「
経
世
」
と
い
う
理
念
と
内
実
も
変
わ
っ
た
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
時
代

を
通
じ
た
経
学
の
方
法
論
と
い
う
も
の
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
し
た

が
っ
て
対
象
と
す
る
時
代
ご
と
に
、
経
学
研
究
の
研
究
方
法
に
は
工

夫
が
必
要
と
な
る
。
元
明
交
代
、
そ
し
て
明
清
交
代
に
お
け
る
学
術

史
の
背
景
を
描
こ
う
と
し
た
ら
、
こ
の
一
点
は
、
今
後
さ
ら
に
問
わ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
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〈
注
釈
〉

１  
陳
志
信「
論『
四
書
章
句
集
注
』対
聖
賢
授
受
語
境
的
承
継
与
開
展
」『
政

大
中
文
学
報
』第
二
十
二
期
、 

二
〇
一
四
年
十
二
月
、 

一
八
五
頁
。「
経

注
作
為
史
料
的
意
義
当
是
：
一
代
代
儒
者
遺
留
的
那
些
体
例
殊
異
的

注
疏
、
殆
即
某
時
空
裡
某
人
基
於
某
学
風
進
行
的
、
種
種
看
待
典
籍
、

対
待（
予
想
）読
注
者
均
按
特
殊
考
量
、且
循
特
定
方
式
為
之
的
解
釈
。」

２ 

傅
振
倫
「
釈
「
文
献
」」『
文
献
』
一
九
八
六
年
第
一
期
、
二
二
〇
―

二
二
二
頁
。

３ 

鄧
声
国
「
関
於
中
国
古
典
文
献
学
学
科
内
容
設
置
問
題
之
我
見
―

二
十
世
紀
諸
家
古
典
文
献
学
著
述
比
較
研
究
之
一
」『
書
目
季
刊
』
第

三
七
巻
第
四
期
、
二
〇
〇
四
年
三
月
、
一
―
十
六
頁
。
周
彦
文
「
由

両
岸
文
献
学
的
現
況
論
文
献
学
的
定
位
問
題
」『
書
目
季
刊
』
第
三
八

巻
第
一
期
、
二
〇
〇
四
年
六
月
、
一
―
十
七
頁
。
林
啓
屏
「「
経
解
与

変
異
」
專
輯
導
言
」『
漢
学
研
究
』
第
三
五
巻
第
二
期
、
二
〇
一
七
年

六
月
、
一
―
七
頁
。

４ 

周
彦
文「
従
唐
宋
時
期
的『
春
秋
』学
著
作
論「
文
献
繫
学
」架
構
」『
書

目
季
刊
』
第
三
三
巻
第
四
期
、 

二
〇
〇
〇
年
三
月
、 

一
―
十
三
頁
。

５ 

馮
浩
菲
『
中
国
古
籍
整
理
体
式
研
究
』（
高
等
教
育
出
版
社
、

二
〇
〇
三
年
）、
一
七
七
―
一
七
八
頁
。

６ 

呉
国
武 

「
朱
子
『
詩
集
伝
』
解
経
体
例
与
宋
代
経
学
新
典
範
的
成
熟
」

『
漢
学
研
究
』
第
三
五
巻
第
二
期
、
二
〇
一
七
年
六
月
、
九
五
―

一
二
八
頁
。

７ 

朱
冶
『
元
明
朱
子
学
的
遞
嬗
：『
四
書
五
経
性
理
大
全
』
研
究
』
人
民

出
版
社
、
二
〇
一
九
年
。

８ 

顧
頡
剛
「『
四
庫
全
書
』
造
成
之
学
風
」『
顧
頡
剛
読
書
筆
記
』（『
顧

頡
剛
全
集
』 

第
十
六
冊
、 

中
華
書
局
、
二
〇
一
一
年
）、 

一
四
五
頁
。 

「
清
代
乾
隆
後
学
風
、
受
『
四
庫
全
書
』
影
響
極
大
。［
…
］
在
編
目

方
面
、
如
『
持
静
斎
書
目
』
以
『
四
庫
』
著
録
者
頂
格
、『
四
庫
』
未

著
録
者
低
一
格
。
分
類
一
切
依
『
提
要
』。
又
巴
陵
方
氏
碧
琳
琅
館
・

銭
塘
丁
氏
八
千
巻
楼
、
均
依
『
四
庫
』
排
次
。
北
大
購
方
氏
書
極
多
、

書
面
均
打
有
『
四
庫
著
録
』・『
四
庫
附
存
目
』
等
朱
印
。」

９ 

和
田
敬
典 「『
孟
子
』万
章
下
篇
に
見
え
る「
集
大
成
」に
つ
い
て
」『
中

国
哲
学
』
第
三
八
号
、
二
〇
一
〇
年
一
一
月
、
一
―
三
三
頁
。

10 

西
信
康
『
郭
店
楚
簡
『
五
行
』
と
伝
世
文
献
』（
北
海
道
大
学
出
版
会
、

二
〇
一
四
年
）、
七
七
―
一
〇
〇
頁
。

11 

陳
来
『
朱
子
書
信
編
年
考
証
』（
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
八
九
年
）、

一
三
八
頁
。

12 

張
栻
『
南
軒
文
集
』
巻
二
十
三
「
答
朱
元
晦
」（
緜
邑
南
軒
祠
蔵
板
、

咸
豐
甲
寅
（
一
八
五
四
）
年
重
刊
）、
二
表
。
朱
熹
『
朱
文
公
文
集
』

巻
三
十
一
「
答
張
敬
夫
集
大
成
説
」（
臺
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
八
〇

年
）、
四
二
四
―
四
二
五
頁
。
同
書
、
巻
三
十
一
「
答
敬
夫
孟
子
説
疑

義
」、
四
二
六
頁
。

13 

朱
熹
『
四
書
章
句
集
注
』
孟
子
集
注
・
巻
十
「
万
章
章
句
下
」（
中
華

書
局
、
一
九
八
三
年
）、
三
二
〇
頁
。
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14 

朱
熹
『
朱
子
語
類
』
巻
五
十
八
「
孟
子
八
」
万
章
下
（
中
華
書
局
、

一
九
八
六
年
）、
一
三
六
八
―
一
三
六
九
頁
。

15 
趙
順
孫
『
四
書
纂
疏
』（『
通
志
堂
経
解
』
臺
湾
大
通
書
局
、

一
九
六
九
年
）、
二
〇
三
九
八
頁
。

16 

張
鉞
『
河
南
省
重
印
信
陽
州
志
』
巻
六
「
官
師
志
」
宦
績
（『
中
国
方

志
叢
書
』
成
文
出
版
社
、
一
九
六
八
年
）、
二
一
二
―
二
一
三
頁
。

17 

鄭
禧
「
宋
丞
相
趙
順
孫
伝
」（
趙
順
孫
『
格
庵
奏
稿
』、『
百
部
叢
書
集

成
』
芸
文
印
書
館
、
一
九
六
七
年
）、
二
表
。

18 

陳
志
信
「
論
『
四
書
章
句
集
注
』
対
聖
賢
授
受
語
境
的
承
継
与
開
展
」、

一
八
九
―
一
九
〇
頁
。

19 

陳
櫟
『
書
蔡
氏
伝
纂
疏
』
凡
例
（『
通
志
堂
経
解
』
臺
湾
大
通
書
局
、

一
九
六
九
年
）、
八
六
九
九
頁
。

 

「
一　

 

標
題
。
此
書
云
『
尚
書
蔡
氏
集
伝
』、法
朱
子
刊
伊
川
『
易
伝
』、

標
曰
『
周
易
程
氏
伝
』、尊
経
也
。
首
巻
有
『
朱
子
訂
定
』
四
字
、

不
忘
本
也
。
自
二
巻
起
、
去
四
字
、
紀
実
也
。

 
 

一　

 

今
采
『
朱
子
語
録
』、
不
書
録
者
姓
名
、
法
『
近
思
録
』
也
。

倂
在
纂
疏
内
、
依
趙
氏
『
四
書
纂
疏
』
例
也
。
然
『
語
録
』
必

居
諸
説
之
前
、
尊
先
師
也
。」

20 

朱
冶
『
元
明
朱
子
学
的
遞
嬗
：『
四
書
五
経
性
理
大
全
』
研
究
』、

六
七
―
七
〇
頁
。
康
凱
淋
「
汪
克
寬
『
春
秋
胡
伝
附
録
纂
疏
』
的
学

術
取
向
」『
政
大
中
文
学
報
』
第
三
十
四
期
、
二
〇
二
〇
年
十
二
月
、

八
七
―
九
三
頁
。

21 

『
宋
史
』
巻
二
百
二
「
芸
文
一
」
経
類
（
中
華
書
局
、
一
九
七
七
年
）、

五
〇
六
六
頁
。
黄
宗
羲
『
宋
元
学
案
』（『
黄
宗
羲
全
集
』
第
六
冊
、

浙
江
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
五
年
）、
一
二
五
―
一
二
六
頁
。

22 

胡
華
喩
「
汪
克
寬
的
「
復
古
」
与
十
四
世
紀
徽
州
知
識
社
会
」
中

央
研
究
院
中
国
文
哲
研
究
所
「
二
〇
二
二
年
経
学
工
作
坊
」、
九
月

二
十
九
日
。

23 

井
波
陵
一
『
知
の
座
標　

中
国
目
録
学
』（
白
帝
社
、
二
〇
〇
三
年
）、

五
―
六
頁
。
を
参
考
。

24 

鄭
樵
『
通
志
』
巻
七
十
一
「
編
次
必
謹
類
例
論
六
篇
」（
中
華
書
局
、

一
九
九
五
年
）、
一
八
〇
六
頁
。

25 

鄭
樵
『
通
志
』
巻
七
十
一
「
編
次
必
謹
類
例
論
六
篇
」、一
八
〇
五
頁
。

26 

同
注
二
五
。

27 

余
嘉
錫
『
目
録
学
発
微
』
中
華
書
局
、
一
九
六
三
年
、
十
頁
。

28 

鄭
樵
『
通
志
』
巻
六
十
三
「
芸
文
略
第
一
」
経
類
第
一
、 

一
四
四
九
頁
。

29 

朱
睦
㮮
『
授
経
図
』
易
・
巻
四
「
諸
儒
著
述
附
歴
代
三
易
伝
注
」（
広

文
書
局
、
一
九
六
八
年
）、
二
七
―
六
一
頁
。

30 

焦
竑『
国
史
経
籍
志
』巻
二「
経
類
」易（『
明
代
書
目
題
跋
叢
刊
』 

上
冊
、

書
目
文
献
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）、
二
二
一
―
二
二
五
頁
。

31 
祁
承
㸁
『
澹
生
堂
蔵
書
目
』
巻
一
「
経
類
第
一
」
易
（『
明
代
書
目
題

跋
叢
刊
』
上
冊
、
書
目
文
献
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）、
九
三
四
―

九
三
六
頁
。

32 

祁
承
㸁
「
庚
申
整
書
略
例
」（『
明
代
書
目
題
跋
叢
刊
』
上
冊
、
書
目
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文
献
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）、
九
二
六
―
九
二
八
頁
。

33 
「
集
」
を
冠
す
る
経
典
注
釈
書
は
下
記
の
よ
う
に
並
ぶ
。『
易
学
啓
蒙

集
註
』
五
冊
（
五
巻
楊
時
喬
）・『
乾
坤
二
卦
集
解
』
一
冊
（
三
巻
）。

34 

同
注
三
三
。『
周
易
集
義
』
十
二
巻
（
宋
諸
儒
）。

35 

同
注
三
三
。『
変
卦
纂
集
』
一
巻
（
林
儵
）。

36 

同
注
三
三
。『
周
易
集
林
律
歴
』
一
巻
（
虞
翻
）・『
周
易
集
林
』
十
二

巻
（
伏
曼
容
）。

37 

『
澹
生
堂
蔵
書
目
』
に
あ
る
種
を
挙
げ
る
。
易
類
：
古
易
・
章
句
注
伝
・

疏
義
集
解
・
詳
説
・
拈
解
・
攷
正
・
図
説
・
卜
筮
・
易
緯
・
擬
易
。
書
類
：

章
句
注
疏
・
伝
説
・
図
譜
・
攷
訂
・
外
伝
。
詩
類
：
章
句
注
疏
・
伝
解
・

攷
正
図
説
・
音
義
注
釈
・
外
伝
。
春
秋
類
：
経
伝
総
・
左
伝
・
公
羊
・

榖
梁
・
通
解
・
攷
証
・
図
譜
・
外
伝
。
礼
類
：
周
礼
・
儀
礼
・
二
戴
礼
・

通
解
・
図
攷
・
礼
緯
・
中
庸
・
大
学
。

38 

『
通
志
』は『
集
注
周
易
』十
七
巻
を
作
り
、『
授
経
図
』は『
周
易
集
注
』

十
七
巻
を
作
り
、『
澹
生
堂
蔵
書
目
』
は
『
周
易
集
解
』
八
冊
十
七
巻

を
作
る
。

39 

同
注
八
。

40 

慶
桂
『
国
朝
宮
史
続
編
』
巻
八
十
三
（
北
京
古
籍
出
版
社
、

一
九
九
四
年
）、
七
八
八
頁
。

41 

沈
津
『
翁
方
綱
年
譜
』（
中
央
研
究
院
中
国
文
哲
研
究
所
、
二
〇
〇
二

年
）、
六
六
頁
・
一
二
三
頁
。
何
広
棪
「
翁
方
綱
与
四
庫
全
書
」『
新

亞
学
報
』
第
二
十
四
巻
、
三
六
一
―
三
六
二
頁
。

42 

滝
野
邦
雄
「
翁
方
綱
の
『
四
庫
全
書
提
要
稿
』」『
中
国
研
究
集
刊
』

第
十
九
期
、
一
九
九
七
年
一
月
、
五
〇
―
八
九
頁
。

43 

呉
格
「『
四
庫
提
要
』
分
纂
稿
之
整
理
与
研
究
」『
書
目
季
刊
』
第

四
一
巻
第
一
期
、
三
一
―
四
八
頁
。

44 

『
四
庫
全
書
総
目
』
巻
四
（
芸
文
印
書
館
、一
九
六
四
年
）、 

一
一
〇
頁
。

45 

『
四
庫
全
書
総
目
』
巻
四
、  

一
二
一
頁
。

46 

『
四
庫
全
書
総
目
』
巻
十
二
、 

二
七
八
頁
。

47 

翁
方
綱
『
経
義
考
補
正
』（『
百
部
叢
書
集
成
』
芸
文
印
書
館
、

一
九
六
五
年
）。
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巻　次 著　者 書　名 校訂の内容

1 巻二 胡 一 桂 周 易 附 録 纂 疏 当作『周易本義附録纂注』。此下黄虞稷條内「纂疏」、
「疏」字亦当作「注」。

2 巻二 陳 応 潤 周 易 爻 変 易 蘊 「蘊」当作「縕」。

3 巻二 王 道 周 易 億 陸元輔條内「晁氏朱子之説為非」。「氏」下脱「以」字、
故曰「臆」当作「億」。

4 巻二 程 玉 潤 周 易 演 音 案当作『周易演旨』。

5 巻二 劉 概 易 繫 辞 案「繫辞」下脱「解」字、当補。

6 巻三 闕 三 皇 五 帝 之 書
賈逵條内「三墳三王之書」。「王」当作「皇」。
劉知幾條内「『礼』曰、『外史掌『三皇五帝之書』』」。「礼」
上脱「周」字。

7 巻三 鄭 元 尚 書 注 顧炎武條内「載於『唐旧書経籍志』」。当作「旧唐書
経籍志」。

8 巻三 陳 櫟 書 解 折 衷 自述條内「予編『書伝折衷』」。「伝」当作「解」。

9 巻三 董 鼎 尚 書 輯 録 纂 注 案「注」当作「疏」。自述條内「予編『書伝折衷』」。「伝」
当作「解」。

10 巻三 袁 仁 尚 書 砭 蔡 篇 「篇」当作「編」。

11 巻四 厳 粲 詩 輯 「輯」当作「緝」。

12 巻四 李 公 凱 毛 詩 句 解 黄虞稷條内「呂氏読詩紀」。「紀」当作「記」。

13 巻四 陸 垹 詩 伝 存 疑 自序内「又用其法為『詩輯』」。「輯」当作「緝」。

14 巻四 唐 汝 諤 毛 詩 微 言 自序内「厳華谷詩輯」。「輯」当作「緝」。

15 巻四 顧 炎 武 詩 本 旨 案当作「詩本音」。
李因篤條内「本旨」字俱当作「音」。

16 巻四 呂 柟 毛 詩 序 説 当作「説序」。

17 巻五 敖 継 公 儀 礼 集 説 又朱子作『儀礼経解』。「経」当作「通」。

18 巻六 沈 一 中 礼 記 課 兒 述 注 黄居中序内「黄氏日録」当作「日抄」。

19 巻六 朱 熹 中 庸 輯 略 唐順之序内「宋本輯略。『本』当作『板』。於吾聖人不異、
『於』当作『与』。」

20 巻七 賈 逵 春 秋 左 氏 長 経
案『隋』志『春秋左氏長経』二十巻。漢侍中賈逵章
句拠此、則是書当題云『春秋左氏長経章句』也。今
朱氏（彝尊）刪去「章句」二字、則非賈氏書矣。

21 巻七 士 氏 燮 春 秋 伝 注

案朱氏此條誤作「春秋伝注」、当拠『隋』志及『釈文』
改作「春秋経注」。
此條下所引『呉録』、当作『呉志』。「其見称之」、「之」
字当作「如此」二字。

付録：翁方綱『経義考補正』における校訂の内容
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巻　次 著　者 書　名 校訂の内容

22 巻七 高 重 春 秋 纂 要 『新唐書』條内「別名『経伝略要』、当作『要略』」。

23 巻七 朱 振 春秋正名頤隠要旨 按『宋史』於朱氏三書、一作「指要」、一作「要旨」、
一作「旨要」。当拠程端学『本義』語、改作「旨要」。

24 巻八 高 閌 息 斎 春 秋 集 注 案『宋史』儒林伝作「集伝」、与此異。

25 巻八 章 沖 春秋左伝類事始末 案「類事」当作「事類」。

26 巻八 郝 経 春 秋 外 伝 又此條内云「至晉杜預始為『集伝』」、「伝」当作「解」。
至「宋范甯」、「宋」当作「晉」。

27 巻八 鄭 玉 春 秋 経 伝 闕 疑 徐尊生條内「読『春秋集伝』」、「集」当作「経」。

28 巻八 李 廉 春 秋 諸 伝 会 通 「集伝」当作「集注」。

29 巻八 趙 汸 春 秋 師 説 金居敬総序内「六経疑意」、「意」当作「義」。

30 巻八 汪 克 寬 春 秋 作 義 要 決 「決」当作「訣」。

31 巻八 金 賢 春 秋 記 愚 案「記」当作「紀」。

32 巻八 王 樵 春 秋 凡 例 自序内「為『輯伝辨疑』」、「輯」当作「集」。

33 巻九 宋 明 帝
（ 劉 彧 ） 論 語 続 注

案『隋』志引『七録』作『論語補闕』二巻。旧『唐』
志云「十巻。宋明帝撰、衛瓘注」。新『唐』志云「宋
明帝補、衛瓘『論語注』十巻」。無「続注」之名。竹
垞既拠『隋』・『唐』志、而又不言「続注」二字何所拠也。
『南史』條内「所著論語」、「著」当作「注」。

34 巻九 孔 澄 之 論 語 注 『冊府元亀』條内「著『論語』十巻」、「著」当作「注」。

35 巻九 韓 子 愈 論 語 注 邵博條内「嘗有『論語伝』」、「伝」当作「注」。

36 巻九 袁 敬 仲 集 義 孝 経 案「義」当作「議」。

37 巻九 馮 椅 古 孝 経 輯 注 『中興芸文志』條内「並引蔡氏証」、「証」当作「注」。

38 巻九 呉 澂 孝 経 章 句 張恒後序内「邢昺『正議』」、当作「正義」。

39 巻九 銭 天 祐 孝 経 直 解 楊氏奇條内「五行章」、「行」当作「刑」。

40 巻十 許 慎 五 経 異 義 竹垞案内「『左氏議』是也」、「議」当作「義」。

41 巻十 楊安国等 五 経 精 義 『玉海』條内「尚書解節」、当作「節解」。

42 巻十 岳 珂 九 経 沿 革 按是書一巻曰『九経三伝沿革例』。

43 巻十 朱 睦 㮮 経 序 録 『周大礼』序内「周易集伝」、「伝」当作「解」。

44 巻十一 李 沂 太 元 集 解 義 訣 王応麟條内「並雜記総十五篇」、「記」当作「説」。

45 巻十一 王 希 聖 続 漢 春 秋 戴表元條内「綱鑑也」、「綱」当作「通」。
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■論文

慶
桂
『
国
朝
宮
史
続
編
』
北
京
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
四
年
。

『
四
庫
全
書
総
目
』
芸
文
印
書
館
、
一
九
六
四
年
。

余
嘉
錫
『
目
録
学
発
微
』
中
華
書
局
、
一
九
六
三
年
。

〈
参
考
資
料
〉

井
波
陵
一
『
知
の
座
標　

中
国
目
録
学
』
白
帝
社
、
二
〇
〇
三
年
。

何
広
棪
「
翁
方
綱
与
四
庫
全
書
」『
新
亞
学
報
』
第
二
十
四
巻
、
三
六
一

―
三
六
二
頁
。

胡
華
喩
「
汪
克
寬
的
「
復
古
」
与
十
四
世
紀
徽
州
知
識
社
会
」
中
央
研
究

院
中
国
文
哲
研
究
所
「
二
〇
二
二
年
経
学
工
作
坊
」、
九
月
二
十
九
日
。

康
凱
淋「
汪
克
寬『
春
秋
胡
伝
附
録
纂
疏
』的
学
術
取
向
」『
政
大
中
文
学
報
』

第
三
十
四
期
、
二
〇
二
〇
年
一
二
月
、
八
七
―
九
三
頁
。

顧
頡
剛
『
顧
頡
剛
読
書
筆
記
』（『
顧
頡
剛
全
集
』
第
十
六
冊
、中
華
書
局
、

二
〇
一
一
年
）。

呉
格
「『
四
庫
提
要
』
分
纂
稿
之
整
理
与
研
究
」『
書
目
季
刊
』
第
四
一
巻

第
一
期
、
三
一
―
四
八
頁
。

呉
国
武
「
朱
子
『
詩
集
伝
』
解
経
体
例
与
宋
代
経
学
新
典
範
的
成
熟
」『
漢

学
研
究
』
第
三
五
巻
第
二
期
、
二
〇
一
七
年
六
月
、
九
五
―
一
二
八
頁
。

周
彦
文
「
従
唐
宋
時
期
的
『
春
秋
』
学
著
作
論
「
文
献
繫
学
」
架
構
」『
書

目
季
刊
』
第
三
三
巻
第
四
期
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
、
一
―
十
三
頁
。

周
彦
文
「
由
両
岸
文
献
学
的
現
況
論
文
献
学
的
定
位
問
題
」『
書
目
季
刊
』

第
三
八
巻
第
一
期
、
二
〇
〇
四
年
六
月
、
一
―
十
七
頁
。

〈
参
考
文
献
〉

鄭
樵
『
通
志
』
中
華
書
局
、
一
九
九
五
年
。

朱
熹
『
朱
文
公
文
集
』
臺
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
八
〇
年
。

朱
熹
『
四
書
章
句
集
注
』
中
華
書
局
、
一
九
八
三
年
。

朱
熹
『
朱
子
語
類
』
中
華
書
局
、
一
九
八
六
年
。

張
栻『
南
軒
文
集
』緜
邑
南
軒
祠
蔵
板
、 

咸
豐
甲
寅（
一
八
五
四
）年
重
刊
。

趙
順
孫
『
四
書
纂
疏
』（『
通
志
堂
経
解
』
臺
湾
大
通
書
局
、一
九
六
九
年
）。

趙
順
孫
『
格
庵
奏
稿
』（『
百
部
叢
書
集
成
』
芸
文
印
書
館
、一
九
六
七
年
）。

陳
櫟『
書
蔡
氏
伝
纂
疏
』（『
通
志
堂
経
解
』臺
湾
大
通
書
局
、一
九
六
九
年
）。

『
宋
史
』
中
華
書
局
、
一
九
七
七
年
。

朱
睦
㮮
『
授
経
図
』
広
文
書
局
、
一
九
六
八
年
。

焦
竑 

『
国
史
経
籍
志
』 （『
明
代
書
目
題
跋
叢
刊
』 
上
冊
、
書
目
文
献
出
版

社
、
一
九
九
四
年
）。

祁
承
㸁
『
澹
生
堂
蔵
書
目
』（『
明
代
書
目
題
跋
叢
刊
』
上
冊
、
書
目
文
献

出
版
社
、
一
九
九
四
年
）。

祁
承
㸁
「
庚
申
整
書
略
例
」（『
明
代
書
目
題
跋
叢
刊
』
上
冊
、
書
目
文
献

出
版
社
、
一
九
九
四
年
）。

黄
宗
羲
『
宋
元
学
案
』（『
黄
宗
羲
全
集
』
第
六
冊
、
浙
江
古
籍
出
版
社
、

一
九
八
五
年
）。

翁
方
綱『
経
義
考
補
正
』（『
百
部
叢
書
集
成
』芸
文
印
書
館
、一
九
六
五
年
）。

張
鉞
『
河
南
省
重
印
信
陽
州
志
』（『
中
国
方
志
叢
書
』
成
文
出
版
社
、

一
九
六
八
年
）。
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滝
野
邦
雄
「
翁
方
綱
の
『
四
庫
全
書
提
要
稿
』」『
中
国
研
究
集
刊
』
第

十
九
期
、
一
九
九
七
年
一
月
、
五
〇
―
八
九
頁
。

沈
津
『
翁
方
綱
年
譜
』
中
央
研
究
院
中
国
文
哲
研
究
所
、
二
〇
〇
二
年
。

陳
志
信
「
論
『
四
書
章
句
集
注
』
対
聖
賢
授
受
語
境
的
承
継
与
開
展
」

『
政
大
中
文
学
報
』
第
二
十
二
期
、
二
〇
一
四
年
十
二
月
、
一
八
三
―

二
一
四
頁
。

陳
来
『
朱
子
書
信
編
年
考
証
』
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
八
九
年
。

鄧
声
国
「
関
於
中
国
古
典
文
献
学
学
科
内
容
設
置
問
題
之
我
見
―
二
十
世

紀
諸
家
古
典
文
献
学
著
述
比
較
研
究
之
一
」『
書
目
季
刊
』
第
三
七
巻

第
四
期
、
二
〇
〇
四
年
三
月
、
一
―
十
六
頁
。

西
信
康
『
郭
店
楚
簡
『
五
行
』
と
伝
世
文
献
』
北
海
道
大
学
出
版
会
、

二
〇
一
四
年
。 

馮
浩
菲
『
中
国
古
籍
整
理
体
式
研
究
』
高
等
教
育
出
版
社
、二
〇
〇
三
年
。

傅
振
倫 

「
釈
「
文
献
」」『
文
献
』
一
九
八
六
年
第
一
期
、
二
二
〇
―

二
二
二
頁
。 

林
啓
屏
「「
経
解
与
変
異
」
專
輯
導
言
」『
漢
学
研
究
』
第
三
五
巻
第
二
期
、

二
〇
一
七
年
六
月
、
一
―
七
頁
。

和
田
敬
典
「『
孟
子
』
万
章
下
篇
に
見
え
る
「
集
大
成
」
に
つ
い
て
」『
中

国
哲
学
』
第
三
八
号
、
二
〇
一
〇
年
一
一
月
、
一
―
三
三
頁
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■研究ノート

愛
着
の
研
究
と
そ
の
可
能
性
に
つ
い
て
の
一
考
察

■
研
究
ノ
ー
ト
■

要
旨

　

子
ど
も
の
愛
着
の
個
人
差
は
発
達
に
お
け
る
重
要
な
影
響
因
の
一

つ
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
特
に
心
理
社
会
的
な
適
応
を
は
じ
め

社
会
的
な
関
係
性
の
形
成
、
社
会
的
ス
キ
ル
や
社
会
的
能
力
な
ど
の

発
達
に
お
い
て
、
そ
の
関
係
性
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
愛
着
理
論
の

提
唱
者
で
あ
るBow

lby

は
、
子
ど
も
の
愛
着
人
物
に
対
す
る
表
象

（
内
的
作
業
モ
デ
ル
）
は
子
ど
も
の
自
我
の
発
達
と
関
係
が
あ
り
、

切
り
離
せ
な
い
関
係
に
あ
る
と
主
張
し
た
。
本
論
文
で
は
愛
着
研
究

の
流
れ
を
概
観
し
な
が
ら
、
親
子
関
係
の
構
築
が
質
的
に
も
量
的
に

も
変
化
し
て
い
る
現
代
社
会
に
お
い
て
発
達
的
な
観
点
か
ら
の
愛
着

研
究
の
重
要
性
に
つ
い
て
視
野
を
深
め
た
い
。
そ
し
て
愛
着
理
論
の

変
わ
ら
な
い
仮
説
的
な
枠
組
み
に
注
目
し
な
が
ら
、
今
後
の
愛
着
研

究
の
課
題
及
び
そ
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
愛
着
を
媒
介
と

し
た
自
我
の
発
達
を
中
心
に
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
（
人
間
力
、
自
己

東
日
本
国
際
大
学
経
済
経
営
学
部
教
授

東
洋
思
想
研
究
所
研
究
員
　
李
　
　
　
和
　
貞

統
制
力
、
自
己
回
復
力
な
ど
）
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
人
間
関
係
、
友

人
作
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
）
の
関
係
に
つ
い
て
、
発
達
的

な
観
点
か
ら
の
実
証
的
な
研
究
が
期
待
さ
れ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

愛
着　

愛
着
の
パ
タ
ー
ン　

表
象
レ
ベ
ル　

内
的
作
業
モ
デ
ル　

自

己
（
自
我
）
の
発
達　

自
己
肯
定
感

１
．
愛
着
の
研
究
と
愛
着
の
パ
タ
ー
ン

　

愛
着
の
研
究
は
、
二
十
世
紀
初
の
臨
床
家
た
ち
に
よ
る
施
設
で
育

て
ら
れ
た
子
ど
も
た
ち
の
心
理
的
な
発
達
へ
の
関
心
か
ら
始
め
ら
れ

て
、
機
関
で
養
育
さ
れ
た
子
ど
も
た
ち
に
関
す
る
研
究
及
び
虐
待
児

の
発
達
お
よ
び
そ
の
社
会
的
特
性
に
関
す
る
研
究
か
ら
発
展
し
て
き

た
。 

愛
着
（
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
）
と
は
、
あ
る
一
人
の
人
と
他
の
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特
定
の
人
と
の
間
で
形
成
さ
れ
る
永
続
的
な
愛
情
の
絆
で
あ
る
。
愛

着
理
論
の
提
唱
者
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
の
児
童
精
神
科
医Bow

lby

に

よ
れ
ば
、
愛
着
と
は
単
に
「
人
と
の
絆
」
と
同
義
で
は
な
く
、
ま
た

親
と
子
の
す
べ
て
の
側
面
に
適
応
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
な

い
。
ま
た
愛
着
の
関
係
と
は
、
単
に
「
親
と
子
の
関
係
」
を
意
味
す

る
の
で
は
な
く
、
子
ど
も
が
求
め
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
レ
ギ
ュ
レ
イ

シ
ョ
ン
と
愛
着
人
物
（
親
な
ど
）
が
供
給
す
る
安
心
、
保
護
、
な
だ

め
、
安
ら
ぎ
、
援
助
な
ど
を
含
め
た
非
対
称
的
で
補
完
的
な
関
係
と

し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
愛
着
の
関
係
と
は
、
保
護
や

援
助
、
な
だ
め
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
危
機
的
な
場
面
に
お
い
て
、
養

育
者
の
愛
情
の
こ
も
っ
た
一
貫
し
た
行
動
（
子
ど
も
の
負
の
感
情
を

受
け
止
め
安
心
感
や
安
ら
ぎ
を
与
え
る
）
に
よ
っ
て
子
ど
も
が
感
じ

る
心
理
情
動
的
な
絆
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
子
ど
も
は
恐
怖
や
不

安
な
ど
か
ら
感
情
的
に
立
ち
直
り
、
安
心
感
を
得
て
生
活
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
い
う
意
味
か
ら
愛
着
の
関

係
は
子
ど
も
の
生
存
に
関
わ
る
重
要
な
発
達
機
能
的
関
係
で
あ
る
と

見
受
け
ら
れ
る
。

　

発
達
心
理
学
的
な
観
点
か
ら
の
愛
着
の
研
究
は
一
九
六
〇
年
代
に

ア
メ
リ
カ
の
心
理
学
者
で
あ
るA

insw
orth

に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
、

乳
児
と
親
な
ど
の
養
育
者
と
の
愛
着
の
発
達
や
そ
の
類
型
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
の
実
験
的
な
手
法
（
ス
ト
レ
ン
ジ
・
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ

ン
法
）
が
用
い
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
子
ど
も
の
愛
着
に
は
パ
タ
ー

ン
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
が
あ
る
こ
と
を
実
証
し
、
母
子
の
相

互
作
用
的
な
行
動
を
中
心
に
、
安
定
型
、
回
避
型
、
ア
ン
ビ
バ
レ
ン

ト
型
（
抵
抗
型
）
の
三
種
類
に
分
類
し
、
愛
着
の
パ
タ
ー
ン
の
指
標

と
し
た
。　
　

　

多
く
の
研
究
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
の
愛
着
の
個
人
差
は
発
達
に
お

け
る
重
要
な
影
響
因
の
一
つ
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
特
に
心
理

社
会
的
な
適
応
を
は
じ
め
社
会
的
な
関
係
性
の
形
成
、
社
会
的
ス
キ

ル
や
社
会
的
能
力
な
ど
の
発
達
に
お
い
て
、
そ
の
関
係
性
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。

２
．
ラ
イ
フ
ス
パ
ン
に
お
け
る
愛
着
の
重
要
性

　

乳
幼
児
期
の
愛
着
の
質
は
子
ど
も
の
発
達
に
お
い
て
重
要
な
要
因

と
し
て
影
響
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
る
中
、Bow

lby

（
一
九
七
三
）

は
人
生
早
期
に
形
成
さ
れ
た
愛
着
の
パ
タ
ー
ン
は
そ
の
後
の
関
係
性

構
築
の
発
達
に
お
い
て
も
あ
る
程
度
連
続
的
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し

て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
あ
る
個
人
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
内
部

に
あ
る
愛
着
の
パ
タ
ー
ン
は
そ
の
後
の
成
長
と
ラ
イ
フ
ス
パ
ン
に
お

い
て
意
味
の
あ
る
も
の
で
あ
り
、
あ
る
程
度
規
定
さ
れ
る
こ
と
を
主

張
し
、
愛
着
の
連
続
性
に
つ
い
て
強
調
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
背
景
に
基
づ
き
最
近
の
愛
着
の
研
究
で
は
、
内
的
作

業
モ
デ
ル
を
、
き
わ
め
て
経
験
に
近
い
レ
ベ
ル
（
た
と
え
ば
、
授
乳

場
面
や
遊
び
場
面
等
の
個
別
の
相
互
作
用
に
関
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
的
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な
記
憶
及
び
一
般
化
さ
れ
た
表
象
等
）
か
ら
自
己
及
び
他
者
一
般
に

関
わ
る
抽
象
的
な
レ
ベ
ル
（
た
と
え
ば
、「
私
は
、
他
者
か
ら
愛
さ

れ
て
い
る
」
と
か
「
他
者
は
必
要
な
時
に
い
つ
で
も
私
を
助
け
て
く

れ
る
存
在
で
あ
る
」
と
い
っ
た
信
念
や
確
信
等
）
に
至
る
、
多
重
の

階
層
を
な
し
、
し
か
も
相
互
に
関
連
す
る
ス
キ
ー
マ
の
集
合
体
で
あ

る
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
（
遠
藤
、
二
〇
〇
七
）。

　

ス
ト
レ
ン
ジ
・
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
法
は
、
人
見
知
り
の
激
し
い

満
一
歳
児
を
対
象
に
、
母
子
の
分
離
と
再
会
、
見
知
ら
ぬ
他
者
と
の

出
会
い
な
ど
の
場
面
を
設
け
、
子
ど
も
が
ど
う
反
応
す
る
か
を
実
験

観
察
す
る
手
法
で
あ
る
。
そ
の
た
め
乳
幼
児
期
以
降
の
発
達
的
な
愛

着
研
究
を
進
め
る
こ
と
に
お
い
て
は
、
事
実
上
限
界
が
あ
る
と
言
え

る
。
さ
ら
にBow

lby

の
愛
着
の
連
続
性
と
一
貫
性
に
つ
い
て
の
仮

説
を
把
握
す
る
こ
と
に
お
い
て
も
方
法
論
的
な
困
難
が
あ
る
た
め
、

愛
着
の
研
究
は
次
第
に
行
動
観
察
を
中
心
と
す
る
行
動
レ
ベ
ル
の
研

究
か
ら
、
表
象
レ
ベ
ル
に
着
目
し
た
発
達
的
な
研
究
へ
と
変
移
し
、

研
究
対
象
に
お
い
て
乳
幼
児
の
み
な
ら
ず
児
童
期
、
青
年
期
、
成
人

期
以
降
ま
で
拡
大
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

　

最
近
愛
着
障
害
と
い
う
言
葉
が
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
も
紹
介
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
様
々
な
心
理
社
会
的
な
問
題
と
の
関
係
に
つ
い
て
注

目
が
高
ま
っ
て
い
る
。 

愛
着
の
連
続
性
を
め
ぐ
っ
て
様
々
な
心
理

社
会
的
な
問
題
と
の
関
係
に
お
い
て
、
背
景
要
因
の
一
つ
と
し
て
関

心
が
高
ま
っ
て
い
る
と
考
え
ら
え
る
。

３
．
愛
着
研
究
に
お
け
る
表
象
、
愛
着
の
内
的
作
業
モ
デ
ル

　

私
た
ち
が
生
き
る
世
界
は
、
心
的
表
象
、
シ
ン
ボ
ル
の
よ
う
な

抽
象
化
さ
れ
た
知
識
に
よ
っ
て
構
造
化
さ
れ
て
い
る
。D

alenoort

（
一
九
九
〇
）
は
、
表
象
の
本
質
に
つ
い
て
、「
私
た
ち
が
世
界
を

理
解
し
、
概
観
す
る
た
め
に
非
常
に
重
要
な
も
の
、
そ
し
て
表
象
は

私
た
ち
が
世
界
を
み
る
観
点
の
そ
の
も
の
」と
し
て
定
義
し
て
い
る
。

認
知
心
理
学
に
お
け
る
表
象
の
概
念
は
、
非
常
に
多
様
性
を
有
し
、

学
者
に
よ
っ
て
は
異
な
っ
た
意
味
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば

あ
る
が
、
一
般
的
に
表
象
は
、
一
貫
し
た
構
造
（
物
理
的
構
造
よ
り

は
、
認
知
的
な
構
造
）
と
し
て
、
現
実
或
い
は
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
た
状

況
を
表
す
も
の
と
し
て
定
義
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

D
enis

（
一
九
九
四
）
に
よ
る
と
、
表
象
は
プ
ロ
セ
ス
と
プ
ロ
ダ

ク
ト
（
行
為
の
結
果
）
と
を
区
別
し
、
物
理
的
な
対
象
と
認
知
的
な

対
象
と
を
区
別
し
た
も
の
と
し
て
、
さ
ら
に
認
知
的
な
実
体
と
し
て

使
用
可
能
な
も
の
と
活
発
に
使
わ
れ
て
い
る
も
の
と
を
区
別
し
、
そ

の
上
そ
れ
が
意
識
的
な
の
か
或
い
は
無
意
識
的
に
使
わ
れ
て
い
る

か
、
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
示
唆
し
て
い
る

（
図
１
）。

　

愛
着
の
研
究
に
お
け
る
表
象
と
し
て
よ
く
用
い
ら
れ
る
の
は
、

Bow
lby

（
一
九
七
三
）が
提
唱
し
た「
内
的
作
業
モ
デ
ル
」で
あ
る
。 

Bow
lby 

は
愛
着
に
関
す
る
心
的
イ
メ
ー
ジ
や
確
信
を
「
内
的
作
業
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モ
デ
ル
」
あ
る
い
は
「
表
象
モ
デ
ル
」
と
名
付
け
、具
体
的
に
は
「
人

や
も
の
の
世
界
と
の
持
続
的
な
交
渉
を
と
お
し
て
形
成
し
て
い
く
、

世
界
、
他
者
、
自
己
、
そ
し
て
自
分
に
と
っ
て
重
要
な
他
者
と
の
関

係
性
に
関
す
る
表
象
」
と
定
義
し
て
い
る
。
ま
た
内
的
作
業
モ
デ
ル

の
機
能
に
関
し
て
も
注
目
し
、
①
経
験
し
た
こ
と
の
評
価
を
行
う
、

②
新
し
い
状
況
に
お
け
る
行
動
を
ガ
イ
ド
す
る
、
②
現
実
世
界
に
お

け
る
こ
と
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
し
、
洞
察
・
予
測
を
通
し
て
有
効
な
プ

ラ
ン
を
た
て
る
た
め
に
援
助
す
る
、
と
強
調
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
愛
着
に
対
す
る
作
業
モ
デ
ル
は
、

自
分
自
身
に
つ
い
て
の
作
業
モ
デ
ル
と
補
完
的
な
関
係
に
あ
る
と
い

う
こ
と
だ
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
危
険
性
の
あ
る
事
態
に
遭
遇
し
た

時
に
示
す
個
人
の
対
処
反
応
の
程
度
は
、
自
分
に
と
っ
て
の
愛
着
人

物
か
ら
い
か
に
情
緒
的
な
反
応
性
が
得
ら
れ
る
か
、
に
つ
い
て
の
そ

の
人
の
考
え
や
確
信
の
程
度
に
関
係
し
て
お
り
、
こ
の
確
信
の
中
核

を
な
す
の
は
、
自
分
に
と
っ
て
の
愛
着
人
物
は
誰
で
あ
り
、
ど
こ
に

存
在
し
、
ま
た
そ
の
愛
着
人
物
か
ら
ど
の
よ
う
な
反
応
が
期
待
で
き

る
か
に
つ
い
て
の
予
測
す
る
そ
の
人
の
愛
着
の
ワ
ー
キ
ン
グ
・
モ
デ

ル
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
ま
た
自
分
に
対
す
る
ワ
ー

キ
ン
グ
・
モ
デ
ル
の
中
核
を
な
す
の
は
、
自
分
は
愛
着
人
物
か
ら
い

か
に
受
容
さ
れ
て
い
る
か
、
い
か
に
助
け
を
与
え
ら
れ
る
に
足
り
る

人
物
と
し
て
判
断
さ
れ
て
い
る
か
、
と
い
っ
た
主
観
的
な
表
象
で
あ

る
。

 3 

そして注目すべきことは、愛着に対する作業モデルは、自分自身についての作業モデルと補

完的な関係にあるということだ。具体的に言えば、危険性のある事態に遭遇した時に示す個人

の対処反応の程度は、自分にとっての愛着人物からいかに情緒的な反応性が得られるか、につ

いてのその人の考えや確信の程度に関係しており、この確信の中核をなすのは、自分にとって

の愛着人物は誰であり、どこに存在し、またその愛着人物からどのような反応が期待できるか

についての予測するその人の愛着のワーキング・モデルに基づいていることを意味する。また

自分に対するワーキング・モデルの中核をなすのは、自分は愛着人物からいかに受容されてい

るか、いかに助けを与えられるに足りる人物として判断されているか、といった主観的な表象

である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
              

 図１ 表象の意味（Denis、1994） 
 
4 表象レベルにおける愛着研究の方法論 
乳児期に主たる焦点を当ててきた行動レベルでの愛着の研究から、乳児期以降の愛着が本格

的に注目され始めたのは、1980年代半ばに入ってからである。近年愛着をめぐる研究は子ども

の愛着の行動を中心とした親子の相互作用への関心から、愛着の作業モデルをめぐる表象レベ

ルでの愛着の関係性に注目するようになってきた。 
このような観点に基いた研究としては、まずBowlby (1988)の「子どもが構築した自己の作

業モデルは愛着人物が子どもに持つイメージを反映している」といった愛着人物に対する作業

モデルと自己に対する作業モデルに注目したCassidy（1988）の研究をはじめ、パペットイン

タビューに用いての幼児の自己に対する内的作業モデルと社会的・行動適応及びコンピテンス

Representation 

Cognitive Entities 

Activity Availability 

No Cognitive Experience Reported Cognitive Experience 

Physical Objects 

Outcome of Process Outcome of Product 

　図１　表象の意味（Denis、1994）
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４
．
表
象
レ
ベ
ル
に
お
け
る
愛
着
研
究
の
方
法
論

　

乳
児
期
に
主
た
る
焦
点
を
当
て
て
き
た
行
動
レ
ベ
ル
で
の
愛
着
の

研
究
か
ら
、
乳
児
期
以
降
の
愛
着
が
本
格
的
に
注
目
さ
れ
始
め
た
の

は
、
一
九
八
〇
年
代
半
ば
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
近
年
愛
着
を
め

ぐ
る
研
究
は
子
ど
も
の
愛
着
の
行
動
を
中
心
と
し
た
親
子
の
相
互
作

用
へ
の
関
心
か
ら
、
愛
着
の
作
業
モ
デ
ル
を
め
ぐ
る
表
象
レ
ベ
ル
で

の
愛
着
の
関
係
性
に
注
目
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　

こ
の
よ
う
な
観
点
に
基
づ
い
た
研
究
と
し
て
は
、
ま
ずBow

lby

（
一
九
八
八
）
の
「
子
ど
も
が
構
築
し
た
自
己
の
作
業
モ
デ
ル
は
愛

着
人
物
が
子
ど
も
に
持
つ
イ
メ
ー
ジ
を
反
映
し
て
い
る
」
と
い
っ
た

愛
着
人
物
に
対
す
る
作
業
モ
デ
ル
と
自
己
に
対
す
る
作
業
モ
デ
ル
に

注
目
し
たCassidy

（
一
九
八
八
）
の
研
究
を
は
じ
め
、
パ
ペ
ッ
ト

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
用
い
て
の
幼
児
の
自
己
に
対
す
る
内
的
作
業
モ
デ

ル
と
社
会
的
・
行
動
適
応
及
び
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
と
の
関
連
を
検
討
し

たV
ersehueren

ら
（
一
九
九
六
）
に
よ
る
研
究
が
あ
る
。
い
ず
れ

も
母
親
に
対
す
る
愛
着
パ
タ
ー
ン
と
自
己
の
内
的
作
業
モ
デ
ル
と
の

結
び
つ
き
に
つ
い
て
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
愛
着
の
研
究
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
母
子
関
係
を
中
心
と

し
、
家
族
全
体
を
捉
え
て
い
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
家
族
シ
ス
テ

ム
的
な
関
連
性
に
注
目
し
た
研
究
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
五
歳
児
の

愛
着
表
象
と
自
己
概
念
の
発
達
に
つ
い
て
の
研
究（V

ersehueren

、

一
九
九
八
：
李
、
二
〇
〇
二
）
で
は
、
母
親
に
対
す
る
子
ど
も
の
愛

着
表
象
の
安
定
性
と
自
己
に
対
す
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
表
象
（
社
会
的

コ
ン
ピ
テ
ン
ス
と
自
己
肯
定
感
に
注
目
）
と
の
間
に
お
い
て
有
意
な

関
係
性
が
認
め
ら
え
た
。
表
象
レ
ベ
ル
の
愛
着
研
究
で
用
い
た
愛
着

尺
度
「
愛
着
ス
ト
ー
リ
ー
完
成
課
題
」
の
一
部
を
表
１
で
示
す
。
表

象
レ
ベ
ル
の
愛
着
尺
度
で
は
人
形
を
媒
介
し
て
各
ス
ト
ー
リ
ー
を
子

ど
も
に
聞
か
せ
、
各
課
題
に
対
す
る
展
開
に
つ
い
て
の
子
ど
も
の
語

り
を
中
心
に
愛
着
表
象
を
分
析
す
る
。

　
「
愛
着
ス
ト
ー
リ
ー
完
成
課
題
」
を
用
い
た
日
本
の
五
歳
児
の

研
究
で
は
、
安
定
型
が
66
％
、
回
避
型
が
19
％
、
不
安
・
ア
ン
ビ

バ
レ
ン
ト
型 

が
13
％
と
分
類
さ
れ
た
（
李
、
二
〇
〇
〇
）。
一
方
、

M
iyake

ら
（
一
九
八
三;

一
九
八
五
）
やT

akahashi

（
一
九
八
六
）

の
愛
着
の
研
究
（
日
本
人
の
生
後
十
二
ヶ
月
～
十
八
ヶ
月
の
乳
児
に

お
け
る
愛
着
実
験
）
で
は
、
安
定
型
が
68
％
、
回
避
型
が
0
％
、
ア

ン
ビ
バ
レ
ン
ト
型
が
32
％
と
示
さ
れ
て
い
る
が
、
回
避
型
と
ア
ン
ビ

バ
レ
ン
ト
の
比
率
の
違
い
が
注
目
さ
れ
た
。
愛
着
に
関
す
る
国
際
比

較
研
究
（Sagi &

 Lew
kow

icx

、
一
九
八
七
）
に
よ
る
と
、
ア
メ

リ
カ
の
サ
ン
プ
ル
で
は
、
安
定
型
：
回
避
型
：
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ト
型

の
比
率
が
、
65
％
：
20
％
：
13
％
を
示
し
て
い
る
の
に
対
し
、
日

本
の
サ
ン
プ
ル
で
は
東
京
が
67
％
：
14
％
：
19
％
、
札
幌
が
68
％
：

0
％
：
32
％
と
な
っ
て
お
り
、
ど
ち
ら
の
パ
タ
ー
ン
に
お
い
て
も
回

避
型
の
パ
タ
ー
ン
が
低
率
で
あ
っ
た
。
一
方
、
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ト
型
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の
高
い
比
率
に
つ
い
てM

iyake 

ら
（
一
九
八
三
）
とT

akahashi

（
一
九
八
五
）
は
、
ス
ト
レ
ン
ジ
・
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
法
の
手
続

き
そ
の
も
の
に
潜
ん
で
い
る
文
化
的
な
要
因
に
つ
い
て
言
及
し
た
。

す
な
わ
ち
「
見
慣
れ
ぬ
環
境
へ
の
ス
ト
レ
ス
の
程
度
」
が
欧
米
の
子

ど
も
に
比
べ
て
日
本
の
子
ど
も
の
方
が
よ
り
強
く
、
そ
の
た
め
ア
ン

ビ
バ
レ
ン
ト
型
の
比
率
が
高
ま
っ
て
い
る
可
能
性
に
つ
い
て
示
唆
し

た
。
そ
し
て
日
本
人
の
乳
児
に
お
い
て
も
ス
ト
レ
ス
が
軽
く
な
る
よ

う
な
ス
ト
レ
ン
ジ
・
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
法
の
再
考
を
指
摘
し
た
。

ま
た
そ
の
他
の
理
由
に
つ
い
て
は
親
子
関
係
を
取
り
巻
く
育
児
環
境

な
ど
の
文
化
的
な
意
味
合
い
や
背
景
に
つ
い
て
言
及
し
、
そ
れ
ら
の

要
因
が
反
映
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
（M

iyake, 
Chen, &

 Cam
pos

、
一
九
八
五
：
松
本
、
一
九
八
九
）。
こ
の
よ

う
な
理
由
を
も
と
に
考
察
す
る
と
き
、
愛
着
の
内
的
作
業
モ
デ
ル
に

着
目
し
た
表
象
レ
ベ
ル
の
方
法
論
は
、
従
来
の
方
法
論
が
抱
え
る

「
文
化
」と
い
う
独
自
の
要
因
を
あ
る
程
度
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
、

愛
着
の
個
人
差
を
よ
り
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ

る
。

5
．�
愛
着
研
究
の
可
能
性
、
愛
着
理
論
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
発
達

を
め
ぐ
っ
て

　

筆
者
が
愛
着
研
究
の
可
能
性
と
し
て
注
目
し
て
い
る
の
は
、
愛
着

に
対
す
る
作
業
モ
デ
ル
は
自
分
自
身
に
つ
い
て
の
作
業
モ
デ
ル
と

 4 

との関連を検討した Versehueren ら（1996）による研究がある。いずれも母親に対する愛着

パターンと自己の内的作業モデルとの結びつきについて検討したものである。 

しかし、愛着の研究のアプローチが母子関係を中心とし、家族全体を捉えていないことが指

摘され、家族システム的な関連性に注目した研究も報告されている。5 歳児の愛着表象と自己

概念の発達についての研究（Versehueren,1998；李,2002）では、母親に対する子どもの愛着

表象の安定性と自己に対するポジティブな表象（社会的コンピテンスと自己肯定感に注目）と

の間において有意な関係性が認めらえた。表象レベルの愛着研究で用いた愛着尺度「愛着スト

ーリー完成課題」の一部を表１で示す。表象レベルの愛着尺度では人形を媒介して各ストーリ

ーを子どもに聞かせ、各課題に対する展開についての子どもの語りを中心に愛着表象を分析す

る。 

表表１ 「愛着ストーリー完成課題」（ストーリーⅠ～Ⅴ） 

（（AAttttaacchhmmeenntt  ssttoorryy  ccoommpplleettiioonn  ttaasskk））  
Child-Mother Attachment 

ストーリーⅠ  

夕食のテーブルについているとき、子どもが不意にジュースを床にこぼしてしまった。 

そして母親は大声で叫ぶ。 

ストーリーⅡ 

母親と近くの公園に散歩に行ったとき、子どもが岩にのぼり落ちてしまう。子どもが

ひざに怪我をする。そして子どもが泣き出す。 

ストーリーⅢ 

子どもが寝ようとして部屋に入るが、部屋に怖いものがいると感じ大声で叫ぶ。 

ストーリーⅣ 

両親が一泊の旅行に出かけることになり祖母と子どもが家に残る。 

ストーリーⅤ 

 次の朝、祖母が窓から外を見て、両親が帰ってきたことを子どもに告げる。 

 

「愛着ストーリー完成課題」を用いた日本の5歳児の研究では、安定型が66％、回避型が19％、

不安・アンビバレント型 が 13％と分類された（李、2000）。一方、Miyake ら（1983;1985）

や Takahashi（1986）の愛着の研究（日本人の生後１２ヶ月～１８ヶ月の乳児における愛着実

験）では、安定型が68%、回避型が0%、アンビバレント型が32%と示されているが、回避型

とアンビバレントの比率の違いが注目された。愛着に関する国際比較研究（Sagi＆Lewkowicx、
1987）によると、アメリカのサンプルでは、安定型：回避型：アンビバレント型の比率が、65％：

20％：13％を示しているのに対し、日本のサンプルでは東京が67％：14％：19％、札幌が68％：

表１「愛着ストーリー完成課題」（ストーリーⅠ～Ⅴ）
（Attachment story completion task）



135

■研究ノート

私は価値のある人間だと思う

韓国中国米国日本

44.9
83.8

80.2

83.7

図２　高校生の心と体の健康に関する意識調査―日本・米国・中国・韓国の比較―
出所：国立青少年教育振興機構（2018）より

補
完
的
な
関
係
に
あ
る
と
い
う
愛
着
理
論
の
変
わ
ら
ぬ
理
論
的
な

枠
組
み
で
あ
る
。
そ
れ
は
愛
着
理
論
の
原
点
で
あ
るBow

lby

の
著

書
「A

ttachm
ent and Loss

」
の
初
版
（
一
九
六
九
）
か
ら
示
さ

れ
た
も
の
と
し
て
、
様
々
な
研
究
成
果
を
取
り
入
れ
て
発
刊
さ
れ

た
改
訂
版
（
一
九
八
四
）
に
至
る
ま
で
、
変
わ
ら
な
い
重
要
な
枠

組
み
で
あ
る
。Bow

lby 

は
愛
着
の
パ
タ
ー
ン
が
子
ど
も
の
パ
ー
ソ

ナ
リ
テ
ィ
に
関
連
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
自

己
統
制
力
や
自
己
回
復
力
と
の
関
連
で
あ
る
。Bow

lby

の
改
訂
版

（
一
九
八
四
）
に
よ
る
と
、
安
定
的
な
愛
着
を
示
し
た
子
ど
も
の
方

が
有
意
に
高
い
自
己
回
復
力
の
得
点
を
示
し
、
自
己
統
制
力
に
お
い

て
も
適
度
な
得
点
を
示
し
た
が
、回
避
型
の
子
ど
も
は
過
剰
な
制
御
、

ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ト
な
子
ど
も
は
過
少
な
自
己
制
御
の
得
点
を
示
し
た

と
示
唆
し
た
。
表
象
モ
デ
ル
と
し
て
の
愛
着
の
パ
タ
ー
ン
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
愛
着
の
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
を
機
能
さ
せ
、
自
分
と
他
者
に
対
す

る
内
的
作
業
モ
デ
ル
を
ガ
イ
ド
し
て
対
処
行
動
に
働
き
か
け
て
い
る

の
か
も
知
れ
な
い
。

　

日
本
の
現
代
の
子
ど
も
に
欠
け
て
い
る
三
つ
の
衰
え
と
し
て
、
自

分
や
自
分
を
取
り
巻
く
環
境
に
対
す
る
「
誇
り
の
衰
え
」、
相
互
作

用
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
「
想
像
力
の
衰
え
」、
倫
理
的
・
宗
教
的
な

も
の
を
含
む
「
感
性
の
衰
え
」
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
図
２
は
、「
４

カ
国
の
高
校
生
の
心
の
健
康
に
対
す
る
意
識
調
査
」（
二
〇
一
八
）

の
デ
ー
タ
の
一
部
で
あ
る
が
、
日
本
の
高
校
生
が
四
カ
国
の
中
で
最

も
低
い
自
己
肯
定
感
を
示
し
て
い

る
。

　

一
方
、「
私
は
価
値
の
あ
る
人

間
だ
と
思
う
」
に
対
す
る
本
学
の

在
学
生
（
一
六
四
名
）
の
デ
ー
タ

（
二
〇
二
二
年
七
月
授
業
最
終
日
に

実
施
し
た
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
）で
は
、

「
と
て
も
そ
う
思
う
」
が
10
・
4
％
、

「
そ
う
思
う
」
が
39
・
6
％
、「
ど

ち
ら
で
も
な
い
」
が
26
・
8
％
、「
そ

う
思
わ
な
い
」
が
18
・
3
％
、「
ま
っ

た
く
そ
う
思
わ
な
い
」
が
4
・
9
％

を
示
し
た
。
結
果
と
し
て
は
、
図
２

の
四
カ
国
の
比
較
研
究
で
示
さ
れ
た

日
本
の
結
果
よ
り
や
や
高
い
水
準
の

自
己
肯
定
感
を
有
し
て
お
り
、「
と

て
も
そ
う
思
う
」
と
「
そ
う
思
う
」

を
合
わ
せ
て
50
％
以
上
の
在
学
生
が

価
値
の
あ
る
存
在
と
し
て
自
分
を
認

識
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
今

後
、
社
会
文
化
的
な
比
較
を
視
野
に

入
れ
つ
つ
、
在
学
生
の
愛
着
の
関
係
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そ
し
て
関
連
要
因
に
つ
い
て
研
究
を

進
め
、
自
我
の
健
全
な
発
達
に
寄
与

す
る
様
々
な
要
因
に
つ
い
て
、
青
年

期
を
中
心
に
さ
ら
に
検
討
を
試
み
た

い
と
思
う
。

　

ま
た
「
四
カ
国
の
高
校
生
の
心

と
体
の
健
康
に
関
す
る
意
識
調
査
」

（
二
〇
一
八
）
で
は
、
子
ど
も
の
自

己
肯
定
感
と
親
の
関
係
性
に
つ
い
て

も
重
要
な
こ
と
が
二
点
示
唆
さ
れ

た
。
一
つ
は
、
自
己
肯
定
感
が
高
い

ほ
ど
親
と
の
関
係
が
濃
密
に
な
る
傾

向
が
あ
る
こ
と
、
も
う
一
つ
は
、
保

護
者
が
子
供
の
悩
み
を
聞
い
た
り
、

子
ど
も
の
こ
と
を
分
か
っ
て
あ
げ
る

と
子
ど
も
の
自
己
肯
定
感
が
高
く
な

る
傾
向
が
あ
る
。
こ
の
結
論
は
、
愛

着
理
論
の
「
愛
着
に
対
す
る
作
業
モ

デ
ル
は
自
己
に
つ
い
て
の
作
業
モ
デ

ル
と
補
完
的
な
関
係
に
あ
る
」
と
い

う
理
論
的
な
枠
組
み
と
一
致
す
る
結

果
で
あ
り
、
親
子
の
愛
着
関
係
の
重

要
性
と
子
ど
も
が
も
つ
親
へ
の
受
容
感
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
意
味

深
い
論
点
を
示
唆
し
て
い
る
と
見
受
け
ら
れ
る
。

　

関
係
性
の
構
築
が
質
的
に
も
量
的
に
も
変
化
し
て
い
る
社
会
に
お

い
て
、
今
後
の
愛
着
研
究
に
は
、
愛
着
と
自
我
（Self

）
発
達
の
関

係
を
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
（
人
間
力
、
自
己
統
制
力
、
自
己
回
復

力
な
ど
）と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ（
人
間
関
係
、友
人
作
り
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
）
の
発
達
的
な
観
点
か
ら
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
巡
っ
て
の
実

証
的
な
研
究
が
広
が
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
し
か
し
人
生
初
期
の
親

子
関
係
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
認
識
し
つ
つ
も
、
乳
幼
児
期
の
養
育

環
境
を
過
大
評
価
す
る
誤
っ
た
認
識
を
形
成
す
る
恐
れ
が
あ
る
の
で

注
意
し
て
論
じ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
「
正
義
が

不
正
義
に
対
す
る
概
念
で
あ
る
の
と
同
様
に
、「
安
定
型
愛
着
」
と

「
不
安
定
型
愛
着
」
は
対
極
に
あ
る
が
、
安
定
―
不
安
的
の
ス
ペ
ク

ト
ル
（
連
続
体
）
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
」（
山
本
、
二
〇
一
七
）
可

能
性
に
つ
い
て
も
一
目
置
き
た
い
。
愛
着
は
過
去
だ
け
の
も
の
で
は

な
く
、
そ
の
発
達
的
な
意
味
合
い
の
連
続
体
で
あ
り
、
関
係
性
修
正

や
関
係
構
築
を
通
し
て
変
わ
り
う
る
こ
と
を
強
調
し
た
い
。
そ
の
実

証
的
な
エ
ビ
デ
ン
ス
を
確
保
す
る
た
め
に
も
論
点
を
広
げ
、
具
体
的

に
方
法
論
を
模
索
し
、
生
涯
発
達
的
な
観
点
か
ら
の
愛
着
研
究
を
進

め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
し
て
そ
の
在
り
方
を
捉
え

直
し
、
ま
た
適
応
の
過
程
と
し
て
の
安
定
的
な
愛
着
関
係
の
広
が
り

を
促
し
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
発
達
に
つ
な
が
る
諸
要
因
を
探
求

そう思わないどちらでもないそう思うとてもそう思う

10.4％ 39.6％ 26.8％ 18.3％ 4.9％

全くそう思わない

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

図３　本学の在学生の意識調査（2022）「私は価値のある人間だと思う」
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し
論
点
を
広
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

日
本
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
自
己
肯
定
感
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
。
日
本
や
ア
メ
リ
カ
等
で
大
学
等
の
教
育
機
関
を
設
立
し
、
教

育
思
想
家
で
も
あ
る
仏
教
教
育
者
の
池
田
大
作
先
生
は「
子
ど
も（
自

分
）
の
持
っ
て
い
る
力
、そ
の
素
晴
ら
し
さ
に
気
付
か
せ
る
」（
池
田
、

二
〇
〇
〇
）
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
さ
に
今
日
本
の

家
庭
を
は
じ
め
社
会
全
体
に
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
た
め
の

具
体
的
な
取
り
組
み
の
在
り
方
を
創
出
す
る
こ
と
で
あ
る
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。
成
長
過
程
に
お
け
る
愛
着
の
問
題
は
、
子
ど
も

の
自
我
の
発
達
及
び
様
々
な
社
会
心
理
的
な
発
達
に
お
い
て
重
要
な

影
響
因
で
あ
る
こ
と
を
社
会
全
体
が
再
認
識
す
べ
き
で
あ
り
、
子
ど

も
た
ち
の
「
誇
り
の
衰
え
」
や
「
自
尊
感
情
の
低
下
」
の
回
復
の
た

め
に
も
取
り
組
む
べ
き
重
要
課
題
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
れ
が
示
す
課

題
は
、
未
来
に
よ
り
深
刻
化
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
「
人
間
疎
外
」
の

問
題
を
克
服
・
解
決
で
き
る
人
間
の
育
成
、
未
来
社
会
に
円
満
に
適

応
す
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
を
よ
く
導
い
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
人

間
の
養
成
だ
と
言
え
る
。
今
後
の
愛
着
の
研
究
の
意
義
と
そ
の
可
能

性
に
つ
い
て
広
く
認
識
を
深
め
て
い
き
た
い
次
第
で
あ
る
。
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松
岡
幹
夫
著
『
創
価
学
会
の
思
想
的
研
究
〈
下
巻
〉
人
権
・
共
生
編
』

■
書
評
■

ラ
イ
タ
ー
・
美
術
史
家
　
高
　
橋
　
伸
　
城

１
．「
ア
ポ
リ
ア
」
の
向
こ
う
側
へ

　

本
書
は
日
蓮
や
創
価
学
会
の
研
究
を
専
門
と
す
る
著
者
が
、

二
〇
〇
四
年
か
ら
二
〇
二
〇
年
に
か
け
て
発
表
し
た
論
文
を
集
め
た

も
の
。「
平
和
・
非
暴
力
」
の
上
巻
に
続
い
て
、
本
巻
で
は
「
人
権
・

共
生
」
が
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
る
。

　

環
境
倫
理
や
震
災
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
創
価
学
会
の
思

想
が
論
じ
ら
れ
る
本
書
で
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
各
章
で
仏
教
や

哲
学
に
内
在
す
る
難
問
、
著
者
の
言
葉
を
借
り
る
と
「
ア
ポ
リ
ア
」

が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
ア
ポ
リ
ア
と
は
、
ギ
リ
シ
ャ
語

で
「
道
が
な
い
」
＝
「
行
き
詰
ま
り
」
を
原
義
と
し
、
相
矛
盾
す
る

二
つ
の
答
え
に
挟
ま
れ
て
、
容
易
に
は
解
決
で
き
な
い
問
題
を
意
味

す
る
。
本
書
で
著
者
が
ア
ポ
リ
ア
に
ど
う
取
り
組
ん
だ
の
か
、
い
く

つ
か
例
を
挙
げ
た
い
。

　

第
十
章
の
「
仏
教
の
人
間
観
─
─
創
価
思
想
の
視
点
か
ら
」
で

は
、
原
始
仏
教
や
大
乗
仏
教
に
見
ら
れ
る
人
間
観
を
糸
口
に
、
そ
れ

が
ど
う
創
価
学
会
の
仏
教
思
想
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
か
が
分
析
さ

れ
る
。
そ
の
議
論
の
要
所
で
言
及
さ
れ
る
の
が
、
人
間
の
位
置
づ
け

を
め
ぐ
る
ア
ポ
リ
ア
だ
。大
乗
仏
教
は
す
べ
て
の
人
間
の
み
な
ら
ず
、

あ
ら
ゆ
る
動
植
物
に
も
仏
の
因
子
で
あ
る
仏
性
を
見
出
す
。
と
す
る

と
、
人
間
は
動
植
物
と
同
等
に
扱
わ
れ
、
か
え
っ
て
固
有
の
尊
厳
を

失
う
の
で
は
な
い
か
─
─
。
こ
れ
に
対
し
著
者
は
、創
価
学
会
の「
宇

宙
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
に
解
決
策
を
探
る
。
池
田
大
作
Ｓ
Ｇ
Ｉ
会

長
は
、一
九
九
八
年
に
書
か
れ
た
随
筆
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　

 　

仏
法
は
、
万
物
、
万
人
に
、
仏
の
生
命
が
具
わ
っ
て
い
る
と

説
く
。

　
　

 　

ま
た
、
宇
宙
そ
れ
自
体
を
一
つ
の
生
命
体
と
と
ら
え
、
自
身

と
い
っ
さ
い
の
環
境
と
が
不
二
の
関
係
に
あ
る
と
教
え
て
い
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る
。

　
　

 　

つ
ま
り
、
人
間
を
地
上
の
支
配
者
と
す
る
人
間
中
心
主
義
で

は
な
く
、
調
和
と
融
合
の
哲
理
で
あ
り
、「
宇
宙
的
ヒ
ュ
ー
マ

ニ
ズ
ム
」
が
仏
法
で
あ
る
。

 
（「
随
筆 

新
・
人
間
革
命 

地
球
民
族
主
義
の
光
」）

　

こ
こ
か
ら
宇
宙
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
三
つ
の
側
面
が
明
ら
か
に

な
る
。
第
一
に
、
あ
ら
ゆ
る
人
と
物
が
「
仏
の
生
命
」
＝
仏
性
を
有

し
て
い
る
こ
と
。
第
二
に
、
宇
宙
そ
の
も
の
が
「
一
つ
の
生
命
体
」

で
あ
り
、
そ
れ
を
構
成
す
る
個
々
の
存
在
と
環
境
は
不
可
分
の
関
係

に
あ
る
こ
と
。
そ
し
て
第
三
に
、
人
間
に
よ
る
支
配
で
は
な
く
、「
調

和
と
融
合
」を
目
指
す
と
い
う
点
で
、「
人
間
中
心
主
義
」と
は
異
な
っ

て
い
る
こ
と
だ
。

　

宇
宙
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
こ
う
し
た
特
徴
を
踏
ま
え
て
、
本
書

の
著
者
は
「
す
べ
て
の
生
命
は
本
質
的
に
平
等
で
あ
る
が
、
人
間
生

命
だ
け
が
宇
宙
的
主
体
性
を
発
現
し
う
る
ゆ
え
に
、
人
間
の
生
存
権

は
他
の
い
か
な
る
生
物
よ
り
も
優
先
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
結
論

す
る
。
こ
の
宇
宙
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
は
、
西
田
幾
多
郎
の
『
善
の

研
究
』
を
論
じ
た
第
十
二
章
と
、
西
洋
の
哲
学
を
仏
教
の
思
想
に
照

ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
で
包
括
的
な
エ
コ
ロ
ジ
ー
の
確
立
を
目
指
し
た

第
十
三
章
で
も
、
重
要
な
概
念
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

日
蓮
の
国
家
観
と
政
治
的
志
向
を
宗
教
哲
学
の
手
法
で
考
察
す
る

第
十
四
章
に
も
、
ア
ポ
リ
ア
と
呼
ぶ
べ
き
問
題
が
出
て
く
る
。
日
蓮

は
佐
渡
流
罪
を
境
に
、
釈
迦
や
法
華
経
と
い
う
「
超
越
者
」
の
使
い

と
し
て
振
る
舞
う
と
と
も
に
、
自
ら
も
「
超
越
者
」
で
あ
る
と
の
認

識
を
示
し
た
。
日
蓮
は
「
超
越
者
」
の
使
徒
だ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と

も
「
超
越
者
」
そ
の
も
の
だ
っ
た
の
か
。
こ
の
点
に
関
し
て
著
者
は

次
の
よ
う
に
記
す
。

　
　

 　

人
間
と
し
て
の
如
来
使
・
日
蓮
と
、
仏
と
し
て
の
超
越
者
・

日
蓮
と
─
─
日
蓮
に
お
け
る
「
法
華
経
の
行
者
」
の
自
覚
は
、

こ
の
分
裂
し
た
自
己
認
識
を
分
裂
の
ま
ま
統
一
す
る
と
こ
ろ
に

成
り
立
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
で
、
か
く
も

深
刻
な
矛
盾
を
と
も
な
う
後
期
日
蓮
の
自
己
認
識
を
〈
人
間
と

し
て
の
超
越
〉
の
立
場
に
立
脚
す
る
も
の
と
し
て
把
握
し
、
説

明
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

　

日
蓮
の
う
ち
で
平
凡
な
人
間
と
し
て
の
意
識
と
、
釈
迦
と
同
等
か

そ
れ
を
凌
ぐ
立
場
に
あ
る
と
の
意
識
が
同
居
し
て
い
た
。
著
者
は
そ

れ
を
「
人
間
と
し
て
の
超
越
」
と
い
う
語
句
で
呼
び
、
日
蓮
の
国
家

観
や
政
治
的
志
向
の
変
遷
を
読
み
解
く
鍵
と
す
る
。

　

続
く
第
十
五
章
は
、日
蓮
が
自
ら
の
体
験
し
た
震
災
を
ど
う
捉
え
、

い
か
に
復
興
を
図
ろ
う
と
し
た
の
か
、
ま
た
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
現

代
の
仏
教
に
よ
る
震
災
復
興
の
あ
り
方
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
問
う
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た
も
の
だ
。
震
災
に
関
し
て
日
蓮
は
、
法
華
経
に
基
づ
い
て
仏
法
の

乱
れ
が「
自
然
現
象
」「
自
然
の
怒
り
」「
人
間
が
引
き
起
こ
し
た
現
象
」

と
し
て
複
合
的
に
現
れ
た
と
捉
え
る
と
と
も
に
、
神
々
に
よ
っ
て
く

だ
さ
れ
た
罰
で
あ
る
と
も
述
べ
る
。
法
華
経
の
思
想
と
は
相
容
れ
な

い
よ
う
に
も
見
え
る
後
者
の
考
え
方
に
つ
い
て
本
書
の
著
者
は
、
中

世
の
日
本
で
常
識
と
さ
れ
て
い
た
神
仏
習
合
の
世
界
観
＝
「
仏
教
的

コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
」
と
い
う
特
殊
な
背
景
が
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。

　
　

 　

重
要
な
こ
と
は
、
こ
う
し
た
仏
教
的
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
に
基
づ

く
主
張
が
、
当
時
の
日
本
社
会
で
か
な
り
の
説
得
力
を
持
っ
た

と
い
う
点
で
あ
る
。
日
本
中
世
の
社
会
に
あ
っ
て
、
国
家
や
国

土
の
栄
枯
盛
衰
を
決
定
づ
け
る
も
の
は
、
ま
さ
し
く
神
仏
の
力

で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
日
蓮
は
、
為
政
者
に
対
し
、
神
罰
的

な
表
現
を
用
い
て
仏
教
的
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
の
頂
点
に
い
る
仏
の

本
意
を
教
え
る
と
い
う
方
法
を
と
り
、
立
正
安
国
の
思
想
を
展

開
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
書
で
論
述
さ
れ
る
ア
ポ
リ
ア
の
わ
ず
か
一
部
を

瞥
見
す
る
だ
け
で
も
、
あ
る
と
き
は
歴
史
的
な
文
脈
に
置
き
直
し
、

あ
る
と
き
は
現
代
的
な
実
践
に
引
き
つ
け
、
ま
た
あ
る
と
き
は
矛
盾

を
矛
盾
の
ま
ま
に
新
し
い
用
語
の
う
ち
に
統
合
す
る
こ
と
で
、
行
き

詰
ま
り
の
向
こ
う
側
へ
抜
け
よ
う
と
試
み
る
著
者
の
力
闘
が
う
か
が

え
る
だ
ろ
う
。

２
．「
創
価
信
仰
学
」
の
前
兆
・
萌
芽
・
未
来

　

本
書
の
著
者
で
あ
る
松
岡
幹
夫
氏
は
、
二
〇
一
九
年
の
四
月
に
創

学
研
究
所
を
設
立
し
た
。「
創
学
」
と
は
「
創
価
信
仰
学
」
の
略
称

で
、「
創
価
学
会
の
信
仰
か
ら
出
発
す
る
学
問
研
究
」
を
意
味
す
る
。

よ
り
詳
し
く
言
え
ば
、
創
価
学
会
の
信
仰
と
実
践
に
つ
い
て
、
宗
教

の
「
外
側
」
に
あ
る
「
世
俗
の
学
問
」
に
頼
る
の
で
は
な
く
、「
内

側
」
に
あ
る
「
信
仰
」
か
ら
説
き
起
こ
し
て
、
そ
の
「
内
在
的
な
論

理
」
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
だ
と
、松
岡
氏
は
解
説
し
て
い
る
（『
創

学
研
究
Ｉ
─
─
信
仰
学
と
は
何
か
』）。

　

一
方
、『
創
価
学
会
の
思
想
的
研
究 

下
巻 

人
権
・
共
生
編
』
に

収
め
ら
れ
て
い
る
論
文
を
見
る
と
、
全
七
章
の
う
ち
六
章
は
創
学
研

究
所
の
設
立
前
に
、
残
り
一
章
は
設
立
後
に
書
か
れ
て
い
る
。
い
わ

ば
本
書
に
は
、
創
価
信
仰
学
の
前
兆
と
萌
芽
、
そ
し
て
そ
こ
に
ま
だ

語
ら
れ
て
い
な
い
余
白
を
通
し
て
、
あ
る
種
の
未
来
が
書
き
込
ま
れ

て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

創
価
信
仰
学
の
前
兆
と
し
て
、
第
十
一
章
「
池
田
大
作
の
人
権
思

想
─
─
理
性
か
ら
智
慧
ヘ
」
を
挙
げ
た
い
。
本
章
で
は
、
近
代
の
西

洋
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
「
理
性
」
の
代
わ
り
に
、
仏

教
用
語
に
起
源
を
持
つ
「
智
慧
」
の
視
点
か
ら
、
池
田
Ｓ
Ｇ
Ｉ
会
長

の
人
権
思
想
を
読
み
解
く
。
そ
の
う
ち
、
人
権
と
密
接
に
関
わ
る
正
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義
論
を
取
り
上
げ
た
箇
所
で
、
著
者
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
　

 　

現
実
の
大
地
に
根
ざ
す
生
活
者
は
、
理
屈
よ
り
も
努
力
を
優

先
す
る
。
理
性
的
に
資
源
の
限
界
を
考
え
る
前
に
、
そ
の
限
界

を
突
破
す
る
智
慧
の
努
力
を
惜
し
ま
な
い
。
理
性
的
な
学
者
と

違
い
、
智
慧
的
な
生
活
者
は
、
最
初
か
ら
環
境
を
限
定
し
な
い
。

生
活
者
は
す
べ
て
を
生
か
す
智
慧
に
立
ち
、
ま
ず
自
他
共
に
栄

え
る
環
境
を
創
造
し
よ
う
と
試
み
る
。
そ
の
結
果
、
一
定
の
限

定
さ
れ
た
環
境
が
も
た
ら
さ
れ
た
と
し
よ
う
。
そ
れ
で
も
生
活

者
は
、
自
他
共
栄
の
理
想
を
捨
て
ず
、
不
断
に
智
慧
の
努
力
を

続
け
て
い
く
。
こ
れ
が
、「
公
正
」
な
ら
ぬ
「
活
用
」
と
し
て

の
正
義
な
の
で
あ
る
。

　

仏
教
の
外
に
あ
る
「
世
俗
の
学
問
」
で
は
定
義
し
づ
ら
い
「
智
慧
」

を
議
論
の
中
心
に
据
え
、「
理
性
的
な
学
者
」
と
対
比
し
て
「
智
慧

的
な
生
活
者
」
に
理
想
の
姿
を
見
出
す
。
こ
う
し
て
本
章
は
創
価
信

仰
学
の
方
法
を
先
取
り
し
て
い
る
半
面
、「
智
慧
的
な
生
活
者
」
が

具
体
的
に
ど
う
い
っ
た
主
体
を
指
す
か
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な

く
、
そ
の
限
り
で
〝
前
兆
〟
の
段
階
に
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

次
に
、「
創
価
信
仰
学
」
の
萌
芽
と
し
て
は
、
本
書
の
中
で
唯
一
、

創
学
研
究
所
の
設
立
以
降
に
書
か
れ
た
第
十
六
章
が
あ
る
。
牧
口
常

三
郎
の
思
想
を
例
に
取
り
、
特
定
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
縛
ら
れ
な
い

生
活
者
の
視
点
か
ら
人
間
と
自
然
の
共
生
を
考
え
る
本
章
で
は
、「
創

価
信
仰
学
」
の
代
わ
り
に
、「
仏
教
神
学
」
と
い
う
術
語
が
使
わ
れ

て
い
る
。
そ
の
特
徴
を
よ
く
表
し
て
い
る
の
が
、
次
の
一
節
だ
。

　
　

 　
『
人
生
地
理
学
』
を
著
し
た
頃
の
牧
口
は
、
ま
だ
仏
教
徒
で

は
な
か
っ
た
。
だ
が
、
創
価
学
会
の
信
仰
者
に
と
っ
て
牧
口
は

「
永
遠
の
仏
法
者
」
で
あ
る
。
信
仰
者
の
眼
に
は
、
牧
口
が
本

然
的
に
『
法
華
経
』
の
思
想
を
志
向
し
、「
生
か
す
」
視
座
を

持
つ
人
道
的
競
争
論
を
唱
え
た
と
映
っ
て
も
当
然
だ
ろ
う
。
そ

れ
は
仏
教
神
学
的
な
真
実
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。
ア
カ
デ
ミ
ズ

ム
の
研
究
者
に
、
人
文
科
学
と
は
次
元
を
異
に
す
る
、
こ
の
仏

教
神
学
的
な
見
解
を
否
定
す
る
権
利
は
な
い
。
両
者
は
、
カ
テ

ゴ
リ
ー
の
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

　

歴
史
的
な
時
系
列
で
言
え
ば
、
牧
口
が
『
人
生
地
理
学
』
で
人
道

的
競
争
を
訴
え
た
後
に
、
法
華
経
や
日
蓮
の
思
想
と
出
合
い
、
仏
教

に
入
信
し
た
、
と
い
う
順
序
に
な
る
。
こ
れ
を
「
仏
教
神
学
的
な
真

実
」
の
目
線
で
捉
え
直
す
と
、
牧
口
が
「
永
遠
の
仏
法
者
」
で
あ
る

と
こ
ろ
に
基
点
が
置
か
れ
、
現
実
に
仏
教
徒
に
な
る
前
か
ら
法
華
経

の
思
想
に
通
じ
て
い
て
、
そ
れ
が
『
人
生
地
理
学
』
で
人
道
的
競
争

の
概
念
と
し
て
現
出
し
た
、
と
理
解
さ
れ
る
。
時
系
列
が
逆
転
し
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
の
は
、
仏
教
神
学
が
「
人
文
科
学
」
と
は
別
の
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カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
し
て
い
る
か
ら
で
、
著
者
は
む
し
ろ
そ
こ
に
信
仰

に
迫
る
た
め
の
方
途
を
見
出
し
て
い
る
。

　

で
は
、
本
書
の
余
白
を
通
じ
て
創
価
信
仰
学
の
い
か
な
る
未
来
が

予
期
さ
れ
て
い
る
の
か
。
本
稿
の
前
半
で
触
れ
た
よ
う
に
、
著
者
は

各
章
で
大
乗
仏
教
や
日
蓮
の
思
想
、
西
洋
哲
学
が
抱
え
る
難
問
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
ア
ポ
リ
ア
を
解
決
す
る
の
に
、
本
書
で
は

創
価
学
会
の
思
想
が
活
用
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
現
代
の
創
価
学
会

そ
の
も
の
に
内
在
す
る
ア
ポ
リ
ア
は
、
ま
だ
大
々
的
に
吟
味
の
対
象

に
な
っ
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
。

　

著
者
が
明
言
し
て
い
る
よ
う
に
、
創
価
学
会
の
「
内
側
」
か
ら
言

葉
を
紡
ぐ
と
い
う
行
為
は
、「
研
究
活
動
」
で
あ
る
と
同
時
に
、「
信

仰
活
動
、
す
な
わ
ち
学
会
活
動
」
で
も
あ
る
。
信
仰
者
は
日
々
の
実

践
の
中
で
、
一
見
す
る
と
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
問
題
に

ど
う
向
き
合
い
、
葛
藤
し
、
け
り
を
つ
け
て
い
る
の
か
。
創
価
信
仰

学
の
さ
ら
な
る
発
展
に
よ
っ
て
、
そ
の
「
内
在
的
な
論
理
」
が
、
い

ま
だ
か
つ
て
な
い
角
度
か
ら
語
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。

　

さ
ら
に
、
信
仰
を
用
い
て
信
仰
に
形
を
与
え
る
営
み
は
、
必
然
的

に
新
し
い
書
き
言
葉
や
話
し
言
葉
の
誕
生
を
促
す
で
あ
ろ
う
。
創
価

信
仰
学
と
い
う
前
人
未
到
の
領
域
に
ふ
さ
わ
し
い
記
述
法
を
考
え
る

に
あ
た
り
、
参
考
に
な
り
得
る
か
も
し
れ
な
い
一
例
と
し
て
最
後
に

付
記
し
た
い
の
が
、
イ
マ
ヌ
エ
ル
・
カ
ン
ト
の
文
章
だ
。
も
ち
ろ
ん
、

本
書
の
著
者
が
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
カ
ン
ト
に
よ
っ
て

確
固
た
る
地
位
を
得
た
「
理
性
」
は
、
と
り
わ
け
二
つ
の
世
界
大
戦

を
招
い
た
近
代
化
へ
の
反
省
と
い
う
文
脈
で
手
厳
し
く
非
難
さ
れ
、

彼
の
著
作
の
内
容
を
そ
の
ま
ま
現
代
に
当
て
は
め
る
の
も
妥
当
で
は

な
い
。
そ
の
一
方
で
、
カ
ン
ト
が
い
ま
だ
に
多
く
の
書
き
手
を
引
き

付
け
て
や
ま
な
い
の
は
、
自
ら
の
思
考
し
た
内
容
に
対
し
て
、
で
き

る
だ
け
正
確
に
、
そ
し
て
誠
実
に
輪
郭
を
与
え
よ
う
と
苦
心
す
る
様

が
、
強
度
の
あ
る
文
章
に
見
て
取
れ
る
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

『
純
粋
理
性
批
判
』
第
一
版
の
序
言
を
、
カ
ン
ト
は
次
の
よ
う
に
書

き
始
め
る
。

　
　

 　

人
間
の
理
性
は
、
そ
の
認
識
の
種
類
と
い
う
点
に
お
い
て
特

殊
な
運
命
を
も
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
人
間
の
理
性
は
自
ら

が
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
問
い
に
よ
っ
て
悩
ま
さ
れ
る
。
な

ぜ
な
ら
、
そ
れ
ら
の
問
い
が
理
性
そ
の
も
の
の
本
性
に
よ
っ
て

理
性
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
人
間
の
理
性

は
こ
れ
ら
の
問
い
に
は
答
え
る
こ
と
も
で
き
な
い
。な
ぜ
な
ら
、

そ
れ
ら
の
問
い
が
人
間
の
理
性
の
全
能
力
を
凌
駕
し
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。以
上
が
人
間
の
理
性
が
も
つ
特
殊
な
運
命
で
あ
る
。

（
有
福
孝
岳
訳
『
カ
ン
ト
全
集
４ 

純
粋
理
性
批
判 

上
』、
岩

波
書
店
）
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カ
ン
ト
は
理
性
の
実
践
者
と
し
て
、
理
性
を
そ
の
「
内
側
」
か
ら

縁
取
ろ
う
と
し
た
。
右
の
よ
う
な
文
章
に
出
て
く
る
「
理
性
」
と
い

う
単
語
が
「
信
仰
」
に
置
き
換
え
ら
れ
た
と
き
、
ど
の
よ
う
な
記
述

が
生
み
出
さ
れ
る
の
か
。
本
書
の
読
者
は
、
創
価
信
仰
学
の
未
来
に

期
待
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。



■活動報告・投稿規定
　

本
年
度
は
現
代
儒
学
研
究
部
門
、
現
代
仏
教
研
究
部
門
、
西
洋
哲

学
研
究
部
門
、
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
部
門
、
池
田
大
作
思
想
研
究
部
門

の
五
研
究
部
門
体
制
を
発
展
さ
せ
、
二
つ
の
新
た
な
研
究
会
を
発
足

し
、
地
域
貢
献
・
社
会
貢
献
の
活
動
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
た
。

現
代
儒
学
研
究
部
門
が
長
年
続
け
て
い
る
論
語
素
読
教
室
は
コ
ロ
ナ

禍
を
経
て
、
現
在
で
は
感
染
症
対
策
を
徹
底
し
た
上
で
ほ
ぼ
コ
ロ
ナ

禍
前
の
状
況
を
取
り
戻
す
こ
と
が
出
来
て
い
る
。
加
え
て
、
仏
教
者

で
創
価
大
学
の
創
立
者
で
あ
る
池
田
大
作
先
生
を
研
究
対
象
と
す
る

池
田
大
作
思
想
研
究
部
門
が
昨
年
度
、
東
洋
思
想
研
究
所
の
新
規
部

門
と
し
て
設
立
さ
れ
た
が
、
本
年
度
は
現
代
仏
教
研
究
部
門
と
の
合

同
に
よ
り
、
池
田
大
作
思
想
研
究
会
を
発
足
し
た
。
池
田
大
作
思
想

研
究
会
で
は
毎
月
一
回
公
開
講
座
を
開
催
し
、
外
部
講
師
に
も
特
別

講
義
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
西
洋
哲
学
研
究
部
門
と
イ
ス
ラ
ー

ム
研
究
部
門
も
研
究
部
門
合
同
の
西
洋
哲
学
・
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
部

門
合
同
研
究
会
を
発
足
さ
せ
、
三
ヵ
年
の
研
究
計
画
に
基
づ
い
て
活

動
を
開
始
し
た
。
本
学
創
立
一
二
〇
周
年
に
向
け
て
、
今
後
も
研
究

所
の
更
な
る
発
展
を
目
指
し
て
挑
戦
を
し
続
け
た
い
。
令
和
四
年
に

お
け
る
東
洋
思
想
研
究
所
の
具
体
的
な
活
動
の
概
要
は
以
下
の
通
り

で
あ
る
。

【
活
動
報
告
】

一
月　
　

東
洋
思
想
研
究
所
例
会

　
　
　
　

論
語
素
読
教
室
（
二
回
）

　
　
　
　

イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
会

　
　
　
　

 

徳
永
里
砂
（
金
沢
大
学
客
員
准
教
授
・
ア
ラ
ブ
・
イ
ス
ラ
ー

ム
学
院
研
究
員
）「
同
時
代
資
料
に
見
る
イ
ス
ラ
ー
ム
の

始
ま
り
─
古
代
末
期
か
ら
ウ
マ
イ
ヤ
朝
初
期
の
ア
ラ
ビ
ア

半
島
と
そ
の
周
辺
」

二
月　
　

論
語
素
読
教
室
（
二
回
）

　
　
　
　

イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
会

　
　
　
　

 

佐
藤
裕
一
（
東
京
大
学
非
常
勤
講
師
・
ア
ラ
ブ
・
イ
ス
ラ
ー

ム
学
院
研
究
員
）「
ア
ラ
ビ
ア
半
島
に
お
け
る
（
多
神
教

時
代
の
）
人
々
の
暮
ら
し
ぶ
り
と
イ
ス
ラ
ー
ム
に
よ
る
生

活
の
刷
新
」

三
月　
　

東
洋
思
想
研
究
所
例
会

　
　
　
　

論
語
素
読
教
室
（
二
回
）

　
　
　
　

西
洋
哲
学
部
門
第
一
回
定
例
会　

四
月　
　

論
語
素
読
教
室
（
二
回
）

　
　
　
　

東
洋
思
想
研
究
所
例
会

五
月　
　

東
洋
思
想
研
究
所
例
会

　
　
　
　

論
語
素
読
教
室
（
二
回
）

　
　
　
　

 
論
語
部「
い
わ
き
論
語
塾
」対
面
ミ
ー
テ
イ
ン
グ
再
開（
以

後
毎
月
数
回
開
催
）
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池
田
大
作
思
想
研
究
会

　
　
　
　

 

大
﨑
素
史
「
池
田
大
作
先
生
の
『
第
四
権
と
し
て
の
教
育

権
の
独
立
』
提
唱
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
」　

　
　
　
　

西
洋
哲
学
部
門
第
二
回
定
例
会

六
月　
　

第
三
四
回
大
成
至
聖
先
師
孔
子
祭　

　
　
　
　

論
語
素
読
教
室
（
二
回
）

　
　
　
　

池
田
大
作
思
想
研
究
会

　
　
　
　

三
浦
健
一
「
創
価
信
仰
学
入
門
（
１
）」

　
　
　
　

 

人
間
力
育
成
講
座
（
二
階
俊
博
先
生
、
林
幹
雄
先
生
、
森

田
実
先
生
）

七
月　
　

論
語
素
読
教
室
（
二
回
）

　
　
　
　

池
田
大
作
思
想
研
究
会

　
　
　
　

松
岡
幹
夫
「
法
華
経
入
門
（
１
）」

　
　
　
　

東
洋
思
想
研
究
所
例
会

　
　
　
　

西
洋
哲
学
部
門
第
三
回
定
例
会

八
月　
　

夏
季
休
暇

　
　
　
　

論
語
素
読
教
室
（
二
回
）

　
　
　
　

 

論
語
部
「
い
わ
き
論
語
塾
」
令
和
四
年
度
第
一
回
討
論
会

開
催

　
　
　
　

 『
論
語
』
八
佾
第
三
の
一
と
里
仁
第
四
の
二
十
五
の
章
句

か
ら
、
社
会
と
孤
独
に
つ
い
て
検
証
を
行
う

　
　
　
　

池
田
大
作
思
想
研
究
会

　
　
　
　

 

西
園
寺
一
晃
（
東
日
本
国
際
大
学
客
員
教
授
・
北
京
大
学

客
員
教
授
）「
池
田
大
作
先
生
と
日
中
友
好
の
歴
史
」　

九
月　
　

東
洋
思
想
研
究
所
例
会

　
　
　
　

論
語
素
読
教
室
（
二
回
）

　
　
　
　

池
田
大
作
思
想
研
究
会

　
　
　
　

 

大
﨑
素
史「
池
田
大
作
先
生
の
具
体
的
な
教
育
論
Ⅰ
―『
人

間
教
育
の
指
針
』
か
ら
―
」

　
　
　
　

西
洋
哲
学
部
門
第
四
回
定
例
会

十
月　
　

論
語
素
読
教
室

　
　
　
　

 

論
語
部
「
い
わ
き
論
語
塾
」
鎌
山
祭
展
示
部
門
出
展
・
総

長
賞
獲
得

　
　
　
　

池
田
大
作
思
想
研
究
会

　
　
　
　

三
浦
健
一
「
創
価
信
仰
学
入
門
（
２
）」

　
　
　
　

人
間
力
育
成
講
座
（
東
晋
平
先
生
）

十
一
月　

東
洋
思
想
研
究
所
例
会

　
　
　
　

論
語
素
読
教
室
（
二
回
）

　
　
　
　

 

論
語
部「
い
わ
き
論
語
塾
」Ｎ
Ｈ
Ｋ
福
島
放
送
局
主
催「
こ

で
ら
ん
に
文
化
祭
」
出
展

　
　
　
　

池
田
大
作
思
想
研
究
会

　
　
　
　

松
岡
幹
夫
「
法
華
経
入
門
（
２
）」

　
　
　
　

西
洋
哲
学
部
門
第
五
回
定
例
会

　
　
　
　

人
間
力
育
成
講
座
（
上
沢
直
之
先
生
）
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十
二
月　

論
語
素
読
教
室
（
二
回
）

　
　
　
　

池
田
大
作
思
想
研
究
会

　
　
　
　

 
蔦
木
栄
一
（
公
益
財
団
法
人
東
洋
哲
学
研
究
所
委
嘱
研
究

員
・
同
研
究
所
研
究
事
業
部
副
部
長
）「『
法
華
経
―
平
和

と
共
生
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
』
展
に
込
め
ら
れ
た
池
田
大
作
先

生
の
思
想
と
学
術
的
意
義
に
つ
い
て
」

　
　
　
　

西
洋
哲
学
部
門
第
六
回
定
例
会

　
　
　
　

西
洋
哲
学
・
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
部
門
合
同
研
究
会

　
　
　
　

 

塩
尻
和
子
（
筑
波
大
学
名
誉
教
授
）　
「
ギ
リ
シ
ア
科
学
の

伝
播
―
イ
ス
ラ
ー
ム
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
―
」

　
　
　
　

人
間
力
育
成
講
座
（
箭
内
道
彦
先
生
）
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令
和
四
年
度
全
学
共
通
授
業
『
人
間
力
の
育
成
』

　

本
学
は
論
語
の
一
節
、「
義
を
行
い
以
て
其
の
道
に
達
す
」
と
い

う
建
学
の
精
神
を
『
人
間
力
』
と
い
う
言
葉
に
込
め
ま
し
た
。
平
成

二
十
五
年
度
に
開
講
し
た
全
学
共
通
授
業
「
人
間
力
の
育
成
」
は
東

洋
思
想
研
究
所
が
主
催
し
、
全
学
部
共
通
の
一
年
生
必
修
科
目
と
し

て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
度
か
ら
は
春
学
期
、
秋
学
期
を

通
し
た
通
年
科
目
と
し
て
新
出
発
を
し
ま
し
た
。
毎
年
、
数
名
の
外

部
講
師
の
方
を
お
招
き
し
て
人
間
力
育
成
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
四
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
オ
ン
ラ
イ
ン
と
対
面
を
組
み
合

わ
せ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
を
継
承
し
な
が
ら
も
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
増
や
し
、
授
業
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
上
級
学
年
に
よ
る
ス

タ
ッ
フ
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
な
ど
、
今
ま
で
以
上
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
型
の
授
業
形
式
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
ま
た
昨
年
度
に
引

き
続
き
書
籍
と
し
て
も
発
刊
し
て
い
る
「
人
間
力
を
め
ぐ
る
対
話
」

の
小
冊
子
を
授
業
内
テ
キ
ス
ト
と
し
て
配
布
し
、
中
間
課
題
と
し
て

学
生
に
感
想
を
提
出
し
て
貰
い
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
外
部
講
師
と
し
て
、
春
学
期
に
は
政
治
家
の
二
階
俊
博

先
生
、
林
幹
雄
先
生
に
ご
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
森

田
実
名
誉
学
長
、
吉
村
作
治
総
長
に
は
春
学
期
と
秋
学
期
の
二
回
、

そ
れ
ぞ
れ
に
ご
講
義
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
秋
学
期

に
は
編
集
者
の
東
晋
平
先
生
、
プ
ロ
野
球
選
手
の
上
沢
直
之
先
生
、

ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
箭
内
道
彦
先
生
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
東
洋
思
想
研

究
所
客
員
教
授
で
も
あ
る D

ef T
ech M

icro 

先
生
に
ご
講
義
を
し

て
い
た
だ
き
、
各
界
で
活
躍
す
る
外
部
講
師
の
方
々
に
お
力
添
え
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

二
〇
二
二
年
の
冒
頭
に
掲
げ
た
「
変
革
」
と
い
う
授
業
テ
ー
マ
の

通
り
、
本
年
度
は
双
方
向
性
の
高
い
新
た
な
授
業
ス
タ
イ
ル
を
確
立

す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
来
年
度

の
授
業
テ
ー
マ
は

「
原
点
」と
し
て
、

二
〇
二
三
年
の
創

立
一
二
〇
周
年
に

際
し
て
、
も
う
一

度
、
徹
し
て
一
人

を
大
切
に
す
る
人

間
教
育
の
原
点
に

立
ち
返
る
一
年
に

し
て
参
り
ま
す
。

上沢直之先生による人間力育成講座
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■活動報告・投稿規定

現
代
儒
学
研
究
部
門

【
研
究
会
活
動
概
要
】

　

令
和
四
年
度
に
お
い
て
、
東
洋
思
想
研
究
所
・
現
代
儒
学
研
究
部

門
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に
よ
り
、
斯
文
会
主
催
の

湯
島
聖
堂
孔
子
祭
や
足
利
学
校
釋
奠
な
ど
、
対
外
的
な
多
く
の
行
事

が
中
止
に
至
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、研
究
と
啓
蒙
の
二
方
面
よ
り
、

積
極
的
に
活
動
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

ま
た
昨
年
度
よ
り
、
論
語
マ
イ
ス
タ
ー
の
制
度
も
、
本
格
的
に
動

き
始
め
ま
し
た
。
参
加
者
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、
数
名
の
方
が
興
味
を

示
し
て
く
だ
さ
り
、
と
り
わ
け
積
極
的
な
一
名
の
方
は
、
す
で
に
申

し
込
み
の
手
続
き
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
会
員
の
み
な

さ
ん
と
は
、「
今
後
ど
の
よ
う
な
学
び
を
構
築
し
て
い
く
か
」
に
つ

い
て
相
談
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

来
年
度
以
降
は
、
引
き
続
き
積
極
的
に
、
外
部
の
儒
学
関
係
の
研

究
・
行
事
に
参
加
し
、
本
研
究
所
の
現
代
儒
学
研
究
を
推
し
進
め
て

い
く
予
定
で
す
。

【
啓
蒙
活
動
概
要
】

【
1
】
論
語
部
「
い
わ
き
論
語
塾
」
活
動
報
告

　

平
成
二
十
八
年
度
に
発
足
し
た
、
本
学
の
論
語
サ
ー
ク
ル
「
い
わ

き
論
語
塾
」
は
、
令
和
元
年
度
に
お
い
て
、
大
学
の
指
定
部
に
昇
格

し
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
令
和
二
年
度
・
三
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

流
行
に
よ
り
、
学
内
の
三
密
下
に
お
け
る
討
論
会
の
開
催
は
不
可
能

で
あ
っ
た
た
め
、
や
む
な
く
中
止
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
令
和

四
年
度
に
お
い
て
は
、
対
面
に
よ
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
討
論
会
が
復

活
、
本
年
度
の
第
一
回
目
の
討
論
会
で
は
、『
論
語
』
八
佾
第
三
の

一
の
文
章
、「
孔
子
、
季
氏
を
謂
う
、
八
佾
を
庭
に
舞
わ
し
む
。
是

を
忍
ぶ
べ
く
ん
ば
、
孰
れ
を
か
忍
ぶ
べ
か
ら
ざ
ら
ん
」
と
、『
論
語
』

里
仁
第
四
の
二
十
五
の
文
章
、「
子
曰
わ
く
、
徳
は
孤
な
ら
ず
、
必

ず
鄰
有
り
」
の
解
釈
を
題
材
と
し
て
、現
代
的
な
テ
ー
マ
で
あ
る
「
社

会
と
は
何
か
」、
そ
し
て
、「
孤
独
と
は
何
か
」
に
つ
い
て
突
き
詰
め

て
参
り
ま
し
た
。

　

学
生
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
課
題
を
持
ち
寄
り
、

そ
の
内
容
に
対
し
て
、
学
生
た
ち
が
丁
々
発
止
の
議
論
を
行
い
ま
し

た
。
午
後
二
時
三
十
分
よ
り
開
始
し
た
議
論
は
、
休
憩
を
は
さ
み
、

午
後
六
時
前
ま
で
続
き
ま
し
た
。
今
回
、
二
つ
の
テ
ー
マ
よ
り
検
証

を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
深
い
考
察
に
至
っ
た
と
考
え
て
い

ま
す
。
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な
お
、
今
後
の
討
論
会
で
は
、
現
代
的
な
問
題
意
識
か
ら
「
古
典
」

を
見
つ
め
直
す
こ
と
を
出
発
点
と
し
て
、「
古
典
」
か
ら
「
現
代
的

事
象
や
諸
問
題
を
再
検
証
し
、
さ
ら
に
、「
古
典
」
か
ら
現
代
的
な

問
題
意
識
を
問
い
直
す
。
そ
の
上
で
、
未
来
を
照
射
す
る
よ
う
な
題

材
を
選
択
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
過
去
に
三
年
連
続
第
一
位
の
栄
誉
に
浴
し
て
い
た
本
学
の

鎌
山
祭
展
示
部
門
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
本
年
度
も
全

力
で
取
り
組
み
、
す
ぐ
れ
た
展
示
活
動
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
令
和
四
年
度
の
鎌
山
祭
展
示
部
門
で
は
総
長

賞
を
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
来
年
度
も
引
き
続
き
、
様
々

な
展
示
企
画
を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

最
後
に
、
い
わ
き
論
語
塾
の
今
年
度
の
活
動
と
し
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

ラ
ジ
オ
番
組
「
こ
で
ら
ん
に
文
化
祭
」
の
展
示
に
出
展
す
る
な
ど
、

多
く
の
対
外
的
な
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ラ
ジ
オ
番
組

の
公
開
放
送
な
ど
に
参
加
す
る
機
会
を
多
く
得
た
こ
と
は
、
部
員
た

ち
の
今
後
の
糧
と
な
っ
た
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
う
し
た
経
験
を
基
礎
に
、
新
た
な
「
い
わ
き
論
語
塾
」
の
「
か
た

ち
」
を
模
索
し
て
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
先
生
方
の

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
2
】
論
語
素
読
教
室
活
動
報
告

　

本
年
度
は
、遠
藤
敎
広
先
生
と
城
山
陽
宣
研
究
員
を
講
師
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
と
同
様
、
永
続
的
に
毎
月
二
回
の
活
動
を
継
続
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
熱
心
な
新
規
の
メ
ン
バ
ー
の
方
々
の
ほ
か
、
古
参

の
メ
ン
バ
ー
も
学
び
を
深
め
、論
語
・
儒
学
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
っ

て
い
る
こ
と
が
顕
著
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
論
語
マ
イ
ス
タ
ー
制
度
に
参
加
さ
れ
る
会
員
の
み
な
さ

ま
と
も
に
、
本
学
の
建
学
の
精
神
で
あ
る
儒
学
、
と
り
わ
け
、
そ
の

中
枢
で
あ
る
『
論
語
』
に
つ
い
て
も
熱
心
に
研
究
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
以
降
、
儒
学
全
般
に
対
し
て
理
解
を
深
め

る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
一
部
の
会
員
の
方
々
に
は
、
研
究
の
段
階
に
至

り
、
教
養
の
面
か
ら
の
地
域
貢
献
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
の
思
い
を

強
く
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
可
能
な
限
り
予
定
通
り
教
室
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、

さ
ら
な
る
広
報
活
動
を
推
し
進
め
、
本
学
の
建
学
の
理
念
で
あ
る
儒

学
精
神
の
紹
介
と
、認
知
度
を
高
め
る
努
力
を
し
て
参
る
所
存
で
す
。

150



■活動報告・投稿規定

現
代
仏
教
研
究
部
門

　

本
年
度
、
現
代
仏
教
研
究
部
門
は
池
田
大
作
思
想
研
究
部
門
と
の

合
同
で
発
足
し
た
池
田
大
作
思
想
研
究
会
に
お
い
て
、
月
一
回
開
催

さ
れ
た
公
開
講
座
で
計
三
回
の
講
義
を
担
当
し
た
。
こ
れ
ま
で
二
冊

の
小
冊
子
を
発
行
し
、
昌
平
塾
「
法
華
経
入
門
」
と
し
て
開
講
し
て

き
た
松
岡
幹
夫
所
長
に
よ
る
「
法
華
経
入
門
」
講
座
に
つ
い
て
、
本

年
度
は
池
田
大
作
思
想
研
究
会
の
公
開
講
座
と
し
て
七
月
と
十
一
月

の
二
度
開
講
し
た
。
ま
た
本
年
度
か
ら
新
た
に
三
浦
健
一
主
任
研
究

員
に
よ
る
「
創
価
信
仰
学
入
門
」
講
座
を
開
講
し
、
六
月
と
十
学
の

二
回
、
公
開
講
座
を
行
っ
た
。
以
下
、
各
講
座
の
概
要
を
概
説
す
る
。

二
〇
二
二
年
六
月
十
一
日
（
土
）「
創
価
信
仰
学
入
門
（
１
）」

　

三
浦
健
一
（ 

東
日
本
国
際
大
学
准
教
授
・
東
洋
思
想
研
究
所
主
任

研
究
員
）

　
「
創
価
信
仰
学
入
門
」
講
座
の
第
一
回
で
は
、
そ
も
そ
も
信
仰
と

は
何
か
、
理
性
と
は
何
か
と
い
う
問
題
を
紐
解
き
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ

る
世
界
宗
教
は
独
自
の
信
仰
を
土
台
と
し
た
学
知
、
信
仰
学
を
形
成

し
て
い
る
こ
と
を
解
説
。
仏
教
に
お
い
て
も
揺
る
が
ぬ
信
仰
を
基
盤

と
し
つ
つ
、
積
極
的
に
現
代
の
諸
学
問
を
包
摂
し
た
信
仰
学
の
確
立

が
今
ま
で
以
上
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

二
〇
二
二
年
七
月
十
六
日
（
土
）「
法
華
経
入
門
（
１
）」

　

松
岡
幹
夫
（
東
日
本
国
際
大
学
教
授
・
東
洋
思
想
研
究
所
所
長
）

　

本
年
度
一
回
目
と
な
る
「
法
華
経
入
門
」
講
座
で
は
、「
五
百
弟

子
受
記
品
・
授
学
無
学
人
記
品
」
に
つ
い
て
松
岡
幹
夫
所
長
が
講
義

を
行
っ
た
。
仏
教
に
お
け
る
師
匠
と
弟
子
が
別
々
で
あ
っ
て
一
体
で

あ
る
と
考
え
る
人
間
観
、
世
界
観
を
紐
解
き
な
が
ら
、
大
乗
経
典
を

認
め
な
い
大
乗
非
仏
説
に
対
し
て
、
自
己
と
他
者
が
一
体
性
を
保
っ

た
「
自
在
主
観
」
が
経
典
を
編
み
出
し
た
と
述
べ
た
。

二
〇
二
二
年
十
月
十
五
日
（
土
）「
創
価
信
仰
学
入
門
（
２
）」

　

三
浦
健
一
（ 

東
日
本
国
際
大
学
准
教
授
・
東
洋
思
想
研
究
所
主
任

研
究
員
）

　

第
二
回
の
「
創
価
信
仰
学
入
門
」
講
座
で
は
、「
根
源
的
事
実
」「
信

仰
的
中
断
」「
自
在
の
論
理
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
講
義
を
行
っ

た
。
あ
ら
ゆ
る
信
仰
に
は
同
語
反
復
（
ト
ー
ト
ロ
ジ
ー
）
で
し
か
説
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明
出
来
な
い
信
仰
の
基
盤
と
な
る
根
源
的
な
事
実
が
存
在
し
、
根
源

的
事
実
に
お
い
て
思
考
を
一
時
的
に
中
断
し
、
理
性
を
再
生
さ
せ
、

自
在
に
活
用
す
る
こ
と
が
信
仰
と
い
う
営
み
の
土
台
に
あ
る
と
説
明

し
た
。

二
〇
二
二
年
十
一
月
十
九
日
（
土
）「
法
華
経
入
門
（
２
）」

　

松
岡
幹
夫
（
東
日
本
国
際
大
学
教
授
・
東
洋
思
想
研
究
所
所
長
）

　　

第
二
回
の
「
法
華
経
入
門
」
講
座
は
「
法
師
品
」
を
題
材
に
行
わ

れ
た
。
法
師
と
い
う
言
葉
に
は
法
を
求
め
る
側
面
と
法
を
弘
め
る
側

面
の
両
義
が
あ
る
と
し
て
、
菩
薩
の
生
き
方
の
重
要
性
に
つ
い
て
解

説
し
た
。
ま
た
全
て
の
人
間
に
は
生
死
を
超
え
た
使
命
が
あ
る
と
法

華
経
で
は
教
え
て
お
り
、
そ
う
し
た
根
本
の
使
命
に
生
き
る
こ
と
が

菩
薩
の
道
に
通
じ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
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■活動報告・投稿規定

池
田
大
作
思
想
研
究
部
門
活
動
報
告

　

二
〇
二
二
年
四
月
、
池
田
大
作
思
想
研
究
部
門
は
、
現
代
仏
教
研

究
部
門
と
合
同
し
て
の
「
池
田
大
作
思
想
研
究
会
」
の
公
開
講
座
を

月
一
回
の
頻
度
で
開
始
し
た
。

　

以
下
に
、
実
施
さ
れ
た
公
開
講
座
の
テ
ー
マ
と
講
義
担
当
者
を
示

す
（
月
一
回
土
曜
日
午
後
二
～
四
時
、Zoom

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

し
た
）。

四　

月
十
六
日
（
土
）
池
田
大
作
思
想
研
究
会
開
講
式

五　

月 

七 

日
（
土
） 

池
田
大
作
先
生
の
『
第
四
権
と
し
て
の
教
育

権
の
独
立
』
提
唱
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て　

大
﨑
素
史
（
東
日
本
国
際
大
学
教
授
・
池
田

大
作
思
想
研
究
部
門
長
）

六　

月
十
一
日
（
土
） 

創
価
信
仰
学
入
門
（
１
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

三
浦
健
一
（
東
洋
思
想
研
究
所
准
教
授
・
主

任
研
究
員
）

七　

月
十
六
日
（
土
） 

法
華
経
入
門
（
１
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
岡
幹
夫
（
東
洋
思
想
研
究
所
教
授
・
所
長
）

八　

月
十
三
日
（
土
）
池
田
大
作
先
生
と
日
中
友
好
の
歴
史　

　
　
　
　
　
　
　
　

 　

 

西
園
寺
一
晃（
東
日
本
国
際
大
学
客
員
教
授
・

北
京
大
学
客
員
教
授
）

九　

月 

十 

日
（
土
） 

池
田
大
作
先
生
の
具
体
的
な
教
育
論
Ⅰ
―『
人

間
教
育
の
指
針
』
か
ら
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

大
﨑
素
史
（
東
日
本
国
際
大
学
教
授
・
池
田

大
作
思
想
研
究
部
門
長
）

十　

月
十
五
日
（
土
） 

創
価
信
仰
学
入
門
（
２
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

三
浦
健
一
（
東
洋
思
想
研
究
所
准
教
授
・
主

任
研
究
員
）

十
一
月
十
九
日
（
土
） 

法
華
経
入
門
（
２
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
岡
幹
夫
（
東
洋
思
想
研
究
所
教
授
・
所
長
）

十
二
月
十
七
日
（
土
） 『
法
華
経
―
平
和
と
共
生
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
』

展
に
込
め
ら
れ
た
池
田
大
作
先
生
の
思
想
と

学
術
的
意
義
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

蔦
木
栄
一
（
公
益
財
団
法
人
東
洋
哲
学
研
究

所
委
嘱
研
究
員
・
同
研
究
所
研
究
事
業
部
副

部
長
）
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二
〇
二
三
年

一
月
二
十
一
日
（
土
） 

池
田
大
作
先
生
の
具
体
的
な
教
育
論
Ⅱ
―『
人

間
教
育
の
指
針
』
か
ら
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

大
﨑
素
史
（
東
日
本
国
際
大
学
教
授
・
池
田

大
作
思
想
研
究
部
門
長
）

池田大作思想研究会開講式
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■活動報告・投稿規定

西
洋
哲
学
研
究
部
門
（
令
和
四
年
）

［
研
究
活
動
テ
ー
マ
と
概
要
］

　

西
洋
哲
学
部
門
に
お
い
て
、
年
間
当
初
は
、
前
年
か
ら
の
継
続
討

論
課
題
で
あ
っ
た
環
境
問
題
に
つ
い
て
の
意
欲
作
『
人
新
世
の
「
資

本
論
」』（
斎
藤
幸
平
）
を
使
用
し
、
議
論
を
締
め
括
っ
た
。

　

次
い
で
、
同
じ
現
代
的
課
題
で
は
あ
る
が
、
よ
り
巨
視
的
・
歴
史

俯
瞰
的
で
あ
る
『21

Lessons
』 （
Ｙ
・
ハ
ラ
リ
）
を
継
続
し
て
討

論
し
な
が
ら
、
人
類
学
・
歴
史
学
・
経
済
学
等
の
学
際
的
な
観
点
か

ら
討
論
を
深
め
た
。
さ
ら
に
、
秋
季
以
降
は
、
哲
学
の
原
点
で
あ
る

古
代
ギ
リ
シ
ア
哲
学
に
立
ち
戻
り
、プ
ラ
ト
ン
の
著
作
群
（
対
話
篇
）

の
学
習
討
論
を
行
っ
た
。

［
定
例
会
］

　

コ
ロ
ナ
禍
が
ま
だ
続
い
て
い
る
状
況
で
は
あ
る
が
、
お
お
よ
そ
旧

来
の
頻
度
（
隔
月
）
で
定
例
会
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
、
部
門
の
垣
根
を
越
え
た
企
画
と
し
て
、
イ

ス
ラ
ー
ム
研
究
部
門
と
の
合
同
研
究
会
「
イ
ス
ラ
ー
ム
科
学
か
ら
西

欧
科
学
へ
」
を
実
施
し
た
。

［
定
例
会
の
日
程
・
内
容
］

第
一
回
定
例
会
：
三
月
十
二
日
（
土
）

　

 （
前
半
） 『
人
新
世
の
「
資
本
論
」』（
斎
藤
幸
平
、
集
英
社
新
書
、 

二
〇
二
〇
）
第
四
章
～
終
章
ま
で
。

　

 （
後
半
） 『21

Lessons

』（
Ｙ
・
ハ
ラ
リ
著
、
河
出
書
房
新
社
、

二
〇
一
九
）
第
一
部
。

第
二
回
定
例
会
：
五
月
十
四
日
（
土
）

　
『21

Lessons

』（
Ｙ
・
ハ
ラ
リ
著
）
第
二
部
。

第
三
回
定
例
会
：
七
月
十
六
日
（
土
）

　
『21

Lessons

』（
Ｙ
・
ハ
ラ
リ
著
）
第
三
部
。

第
四
回
定
例
会
：
九
月
三
日
（
土
）

　
『21

Lessons

』（
Ｙ
・
ハ
ラ
リ
著
）
第
四
部
～
最
後
ま
で
。

第
五
回
定
例
会
：
十
一
月
五
日
（
土
）

　

プ
ラ
ト
ン
『 

ソ
ク
ラ
テ
ス
の
弁
明
・
ク
リ
ト
ン
』（
訳
：
久
保
勉
）

（
岩
波
文
庫
［
改
版
］、
一
九
六
四
）

第
六
回
定
例
会
：
十
二
月
十
七
日
（
土
）

　

プ
ラ
ト
ン 『 

パ
イ
ド
ン
―
魂
の
不
死
に
つ
い
て
』（
訳
：
岩
田
靖
夫
）

（
岩
波
文
庫
、
一
九
九
八
）

　

プ
ラ
ト
ン
『 
ク
リ
ト
ン
』（
訳
：
久
保
勉
）（
前
掲
『
ソ
ク
ラ
テ
ス
155



研究　東洋

の
弁
明
・
ク
リ
ト
ン
』
所
収
）

�
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年

第
一
回
定
例
会
：
一
月
二
十
八
日
（
土
）

　

 

プ
ラ
ト
ン
『 
餐
宴
』（
訳
：
久
保
勉
）（
岩
波
文
庫
［
改
版
］

二
〇
〇
八
）

［
合
同
研
究
会
（
西
洋
哲
学
・
イ
ス
ラ
ー
ム
）
の
日
程
・
内
容
］

年
度
課
題
「
ギ
リ
シ
ア
的
知
の
遺
産
と
イ
ス
ラ
ー
ム
科
学
」

第
一
回
研
究
会
：
十
二
月
二
日
（
金
） 

［
講
師
］：
塩
尻
和
子
氏
（
筑
波
大
学
名
誉
教
授
）

［
演
題
］：「 

ギ
リ
シ
ア
科
学
の
伝
播
―
イ
ス
ラ
ー
ム
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
へ
」

第
二
回
研
究
会
：
一
月
二
十
日
（
金
）

［
講
師
］：
矢
口
直
英
氏
（
東
京
大
学
大
学
院
特
任
研
究
員
）

［
演
題
］：「 

イ
ス
ラ
ー
ム
の
医
科
学
―
イ
ブ
ン
・
ス
ィ
ー
ナ
ー
の
解

剖
生
理
学
―
」

　

な
お
、
両
開
催
会
場
は
全
回
に
お
い
て
、
本
学
「
早
稲
田
キ
ャ
ン

パ
ス
」（
東
京
）
２
Ｆ
会
議
室
を
使
用
し
た
。

［
今
後
の
学
習
討
論
課
題
に
向
け
て
］

　

本
年
末
ま
で
の
議
論
の
さ
ら
な
る
発
展
を
見
据
え
て
、
イ
ス
ラ
ー

ム
部
門
と
の
学
際
的
討
論
を
深
め
、
さ
ら
に
、
西
洋
哲
学
の
原
点
で

あ
る
古
代
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
古
典
期
の
著
作
群
を
学
習
討
論
し
、

巨
視
的
な
視
点
を
大
切
に
す
る
活
動
を
す
る
こ
と
と
す
る
。
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■活動報告・投稿規定

イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
部
門

　

二
〇
二
二
年
度
か
ら
は
、三
年
間
（
二
〇
二
二
―
二
〇
二
四
年
度
）

の
予
定
で
、
西
洋
哲
学
研
究
部
門
・
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
部
門
合
同
研

究
会
「
イ
ス
ラ
ー
ム
科
学
か
ら
西
欧
科
学
へ
」
を
開
催
す
る
運
び
と

な
っ
た
。
こ
れ
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
が
ギ
リ
シ
ア
科
学
を
吸
収
・
発
展

さ
せ
た
時
代
、
イ
ス
ラ
ー
ム
科
学
が
ラ
テ
ン
世
界
に
も
た
ら
さ
れ
た

時
代
、
西
欧
近
代
科
学
が
形
成
さ
れ
る
時
代
の
三
段
階
を
見
通
し
た

内
容
で
あ
り
、
二
〇
二
二
年
度
は
、「
ギ
リ
シ
ア
的
知
の
遺
産
と
イ

ス
ラ
ー
ム
科
学
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
に
、
下
記
の
二
度
の
研
究

会
を
企
画
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

二
〇
二
二
年
度
課
題　
「
ギ
リ
シ
ア
的
知
の
遺
産
と
イ
ス
ラ
ー
ム
科

学
」

①　

 

第
一
回
研
究
会　

二
〇
二
二
年
十
二
月
二
日
（
金
）

　
　

本
学
早
稲
田
キ
ャ
ン
パ
ス 

十
八
時
三
十
分
～
二
十
時

　
　

 

塩
尻
和
子
（
筑
波
大
学
名
誉
教
授
）　
「
ギ
リ
シ
ア
科
学
の
伝
播

―
イ
ス
ラ
ー
ム
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
―
」

②　

 

第
二
回
研
究
会　

二
〇
二
三
年
一
月
二
十
日
（
金
）

　
　

本
学
早
稲
田
キ
ャ
ン
パ
ス 

十
八
時
三
十
分
～
二
十
時

　
　

 

矢
口
直
英
（
東
京
大
学
大
学
院
特
任
研
究
員
）「
イ
ス
ラ
ー
ム

の
医
科
学
―
イ
ブ
ン
・
ス
ィ
ー
ナ
ー
の
解
剖
生
理
学
―
」

　

第
一
回
研
究
会
の
塩
尻
発
表
で
は
、
原
子
論
が
扱
わ
れ
た
。
古
代

ギ
リ
シ
ア
哲
学
に
お
い
て
は
、
レ
ウ
キ
ッ
ポ
ス
と
デ
モ
ク
リ
ト
ス
が

原
子
論
の
創
始
者
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
の
後
エ
ピ
ク
ロ
ス
が

論
を
受
け
継
ぎ
、
原
子
論
の
中
心
的
思
想
で
あ
る
〈
ア
ト
ム
〉
の
定

義
を
完
成
さ
せ
、「
こ
れ
以
上
分
割
不
可
分
な
原
子
と
そ
れ
が
運
動

す
る
空
間
で
あ
る
空
虚
か
ら
世
界
は
構
成
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
世

界
観
を
主
張
し
た
。
し
か
し
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
で
は
、
神
の
存
在
を

証
明
す
る
た
め
に
、
世
界
を
生
成
さ
せ
た
主
体
と
し
て
の
神
に
よ
る

「
無
か
ら
の
世
界
創
造
」
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
め
ざ
さ
れ
、
神

の
全
知
全
能
性
を
証
明
し
よ
う
と
す
る
た
め
の
一
種
の
方
程
式
と
し

て
展
開
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
原
子
論
は
科
学
的
な
世

界
観
を
説
明
す
る
も
の
で
は
な
い
。
本
発
表
で
は
、
こ
う
し
た
原
子

論
の
議
論
を
検
証
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
原

子
論
の
発
展
史
へ
の
つ
な
が
り
を
検
討
し
、
イ
ス
ラ
ー
ム
神
学
の
原

子
論
が
ど
の
程
度
ま
で
現
代
の
量
子
力
学
の
展
開
に
寄
与
し
た
の
か

を
考
え
る
場
と
な
っ
た
。
ル
ク
レ
テ
ィ
ウ
ス
の
著
作
『
物
の
本
質
に
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つ
い
て
』
の
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
原
子
論
は
次
々
に
学
者
を
生
み
出

し
、最
終
的
に
は
今
日
の「
素
粒
子
論
」へ
と
つ
な
が
っ
た
。イ
ス
ラ
ー

ム
神
学
の
原
子
論
的
存
在
論
で
は
、
事
物
の
構
成
を
開
始
す
る
の
は

原
子
で
あ
り
、イ
ス
ラ
ー
ム
神
学
に
お
い
て
は
宇
宙
論
だ
け
で
な
く
、

独
自
の
人
間
学
、
倫
理
学
、
霊
魂
論
、
社
会
論
、
政
治
思
想
な
ど
を

産
み
出
す
も
と
に
な
り
、
原
子
論
的
世
界
観
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
人

間
観
や
社
会
観
の
基
盤
と
も
な
っ
た
。
他
方
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
機

械
論
的
世
界
観
を
主
張
す
る
研
究
者
に
よ
っ
て
、
十
七
世
紀
以
降
の

原
子
論
の
多
く
は
物
質
的
世
界
の
み
を
研
究
対
象
と
し
て
発
展
す
る

よ
う
に
な
り
、
肉
眼
で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
自
然
現
象
を
明
ら

か
に
す
る
学
問
と
し
て
量
子
力
学
発
達
の
契
機
と
も
な
っ
た
。

　

第
二
回
研
究
会
の
矢
口
発
表
で
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
医
学
者

た
ち
の
解
剖
学
に
対
す
る
態
度
を
明
ら
か
に
す
る
手
が
か
り
を
得
る

た
め
に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
医
学
の
展
開
に
お
い
て
大
き
な
役
割

を
果
た
し
た
イ
ブ
ン
・
ス
ィ
ー
ナ
ー
（
一
〇
三
七
年
没
［
ラ
テ
ン
名 

A
vicenna

］）が
考
察
対
象
と
な
っ
た
。彼
が
執
筆
し
た『
医
学
典
範
』

は
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
に
広
く
普
及
し
、
後
代
の
学
者
た
ち
は
こ
ぞ
っ

て
そ
れ
に
対
す
る
注
釈
書
を
書
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
ま
た
『
医

学
典
範
』
に
は
要
約
書
が
作
成
さ
れ
、
多
く
の
注
釈
書
が
作
成
さ
れ

た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、『
医
学
典
範
』
は 

十
二
世
紀
に
ク
レ
モ
ナ

の
ゲ
ラ
ル
ド
（
一
一
八
七
年
没
）
に
よ
っ
て
ラ
テ
ン
語
に
翻
訳
さ
れ

て
伝
わ
り
、各
地
の
医
学
校
や
大
学
医
学
部
で
教
科
書
に
指
定
さ
れ
、

十
五
～
十
六
世
紀
の
間
に
強
い
人
気
を
博
し
た
。
西
洋
で
は
そ
の
後

近
代
医
学
が
誕
生
し
た
た
め
『
医
学
典
範
』
は
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

か
ら
は
除
外
さ
れ
た
が
、
地
域
に
よ
っ
て
は
十
八
世
紀
末
ま
で
教
え

ら
れ
続
け
た
。
こ
の
よ
う
に
、『
医
学
典
範
』
は
中
東
で
も
西
洋
で

も
医
学
史
上
で
大
き
な
意
味
を
も
つ
著
作
で
あ
る
が
、
解
剖
学
的
記

述
に
つ
い
て
は
そ
の
調
査
は
い
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム

世
界
の
解
剖
学
的
記
述
は
ガ
レ
ノ
ス
の
著
作
に
由
来
す
る
が
、
そ
の

影
響
と
し
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
で
は
解
剖
学
が
諸
器
官
の
形
態
だ

け
で
な
く
、用
途
を
も
扱
う
も
の
と
な
っ
た
。
イ
ブ
ン
・
ス
ィ
ー
ナ
ー

は
用
途
の
概
念
に
よ
り
明
確
な
説
明
を
与
え
、
機
能
よ
り
下
位
に
位

置
づ
け
た
た
め
、
こ
の
考
え
に
基
づ
き
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
で
執
筆
さ

れ
た
ア
ラ
ビ
ア
語
の
医
学
書
は
ラ
テ
ン
語
世
界
に
も
伝
わ
り
、
中
世

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
医
学
に
大
き
く
影
響
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
イ
ス

ラ
ー
ム
世
界
の
医
学
研
究
に
お
い
て
、
用
途
の
概
念
は
解
剖
学
そ
の

も
の
以
上
に
は
、
注
目
を
浴
び
て
こ
な
か
っ
た
が
、
解
剖
学
的
記
述

の
構
造
に
影
響
を
与
え
、
か
つ
解
剖
学
と
い
う
学
問
の
理
解
に
も
入

り
込
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
用
途
は
医
学
に
お
い
て
重
要
な
概
念
と

し
て
扱
う
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
本
発
表
で
指
摘
さ
れ
た
。

　

古
代
の
末
期
に
一
旦
は
滅
ん
だ
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
科
学
思
想
を
今

日
の
世
界
へ
と
伝
え
る
重
要
な
引
継
ぎ
の
役
割
を
果
た
し
た
の
は
、

ま
さ
に
イ
ス
ラ
ー
ム
文
明
で
あ
っ
た
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
点
で
は
あ
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■活動報告・投稿規定

る
が
、
両
名
の
ご
発
表
に
よ
り
、
原
子
論
に
よ
る
展
開
や
解
剖
学
の

分
野
に
お
い
て
も
、
そ
の
道
筋
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
多
様
性
が
あ
る
こ

と
が
理
解
さ
れ
た
。
両
研
究
発
表
の
様
子
は
動
画
と
し
て
も
記
録
さ

れ
、
西
洋
哲
学
研
究
部
門
・
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
部
門
双
方
の
会
員
に

Y
ouT

ube

発
信
が
行
わ
れ
た
。

第
一
回
研
究
会
の
始
ま
り

研
究
会
の
参
加
者

第
二
回
研
究
会
の
始
ま
り

研
究
会
の
総
括
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研
究
紀
要
『
研
究　
東
洋
』
投
稿
規
定

１ 

．
投
稿
者
は
、
原
則
と
し
て
本
学
教
員
（
非
常
勤
講
師
を
含

む
）
に
限
る
。
た
だ
し
、
本
学
教
員
が
主
に
な
っ
て
い
る
共

同
執
筆
及
び
編
集
委
員
会
か
ら
依
頼
し
た
場
合
に
は
、
学
外

者
が
加
わ
っ
て
も
差
支
え
な
い
。

２ 

．
投
稿
は
、
原
則
未
発
表
の
も
の
に
限
り
、
原
稿
の
内
容
は

時
代
を
問
わ
ず
東
洋
思
想
全
般
（
特
に
儒
学
・
仏
教
・
日
本

思
想
関
連
を
歓
迎
す
る
）
に
関
連
し
た
幅
広
い
も
の
と
す

る
。

３ 

．
年
一
回
（
原
則
一
月
第
一
週
締
切
）
投
稿
の
申
込
み
を
受

け
る
。
申
込
み
者
が
多
い
場
合
に
は
、
次
号
廻
し
と
な
る
こ

と
が
あ
る
。

４ 

．
投
稿
原
稿
は
、
論
文
（
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
換
算
五
〇

枚
前
後
）
、
研
究
ノ
ー
ト
（
三
五
枚
前
後
）
、
資
・
史
料
紹

介
（
五
〇
枚
前
後
）
、
書
評
、
報
告
（
一
〇
枚
前
後
）
等
に

区
分
す
る
。
区
分
は
原
則
と
し
て
投
稿
者
の
申
出
に
よ
る

が
、
編
集
委
員
会
が
変
更
を
求
め
る
こ
と
が
あ
る
（
一
回
の

投
稿
原
稿
は
一
人
論
文
を
含
め
二
本
＋
共
同
執
筆
一
本
ま
で

と
す
る
）
。

５ 

．
投
稿
原
稿
は
『
研
究　

東
洋
』
編
集
委
員
会
あ
て
に
提
出

す
る
も
の
と
し
、
論
文
と
し
て
提
出
さ
れ
た
原
稿
に
つ
い
て

は
、
査
読
を
行
う
。
校
正
等
は
全
て
紀
要
編
集
委
員
会
を
経

由
す
る
こ
と
と
し
、
そ
れ
に
違
反
し
た
者
は
引
き
と
り
を
求

め
る
こ
と
が
あ
る
。
査
読
の
結
果
、
原
稿
の
修
正
、
再
提
出

を
求
め
る
こ
と
が
あ
る
。

６ 

．
論
文
以
外
の
原
稿
に
つ
い
て
も
、
編
集
委
員
会
の
判
断

で
、
修
正
、
再
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
あ
る
。

７ 

．
投
稿
原
稿
は
、
別
に
定
め
る
執
筆
要
項
に
従
い
、
期
日
ま

で
に
完
成
原
稿
と
し
て
編
集
委
員
会
に
提
出
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
22
年
12
月
９
日
改
訂
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■論文外国語要旨

ence over the production of knowledge thereafter. I complicate Guʼs insight by 
my inspection of Weng Fanggang （翁方綱, 1733-1818）. I reach the same con-
clusion as Gu does that since the 18th century, growing have the Qing scholars 
been attentive to the distinction of various annotative patterns, and according-
ly, assessing those patterns established by the school of Zhu Xi.
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"Wenti （文體 , genre）" in Confucian Classics:
 A Multidimensional and Diachronic Study of  "Jichuan（集傳）"

Hu Hua-yu

　A solid tradition in the study on Confucian classics lies in the exploration of 
its commentary. While the pattern whereby antecedent Confucians annotated 
the classics, it is believed, bears as much profound meaning as the commentary 
itself does. In the present, Chinese-speaking academia, scholars seek to sub-
stantiate the relation between the study of the classics and schools dispersed 
in geographical regions in imperial China ―― by investigating the title of the 
commentary monographs. This essay will examine this research method. Does 
the title, it askes, reflect the development of the classic study? 
　The term “genre” pertains not to Chinese nor Japanese in the ordinary 
sense. Since the year 1986, growingly the scholarship in Chinese considers the 
development of the classic study in terms how the annotative patterns and for-
mats evolved. The patterns and formats have gained so much attention that, 
according to the present scholars, Zhu Xi（朱熹, 1130-1200）created the format 
Jizhuanjizhu（集傳集注）, and his disciples advanced the theory regarding the 
pattern called Zuanshi（纂釋）. These scholars ignore that Zhu Xiʼs writing nev-
er discriminates his annotations systematically. He might have illustrated the 
difference of some annotative, such as Zhangju（章句）, Huowen（或問）, Jingyi（精
義）, Jilüe（輯略）, regarding the varying purpose and utility assisting our com-
prehension of the classics, but left other unexplained. Thus, it is precarious to 
base the entire study of the classic on its commentary. 
　This essay approaches the deficiencies of the method. First, I argue that Zhu 
Xi and the disciples he taught personally did not recognize the function the 
title of the annotative treatise could bear, though some Huizhou Confucians, 
those who relate themselves to the Zhu Xi orthodox, insisted so. Second, in the 
premodern literature on the classic study we find no records regarding the 
relation between the name of the annotative treatise and the genre. Third, Gu 
Jiegang (顧頡剛, 1893-1980), an eminent scholars of Confucian classics, ascribes 
the relation to the influence of Siku quanshu（四庫全書）, given its seminal influ-

vii



■論文外国語要旨

Gesshu Jukei's Criticism of 'Honzogaku' in Medical Recognition and 
the Construction of Zen and  jodo-shiso （pure land buddhism）

CUI XUEPING

　In previous studies, Gesshu's reception of medical knowledge had almost no 
connection with Zen Thought and was recognized simply as the acquisition of 
medical knowledge. However, as Gesshu asserts that ''medicine is the meaning, 
and the communication of the heart with the heart,'' he paid close attention 
to medicine, not only to academic acceptance, It can be speculated that it is 
related to the idea of Therefore, in this paper, I would like to review the char-
acteristics and significance of Gesshu's acceptance of medicine from a more 
philosophical perspective, based on the connection between medical knowledge 
and Zen thought. In relation to this, Gesshu first criticized the knowledge and 
academicization of herbalism, which represents the Shennong, while at the 
same time he called for medical books such as "Yellow Emperor's Classic of 
Medicine" and "Nanjing" as well as exchanges between doctors based on the 
theory of Yin-Yang and Five Elements. Based on the importance placed on it, 
we will analyze the characteristics of Gesshu's understanding of medicine. In 
addition, the reason why Gesshu emphasized the above characteristics will be 
clarified by demonstrating the rationality of the realization of 'self-benefit' and 
Consistency of Zen Buddhism and Pure Land sect of Buddhism.
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The Ancient World Viewed Through the Nile Waterfront
: An Approach to the Multilayered Construction of 

Civilizations
HASEGAWA, So

　This paper examines the historical multilayered construction of civilizations 
in the case of the Memphite waterfront in Egypt, where an administrative 
base existed. According to geographic considerations, waterfront formation has 
been deeply related to the “concentration of power” or the “Egyptianʼs nature 
of tolerance” so far. And then, however, the actual archaeological materials 
indicate various aspects of the use of places for settlement and transportation, 
and provide observations on water levels. They also reflect the transformation 
of the traditional Egyptian belief in the afterlife and its replacement with the 
Mediterranean views of syncretization. During the course of modernization, 
these swampy areas at the desert edge dried up, which previously recalled us 
the accumulation of the ancient world

v



■論文外国語要旨

out through the passages that he quoted the historical events and “語 history” 
in.
　　　　Finally, the analects show a lot of attempts for 孔子 Kongzi to depart 
from the ancient age of the gods although he has been regarded as the con-
servative person who protected the traditions. I would like to confirm the 
forms of human “徳 moral” by thinking of how he understood the concept of “賢 
wisdom”.

iv



研究　東洋

The Form of Moral Education and the Establishment 
of 『論語』 “The Analects” by

孔子Kongzi and Confucianists (Ⅰ):
Through the Study of the Conceptions of 世界観 the 
World of Ancient China, 語 History, and 賢 Wisdom

Takanobu Shiroyama

 It is believed that 『論 語』“The Analects of Confucius” was gradually 
compiled after the death of 孔子 Kongzi, and it was partially edited in the var-
ious places, finally formed what it is today in the Former Han period. Because 
of this process of the formation, there are many contradictions in the contents 
of it and they are often discussed even now.
　　　　In Addition to that, it is not easy to decipher the “true meaning” of 
the passages because they were written with the different sense of the value 
from today. As it gives the impression that 孔子 Kongzi tried to maintain the 
ancient values, it is not understood enough that how the morality of “孔子 Kong-
zi and his disciples”, that is, “孔子 Kongzi and Confucianists” was formed.
　　　　I would like to think the process of the formation of 『論語』“The Ana-
lects of Confucius” through the analysis of the conceptions of 世界観 the world 
of ancient China, 語 history, and 賢 wisdom in order to elucidate the part of 
that in this paper.
　　　　First of all, it would be revealed that what kind of world-view “語 his-
tory” of “孔子 Kongzi and Confucianists” was constructed under through adding 
analysis to the passages that express the view of the ancient Chinese world in 
the process of discussing the “知 intelligence” and “仁 humanity” that are the 
most inner “徳 moral（something which is the ability in the mind）” in the ana-
lects.
　　　　Next, I would examine “the role of the classical '語 history' in the 
words and deeds of 孔子 Kongzi.” In many chapters and phrases of the ana-
lects, the “語history” which was pre-Confucius historical facts and proverbs 
appeared, and it was recorded how he treated it. Accordingly, the “義 good 
practice,” a virtue he put emphasis on and his view of history would be found 
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A Study on Community Based Tourism：
A Study of Hospitality with a Case Study of Tourism

in Yubari City, Hokkaido, Japan
Kenichi Miura

Keywords：Community Based Tourism , Hospitality, Partial Death, Yubari

The purpose of this paper is to review the tourism efforts of Yubari City, 
Hokkaido, Japan, which went bankrupt in 2007, and to clarify how tourism in 
Yubari City has changed since its financial collapse. This paper considers the 
change in tourism in Yubari City after the financial collapse to be the shift to 

“Community Based Tourism”（CBT）, which broke away from government-led 
tourism. He also reinterpreted the financial collapse as partial death. Further-
more, the author proposed the hypothesis that the financial collapse triggered 
the formation of “hospitality” among local residents, which prompted the tran-
sition to CBT. This paper is based on the author's research results during his 
masterʼs course, and is a partial excerpt of his masterʼs thesis with significant 
additions and revisions.
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論
語
素
読
教
室
の
ご
案
内

　
東
日
本
国
際
大
学
で
は
、
長
年
、
本
学
教
員
と
市
民
の
皆
様

と
と
も
に
『
論
語
素
読
教
室
』
を
開
講
し
て
参
り
ま
し
た
。
平

成
元
年
か
ら
は
じ
ま
る
恒
例
の
勉
強
会
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

原
則
的
に
月
二
回
、
本
学
明
倫
堂
を
会
場
に
論
語
を
読
む
会
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
新
し
く
完
成
し
た
新
一
号
館
の
明
倫
堂
へ

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
興
味
あ
る
皆
様
は
、
お
気
軽
に
左
記

研
究
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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